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まえがき

本論文は、チベット文化圏の中でもっとも言語間の関係が錯綜している地域の１
つである川西民族走廊に分布するチベット語方言について、本格的に地域を単位に
取り組むおそらく初めての研究である。
川西民族走廊は数多くの少数言語である川西走廊諸語が分布し、最近になって認
知されるようになったものも少なくない。その多くはチベット文化圏に属する地域
であり、現在大部分の話者がチベット族に分類されている。最近の研究動向に見る
主な関心は、その川西走廊諸語に向けられてきた。同地域におけるチベット語の方
言にも多様性が見られることは予測できることであり、それはチベット人の「１つ
の地方に１つの言語がある」という表現からも分かることである。ところが、予測
される方言の複雑さに対して、これまでに具体的にあるいは言語学的に解説され記
述されたことは、ないといっても過言ではない。
筆者は、４年という短い間の現地調査において、必然と偶然と幸運と縁によって、
チベット語と川西走廊諸語あわせて 100地点程度の変種に出会うことができ、程度
の差はあれ記述研究に取り組み、資料を収集してきた。チベット語に限ってみれば、
これまでのチベット言語学において作り上げられてきた既成の常識的事項に従わな
い「変わった」方言を多数見出した。考えてみれば、先行研究に与えられてきた方
言資料があまりにも貧しいことに由来する見方である。しかし確かに、筆者が記録
した方言の中には、特別に際立つ特徴を持っているものがあまりにも多い。
本論文では、このような状況にかんがみ、現地調査に基づいて各種チベット語方
言の音声・語彙の情報を提供し、その特徴と分布についての試論を行うことにした。
ただし、論じることは少ない。今の問題は、「どんな方言がどこに存在するのか」と
いうことに答えることである。分析には類型的分析・地理的分析・歴史的分析の３
点を柱にすえる。その具体的方法には、これまでの研究にあまり見られない言語地
図を用いた方言地理学的手法を積極的に導入した。そして、川西走廊諸語とチベッ
ト語方言の相互関係にも積極的に触れた。方言資料として、別冊に数種のチベット
語方言の語彙を付した。いずれもチベット語方言研究上初めての試みであろう。
川西民族走廊では、チベット語方言もまた川西走廊諸語と同様に危機言語に認定
されうるということも、念頭におかなければならない。１方言の記述研究を選択し
ないのも、このような背景がある。日をおけばチベット語の言語文化が失われてし
まい、言語が死滅することは必至である。その流れはたやすく変えられるものでは
ない。ただし、そのような言語を記録することは、今ならできる。
本論文は非常に多くの方言話者の協力によって成り立っている。次に紹介し、感
謝の意を表するものである。
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広域図：中国における川西民族走廊

白井 (2006a:ix)より一部改変
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現地調査について

本論文の議論には筆者自身による一次資料収集のための現地調査が不可欠である。
現地調査は、実際に方言の使用区域に赴き話者から調査する場合と、任意の場所で
方言話者を見つけ、その母語を調査する場合の２通りある。いずれにしても、話者
から調査する根本的内容は大きく変わるところはない。
調査協力者は若年層（20-30代）である場合が大半で、方言間で比較的年代差が出
ないように配慮した。現在の調査状況で、年代差がどの程度明瞭に現れるかは判然
としていない。今後の研究の進展を待たなければならない。
調査の内容は、簡潔にまとめると以下の４点になる。

1. 基礎語彙の調査
筆者の現地調査における語彙調査は、基本的には華侃　主編 (2002)のものを
ほぼそのまま利用する。華侃　主編 (2002)はチベット語方言に特化した語彙
集であり、語数は 2121語で、適当な語彙数であると判断した。また、周毛草
(2003)などの語彙も参照し、調査語彙を拡充した。調査形式が主に媒介言語
（漢語を主とし、場合によりチベット語も利用）を用いて、当該言語の形式を
答えてもらう形で行った。

2. 基礎構文の調査
構文の調査は媒介言語（漢語、フランス語など）を用いて筆者が作成したもの
を用いる。基幹として、馬月華 (1987)にある基礎 200文を参考にした。

3. 民話など口語テクストの収集
口語の長編資料として民話などの収集を行う。

4. 自然発話の収集
自然発話の観察と記録で、媒介言語を介さない自然な言語の資料である。

本論文では、基本的に利用する資料は語彙情報であり、口語テクストの類は本研
究では特に反映されていない。
調査は主に方言が話されている土地で行った。中国での現地調査は 2003年 7-8月、

2004年 2-3月、7-9月*、2005年 1-2月、7-9月*、10-11月、2006年 1-2月、5-6月*、
7-9月、10月の計 10回行った。そのほか、日本国内での調査も行った。*のついた
現地調査については、平成 16-20年度文部科学省科学研究費補助金基盤研究 (S)「チ
ベット文化圏における言語基層の解明」（研究代表者：長野泰彦、課題番号 16102001）
の援助を受けている。
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調査地点

筆者がこれまでに一次資料として収集した、本論文で扱う範囲の川西民族走廊に
分布する言語・方言の地理的分布を図示すると、以下のようになる。地図に記載さ
れる名称は方言の話される土地の漢語名である。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

・熱爾

・阿西茸・包座・シ章扎・樹正
・阿土霸・安羌・紅原

・龍日

・水晶・山巴・・十里西/東

・紅土

・玉科
・中路・梭坡・格宗・木茹・八美・塔公

・新都橋

・沙徳
・祝桑

・理塘・巴塘
・措拉

・蘇哇龍
・沙貢・郷城・青徳・青麦・洞松・然烏・東旺

・熱打 ・稲城

・蒙自
・得榮
・茨巫
・徐龍 ・麦日

・大中甸
・尼西

・才ノ一　也頂
・巴迪

・徳欽・雲嶺
・燕門

・崇爾

×貢口戛山

×鮮水
×麻孜 ×革什扎×甲居

×巴旺×
邊耳

×東谷
×宅龍土

×紅頂×木絨

×脚木足 ×馬爾康

×河東

×日隆

×大藏×
龍爾甲×草登

×木蘇

×魁多

×喬瓦×白石周

100km

・：チベット語諸方言　　　　　　×：川西走廊諸語

以上の地図から、川西走廊諸語をはさんでチベット語諸方言の調査地点が南北に
分布しているように見える。このことは、川西走廊諸語とチベット語諸方言が重なっ
て用いられる地域について特に調査が不十分であることを意味し、調査地点に濃淡
があることによる。玉科を除き全て定住民の言語で、純牧地域の言語は基礎的調査
さえ行っていない。
地点の設定は、事前に準備し計画的に選んだものではない。調査地点は意図的に
選ばれているのではなく、筆者が実際に赴き調査が可能であった地域に過ぎない。
現段階の問題を単純化して述べるならば、未知の状態をより明確にすることが主と
して扱われなければならない。その文脈において、以上の調査地点は過去の調査地
点数に比べれば量的に多いだろう。
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表記に関する注意事項

本論文におけるチベット文語つづり（蔵文）の記法

本論文の本文中で蔵文を用いる場合、文字転写には統一して拡張Wylie方式を用
いる。語や文の形式で引用する場合はイタリックで表示し、特定の蔵文のつづり字
形式に言及するときはイタリックにしない（たとえば、「phagの ph」というような
書き方になる）。
先行研究に記載される蔵文形式の言及から引用するときは、これもまた拡張Wylie

方式に転写しなおし、原文の記法は踏襲しない。

本論文における地名・言語名・方言名表記の方法

本論文では、内容上非常に多くの地名・言語名・方言名が用いられる。本論文で
は一貫した名称の言及方法を用い、その方針を以下に説明する。
地名の原則的な表記は、定着した読み（たとえば「ラサ」など）が存在しない場
合、現時点での中国の行政区分に用いられる名称を漢字表記のまま用いる。原則的
には論文末の参考資料の項目に記した各種《地名録》などの資料を用いるが、編纂・
出版年代が若干古いため、現在の状況すなわち 2006年 12月現在の時点の状況にあ
わせて書き換える。たとえば改称された「中甸県」はいかなる場合も新名称の「香
格里拉県」と書く。また、先行研究に現れる地名と異なりがある場合はそのつど注
記する。なお、地名において省名はほとんどの場合省略し、自治州名も略して言及
する。たとえば「甘孜藏族自治州」は「甘孜州」などとする。一方、中国の行政区
分にないチベット固有の地域名称については、カナ表記とする。
言語名は原則的にカタカナを用いて表記する。ただし、チベット語を除いて中国
の民族名が言語名と等しく用いられる場合は、たとえば羌語、納西語などのように
漢字を用いて表記する。また、本論文のいう中国の民族名は、中国の行政上の区分
であるものについて述べることを付記しておく。
チベット語方言名の原則的な表記は、すべてローマ字を用いる。読みを限定する
カナ表記はつとめて避けた。ローマ字は蔵文に基づきながらも、発音に従って若干の
書き換えが行われている。読みはほとんどが一般に知られるものではないから、筆
者が規定するのではなく、読者が各自の方法に従って現地音もしくはラサ方言音な
どで読める余地を残した判断である。また、必要な場合は極力漢語の地名表記を添
える場合がある。方言名は原則「鎮/郷」の名称を採用し、必要があるときを除き村
の名称は用いない。先行研究が村名を特定している場合でも「鎮/郷」の名称に書き
換え、その旨を注記する。本文第２章に方言名の一覧があるが、以下参照の簡便の
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ため、チベット語方言について、漢語名、ローマ字表記、蔵文を対照して列挙する。

漢語名 方言名 蔵文形式
熱爾 gZari gza’ ri
阿西茸 Askyirong a skyid rong
包座 Babzo bab bzo
シ章扎 gTsangtsa gtsang rtsa
樹正 Phyugtsi phyugs skyid
阿土霸 rNgawa rnga ba
安羌 Anchams a ’chams
紅原 dMarthang dmar thang / lung ’dzams
水晶 Amphel a ’phel
山巴 sKyangtshang skyang tshang
十里/西 Ketshal ke tshal
十里/東 Thangskya thang skya
牟尼 Kusngo kun sngos
熱務溝 Zhongu zhong ngu khog
紅土 Hongtu （漢語名のみ）
玉科 gYokhog g.yo khog
色爾土霸 gSerpa gser pa
中路 sProsnang spro snang
梭坡 Sogpho sog pho
格宗 dGudzong dgu rdzong
木茹 Morim mo rims
八美 Bame ba smad
塔公 Lhagang lha sgang
新都橋 Rangakha ra rnga kha
沙徳 Sabde sa bde
祝桑 Grongsum grong gsum
理塘 Lithang li thang
巴塘 mBathang ’ba’ thang / bya khyung
蘇哇龍 Sowanang so ba nang
措拉 mTshola mtsho la
稲城 nDappa ’dab pa / bcings ’grol
蒙自 Mundzin ’bum ’dzin
沙貢 Sagong sa gong
郷城 Chaphreng phyag phreng / sham bha lha
青徳 Phrengto phreng stod
青麦 Phrengme phreng smad
洞松 gDongsum gdong gsum
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然烏 Ragwo rag wa
熱打 Rwata rwa rtags
茨巫 Tsiu dzi’u
得榮 sDerong sde rong / sangs smad
徐龍 Zholung zhol lung
麦日 Muli mu li / smi li
香格里拉 rGyalthang sems kyi nyi zla / rgyal thang
大中甸 rGyalthang rgyal thang
東旺 gTorwa gtor ba
尼西 Nyishe nyi shar
巴迪 Budy dbugs sdod
徳欽 nJol ’jol
雲嶺 Yungling lung gling
燕門 Yanmen （漢語名のみ）
才ノ一　也頂 Toding （漢語名のみ）
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第 I部　概論

第１章　チベット言語学の研究方法
第２章　地理と分布言語
第３章　音声分析と記述方法



第1章 チベット言語学の研究方法

1.1 チベット語とその言語学的位置

チベット語は、チベット・ビルマ諸語チベット語支に属する言語である1。
チベット語はチベット・ビルマ諸語の中でもっとも広範囲に分布し、中国、ネパー
ル、ブータン、インドなどで用いられる。口語としては、このように非常に広く用
いられ、また方言差異が大きい。にもかかわらず、その文語はチベット文語（蔵文）
という統一的な言語体系を有している。
方言区分は研究者によって一致を見ていない2。中国国内に限って考えると、４種
類の方言群を考えることができ、それらは中央、カム、アムド、南部の諸方言であ
る。このうち南部を除いた３種のことを「チベット語３大方言」と呼ぶこともある。
しかしながら、「方言」という語をどの意味で用いるかは先行研究によって異なるた
め、各論文においてその意味を明示的にしておく必要がある。本論文では、先に挙
げた「４種類の方言群」というレベルで「方言」という語は用いない。本論文のい
う「方言」は、土地の言語に限定して用い、一般的な漢語でいうところの「土語」の
ことをさす3。先の方言群については、それぞれ中央チベット語、カムチベット語な
どと呼び、これらは方言群として理解する4。

1.2 チベット言語学の方法論

チベット語は、その研究史を概観すると、個別言語としての研究方法が確立して
いるように見える。その中で、西田 (1970:xv)は「チベット言語学」の研究方法を具
体的にまとめている。チベット言語学とは、チベット語という言語体系を扱う分野

1「チベット語支」という区分・名称は西田・孫 (1990:277-279)を踏襲している。
2さらに方言と言語についても研究者によって扱いが異なる。ここではこのような問題に

深く立ち入ることはしない。
3これは、土語の類を俚言と訳す方がよいという西 (1987:184)の言及とは異なった立場で

ある。
4このような呼称を用いるとしても、筆者はチベット語の各種方言群が一般的に言及され

る「チベット語」とは別の言語であるとか、方言群がそれぞれ独立した言語とみなしうると
は考えていない。
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である。そして、これと対極的に置かれるのが、チベット語で書かれた文献を対象
にするチベット文献学である。
チベット語に関する言語学的研究について、西田 (1970:xv)は次の３つを中核的な
ものとして挙げている。

1. 記述的研究

2. 歴史的研究

3. 比較研究と再構成

現在、チベット言語学は西田 (1970)の時代から進歩を遂げ発展を続けているが、
以上の観点は変わることなく、研究の中核をなすものである。ただし、その研究方
法は劇的に変化があった。かつては不可能に近かったチベット語が用いられる地域
での外国人による現地調査がかなりの範囲で容易になり、資料収集を自らの手で行
える選択範囲が広くなった。それに伴い、各種方言の個人的な記述的研究の可能性
が飛躍的に高まった。また、中国国内での調査結果が公開され、提供される情報量も
比較にならないほど増加した。かつては先行研究の記述によらなければならなかっ
た点も、現在では可能な範囲で現地調査を行い、一次資料に当たることが可能になっ
ている。そのため、先行研究で扱われることのなかった言語や方言を直接調査を通
して知ることができるようになった5。
チベット語方言の研究に関しても、それがチベット言語学の研究である限り、以上
の研究テーマは変わることがない。現代の方言を研究することは、以上のいずれの
テーマにも関わっている。各方言は記述言語学の方法論を通して記述することがで
き、歴史的研究は過去の多くの研究に見られるように、チベット文語形式との対比
を中心として、比較的困難なく行うことができる分野のものである。中にはHäsler
(1998)のように、記述研究における音声・音韻の記述には口語形式の体系化ととも
にチベット文語形式との対比も整理するという主張もあり、チベット言語学にとっ
ては、この２種を不可分のものと考えることもできる。比較研究と再構成は、チベッ
ト語に関しては、実際に古期の言語資料を用いる方法論だけでなく、多種多様な現
代チベット語諸方言の共時的研究を通時的研究に利用することが、江荻 (2002b)を
はじめとして広く行われている。
本論文で対象とするチベット語方言に関する研究の場合、格桑居冕・格桑央京 (2002:

1-2)は次の３種の言語学的方法論を挙げている。

5しかし一方で、過去に記録された方言について、もはやその話者がいなくなってしまっ
たものもある。
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1. 描写方言学

2. 歴史方言学

3. 方言地理学

これは方言研究という枠組みの中の方法論に言及したものである。描写方言学と
は記述のための方言学、歴史方言学とは比較言語学のための方言学、方言地理学と
は地域単位で分析する方言学といえるだろう。より単純に言えば、共時的分析、通
時的分析、およびこれら両者の融合、という３点を目指すものと考えられる。格桑
居冕・格桑央京 (2002)では、３大方言群から１つずつ描写方言学に相当する手法で
簡潔な文法記述を行っている。また、各方言群について数種の方言および蔵文を対
照することで、歴史的な考察も行っている。ところが一方、方言地理学に相当する
分析は見られない。方言地理学的手法がとられているものとしては、江荻 (2002b)が
指摘するものに瞿靄堂・譚克讓 (1983)の研究がある。これによると、方言の分布を
地理の観点から見てその歴史を考察するものである。

1.3 チベット語方言学の先行研究

チベット語方言の研究は、先に示した枠組みのいずれも必要とされるが、先行研
究を見渡すと、以上に示した方法論でバランスよく研究が進んでいるとは言いがた
い状況にある。ここでは、先に述べた方法論に対応するように先行研究をまとめ、か
つ問題点を概観する。ここで扱う範囲は、基本的に本論文が議論の対象とする「川
西民族走廊6」に関係の深いものを中心とし、それ以外のものについては適宜触れる
にとどめる。これは、本論文との関わりにおいて現在の研究状況を示すことに留意
するためである7。当然ながら、本節では最も研究の進んでいるチベット語方言であ
るラサのチベット語についての研究には必要がない限り触れない。Lhasa方言の研
究と他の方言のものとを平行的に扱うことは適切とは言いがたいからである8。

6この詳細は次章で触れる。
7全般的な先行研究をよく整理しているものには、西 (1986, 1987)や Denwood (1999:21-

39)、Zeisler (2004)などがある。
8なお、ラサのチベット語が標準語的地位にあるというのは正確な言明ではない。確かに、

カムチベット語やアムドチベット語の母語話者にもラサのチベット語を「標準語」や「どこ
でも通じる」という人は多いが、ラサのチベット語の運用能力のあるカムやアムドのチベッ
ト人は極めて限られる。これらの指摘は、ラサがチベットの中心であるという社会的な威信
に基づく精神性に由来することであろう。実際の言語運用上は、ラサのチベット語が標準語
的機能を果たしているとは言いがたい。
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1.3.1 記述的研究

個別方言の記述研究は、中国国内では 1950年代にチベット族の居住地域について
広く調査が行われた9。この時代の成果として金鵬 (1958)が挙げられるが、調査の詳
細については全体像が未だ公表されておらず、全容を知り得ない状況となっている。
その中で多くの方言に言及する金鵬　主編 (1983)、瞿靄堂 (1991)や譚克讓 (1984)な
どから、調査地点の概要を知ることができる10。西 (1987)もまた、先行研究の方言資
料への言及を整理して、当時知りえた方言の分布地点を図示している。また、1980
年代にも再調査が行われているが、チベット語方言は主要な調査対象とはならなかっ
たと思われる。この調査では、かつてチベット語の１方言と考えられていたものが
独立した言語として認定され、孫宏開 (1983a)をはじめ、西田・孫 (1990)や戴慶廈
等 (1991)などで扱われる、「川西走廊諸語」が言語学の分野に現れ始めた。
各種方言における音声・音韻体系を主として扱うものとしては、1950年代に中国側
で行われた大規模な調査研究においてあまり報告されていないものを中心にあげるな
らば、比較的まとまったものとしてMigot (1957)、Nagano (1980)、Sun (1986)、黄布
凡等 (1994)、Hongladarom (1996)、Wang Xiaosong (1996)、Lin (2002)、Sun (2003)、
海老原 (2005b)、更科 (2006)、鈴木・イェシェムツォ(2006)、Suzuki (forthcoming)な
どがあげられる。簡潔なものとしてはさらに多く見られ、Sprigg (1979)、孫宏開・王
賢海 (1987)、瞿靄堂等 (1989)、玉珍 (1996)、華侃・乃小藏他 (1997)、孫天心 (2003)、鈴
木 (2004, 2005b, 2005c, 2006c)、Suzuki (2005a, 2005b)などがある11。最近の研究で
は、川西民族走廊に分布する方言を中心に、従来の方言区分に合致しないようなも
のが続々と報告されている。
形態・統語についての文法記述には、さまざまな各論の研究がある。本論文では
主として関わらない分野であるため、ここでは触れない。
総合的な文法記述としては、詳細さの程度の差はあるが、Roerich (1958)、金鵬

(1958)、Causemann (1989)、Herrmann (1989)、Häsler (1998)、Haller (2000)、格桑居
冕・格桑央京 (2002)、周毛草 (2003)、Haller (2004)などが発表されている。Causemann

9中国政府主導の少数民族言語調査に関する事情については、金星華主編 (2005)が詳し
い。

10Zhang (1996)は中国国内のチベット語方言の地点と方言区分が整理されてあるが、この
資料にあげられる地域はおそらく中国国内で調査された具体的な調査地点と見てよいと考え
られる。

11西田 (1970:xvi)の中に言及があるが、方言資料は単に数が多いほどよいというのではな
く、その利用には記述の信頼性を問題にしなければならないことがあるという。確かにここ
に挙げたもののほかに、簡潔な方言の描写が各種《県誌》などで行われ、簡単に知ること
ができるが、それらが本論文の要求する基準に照らして、資料的価値の高いものであると
は言いがたい。ただし、一部のもの、たとえば《中甸県誌》(1997:147-153)や《阿土霸県誌》
(1998:117-119)の言及には、言語学的に無視できないものも含まれているため、慎重に検討
すれば重要な資料になりうる。

6



(1989)、Herrmann (1989)、Haller (2000, 2004)は、中国国内に分布する諸方言の口
語テクスト（物語）を主体とした記述研究である。一方で教科書風の解説をとる文
法全般の記述もある。ラサのチベット語に関するものを除く12と、馬月華 (1987)、
Wang Qingshan (1995)、Kraft & Hu (1998)、Kalsang Norbu (2000)、敏生智・耿顯宗
編 (2001)、gNam-lha-rgyal (2003)などがある。ただしこれらは厳密な意味では方言
の記述研究ではない。ある１つの土地の言語に基づいて編まれていない可能性が高
いからである。
語彙集のような資料性の高いものについては、Gō (1954)、孫宏開主編 (1991)、黄

布凡主編 (1992)、華侃・龍博甲 (1993)13、《雲南省誌》編纂委員會 (1998)、華侃　主編
(2002)のようなものがある。個別方言の研究について語彙集が付されるものもあり、
Nagano (1980)、Sun (1986)、Causemann (1989)、Sun (2003)、周毛草 (2003)、Haller

(2004)、鈴木 (2005b)、鈴木・イェシェムツォ(2006)などに提供されている。
資料的価値の観点から考えると、1950年代の中国内での調査が行われる以前に、

欧米から来た外交官や宣教師が土地の少数言語を記録・発表しているものがあり、現
在でもその資料に関心が向けられる場合もある（池田 (2000)、Ikeda (2006)など）。
チベット語方言についての詳細はDenwood (1999:21-36)がまとめている14。これら
の中には中国内での調査で報告されない地域のものも含まれている。これらの資料
については、川西民族走廊に分布するものにも関わっているものがあるが、本論文
では全面的な文献の追跡調査は行わず、また詳しい言及を行わないため、詳細は同
文献を参照とする。そのほか、Samten Karmay & Sagant (1998)のような母語話者に
よるチベット語方言の語彙の記述が行われているものもある15。
川西民族走廊周辺に分布するものに限って考えてみると、Häsler (1998)や格桑居

冕・格桑央京 (2002)、周毛草 (2003)など例外的なものを除いて詳細な記述文法と呼
べるものはほとんど存在しない16。ただし川西民族走廊での調査研究が行われ始め
てから時間がそう長くないため、今後の調査研究の発展からさらに多くの記述研究

12およびインドで通用する新共通方言のものも除く。
13これはアムドチベット語の本格的な口語辞典であるが、厳密には１方言の口語形式が記

録されているわけではない。方言研究の資料としては注意が必要である。
14Denwood (1999:289-295)は出版当時の各著者の見解に基づいて方言を分類しているが、

これらについては現在の見解と相容れない点が多々あるため、現代の研究状況に基づいた理
解が求められる。

15ただし Samten Karmay & Sagant (1998)は言語学的な記述ではない。チベット語方言の母
語話者が当該方言の言語学的研究に携わっている最近の研究に、Hongladarom et al. (2005a,
2005b)がある。

16特異なものとして、王建民・贊拉・阿旺措成 (1992)のような阿土霸州のアムドチベット語
とギャロン語との対照研究などが挙げられる。このようなものには、《阿土霸州誌》(1994)や
贊拉・阿旺措成 (2004b)などもある。
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が進展するものと考えられる17。

1.3.2 歴史的研究

歴史的研究にはさまざま存在する。ここでは方言を主に用いる研究について述べる。
代表的なものとして、多くの方言資料を用いて音韻史を研究する江荻 (2002a, 2002b)
や瞿靄堂 (1991)の著作をあげることができる。この中の議論の一端を担う形で方言
資料が用いられている。方言を利用することでチベット語の歴史的研究をどのよう
に考えていくことができるかということは、西田 (1987)の概略がある。
このような総合的歴史研究において大きな比重を占めるのは、各種方言の共時的
資料における語彙形式と音声・音韻体系であるが、それについては先に述べた。
以上の方法とは異なる角度からの歴史研究としては、西田 (1963, 1970, 1973)、西
田・孫 (1990)のチベット語もしくは川西走廊諸語を記録した文献言語《華夷譯語》
の研究があげられる。文献言語の解明のために現代の諸方言の資料を用いるのはい
ずれの研究も同じだが、西田・孫 (1990)は記録言語の分析に本格的に現代の諸方言
を導入している。この研究には、現代の諸言語諸方言の資料が大きな役割を果たし
ている。方言資料の少なさがこれらの研究にも支障を与えていることは明らかで、
同様の文献を扱う西田 (1970, 1973)や太田 (1980, 1986)にも当時の現代語に関する
資料的な制約による問題がある。
そして、本格的に取り組まれている研究ではないが将来的に研究されなければな
らないであろう分野としては、川西民族走廊に分布するチベット語方言とチベット語
文献に現れる異体字などとの関連である。異体字は周季文 (1992)などに整理されて
いる。蔵文第二次釐定の前後で仏典翻訳のための語彙に変更があったものをまとめ
たものに sKyogs-ston Rin-chen bKra-shis (1981)のようなものもある。また、敦煌文
献などに記される蔵文釐定以前のつづり字との対応関係にも注目できる。語彙にし
ろ音形式にしろ、文語の上での約束事と口語形式の対比は詳細に行われるべき課題
であろう。また、一般的な記述として《中甸県誌》(1997:147-153)などにも土地の口
語形式と敦煌文献におけるつづり字の対応に関する言及が見られる。西田 (1987:125)
は文語との発展と口語の発展は一応別に考えなければならないと述べているが、方言
研究の上では文語形式の変遷についての情報も軽視できないのではないかと考える。
また、最近では音対応や語形式のみならず、文法形式の対応関係から歴史的研究
を進める方法も見られる（斉上下佳 (2006)など）。
チベット語の歴史を考える上で、非チベット語におけるチベット語由来の借用語

17川西民族走廊における方言については、Bartee (2005)や Sun (2003b, 2005)などから、以
上に紹介した文献に言及のない多くの方言についても調査が行われていることが分かる。
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の形式が問題になることもある。それは特に川西走廊諸語に見られる借用語で、川
西走廊諸語の１つであるラヴルン語は現在のチベット語どの方言よりも、そして蔵
文の構字法よりも複雑な音節構造をしているために、この言語に見られるチベット
語由来の借用語が蔵文成立以前のチベット語形式を残していると指摘する研究（黄
布凡 2004）もある18。

1.3.3 方言地理学的研究

方言地理学的研究は、上記２種の研究方法と異なって、チベット語に特化された
方法論が整備されていない。おそらく先の研究方法の中で最も立ち遅れているもの
であろう。
この研究方法に言及する格桑居冕・格桑央京 (2002)では、具体的な事例研究が述
べられていない。一方江荻 (2002b)では、方言地理学の例としてチベット自治区阿
里地区の諸方言と Lhasa（ラサ）方言の地理的分布から見える言語史を引き合いに
出している。確かに地域的連関を説明している点では正しいが、言語地図の作成や
利用といった基本項目とも言うべき点の整備までには至っておらず、チベット語に
おける方言地理学は発展途上であることが見て取れる。
このことには、おそらくいくつかの要因が指摘できる。その１つとして、先行研
究におけるチベット語方言研究の問題には、たとえば西 (1987)において言及される
ように、Lhasa方言と対比する形で他方言が分析・考察されてきた点がある。これ
はある方言がチベット語方言であるための他律的関係と考えられているためである
が、Lhasa方言がチベット語の中で言語学的に中心的・標準的位置を占めることを
示した研究は存在しない。この立場はチベットにおけるラサのチベット語の社会的
権威性やそれを扱う先行研究の多さによって判断されてきたものであるから、Lhasa
方言を中心的に取り扱うことは言語学的な根拠に欠けている。このような観点が長
らく方言研究の中で取られてきたことによって、地域を単位に言語事象を考えるこ
とが少なかったように見受けられる。このことは少なからず川西走廊諸語の研究に
も影響しているといえる19。
またもう１つの問題点としては、方言地理学的研究は歴史的研究と並んで、多く
の方言資料を必要とすることにある。かつて中国側で行われた大規模な調査研究も、

18ただし最近のラヴルン語の研究から別の見方もとれることが分かってきた。尹蔚彬 (2006)
では、ラヴルン語業隆方言の子音連続の生成過程には、その言語内部で生じうる音節構造上
の変化が存在するとして、現在進行中の言語の変化を記述している。必ずしも借用語を借用
したままの形で保存しているわけではない可能性が出てきたということである。

19たとえば、白井 (2006a:iv, 189-277)のダパ語の考察において、地域特徴を見出すという
文脈を設定しているにもかかわらず、チベット語の例として星 (1997)の Lhasa方言を主に利
用するなど、本来ならばカムチベット語の資料を用いる方がよい箇所に用いるべき先行研究
が存在しないという状況を呈している。
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調査地点は粗いものであったことから、本格的な方言地理学的研究にたえうるだけ
の資料がそろっているとは言いがたい20。もちろん、どの程度の方言地理学的考察
を加えるかによって調査地点の詳細さは変わってくるけれども、一種の地域研究と
して見た場合でもチベット語について困難であると考えられるのは、格桑居冕・格
桑央京 (2002:72)のカムチベット語への言及にもあるように、チベット語の方言とい
うのは地域的差異があまりにも高すぎるものであることも影響しているだろう21。

1.3.4 調査言語学の方法：チベット語の現地調査に際して

未調査の言語・方言に関しては、現地調査が不可欠であるが、特にチベット語の
調査方法について、いくつかの文献が問題提起を行っている。それをまとめている
ものにDenwood (1999:38-39)がある。
主な問題点は、口語形式の中にもいくつかの「話し方」による発音の違いがある
ことである。「話し方」には、「文語読書音」と「口語音」そしてその中間形式があ
るという。方言資料の場合、「口語音」の収集が到達目標になる。
Denwood (1999:38-39)は Sun (1986:184)などの言及に基づきながら、現地調査に
おいて、被調査者にチベット文語形式を見せることはもちろん、語の引用形式を求
める方法も避けるよう提案している。チベット文字を介した場合、「文語読書音」と
「文語読書音と口語音の中間形式」が現れる可能性が高いからである。
またDenwood (1999:38-39)は、教養のある人の場合、文字を見なくても文語形式
を口頭で答える可能性に言及している。このようなことから、調査時には引用形式
を答えさせる質問は好ましくないとする。
筆者の調査の場合、すべての調査で以上の注意事項を厳格に守ってはいない。特
に、語彙資料は引用形式を主として収集した。筆者が考えるところは、方言資料と
して以上の差異が同一資料に混入することを避けることができれば、以上の指摘に
あるような問題点は重大なものではないと見る。また、「文語読書音」の収集にも一
定の価値があると考える。そして、筆者の調査の中には、「文語読書音」の収集を意
図して行ったものもある。
本論文で用いるのは「口語音」である。ただし、その中に「文語読書音」が紛れ
ている可能性は否定できない。しかし調査時に可能な限り口頭で口語形式であるか
を確かめつつ記録を行い、また自然発話の収集などから口語形式を分析しているた
め、論考に極めて重大な支障をきたす程度ではないと考える。

20詳細は次節を参照。
21格桑居冕・格桑央京 (2002:72)では、カムチベット語の方言の複雑性について、その原

因に歴史上長期にわたる土司による分割統治という社会構造、政治経済の分散、人口の少な
さ、地域の広さ、山川など地形による隔たり、交通の不便性などを挙げている。
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1.4 川西民族走廊における方言研究

川西民族走廊におけるチベット語方言研究は、それがチベット語方言の研究であ
る限り、その根幹は先に述べた方言研究と大きく変わることはない。すなわち、記
述研究、歴史研究、方言地理学的研究を基本とする点に異論はない。

1.4.1 川西民族走廊に分布する方言の研究方法

前節に先行研究の概略は述べたが、川西民族走廊に分布する方言の先行研究は記
述研究、歴史研究、方言地理学的研究のいずれについても十分もしくはまったくな
されていない。以下に整理する。
記述研究については、記述文法としてすでに出版されているものとしては、Häsler

(1998)のDerge（徳格）方言、周毛草 (2003)の rMachu（瑪曲）方言のものしかあげ
ることはできない22。また、Migot (1957)は今で言う記述文法の体裁をとってはいな
いが、Dartsendo（康定）方言２種、dKandze（甘孜）方言、Derge方言、rTau（道孚）
方言の蔵文と各種方言の発音の対照を中心とした構成で、扱っている方言の特徴が
分かる記述であり、長文資料もついている23。
歴史研究については、川西民族走廊に分布するチベット語方言が貢献している研
究は極めて少ない。Sun (2003a)では、いくつかの川西民族走廊に分布するチベット
語方言について声調の発展を考察する材料として取り上げられている。
方言地理学的研究は未見である。
以上の研究状況を踏まえて、チベット語方言研究全体における議論の方向性を付
け加えると、次のことがいえるだろう。チベット語方言の先行研究において、多く
の方言における形式を対照しつつ考察を進める研究は少なくない。この方法は、特
にチベット語全体の音韻史を取り扱う場合は非常に効果的で、瞿靄堂 (1991)や江荻
(2002b)に代表されるような研究がある。特に後者の研究の場合、従来中国国内の
方言を中心に取り上げてきた研究とは対照的に、中国国外のラダック語やゾンカ語
にも言及しているなど、チベット文化圏全体における言語資料を用いて考察する点
が新しく、チベット語圏全体を議論の射程に入れたチベット語史を対象にしている。
このような手法で、従来の大部分の方言研究は成り立ってきている。
筆者は、川西民族走廊に分布する方言の研究方法には、目指す研究は先に述べた

22出版が準備されているものとしては、Krisadawan Hongladarom氏の rGyalthang（香格里
拉・古城）方言のもの、Ellen Bartee氏の gTorwa（東旺）方言のものがある（それぞれ個人
談話による）。

23音体系の記述研究では、以上のほかにも数例ある。これらについては、先の「記述的研
究」の節に述べた。
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３つの研究の柱があっても、その中に独自の方法論があってもよいと考える。その
いくつかを具体的に述べるとすれば、以下のようなものをあげることができる。

1. 特殊な語彙形式の抽出

2. 特殊な蔵文対応音の抽出

3. 各種特殊な特徴の地理的分布

4. 近隣に分布する言語に見られるチベット語来源借用語の語彙形式との対照

言語学的研究に注目したとき、以上に述べた特殊な形式について、その来源を探
る作業は重要な課題である。その場合、チベット語方言の近隣に分布している言語
や同系統であるチベット・ビルマ諸語を見通して考察する必要がある。従来チベッ
ト語方言は、チベット・ビルマ諸語全体の枠組みの中で議論されたことが少なく、チ
ベット語は蔵文形式によって代表されている24。口語形式の中に蔵文と一致を見せ
ない特殊な形式を抽出する作業は、チベット語方言学の問題だけでなくチベット・
ビルマ諸語全体に関わっている一方で、そのような特殊な形式に与えられるべき説
明は、チベット語以外の言語の形式あるいはチベット・ビルマ祖語に再構された形
式に求めなければならない場合もあるだろう。
そして、これらの研究成果は言語学の範囲のみならず、民族学や歴史学の観点か
らも考察を要するものであると考える。明らかになった語彙形式やその分布という
ものが、決して言語内部の現象として説明されるものではなく、その背景も参照しな
ければならないという見方である。川西民族走廊はさまざまな分野の学術研究が行
われている地域であるが、地域全体を含めた観点からの研究は言語学ではなく他の
分野で発展している。たとえば歴史的観点から見た民族間の歴史研究（龍共蔭 (1992)、
雀丹 (1995)など）、民俗学的観点から見た文化の比較研究（達瑞根 (2005)25、馮敏
(2005)、林俊華 (2005, 2006)、王懐林 (2006)など）などが行われているが、このよう
な広域的視点での言語研究は未だ取り組まれていない。
このような状況の中で本論文が特に重視するものは、地域的視点で方言をとらえ
るというもので、それを先に述べた３種類の研究方法と比べると、方言地理学的研

24たとえば、チベット・ビルマ祖語を扱うMatisoff (2003)の議論においてチベット語口語
形式が用いられる割合は極めて低い。

25達瑞根 (2005)はギャロン地域などで特に有名な石積みの塔、いわゆる石周楼の調査とそれ
をめぐる研究であるが、地域にかかわらず石周楼が分布している地点を全般的に取り上げてい
る。この視点から、ギャロン地域とともにチベット自治区の工布地区も取り上げている。こ
こで注記する必要があるのは、工布地区で発見された特殊なチベット語方言である Bragsum
（巴松）方言を扱う瞿靄堂等 (1989)が、この方言の特徴が極めて独特であるということを報
告していることである。このような特殊性について知っておく必要があると考える。
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究が最も近い。しかし、これは本格的な方言地理学の方法論を導入するということ
を意味しない。方言地理学の方法論はすでにチベット語以外の言語についてよく整
備されているが、それを最初から参考にするわけにはいかない。方言地理学の研究
が進展している言語に関する方法論は、対象言語となるチベット語の置かれる言語
環境たとえば話者を取り巻く地理的環境、交通路、村落どうしの歴史的関連、方言
内の年齢層による差異などについて調査され、資料的な基盤を整備してはじめて応
用可能であるかどうかが検討されなければならないからである。本論文における地
域的視点で考えるという観点から研究される手法が、地域関係を各個別方言の分析
の中で考慮しつつ方言間の相互関係を明確にしていく過程で必要とされるというこ
とを重視しているため、それが以上の３点の研究方法の中で方言地理学的研究とい
う枠組みに入るということを述べているのである。
地域を重視するのには意味がある。方言研究が地点数において進展し、特別だと
考えられてきた方言形式（語形式であっても蔵文との音対応であっても）が決して
際立つものでなくなったとしても、川西民族走廊に分布する方言群はその他の地域
すなわちアムド（青海省など）や中央（チベット自治区など）のチベット語方言と
比べると特別であることに変わりはない。そのため、ある（特別な）方言形式の分
布数を統計的に分析することには、ほとんど意味がない26。ただ分布地域を通して
のみ、その存在の特異性が議論されるべきであって、統計によって一般性が推し量
られることには大した意義は与えられない。
方言地理学は広義の歴史研究の一端をなすものとして位置づけられるが、チベッ
ト語における方言研究を歴史研究に利用する手法としては、本論文で提示する方法
論は極めて異質である。それは先行研究の蓄積が存在しないからである。地理も多
少考慮に入れている江荻 (2002b)などの研究は、チベット語方言をラサを中心とし
て考える伝統的手法によっているものであり、単に各地点の言語事実を取り上げて
音韻史を議論していて、方言間の関係や地域的連関に注目してはいない。なおかつ、
後に述べるように、そもそも音声分析の方法論が異なっている。地域性を単位とす
るものはほとんどのチベット語に関する先行研究で見られない考え方であり、本論
文ではその点に着目することになる。このような観点を導入した研究は、将来的に
はチベット文化圏全体で取り組まなければならないと考える。決して川西民族走廊
に分布する方言だけに適用される方法論ではないのである。

26なお、地点に基づく統計には、調査地点の空間的距離について可能な限り均質にするこ
とが求められる。
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1.4.2 本論文の根幹

本論文には基本の大きな目標がある。第１には未記述方言の音声・語彙方面の記
述・分析、第２には川西民族走廊におけるチベット語方言の多様性に対する理解を
深めるための議論がある。
第１の目標は、筆者の現地調査の成果そのものであるが、その必要性を明確に示
すために、１つの例として中国側で 1950年代及び 1980年代に行われた大規模な少
数民族言語の調査において、調査が行われたことが明らかになっている川西民族走
廊地域におけるチベット語方言の分布地点を図示する27。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

・若爾蓋
・阿土霸

・松潘
・紅原

・玉科

・木雅・理塘・巴塘

・郷城・得榮

・香格里拉
・奔子欄

・徳欽

・維西

・八美

・徳格

・洛須

・甘孜・炉霍

100km

図 1.1: 中国側のチベット語方言の調査地点

もちろん、以上の地点以外でも調査が行われた可能性はあるが、詳細について知
ることはできない28。いずれにしても、調査対象の分布密度は薄いものであること

27中国側の調査地点としては、金鵬　主編 (1983)、譚克讓 (1984)、孫宏開・王賢海 (1987)、
瞿靄堂 (1991)、江荻 (2002b)、格桑居冕・格桑央京 (2002)に言及される地域について考える。
現代の行政区分上四川省甘孜州、阿土霸州、涼山州木里県、雲南省迪慶州に限って考える。ま
た、地図上の地名は現代のものに書き換えてある。ただし、これら先行研究に含まれる地点
の名称の中には、現在ではすでに地名が変更され、該当地域が推定できなかったものも数種
あり、それらは地図上に表示していないことを断っておく。
また、西 (1987:186-187)にも当該地域を含むチベット語分布地域全体について、それまで

に知られている方言が地図上に示されている。ただし、地点に誤りもあるので注意がいる。
28Zhang (1996)には中国内のチベット語方言について、他の先行研究にはない詳しさで地

点が記載されており、それらの位置、方言区分（衛藏（＝中央）、カム、アムド）が添えて
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が指摘できる29。
第２の目標となる根本であるよりよい理解を得るべき問題は、明確に指摘してお
かねばならない。簡潔に述べるならば、異なる地域で共通する極めて特徴的な言語
現象が確認されたとき、その間に歴史的連関があるのか、それとも互いに独立して
変化を起こしたのか、ということになる。
すなわち本論文では、先に述べた独自の研究方法としての特殊な語彙形式の抽出、
特殊な蔵文対応音の抽出を中心として、簡単な地図を用いて特殊な特徴の地理的分
布を明示することを実践する。そして付加的に、近隣に分布するチベット文化圏下
にある言語に見られるチベット語来源借用語の語彙形式との対照を行い、将来的な
研究への道筋を示す。
この視点を得る根本は、最近になって知られ始めた川西民族走廊地域の特筆に価
するチベット語方言について顕著に指摘できることである。これらの方言群は先行
研究で扱われることなく、それゆえチベット語の歴史的研究にほとんど寄与してこ
なかったものである。しかしそれは、各方言の歴史的発展を考える上で、この地域
に分布するものは断続的な言語接触など極めて特殊な状況を経てきているために標
準的な音対応を示すとは限らないことによる可能性がある。
本論文では、そもそもの問題意識としてチベット祖語の再構を目的としていない
点が従来の研究と異なっていることを強調しておく。それゆえ、川西民族走廊地域
のチベット語方言をよりよいチベット語の祖形を得るための対象として見ることは
しない。今本質的な問題は、祖形を求めることではなく、さまざまな特徴をもつ方
言群の相互の関連性であり、方言形成の過程を分析することである。ここで扱わな
ければならないチベット語史は、文献資料を用いるとしても実際の言語資料に基づ
いて行うことのできる範囲は現在から 200-300年間に限定され、チベット語の共通
形態としての再構形式を導くための議論ではないのである。川西民族走廊というチ
ベット文化圏の東端の１地域において各種方言の特徴を明らかにしていくことを前
提とした上で、方言間に系統的関係がどの程度見られるのかという問題設定に答え
られるかどうかを確かめる議論を行うことが、本質的な問題となっている。
一見すれば何の連関もないものが、実際それらの歴史的関係はいかなるものか、
というのは極めて興味のある問題である。ところが、それに答えるための言語資料
は提供されておらず、現地調査の進展を待たなければならないということがあった。
本論文では、その現状を筆者の現地調査で補い、川西民族走廊全体を覆うように、
概略把握した個別方言をもとに、その地域的・歴史的関係を議論する。

ある。これがそのまま 1950年代及び 1980年代の調査地点かどうかは不明である。
29本来的に問題として指摘すべきは、これまでに主として中国で出版されたチベット語方

言の先行研究がいかに少数の方言に基づいて行われてきたか、ということである。
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1.4.3 議論の方法と方向性

本論文の本論部分で行う具体的な作業を簡潔に述べると、以下のようになる。

• 未記述あるいはほとんど未記述の方言についての音体系の素描

• 上に述べた方言を主とする蔵文対応を中心とした各種方言形式の分布について
の地図化

• 上に述べた方言を主とする語義を中心とした語形式の分布の地図化及び簡潔な
考察

• 丁種本《西番譯語》に記録される形式と上に述べた方言を主とする現代諸方言
の形式との対比から得られる新しい知見の考察

以上に示すように本論文では、先に述べた川西民族走廊におけるチベット語方言
研究に対する展望に主眼を置きつつ、細かい分析と深い考察を行うよりも、むしろ
新資料の記述と（チベット語を扱う上では）新しい方法による問題点の指摘及びそ
れに対する注釈を与えることが中心に行われる。それは、方法論の整備と資料の整
備が十分になされていないことに起因する。
方法論の整備に関連して、以下のことが指摘できる。特に川西民族走廊に分布す
るチベット語方言については、その歴史的研究において音韻対応をはじめとする比
較言語学的手法が適用しがたい。各方言が個別言語として独自の発展を遂げたもの
でなく、常に周辺の諸言語の影響を受け続けてきたからである。そのため、基本的
にある方言における厳密な意味での音韻対応を得ることは困難であり、そのような
資料を比較しても十分な議論を行うことが困難なのは自明である。そのため、音韻
対応の把握は各方言を比較するときの基準ではなく、幾重にも折り重なって分布す
る方言群の層状構造を明確にするものと位置づける。また、チベット語言語史に密
接に関わってきている川西走廊諸語との相互関係も、考察の中心的役割を果たすこ
とになる。
このとき、資料の整備の問題点が明確になる。川西民族走廊で続々と報告される
新方言群は、多くが単一方言の中での分析にとどまっている。その中にある特質が
独自のものなのか別の方言と共通性を持っているものなのか、といったことは次の
段階の議論である。筆者の報告した Suzuki (2005a, 2005b)では、川西民族走廊に分
布しかつ際立つ特徴を共有する方言群を指摘したが、それがどのような関係にある
かを示すには至らなかった。
このような問題を解決するためには、各種方言の個別の記述研究が進むことが最
も理想的であるが、それが多少進展したおかげで類型的に特徴的なものが徐々に発
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見され、その地理的分布が注目されることになった。この程度の理解である現状で
は、まず分布の全体的理解が可能となるような研究が急がれる。川西民族走廊には、
伝統的にカムチベット語とアムドチベット語の双方が分布することが知られている
が、その詳細な方言特徴が地域的観点からまとめられたことはない。また、前者の
方言の多様性は未だ具体的に知られることがない。このような問題に焦点を当てな
ければならない。
すなわち、方言の多様性を理解するに当たって、共通性を見出した場合それが系
統的なものなのか地域的なものなのかといった歴史的経緯を分析しなければならな
い。それが複雑に入り組んでいるのが川西民族走廊であり、いずれの方言も歴史的
観点から層状構造をなしていると考えてよいだろう。それを解きほぐす方法論とし
て、地域を単位に扱う方言地理学は極めて有効であると考える。また一方、川西走
廊諸語におけるチベット語来源借用語の形式も議論の素材になる。チベット語方言
が極めて多様な音形式を持っているため、ある方言にのみ見られる特別な形式が当
該川西走廊諸語に見られた場合、その相互関係に触れる必要性があるだろう。
ここで、本論文で用いる一次資料の性質について、筆者の考えを述べておく。こ
の地域のチベット語全体に、共通語的機能を持つ方言もしくは変種は存在しない。
その代わりに現在では漢語が共通語となっている地域が多い。この点がまず当該地
域のチベット語の独自の環境である。各調査地点における音形式は、その土地の形
式と理解するが、当然のことながら同一言語コミュニティーでも世代差や社会的差
異が存在し、議論の中心となる音韻、語彙形式に異なりが生じてくる30。現在、こ
の差異を十分理解できる状況にはない。問題のある地点は今後集中的に研究するべ
きである。
川西民族走廊は、詳細な方言地理学的研究を行うには、地理的単位として広い部
類に入る。ただし、本論文における議論の方向性・目標は、方言間の関係の分析と
方言そのものの言語史の解明への寄与である。チベット言語学の伝統的手法の代表
例は、蔵文との対照による言語史の考察である。これは先行研究で扱わないものが
ないと言えるほど正統的な手法であり、得られる結果も信頼性が高い。蔵文を基準
にできることは、チベット語方言がチベット語に属するための１つの大きな根拠で
あり、それだけ方言内部で蔵文との対応関係が非常に多く得られるものである。蔵
文は過去の一時期のチベット語の発音を表しているという仮定は、一般に受け入れ
られているといえ、ここでもその説を踏襲する31。

30Lhasa方言では星 (2003)に整理されるように、話者によって４種類の音韻体系の異なり
がある。このとき星 (2003)では最も多くを弁別するものを選んで表記に用いている。

31本論文の採用する蔵文に表される言語の音体系は、格桑居冕・格桑央京 (2004:379-390)
に準じる。蔵文の音価についての議論は、格桑居冕 (1991)や dPa’-ris Sangs-rgyas (1998)、
Tshe-dbang Lha-mo (1998)などに見られるが、それらはチベット語伝統文法 rTags kyi ’jugs-
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1.4.4 言語地図の作成

川西民族走廊の言語状況を考えれば、地図上に分布を表して把握することは極め
て有効である。この地域は、方言地理学の要求する言語地図を問題にする前に、言
語分布図も十分なものが存在していない。分布の概略を把握できるものはいくつか
ある（池田 (2003)や白井 (2002)など）が、それは川西走廊諸語を対象とするもので
あって、チベット語方言については皆無である。
言語地図は方言地理学の根幹をなす基礎資料である。しかしそれは地図自体に十
分な解釈を行えるだけの調査地点、言語データがそろっている場合のことであり、
それが不十分である場合、考察も不十分になることは避けられない。
本論文では、試みではあるが、言語地図をほとんど筆者自身の調査記録に基づい
て作成し、それを議論に用いる。ただし本論文における言語地図は、完全に資料的
価値を追求するものではない。量的にも質的にも不十分であることが明白であるか
らである。将来の詳細な言語地図作成に向けた、基礎的準備であると考えたい。提
示する言語地図によっては、論点を視覚的に明確化することができ、多少なりとも
論を補助することができるはずである。
この状況での言語地図の直接的な効用は、本格的な方言地理学的考察にではなく、
例外形式とその分布の視覚的理解にある。ある１つの形式を特別であると指摘する
場合、周辺言語の情報は当然であるが、離れた地域の情報も同時に参照できる方が
望ましく、それらを踏まえて限定的な分布しかないと分析するのがよい。また、極
めて特徴的な形式が見られても、何の連関もない地域の方言の形式に酷似するもの
があった場合、それが視覚的に把握できれば理解の点でも考察の点でも非常に有用
であると考える。また、川西走廊諸語の形式も参考にすることができ、また川西走
廊諸語におけるチベット語来源形式とチベット語方言形式を同一の地図上に載せた
考察もまた有効である。

pa「字性組織法」の解釈と分析によることが大きい。筆者は伝統文法についての原典として
Thon-mi Sam-bho-tra dang dNgul-chu Yab-sras (2000)、注釈としてgSer-tog sku-’phreng lnga-pa
Blo-bzang Tshul-khrims rGya-mtsho (1957)の版本を参照する。
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第2章 地理と分布言語

2.1 川西民族走廊

中国四川省の西部を中心とする、南北に縦断するように複雑な地形の連なる山岳地
帯は、その歴史的・民族的な背景から費孝通 (1980)によって注目され、孫宏開 (1983b)

が「川西民族走廊」と呼んでいる1。
本章では、川西民族走廊という地域の定義、地理と地形、分布言語について述べ
る。川西民族走廊に分布する言語について、チベット語と川西走廊諸語について説
明する。その他の彝語などの言語については言及しない。

2.1.1 地理と地形

川西民族走廊が具体的にどの地域をさすかは、議論に先立ち明確にしておく必要
がある。ここでは石碩　主編 (2005)および李星星 (2006)を参考にして述べる。
これらの文献では、ここでいう「川西民族走廊」について、「藏彝走廊」という名
称が用いられている。これら２つの名称が同義であるか否かは議論されたことはな
い。藏彝走廊は、先の２つの文献において明確な地理的範囲が与えられている。李
星星 (2006)の記述では、おおよそ東経 97˚-105˚、北緯 25˚-35˚の間となっている。一
方、川西民族走廊のさす具体的な範囲は、池田 (2003)によると、雲南省北部から四
川省西部の山岳地帯を中心とする地域ということであるから、これら２つの名称の
さす範囲は実際は異なって、互換性のあるものではないと見るほうがよいだろう2。
李星星 (2006)は特に「藏彝走廊東部」という呼称でもって、池田 (2003)のさす地域
の東半分をさしているように見える。
本論文では「川西民族走廊」という名称でもって、池田 (2003)の述べる範囲より

も限定した地域についてさす名称とする。本論文における重要な概念の１つに「チ
ベット文化圏」というものが挙げられる。池田 (2003)のいう「川西民族走廊」は、
この点に関して特別な分類を行っていない。「藏彝走廊」という名称にもあるよう

1最近の研究状況は石碩　主編 (2005)や澤波・格勒　主編 (2004)参照。
2ただし実際にはどちらも費孝通 (1980)の記述に由来する区分であるから、本質的には同

一と見てもほとんど差し支えはないかもしれない。
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に、この地域における主要な少数民族にはチベット族とともに繋族も存在する。本

論文では葬族の言語に注目することはないため、必然的に先行研究で言われる範囲

から葬族の文化圏を取り除くことになる。また、李星星（2006）のいう「蔵繋走廊東

部」よりは本論文で扱う範囲は広い。本論文のいう 「J，，西民族走廊」は、その中心

軸として、雲南省迫慶州香格里技県と四川省阿鼠州九秦溝県を結ぶ直線、すなわち

「九香線J（鈴木博之2006）を考える＼

以下は本論文で扱う範囲を中心とした川西民族走廊の地図4である。

馬爾康

図2.1：川西民族走廊

この地域は6つの大河、4つの山系5によって構成される。 6つの大河は東から順

に眠江、大渡河、雅磐江、金沙江、澗治江、怒江で、 4つの山系は東から順に眠山

山脈、 IP峡山脈、大雪山脈、沙魯里山脈である。

李星星（2006）によると、川西民族走廊の東部について、以下の3つの基本的地理

特徴を挙げている。

りII西民族走廊の東部について、チベッ ト語の分布地域の東端を貫く概念上の線であり、
大まかに言って漢語、葬語、納西語などとチベッ ト語の分布域を分かつものになる。
4以下の地図は《四川省地図冊》（2004）を用いた。原版に改変を加えている。
5津波 ・格鞠 主編（2004）などではこれらを横断山脈という。
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1. 4000m以上の高山があるが、一般には海抜 900m-2500mの間で、南北に自然
の通路が存在する。

2. 山脈地帯と平野地帯の境界線をなす。

3. 高原・高山が自然障壁をなす。

さて、本論文で使用する地図は先に掲げたものを基礎として簡略化した以下のも
のを用いる。このとき本論文で特に注目する地域は「九香線」という概念によって
表され、それもあわせて図示しておく。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
��

�
�

�
�九香線

100km

図 2.2: 川西民族走廊模式図と「九香線」

「九香線」はチベット族が居住する地域の東端を南北に貫く概念上の線で、その
線より東側には主に漢族や彝族、納西族の居住する地域となっている。
本論文では、言語の話される地点を示すのに、ほとんど現在の漢語による行政区
分名を用いる。その地理的関係は地図などによって把握しておく必要があるが、詳
しくは《四川省地図冊》(2004)などを参照する必要がある。
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2.1.2 歴史上の要点

この地域は、歴史的観点から見ると、広い地域でチベット文化圏に属し、漢文化
圏と境界をなしていた地域でもある。李星星 (2006)の言及から、歴史的背景につい
て簡潔に整理して以下に述べる。李星星 (2006)は４つの歴史的特徴を指摘している。

1. 黄河と長江を結ぶ最も早い交通路の１つ。

2. 古代より平野にあった農耕文明による辺境地域の政治戦略の対象となった地域。

3. 歴史上、民族群の活動がもっとも頻繁かつ複雑に行われた地域。

4. 歴史上の古い文化を今なお残している地域。

また、この地域の一部分は、過去に漢人によって描かれた地図が多くあり、簡単
な歴史的変遷をうかがい知ることができる6。
現在この地域は、主にチベット族・羌族・彝族が多く居住している。この地域の歴
史は、史料が少ないこともあって、極めて不明瞭である。「土司」制度が確立されて
以降の、ほとんど漢人の手になる史料であれば、多く記録されている。土司の系譜
については、龍共蔭 (1992)などが整理しているものの、支配地域に関しては未だ理解
が乏しい点がある。各種《県誌》類の歴史部分の記述が参考となることもある。この
地域に関する全般的な歴史方面の研究には格勒 (1984, 2006)などが挙げられ7、歴史
的観点の詳細は同書などを参照。また、特にギャロン地域を対象とする雀丹 (1995)
の記述も詳しい。

2.2 チベット語

チベット語における下位方言区分についての議論は、本論文では本質的に関わり
がない。しかし、ある程度先行研究の区分法を参考にすることで、主に中国側で行
われてきた先行研究で言及される方言を参照しやすくなり、また、先行研究で扱わ
れてこなかった方言の位置づけを明確にすることができると考える。中国側の先行
研究における分類の方法は研究者によってやや異なり、Zhang (1996)に各種分類法
が整理されている。

6《松潘県誌》(1999)には清代の松潘県の地図が掲載されている。李冬生編 (1997)にも
清代に作られた現在の理県にあたる地域の地図が掲載されている。丹珠昂奔 (2001)には元、
明、清代のチベット全体の地図があり、東端に川西民族走廊も含まれる。

7一般的にチベットの歴史を扱う場合に、チベット文化圏の東端である川西民族走廊地域
は詳細に取り上げられない。それゆえに、チベットの歴史を扱う文献が多いにもかかわらず、
当該地域について詳細に記述するものは限られる。これらのまとまった記述のある文献以外
にも、各論として石碩 (2000)など論文がある。

22



ここでは、伝統的地域区分に基づく分類法を参考にして諸方言をまとめ、さらに
筆者の調査結果から下位区分についての見解を提示する8。また、その枠組みで問題
となる特別な方言群を示す9。

2.2.1 伝統的地域区分と方言区分

チベット語の方言区分は、先行研究間の統一的見解がなく、Denwood (1999:21-36)
は各種区分の方法について俯瞰している。筆者は、チベット語の伝統的方言区分とし
て、旧来より存在する地理的区分を流用した名称を用いる。この事情は西 (1987)や
海老原 (2005a:15-18)などにまとめられているが、そのもととなる見解はHermanns
(1952)におけるチベット人の地理観と方言区分がかなりの程度で一致することであ
る。これは中国側で行われている方言区分にもよく反映されている。ここでは細か
な方言区分に先立って、この伝統的な見方による従来の枠組みのもとに、筆者の意
見を加えた分類をあげる。

2.2.1.1 伝統的地域区分

川西民族走廊においてチベット文化圏に属する地域は、伝統的地域区分としてカ
ム、アムド、ギャロンの３つに分けられることが共通理解として見られる。現在の
中国の行政区分と対応させると、おおよそ以下のようになる。

1. カム（Khams）
甘孜州の大部分、木里県、迪慶州

2. アムド（A mdo）
甘南州、阿土霸州北部、甘孜州色達県および石渠県10

3. ギャロン（rGyal rong）11

甘孜州丹巴県、阿土霸州南西部
8西 (1986:865-869)では中国のチベット語方言分類に関する詳細な言語学的基準を設けて

いるけれども、本論文ではこれらについて個別に検討することはせず、主要な音的特徴を軸
に地域区分と対比しながら分類を行う。

9つまり、本論文での方言分類は、筆者の調査結果に基づいて、少なからず先行研究の分
類から変更を加えたものである。よって、瞿靄堂・金效静 (1981)や西 (1987)の見解と一致
しない点が見られるが、これらの研究は今後研究の進展によって改められる性格のものであ
る。なお、先行研究には明らかに誤った分類を行っているものがあるが、ここでそれらをま
とめて指摘することはせず必要に応じて述べるにとどめる。

10阿土霸州と関係の深い青海省の果洛州を含めてもよいだろう。
11ギャロンの地域の定義は、その基準を何にとるかによって異なってくる。歴史的に考え

た場合、ギャロン 18土司の領地をギャロンと呼ぶことができる。現代の視点からみて文化
的なことを考えた場合、より狭い地域を指す。ここでは後者をとる。より詳細な議論は雀丹
(1995)、楊嘉銘 (2004, 2005)などを参照。
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地域のみを取り出して考えるとき、一般にアムドに分類される地域からヒャルコ
フ、テウォ、チョネ、ドゥチュ地域を取り出す場合がある12。現在の中国の行政区分
との対応関係は、以下のようである。

1. ヒャルコフ（Shar khog）：阿土霸州松潘県および九寨溝県13

2. テウォ（The bo）：阿土霸州若爾蓋県鉄布区および甘南州迭部県

3. チョネ（Co ne）：甘南州卓尼県

4. ドゥチュ（’Brug chu）：甘南州舟曲県

2.2.1.2 方言区分と新しい問題

以上に述べた地域区分は、チベット語について必ずしも言語区分と合致しない。
中国国内のチベット語は中央、カム、アムドの３大方言群に分類されることが広く
知られているが、川西民族走廊ではカムチベット語とアムドチベット語が用いられ
ている。また後者は、先に挙げた地域だけでなく、カムやギャロンの牧畜地域のチ
ベット人が話す言語として知られている。
ところが、この３大方言の分類から外れる特徴を持つ方言も少なからず分布して
おり、特に伝統的にアムドと呼ばれている阿土霸州のチベット区域は、最近の研究では
アムドチベット語とは異なる方言が話されていることが報告されている。Sun (2005)
はカムとアムドの境界かつギャロンの西端に分布する特殊なチベット語方言を報告
し、Suzuki (forthcoming)もまたアムドとヒャルコフと境界に分布する特殊な特徴を
もつ方言を報告している。しかし大部分の地域については、カムではカムチベット
語が話され、アムドではアムドチベット語が話される。ギャロン地域でも牧畜地域
はアムドチベット語が用いられるほか、一部にカムチベット語話者が存在する（鈴
木 2005c）。川西走廊諸語はギャロンからカム東端を縦断するように分布している14。

12Gruschke (2001)では Shar-khog（ヒャルコフに相当）という地名を与えた上で、その北
方の Thewo（テウォに相当）とともにカムに分類している。周毛草 (2003:1-3)ではテウォ、
チョネ、ドゥチュ地域の民間伝承から、それらの土地のチベット人は現在のチベット自治区
からやってきたと述べている。しかし地域的にはアムドに分類していると考えられる。

13ヒャルコフの詳細な解説は Samten Karmay & Sagant (1998)が行っている。同書で扱う
地域は松潘県の岷江流域を中心とする地域である。

14チベット語方言の区分について、伝統的名称の「中央（ユーツァン）」、「カム」、「アムド」
を用いず、「中部」、「北部」、「東部」など分布地域の方角で示すものがある。江荻 (2002b)
が示すように、伝統的名称と分布地域は必ずしも対応するものではなくどちらかに統一する
方が望ましいとして、同書では方角で分類している。これを川西民族走廊で考えた場合、方
角で分類することにはメリットがないといえる。なぜならば、江荻 (2002b)のいう「カム」
と「アムド」はそれぞれ「北部」「東部」であって、的確に方言区分を行っていることにな
らないし、伝統的名称を用いないからといって以上に示した特殊方言の理解が改善されるわ
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川西民族走廊の地理とチベット語方言の所属問題は、従来の伝統的地域区分であ
るカム・アムド・ギャロンの境界とともに問題になる。本来地理的区分であるカム・
アムド・ギャロンの３つの地域は、チベット人の言語観とも多くは一致しているこ
とから、チベット語方言の分類にも流用されてきた基準である15。一方、川西民族走
廊はこれらの境界を覆うように切り出している地域であるため、以上の先行研究に
言及されるいずれの方言群にも分類されがたい特殊なものをいかに考えるかといっ
た問題が生じてくる。このようなことから、川西民族走廊におけるチベット語方言
学において、先に述べた伝統的区分は根本的に必要とされない。しかし１つの地理
的区分と言語的区分の目安にはなりうる。
また、川西民族走廊には、地方によっては一般的認識とは異なる個別の地域にお
ける民間伝承がある。阿土霸藏族羌族自治州を例にとって見れば、達爾基・李茂 (1998)
など多くの文献が「阿土霸州（北部）のチベット人は阿里（現在のチベット自治区西
端）からやってきた」という旨の民間伝承を残していることに触れている16。また、
甘南藏族自治州卓尼県、舟曲県、迭部県および若爾蓋県鉄布区に居住する本地のチ
ベット人はそれぞれ独自の来源をもつという民間伝承がある17。
次に、川西民族走廊からいくつかのチベット語方言を取り出してみると、共通の
言語的特徴をもつ方言群の分布が線状をなしている。香格里拉・ギャロン・九寨溝
周辺に分布するチベット語諸方言に、特殊でありながら共通の音声・音韻要素が見
られるというものである。これは Sun (2003b)や Suzuki (2005b)が問題視している。
このことが本論文で議論される主要な問題点である。
これはチベット語方言を取り出して考えれば、確かに接点のないものであるが、
異なる文化圏と接触していた最前線であるという点では共通しており、Hongladarom
(1996)やBartee (2005)が香格里拉地域について納西族、納西語との関わりによる影

けでもない。さらに付け加えるならば、チベット人のアイデンティティーと彼らの母語はそ
れを理解する側に密接な関係を持っているため、わざわざ異なる名称を与える必要性はない
のである。

15瞿靄堂・譚克讓 (1983)は阿里地区のチベット語方言研究において、チベット人の地理観
と言語の特徴に関連性があることを示した点で、地理的区分を言語の大区分に用いるのも決
して大きく外れることではないということが分かる。ただしそれが川西民族走廊で通用する
かどうかは検討を要する問題である。
また、ギャロンは地域的には区分されるが、チベット語方言分類には関わりが少ない。ギャ

ロンではギャロン語が広く用いられる。
16筆者の収集した阿土霸県の民話の中に、この伝承も含まれている。それによると、現在の

阿土霸県定住チベット人について、阿里から移住したということである。
17周毛草 (2003:1-3)が言語との関連で簡潔に紹介している。確かに、言語学的に以上の地

域のチベット語諸方言は独自の特徴をもっており、卓尼県および舟曲県のチベット語方言は
それぞれカムチベット語に分類するのが現在の見解である。しかしその実態は確認できてい
ないため、断定は避けたい。
なお、民間伝承に基づいて、当地の方言と来源とされる地域の方言の対照研究は未見であ

る。おそらく存在しないだろう。
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響を示唆している。その意味では、ギャロンはそもそも非チベット語とチベット語、
漢文化圏との境界に位置し、九寨溝もまた白馬人および漢文化圏との境界に位置し
ている。

2.2.2 アムドチベット語

一般的に知られた事実に、下位区分として社会的差異と呼ばれる「農民方言（蔵
文 rong skad）」、「牧民方言（蔵文’brog skad）」、「半農半牧方言」という３種に分
割される18。これらは本来的には地理的観点とは独立して考えられるが、多傑東智
(2004)などは社会的差異と地域的差異をまとめて扱っている。孫宏開・王賢海 (1987)
では、阿土霸州に分布するアムドチベット語は牧民方言であるということが述べられ
ており、紅原県の dMarthang [紅原]方言を代表と扱っているが、これは華侃　主編
(2002)にも踏襲されている。しかし西田・孫 (1990)において、阿土霸州にも農民方言
が存在するとあるが、これについては後に詳しく述べるけれども、筆者はアムドチ
ベット語と考えてはいない。筆者は、川西民族走廊に分布するアムドチベット語は、
社会的差異の観点から見ると以下の３種に分けられると考えている。

1. 牧民方言

2. 定住地方言

3. ギャロン地域の方言

ここでいう牧民方言は、先行研究のそれと変わらない。それ以外の２つが、先行
研究のいう牧民方言から分離させるべきものである。定住地方言とは、鈴木・イェ
シェムツォ(2006)が名づけているもので、以前から町を形成している地域に定住し
て暮らすチベット人が用いる方言であり、特に阿土霸県での事例に触れている19。ギャ
ロン地域の方言とは、瞿靄堂 (1996)がアムドチベット語の下位区分として独立させ
ている rTa’u [道孚]方言20などが該当する。この方言群は広くギャロン地域の牧畜地
域で用いられているほか、道孚県などにも分布している。

18大きく分ける場合、農民方言、牧民方言の２種類とする先行研究もある。また、これら
はアムドチベット語を区分する一方で、チベット人のアイデンティティーと密接に関わって
いる。ただし、現在では必ずしもアイデンティティーの差異が明確に言語の差異に現れない
場合がある。具体例は海老原 (2005b)の扱う牧民方言と他の先行研究にある牧民方言を対照
すると分かる。

19《阿土霸県誌》(1998:117-119)では、これに相当する方言を農民方言と呼んでいるが、話
者が農民とは名乗らないので呼称を変えることが望ましいと考える。このことは、Denwood
(1999:28-29)においても農民方言は定住地域の方言も含むと考えられていることから、実際
的には先行研究における社会的区分と言語区分は必ずしも一致しないことを意味している。

20この名称は川西走廊諸語のスタウ語と紛らわしいため、あまり用いるべきではないと考
える。
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以上のような分類とは別のものとして、地域による分類も行える。海老原 (2005a:
15-18)に言及されるものや、西 (1987)の地図上に表される方言について言う。本論
文では、後に一覧して掲げるように、全ての方言について地域名を与える。
社会的分類と地域的分類の両者は、確かに異なる基準による分類であり、１つの
地域方言は先に述べたいずれかの社会的分類による区分に属する21。現在では、各
地での社会構造の変化や交通の発達などにより、以前のように地域と社会的差異の
対応関係が得られにくくなってきており、社会的差異は主に母語話者の意識によっ
て判断しなければならなくなってきている。
また、以上に述べたこととはまったく異なって、口語音と文語読書音の差異が非
常に大きいのも特徴的である。すなわち、１つの社会的方言もしくは地域方言の中
に、さらに口語音と文語読書音の異なりに由来する差異も現れる。このことは更科
(2006)に具体的な例とともに記述されているほか、鈴木 (2004)と遠藤 (2006)の記述
する１地域方言22にもこの差異が見られるようである。

2.2.3 カムチベット語

カムチベット語については、状況が錯綜しており下位区分を明確に行うことは現
段階では難しい。先行研究でもその分類は一致を見ない。最も細かく分類を試みて
いる先行研究は、瞿靄堂・金效静 (1981)であると考えられる。筆者は鈴木博之 (2006)
において、川西民族走廊に分布するチベット語方言を音体系および語彙の特徴を基
準にグループ分けを行って、瞿靄堂・金效静 (1981)より詳細な下位区分を提案した。
ここではそれを踏まえて、解説を加えつつ述べる。
川西民族走廊地域に分布するカムチベット語について、仮に大きな方言群として
下位分類が可能な範囲で提案できるとすれば、複数の先行研究で見られる以下のよ
うなものが認められる。

1. Derge [徳格]方言群

2. Minyag [木雅]方言群

3. mBathang [巴塘]方言群

Derge方言群は徳格県、石渠県、白玉県、甘孜県などに分布する方言群である。
Derge方言群は標準的カムチベット語として認定され、Derge方言を代表とする先

21なお、牧民方言を指す漢語名に「草地話」や「牛場話」があるが、これは各地点によっ
て若干指す言語が異なっている。

22青海省共和県切吉郷で話される Chabcha/Cherje方言で、牧民方言の１つである。
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行研究も多い。Minyag方言群は康定県、雅江県、九龍県などに分布する方言群であ
る23。先行研究は少ない。Kraft & Hu (1998)の一部にDartsendo方言の記述が見られ
る。mBathang方言群とは、巴塘県、理塘県および前者に西接する地域に分布する。
先行研究には格桑居冕 (1985)などの研究がある。
以上の３種は格桑居冕 (1985)のいう北路次方言、中路次方言、南路次方言にそれ
ぞれ対応関係を得ることができると考えてよい。細部にわたっては、以下に述べる
ように、異なりが見られる。
以上に述べた方言群に含まれていないものは、現段階では以上のうちのどれとも
異なる特徴をもつと考えている。その分類案については鈴木博之 (2006)に示したが、
それに解説を加えて示すと以下のようになる。

1. 迪慶州のカムチベット語
瞿靄堂・金效静 (1981)が下位区分として独立させているが、さらに２種類に
分かれる。

(a) Sems-kyi-nyila [香格里拉]方言群
香格里拉県、維西県塔城郷などのチベット語方言（雲嶺山脈東側）

(b) nJol [徳欽]方言群
徳欽県、維西県巴迪郷などのチベット語方言（雲嶺山脈西側）

これらの中間部に位置する香格里拉県尼西郷、徳欽県奔子欄鎮の方言は両者の
特徴を兼ね備えている24。

2. Chaphreng [郷城]方言群
郷城県、得榮県茨巫郷などのチベット語方言

瞿靄堂・金效静 (1981)も下位区分として独立させている。郷城県に分布する
ものを基準に、さらに細かく２種類に大別できる。

(a) 郷城県１・２・３区方言群
郷城県県城付近の中央部および東部に分布するチベット語方言

(b) 郷城県４区方言群
郷城県北西部に分布するチベット語方言、得榮県茨巫郷および香格里拉
県東旺郷の方言とも近い

23同地域に分布する川西走廊諸語の１つであるムニャ語は、Minyag方言群とチベット文
語で同じつづり字に由来する名称だが、ムニャ語とMinyag方言群は区別されねばならない。

24維西県塔城郷の方言もまた特徴的であり、下位区分を独立させるべきであるかもしれな
いが、未調査であるため特に見解をここで述べない。
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3. nDappa [稲城]方言群
稲城県、木里県西部などのチベット語方言

下位区分は十分把握できていないが、音体系に基づいて、次の下位方言区分を
確認できる。

(a) 稲城県北部方言群
稲城県県城付近に分布するチベット語方言

(b) 稲城県東部方言群
稲城県東部および木里県西部に分布するチベット語方言

(c) 稲城県南部方言群
稲城県南部東義区に分布するチベット語方言、Sun (2003b)に触れてある

4. 丹巴県のカムチベット語「二十四村地脚話」
丹巴県誌 (1996)などに言及されているが、言語学には鈴木 (2006c)がその特徴
を明らかにした。音体系に基づいて、さらに細かく２種に区分される。

(a) 大渡河東岸方言群
大渡河東岸、小金河沿いの地域に分布するチベット語方言

(b) 大渡河西岸方言群
大渡河西岸、東谷河沿いの地域に分布するチベット語方言

筆者がまったく確認していないもので、先行研究にカムチベット語として言及さ
れるものには、以下のようなものがある。

1. Cone [卓尼]方言
甘粛省卓尼県のチベット語

瞿靄堂 (1996)などの方言区分でカムチベット語の中の孤立的な下位区分とし
て分類されている。

2. mBrugchu [舟曲]方言
甘粛省舟曲県のチベット語

瞿靄堂 (1996)などの方言区分でカムチベット語の中の孤立的な下位区分とし
て分類されている。

3. 虎牙方言
平武県虎牙郷のチベット語
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劉輝強 (2006)や尚雲川 (2006)による言及で、言語資料はない25。

以上のうち先の２つは、先行研究に記述される語彙形式などの情報から考えて、
その特徴を見る限り次節にあげるものと並んで下位区分保留ということも考えられ、
カムチベット語であると完全に断定できるとはいえない。
カムチベット語とは相当多くの方言群を擁する巨大なもので、寄せ集めの感を覚
えるところもある。現在のチベット語方言研究では、三大方言以外に新しいグルー
プを設定できる可能性もあることから、従来の分類も見直される可能性として存在
する。

2.2.4 その他のチベット語方言群

先に掲げた２大方言に分類されない、もしくは分類を保留する諸方言もまた存在
する。いくつかの先行研究を挙げると、以下のようになる。

1. Lin (2002)：Thewo [鉄布]方言：阿土霸州若爾蓋県鉄布区26

カムチベット語に近いという結論だが、系統分類行わず

2. Sun (2003b)：Zhongu [熱務溝]方言：阿土霸州松潘県熱務溝区
新しい方言を仮定

3. 孫天心 (2003)：Chosrje [求吉]方言：阿土霸州若爾蓋県巴西区
下位区分保留

4. Sun (2005)：gSerpa [色爾土霸]方言：甘孜州色達県
下位区分保留

5. Suzuki (2005a)：Askyirong [阿西茸]方言：阿土霸州若爾蓋県巴西区
若爾蓋県東部、松潘県、九寨溝県に分布する方言をまとめて「ヒャルチベット
語」方言群を提案

6. Suzuki (forthcoming)：Sharkhog [松潘・九寨溝]方言：阿土霸州松潘県・九寨溝県
非アムドチベット語を主張、前項ヒャルチベット語に分類

25この方言については、丁種本《西番譯語》との関連において重要な役割を果たしうると
見られる。詳細は第６章を参照。

26この方言は東隣に位置する甘南州迭部県のチベット語方言と共通するというが、迭部県
のチベット語方言は一般にカムチベット語として知られ、莫超 (2004)のような迭部県周辺の
漢語を専門に扱う文献ではその土地のチベット語をカムチベット語と断定して用いている。
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これらには大きく２タイプあり、１つは筆者が「ヒャルチベット語」と呼ぶもの
（Suzuki (forthcoming)、鈴木博之 (2006)など）、もう１つは分類にさらなる研究を要
するものである。

2.2.4.1 ヒャルチベット語

チベット語の方言分類は、瞿靄堂・金效静 (1981)などが示すように、音韻の類型
的特徴に基づいて行われることが多い。しかしその典型的類型に当てはまらない場
合は、特に問題となる。その詳細は第５章の議論に譲る。
筆者は言語的な特徴を整理することで、阿土霸州北東部に分布する方言をまとめて

新しい方言群「ヒャルチベット語」を設定することができると考えている。その是
非は今後の議論を待たなければならないが、特にチベット語方言の類型的特徴から
アムドチベット語に分類することに反対を主張すべき方言群がアムド地域に分布し
ていることに注意しなければならない27。このことは鈴木博之 (2006)において明確
に主張し、漢語名には「夏爾藏語」を与えた。「ヒャル」という名称は、主に松潘県
の岷江流域に居住するチベット人の自称であり、Ketshal [十里/高屯子]方言の/˚Êhar

wa/という発音に基づいている。この語は蔵文 shar baに対応する28。
現段階でヒャルチベット語に分類されるのは、松潘県の岷江流域、九寨溝県、若爾
蓋県巴西区に分布する方言群である。若爾蓋県鉄布区の Thewo方言はヒャルチベッ
ト語に近い特徴を持っているが、ヒャルチベット語であるかどうか現段階では断定
はできない。Sun (2003b)の扱う松潘県の Zhongu [熱務溝]方言は、おそらくヒャル
チベット語ではない29。

27ヒャルコフ地方すなわち松潘県の岷江流域に分布するチベット語を例に考えると、先行
研究によって次の３種類の系統分類が行われている。

1. アムドチベット語：Nagano (1980)や西田・孫 (1990)

2. カムチベット語：華侃・乃小藏他 (1997)、劉輝強 (2006)や尚雲川 (2006)

3. ヒャルチベット語：Suzuki (2005a, forthcoming)

28この蔵文はネパールのシェルパと同一であるが、互いの関係は存在しない。かつてKetshal
方言のことを Nagano (1980)が Amdo Sherpaと呼んだが、この Sherpaとここでいう「ヒャ
ル」は同一である。ただし、鈴木 (2005b)で述べたように、Sherpaという名称は誤解を招く
ため用いるべきではない。
なお、これに関してさらに問題を大きくしているのは、西 (1987:175)がNagano (1980)の

扱う言語を甘粛省甘南州の方言と紹介している点である。これは完全な誤りである。
29地域区分上はヒャルチベット語の分布する地域に含まれるように見える。しかしこの方

言をヒャルチベット語に分類することはおそらくできない。その根拠は、方言区分に関する
詳細な言語特徴は第４章で述べてあるが、筆者の調査（Hongtu [紅土]方言）によると、こ
の方言は超分節音素が存在しない点でアムドチベット語的特徴を備えていることである。し
かしその一方でアムドチベット語のように音体系、音節構造が複雑にならないのである。
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「ヒャルチベット語」設定上の問題は、この区分がいわゆる３大方言群すなわち
中央、カム、アムドと本来的に並びうる歴史的な位置を占めるものなのかというこ
とである。チベット語の祖語からの発展については西田 (1987)などの提案があって、
相当初期に中央、カム、アムドという分岐が成立していることになっている。これ
とヒャルの分類が並ぶものであるかどうか、ということになる。この問題に関して、
現段階で筆者は結論を保留するが、アムドチベット語と異なることは言語学的類型
特徴から否定しておく。それゆえ、中央チベット語もしくはカムチベット語との関
連を考察する必要性があるが、この問題は歴史学、民族学とも関連する問題であり、
本論文の扱う範囲を超えることになる30。

2.2.4.2 系統不明/保留の方言群

系統不明もしくは保留とされる種々の方言が存在する。
Zhongu方言や gSerpa方言などは、言語学的研究が提示されているにもかかわら
ず未だに分類漏れとなっている。このような多様かつ特殊な方言が確かに各地に存
在する。
さらに、具体的言語事実に触れずに既定の方言区分に基づいて分類されているも
のもある。たとえば、先に述べたが、劉輝強 (2006)や尚雲川 (2006)が述べる平武県
の「チベット語」方言などは、詳細がよく分からないが、カムチベット語に分類さ
れている。

2.2.5 筆者の調査とチベット語方言の分布

本論文で取り上げるチベット語方言のうち、主要な方言の分布を以下に示す。

30重要な関連事項は民間伝承と史実との関係である。先にも述べたように、ヒャルチベッ
ト語の話される地域の民間伝承では、話者の来源がチベット自治区の阿里であるとするな
ら、言語学的な先行研究で言及のあるカムチベット語の一種という分類のほかに中央チベッ
ト語との関連も考慮が必要であろう。
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図 2.3: チベット語方言の分布地点

本論文で主として扱われる方言は、先に見た川西民族走廊のうち「九寨溝-香格里
拉」を結ぶ「九香線」すなわちチベット文化圏のほぼ東端の主軸上に多くが並んで
いる。
以上の地図に示したものは地域名であり、そのままの形で方言名をを示していな
い。本論文で言及する方言名、およびその方言が話される詳細な地域名との対照は
以下のようになる。文献を指示していないものは、原則筆者の調査で得た資料を用
いる。

地域名 方言名 詳しい県・郷名
熱爾 gZari 若爾蓋県熱爾郷
阿西茸 Askyirong 若爾蓋県阿西茸郷卓藏村
包座 Babzo 若爾蓋県包座郷長薩村
シ章扎 gTsangtsa 九寨溝県シ章扎鎮達基寺村
樹正 Phyugtsi 九寨溝県シ章扎鎮樹正村（九寨溝内）
阿土霸 rNgawa 阿土霸県阿土霸鎮
安羌 Anchams 阿土霸県安羌郷日格達村
紅原 dMarthang 紅原県エ卩渓鎮龍壌村
水晶 Amphel 松潘県水晶郷安璧村
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山巴 sKyangtshang 松潘県山巴郷山巴村
十里/西 Ketshal 松潘県十里回族郷高屯子村（岷江西岸）
十里/東 Thangskya 松潘県十里回族郷大屯村（岷江東岸）
熱務溝 Zhongu 松潘県熱務溝区 [Sun (2003b)による]
紅土 Hongtu 松潘県紅土郷上下上下村
玉科 gYokhog 道孚県甲宗郷
色爾土霸 gSerpa 色達県色爾土霸区 [Sun (2005)による]
中路 sProsnang 丹巴県中路郷口甲仁依村
梭坡 Sogpho 丹巴県梭坡郷莫洛村（大渡河東岸）
格宗 dGudzong 丹巴県格宗郷格宗村（大渡河西岸）
木茹 Morim 道孚県木茹郷
八美 Bame 道孚県八美郷河唖村
塔公 Lhagang 康定県塔公郷塔公村
新都橋 Rangakha 康定県新都橋鎮東俄洛村
沙徳 Sabde 康定県沙徳郷
祝桑 Grongsum 雅江県祝桑郷
理塘 Lithang 理塘県高城鎮
巴塘 mBathang 巴塘県夏エ卩鎮
蘇哇龍 Sowanang 巴塘県蘇哇龍郷
措拉 mTshola 巴塘県措拉郷
稲城 nDappa 稲城県金珠鎮
蒙自 Mundzin 稲城県蒙自郷
沙貢 Sagong 郷城県沙貢郷
郷城 Chaphreng 郷城県香巴拉鎮
青徳 Phrengto 郷城県青徳郷
青麦 Phrengme 郷城県青麦郷
洞松 gDongsum 郷城県洞松郷
然烏 Ragwo 郷城県然烏郷
熱打 Rwata 郷城県熱打郷
茨巫 Tsiu 得榮県茨巫郷
得榮 sDerong 得榮県松麦鎮
徐龍 Zholung 得榮県徐龍郷
麦日 Muli 木里県麦日郷
香格里拉 rGyalthang 香格里拉県建塘鎮
大中甸 rGyalthang 香格里拉県大中甸郷従古龍村
東旺 gTorwa 香格里拉県東旺郷格魯村
尼西 Nyishe 香格里拉県尼西郷湯満村
巴迪 Budy 維西県巴迪郷結義村/洛義村
徳欽 nJol 徳欽県升平鎮阿東村
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雲嶺 Yungling 徳欽県雲嶺郷佳碧村
燕門 Yanmen 徳欽県燕門郷
才ノ一　也頂 Toding 徳欽県才ノ一　也頂郷

本論文では、Derge方言に代表されるカムチベット語Derge方言群（北路次方言）
を大きく取り上げることはしない。筆者はDerge方言や Loshul（洛須）方言の一次
資料を手にしているが、それ以外の資料がなく、地域的考察に支障を与える可能性
があるからである。Derge方言については先行研究がすでに多数提出されているこ
とから、必要に応じてそれらからの引用を含め、個別に言及することにする。言語
地図にこれらの資料は反映されない。

2.3 川西走廊諸語

川西走廊諸語は、現在のところここにまとめられるすべての言語がチベット・ビ
ルマ語派に属していることが知られている31。それより細かい下位区分については、
さまざまな案が提唱されているが、おおむね孫宏開 (1982, 1983)によって名づけら
れた「羌語群32」という分類が通用している33。ただし、本論文では系統関係を論じ
ることは目的ではなく地域を単位に考察することから、以降も「川西走廊諸語」と
呼ぶ。

2.3.1 含まれる言語

川西走廊諸語は、比較的以前から知られていたものと、1980年代以降に新たに学
界で認識されたものに大別することができる34。チベット文化圏に関するものを中
心に、話される地域とともに以下に紹介する。
比較的以前から知られていたものには、次のようなものがある。

31たとえば石碩　主編 (2005)では、壮語も当該少数言語に加えているが、厳密に言えば川
西民族走廊と藏彝走廊は異なる地域であって含まれる言語もまた違ってくるけれども、本論
文では先に述べた「川西民族走廊」を踏襲し、本論文で扱う範囲内の事柄についてのみ述べ
る。

32「羌語支」とも書かれる。
33先行研究の系統論の多くは類型論的要素も含めた基準による分類を行っており、その一

方で、類型論的特徴のみからチベット・ビルマ諸語を分類しようという試みも行われている。
この状況はこれまでのチベット・ビルマ諸語の研究における問題点であるかもしれない。こ
こでは系統論に関わることは取り立てて説明しない。いくつかの説は白井 (2006a:72-77)が
まとめている。
また、以下に述べる川西走廊諸語のうち、ペマ語については今なお羌語群に属するのかチ

ベット語群に属するのかもしくはチベット語方言の一種か、具体的な言語事実を通して議論
されている（Zhang (1997)や斉上下佳 (2006)など）。

34詳細な情報は楊嘉銘等 (1994)、池田 (2003)参照。言語分布図は現在のところ白井 (2004)
が最も的確である。
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1. 羌語35

(a) 北部羌語36：阿土霸州黒水県、茂県、松潘県

(b) 南部羌語：阿土霸州シ文川県、理県

2. ギャロン（嘉絨/嘉戎）語

(a) 四土ギャロン語37：阿土霸州馬爾康県、金川県、小金県、理県、黒水県、甘
孜州丹巴県など

(b) 茶堡ギャロン語38：阿土霸州馬爾康県大藏区

(c) 四大土霸ギャロン語39：阿土霸州馬爾康県日部区、阿土霸県茸安郷など

以上のうちギャロン語として知られていたものの中には、以下にあげる言語群の
いくつかを含んでいた、いわばギャロン・チベット族の話す言語の総体的名称であっ
た40。最近の研究によって独立の言語と認められたものもある41。
1980年代以降に新たに学界で認識されたものには、次のようなものがある42。

1. ペマ（白馬）語：平武県、阿土霸州九寨溝県

2. スタウ（道孚）語：甘孜州道孚県、新龍県43

3. ゲシツァ（革什扎）語44：甘孜州丹巴県大桑区、金川区
35羌族自体はチベット文化圏に属するわけではないが、以下に述べる北部羌語の話者の中

にはチベット族でチベット文化圏に属する人々が存在する。
36この言語の話者は羌族よりもチベット族のほうが多い。チベット族の場合、文化習慣は

他のチベット族と同様で羌族とは異なり、彼らは母語をチベット語方言と考えている。この
ことは黒水県の多数のチベット族についてあてはまることである。これに関する事情は《黒
水県誌》(1993)に詳しい。また、これに該当する言語の詳細な研究は劉光坤 (1998)を参照。

37「四土」はギャロン地域のうちの四土司（梭磨、卓克基、松崗、党土霸）に由来する名称
である。

38名称は Jacques (2004)による。茶堡河という地名に由来する。
39名称は土地のギャロン語名（対応蔵文 stod pa）による。Sun (2004)によると、さらに草

登 [mTshobdun]ギャロン語とショグ・ギャロン語に分かれる。後者は当該方言話者が自らの
特異な言語のことをさす名称に由来する。

40「ギャロン」とは言語名として用いられる一方、地域名であって１つの文化圏を形成す
る広い意味を持つ。文化面での研究は言語よりもはるかに多くなされている。「ギャロン」
という名称の定義も諸説ある。楊嘉銘 (2004, 2005)など参照。

41Sun (2000)は「ギャロン語群（rGyalrongic）」を提唱し、詳しい下位分類があげられて
いる。その中には、以下にあげるスタウ語やゲシツァ語、ラヴルン語なども含まれる。この
分類には後に示すように下位区分で問題があると考えられるが、Jacques (2004)などでも踏
襲されている。

42本来現地では異なる言語と認知されていたにもかかわらず、チベット文化圏に属するこ
とに起因するチベット語来源借用語の多さから、チベット語方言の一種に見られていたもの
も存在する。

43《新龍県誌》(1992)によると、新龍県のスタウ語の話者はもはやわずかの老年層の人に
限られるという。

44ゲシツァ語はスタウ語の下位方言という考えもあるが、筆者は異なる言語として扱う。
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4. ポシ（蒲西）語45：阿土霸州壤塘県上寨区

5. ラヴルン（拉塢絨）語：阿土霸州金川県観音橋区、馬爾康県木爾宗郷

6. ダパ（扎土霸）語：甘孜州道孚県扎土霸区、雅江県扎麦区

7. グイチョン（貴王京）語：甘孜州康定県魚通区

8. チョユ（却域）語：甘孜州新龍県、理塘県、雅江県

9. ムニャ（木雅）語：甘孜州康定県沙徳区、九龍県、石棉県

10. アルス（爾蘇）語：甘孜州九龍県、石棉県、涼山州冕寧県、木里県

11. リュズ（呂蘇）語46：甘孜州九龍県、涼山州木里県

12. シヒン（史興）語：涼山州木里県

13. ナムジ（納木義）語/ナムズ（納木茲）語：涼山州冕寧県、木里県

14. プリンミ（普米）語：甘孜州九龍県、涼山州木里県47

以上の分類および名称は本論文で用いるものであるが、先行研究によって同一言
語であるにもかかわらず異なる名称を持つものがあり、中には異なる言語に似た名
前が与えられたことがある48。利便性のために、比較的知られた先行研究の名称を
示すと、以下のような対応となる49。

45この名称は筆者が作った。Sun (2000)ではスタウ語、ゲシツァ語、ポシ語は同一言語で
Horpa-Shangzhaiと呼ばれている。しかしここで分割する３言語は似てはいるが言語学的にそ
れぞれ特徴をもっており、さらにHorpaという名称はチベット語でも多義的であり Shangzhai
は壤塘県の１漢語地名「上寨」でしかないなど、Sun (2000)には問題が多い。
また、言語か方言かという議論において、明確な基準があるわけではなく、ここでもまた

筆者の立場を支える明確な根拠というものはない。
46リュズ語はアルス語西部方言という考えもある（西田・孫 1990:15-16）が、黄布凡・仁

増旺姆 (1991)に従って異なる言語として扱う。
47分布地域は話者がチベット族である地点に限り、普米族の地点は示していない。以下、

プリンミ語について述べるときも同様にチベット族が用いるものの場合にのみ限る。また、
これに該当するチベット族を林俊華 (2005)では「普米」と呼んでいる。

48もっとも混乱を招きかねない名称は、陸紹尊 (1985)のいう「扎巴語」と黄布凡 (1991b)
のいう「扎土霸語」である。本論文の名称では前者がチョユ語の１方言で後者がダパ語となる。
このことは一応学界で了解済みと考えたい。詳しくは池田 (2003)を参照。

49さまざまな意味で不適切な名称のほか、日本語のカナ表記が漢字音に対応して原語音に
対応しない点などを修正したのが本論文の表記である。同様のことを行っているものに池田
(2003)があるが、それをそのまま踏襲することはせず、事情に合わせて改変している。原則
的に母語話者の自称を言語名とする。その方針は曾維益 (1997)にも示され、漢語名自体も
その方針から変えたものがあり、複数の年代に渡る資料を利用するときには注意を要するよ
うになった。
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1. 四土ギャロン語：東部ギャロン語50

2. 茶堡ギャロン語：東部ギャロン語51

3. 四大土霸ギャロン語：草登ギャロン語・日部ギャロン語

4. スタウ語：ダウ語・アルグン語・爾龍共語

5. ゲシツァ語：アルグン語・爾龍共語・格什扎話・西部ギャロン語

6. ポシ語：上寨話

7. ラヴルン語：観音橋話・西部ギャロン語52

8. ダパ語：ヂャバ語・ジャパ語

9. ナムジ語/ナムズ語：ナムイ語53

10. プリンミ語：プミ語・小西番語

まだこれらの言語が認知されていなかったころは、「地脚話」という一般名称で呼
ばれていたものも多い。各種《県誌》類における言語の項目の記述には、未だ川西
走廊諸語とチベット語が区別されていないものもある。
また、チベット文化圏と深い関わりを持つものとして、納西語を加えてあげるこ
とがある。納西語は西部方言と東部方言すなわちモソ（摩梭）語に分かれる54。チ
ベット族と納西族の関わりについては、楊福泉 (2005)などの研究がある。言語に関
してはHongladarom (1996)やBartee (2005)に簡単な言及があるが、本格的には考察
されていない。

50方角による名称は、ギャロンを地域としてみて地理的に東部で話されていることによる。
かつての西部ギャロン語は、現在では独立した別の言語と認定されるようになり、「東部」と
いう分類の意義も薄れつつある。

51かつては四土ギャロン語と同じグループと考えられていたことによる。
52先行研究では、ギャロン語もしくはスタウ語の下位方言という扱いであるものがある。

黄布凡 (2001)が独立した１言語であると認定した。
53「ナムイ」は漢語名「納木義/納木依」の音訳と見られるが、自称でこのような発音を

持っているのは劉輝強 (1983)の扱う方言にのみみられる。
54なお、後者の一種と考えられるものに、涼山州木里県や塩源県に居住する蒙古族が話す

言語が含まれる。この言語は鈴木 (2005d)で紹介したもので、ナズ（納汝）語という名称を
与え、川西走廊諸語の１つと考えられると述べた。言語の特徴にはやや際立つものがある
が、ここでは詳しく述べない。
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2.3.2 先行研究

川西走廊諸語の先行研究は、言語によってその質・量にばらつきがある。ここで
は網羅的に述べることはせず、語彙情報が比較的まとまって提示されているものを
中心に整理する。
ここではまず、語彙が整理されている言語・方言について、その先行研究ととも
にまとめる。ただし言及対象はチベット族の話すものに限る。羌語、プリンミ語に
は他にも資料があることに注意。

言語名 方言名 分布地域 先行研究
北部羌語 Mabho 黒水県麻窩郷 劉光坤 (1998)ほか
四土ギャロン語 bTsanlha 小金県撫辺郷 Mansier (1983)
四土ギャロン語 Cogtse 馬爾康県卓克基郷 黄良榮・孫宏開編 (2002)
四土ギャロン語 Kyomkyo 馬爾康県脚木足郷 長野 (1998)
茶堡ギャロン語 Kamnyo 馬爾康県龍爾甲郷 Jacques (2004)
四大土霸ギャロン語 Zbu 馬爾康県日部郷 林向榮 (1993)
ペマ語 白馬 平武県白馬郷 西田・孫 (1990)
スタウ語 Geshe 道孚県格西郷 黄布凡主編 (1992)
ゲシツァ語 Damdo 丹巴県丹東郷 孫宏開主編 (1991)
ゲシツァ語 Geshitsa 丹巴県革什扎郷 多爾吉 (1998)
ラヴルン語 Khroskyab 金川県観音橋鎮 黄布凡 (2003)ほか
ラヴルン語 Rigongri 金川県二崗里郷 林向榮 (1993)
ダパ語 Bratho 道孚県扎才ノ一　也郷 黄布凡主編 (1992)
グイチョン語 sMepa 康定県麦崩郷 黄布凡主編 (1992)
チョユ語 団結 雅江県団結郷 孫宏開主編 (1991)
チョユ語 Yonglagshis 新龍県尤拉西郷 黄布凡主編 (1992)
ムニャ語 Lugpa 康定県貢口戛山郷 孫宏開主編 (1991)ほか
アルス語 則洛 甘洛県則洛郷 孫宏開主編 (1991)
リュズ語 上

下拉 木里県上下拉郷 黄布凡主編 (1992)
シヒン語 Zhoblugs 木里県水洛郷 黄布凡主編 (1992)
ナムジ語 イ果波 木里県イ果波郷 孫宏開主編 (1991)
プリンミ語 Salngalung 九龍県三岩龍郷 陸紹尊 (2001)ほか
プリンミ語 Tharpa 木里県桃巴郷 陸紹尊 (2001)ほか

また、方言研究が比較的進んでいる言語として、各種羌語、各種ギャロン語、プ
リンミ語をあげることができ、その詳細な資料は公開されていなくともそれぞれ黄
布凡・周發成 (2006)、林向榮 (1993)、陸紹尊 (2001)の言及から分かる。また劉勇　
等 (2005)では、道孚県に分布するスタウ語の方言調査も広く行われているようであ
る。また、アルス語やシヒン語、ナムジ語、グイチョン語、ペマ語の方言調査も近
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年行われている55。ダパ語の方言調査も行われている（白井 2006a）。

2.3.3 筆者の調査

本論文では中心的な役割を果たさないけれども、筆者は川西走廊諸語についても
１次資料を収集しており、折に触れて本論文中でも利用していくため、筆者が調査
した川西走廊諸語・方言の分布を以下に図示する。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
��

�
�

�
�九香線

・鮮水・麻孜 ・革什扎/甲居・・巴旺・邊耳
・東谷

・宅龍土

・紅頂・木絨

・脚木足・馬爾康

・河東
・日隆

・大藏・
龍爾甲・草登

・木蘇

・貢口戛山

・魁多

・喬瓦・白石周

100km

図 2.4: 川西走廊諸語の記録地点

以上の地図に示したものは地域名であり、そのままの形で方言名をを示していな
い。方言名、およびその方言が話される詳細な地域名との対照は以下のようになる。

地域名 言語名 方言名 詳しい県・郷名
大藏 茶堡ギャロン Datshang 馬爾康県大藏郷徳爾巴村
龍爾甲 茶堡ギャロン Kamnyo 馬爾康県龍爾甲郷干木鳥村
草登 ショグギャロン mTshobdun 馬爾康県草登郷沙佐村
脚木足 四土ギャロン Kyomkyo 馬爾康県脚木足郷石江嘴村
馬爾康 四土ギャロン mBarkhams 馬爾康県馬爾康鎮査北村
木蘇 北部羌 Musu 黒水県木蘇郷

55シヒン語やグイチョン語は話者数が相当数少ないことから、危機言語との関連で調査が
行われている（孫宏開・劉光坤 (2006)、宋伶俐 (2006)）。
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河東 四土ギャロン Chuchen-shar 金川県河東郷
巴旺 ゲシツァ dPawang 丹巴県巴旺郷斉支村
甲居 ゲシツァ brGyagyud 丹巴県聶口甲郷甲居村
革什扎 ゲシツァ Geshitsa 丹巴県革什扎郷布科村
邊耳 ゲシツァ Belri 丹巴県邊耳郷二馬村
東谷 四土ギャロン sTongdgu 丹巴県東谷郷東馬村
宅龍土 四土ギャロン Zilung 小金県宅龍土郷
日隆 四土ギャロン bZhilung 小金県日隆鎮長坪村
鮮水 スタウ Phyagru 道孚県鮮水鎮一格村
麻孜 スタウ Mazur 道孚県麻孜郷溝普村
紅頂 ダパ Ngwirdei 道孚県紅頂郷地茹村
木絨 ダパ Mowzo 雅江県木絨郷木絨村
貢口戛山 ムニャ Lugpa 康定県貢口戛山郷城子村
魁多 プリンミ Kuido 九龍県魁多郷里伍村
喬瓦 プリンミ Qiaowa 木里県喬瓦鎮
白石周 ナズ Bediao 木里県白石周郷

本論文で扱いうるのは、チベット語来源借用語の形式のみである。
川西走廊諸語の資料は筆者の調査資料とともに、先行研究にある資料もあわせて
用いる。
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第3章 音声分析と記述方法

3.1 音声分析及び表記の方法論の必要性

音韻表記は、方言学上の議論において語彙情報を提示する上でもっとも根本的で
あり基幹をなす部分である。それについて、仮に分析対象が同一であるとして、観
察者や分析者が異なるという理由で音韻記述に異なりが及んだ場合、その結果をた
だ利用して議論を構築するならば、出発点から思わぬ誤解を招きかねない。たとえ
ば、表記上の差であるにもかかわらず語彙形式の異なりに歴史的変遷が指摘される
と考えるようなことは、避けなければならない。
音声分析の立場というものが複数存在することは、総合的な分析を行う上では、
１つの障害を生み出す。大抵の言語資料については音韻表記が採用されているため、
音声分析の立場が異なっていれば得られる音韻とその表記法が異なる可能性は否定
できない。先行研究の表記が十分詳細でありそれらを整理して新しく表記を定める
ならば可能な作業ではあるが、その逆はそもそも不可能である。必要としたい情報
がすでに整理されてしまっていて、より細部の観察結果を必要としても提出された
先行研究から得ることはできない。記述研究に基づく異なる言語を並列して扱わな
ければならない場合、その時点で分析にゆがみが生じうるのである1。
このような事態を避けるためには、ある１つの音声分析についての基盤を採用し、
その使用を徹底することによって得られる資料を利用することが必要である。それ
ゆえに、観察、分析基準を自身で設定し、利用する言語について筆者が自ら収集し
共通の基盤で分析を行うことが望みうる最高の手段とになるだろう。基準を設定し、
音声分析の責任を自身で持つことができれば、その後の方言学上の分析結果の解釈
のみに議論の焦点を当てることができる。
チベット語の場合、音声分析は研究者によって大きくずれが出る。また、それを
詳細に表記するか否かも分かれ、基礎的な音韻表記に異なりが及んでいる。ここで
もっとも研究の進んでいる方言である Lhasa方言を引き合いに出しても、子音体系

1筆者は音韻分析の立場が複数存在すること自体に問題があると考えているわけではな
い。ただし統一的基準がなければ方言地理学のような同時に多数の言語を分析する研究は成
立しがたいと考えている。
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の考え方、母音の数、声調の弁別特徴などについて、実にさまざまな論が展開され
ている2。たった１つの方言であるのに体系性や音声実態の記述に大きく差が出るの
であるから、本章で述べる筆者による音声分析の方針と規定はこれから行われる筆
者の記述において極めて重要なのである。

3.2 従来の問題点とその解決方法

ここでは、具体的な問題点を挙げつつ、それを解決する筆者の方法および約束事
を述べる。

3.2.1 問題点の提示

たとえば、前鼻音とは子音連続か前鼻音つき子音という単一の音素か、という違
いが見られる。あるいは、前鼻音の聞こえの低さを原因に、機能負担をしていない
との考え方から前鼻音を認定しない考え方さえある。子音連続の存在自体に論点が
あるとき、このような解釈の違いの混入を避けなければならないことは言うまでも
ないだろう。存在するか否かが問題の焦点になる場合は、機能負担といった概念を
重視するのではなく、音声学的に知覚可能であればすべて記述しなければならない
のは言うまでもない。
また、同一研究者でも方言によって分析態度が異なる場合がある。Sun (1986)の

Byamme方言では、前鼻音も前気音も単一音素に帰納して考えているが、Sun (2003b)
の Zhongu方言では、前鼻音は単一音素であるが前気音は子音連続と分析する。し
かしながら、本論文の趣旨で問題となるのは、前鼻音要素や前気音要素の存在自体
であり、その存在の有無が明確であれば、それがどのように音韻解釈を受けようと
も関わらないのである。要するに、音韻解釈が分かれることが問題になるのではな
く、前鼻音要素などの存在を明示的に表記に示すということであって、それが方言
差異を明確にしていると考える（鈴木 2006b）。
本論文における音韻記述の方法論は、その基礎を鈴木 (2005a, 2006b)によること
にする。それによると、理想とする分析は、単一言語・方言内部で考えられるべき
音韻表記よりも、音声実態に即した全体論的音韻表記を優先するものである。それ
によって解決される点は、先述の分析の統一以外に、従来の研究において知られる
ことのなかった子音連続の構造の表記への反映である。

2参考として、Hari (1979)、于道泉 (1983)、北村・長野 (1990)、星 (2003)などを挙げてお
く。それぞれ細部にわたって分析が異なっている。
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以下に鈴木 (2005a, 2006b)の議論から具体例を伴う問題を簡潔に整理し、さらに
いくつか同論文に述べていない点も加えて、筆者の方法論を提示する。

3.2.2 子音

ここでは、子音の音素設定に関わる問題と子音連続に関わる問題について触れる。

3.2.2.1 子音の音素設定

各種方言の音素体系を考えるとき、次の観点による統一的な調整が行われている。

1. 音素表記はあくまでも音声特徴に基づいて行われる

2. 漢語に由来する語彙にのみ現れる音韻要素は当該方言の音素と認めない

3. 音韻要素とするならば機能負担が著しく低くなる（１例しか現れないなど）場
合であっても、本来語あるいは語源の推定が不可能なものについては、音素と
して認める

第１の見解は、各方言の音声特徴を生かした表記を行うということであって、た
とえばそり舌音が閉鎖音か破擦音かということは、それぞれの方言がもつ異音の現
れを総合的に勘案し、音素表記を選択するといったことがあげられる。これ以外に
問題になりそうな点は、l

˚
/ìの異なり、r

˚
/ùの異なりなどがある。また、/r/とされるも

のについては、極めて多くの調音点上の音声的変異を含んでいる。この音素表記に
ついては、例外的に音声実態に従えないということを断っておく。
第２の見解は、現代の言語環境を考え漢語との２言語併用が広く行われているこ
とから、話者が語彙について頻繁に漢語を用いてしまう傾向を想定し、この場合の
漢語は漢語の語彙のチベット語方言への挿入と位置づけ、チベット語方言固有の音
体系に従わないことを考慮している。一方で当該方言に定着した漢語は当該方言の
音体系に従って、音形式を変化させている場合が多いということも念頭にある。
第３の見解は、複数の方言を同時に扱う際に、機能負担が著しく低い要素が地域
特徴として現れる可能性を考慮していることによる。方言地理学では微細な異なり
から方言間の歴史を分析できる特徴があるため、どんなに細かい点であっても、１
言語体系としての都合（体系性や経済性など）で実際に現れる音声実態を異音と分
析することは、資料的価値を著しく損なうものである。
以上の３点について、第４章で具体的に記述される方言の音体系は、チベット語
方言を扱う全ての先行研究と十分異なることに注意が必要となり、先行研究との単
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純な対照は意味を成さない。いずれにせよ筆者の方針は、表記のための記号として
一定の音声情報にかかわる約束事（たとえば IPAや本章での議論）に従って可能な
限り音声形式に近いものが選択されるべきということである。

3.2.2.2 子音連続

子音連続には２つの大きな問題点がある。１つは子音連続の構成要素の有無、も
う１つは子音連続の記述の方法論である。

子音連続の構成要素の有無

本論文で扱われるチベット語方言（第４章参照）には、先行研究にはほとんど記
述されたことのない子音連続が存在する。特に前気音と無声有気音に先行する前鼻
音については問題が多い。特に前者は限られた先行研究（Sun (1986, 2003b)など）
を除いて言及されることすらなかった。
筆者は、このような差異が生じる原因を、やはり先の子音の記述方法で述べたの
と同様に、音声実態と表記との対応関係が異なっていることであると考える。議論
のために、先行研究で多少の言及のある無声有気音に先行する前鼻音について先に
述べる。
格桑居冕・格桑央京 (2002:98)はDerge方言の記述において、無声有気音に先行す

る前鼻音の取り扱いについて述べている箇所があり、それによると、無声有気音に
先行する前鼻音は、調査当時で3学識のある老年層の発音には明確に現れるが、若年
層では音声学的に現れることは観察できるが、弁別的でないと分析している。しか
し、前鼻音の現れる語と現れない語について十分に観察されているのか疑問になる。
音声学的に存在するのには何か理由があると考える筆者にとって、一部の語で現れ
るか現れないかが分かれるからといって記述に反映させないのは事実を正確に把握
している態度とはいえず、本論文で行うような議論には差しさわりがある。筆者に
よる現代のDerge方言（若年層）の調査結果では、調音音声学的には極めて短く弱い
発音ではあるが、無声有気音に先行する前鼻音は確かに存在している。特に文中に
おける音声実態を観察すれば、より明確な聞こえをもつ。それゆえに、先行研究で
無声有気音に先行する前鼻音を無視する分析があるけれども、それは確かに存在し
ているため、子音連続の組み合わせの一種として記述の対象にしなければならない。
前気音の問題は、より厄介である。ほとんどの研究が取り扱わないからである。
確認される限り、Sun (1986, 2003b)のみが認定している。しかしながら、前気音は

3おそらく 1950年代である考えられる。
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極めて多くの方言に存在することが確認され、前気音をもたない方言の方が際立っ
ていると結論づけることができる（Suzuki (2004)、鈴木 (2006e)）。同じく格桑居冕・
格桑央京 (2002:197-198)は bLabrang方言の初頭に hを含む子音連続の音声的な注釈
として、hの音声実現は後続の子音よりも微弱であることに特に触れている。つま
り、これが前気音に相当する可能性が高いのであるが、これは従来の記述が言う「ア
ムドチベット語」を代表する子音連続の一種に他ならない。それがカムチベット語
にも極めて多く現れることは、本論文第４章に示すとおりである。前気音が記述に
反映されない原因は、おそらく前鼻音を除く他の子音連続と決定的に音声実現が異
なるからである。前気音の記述とその他の子音連続では、聞こえの明確さの点で異
なっている。それが従来の記述では表すことが不可能であったのではないかと考え
る。その根拠と区別の方法は、以下の議論に展開される。

子音連続の記述の方法論

子音連続に音声学的観点から見て同じ音素列に対応する例が、その発音様式によっ
て異なることを明確にしたのが鈴木 (2005a)である。たとえば、以下のKhrika方言4の
ような例は、先行研究では表記上区別されることはほとんどなかった。

[B@dýď]「８」と [Bdýď]「忘れる」

多くの先行研究では、一般に語頭における複数の子音からなる音素列を「子音連
続」として扱っている。しかし先の例のような音声実態を考慮すると、先行研究で
一般に「子音連続」とひとくくりにされているものの中に、異なる音声現象が見ら
れることが分かるだろう。その特徴をあげるならば、先に見たような子音連続を構
成する子音が等価に発音されない5ことや、子音群の連続がそれぞれ密接に発音され
ないことなどがある。多くの先行研究にはそのような音声実態に対する音声学的な
報告や記述はあっても、そのような音声現象が音素配列において区別されていない
のが通例であった。
次の例はある２つの語の音声学的な差異を明らかにしている6。

4青海省貴徳県河東郷で用いられるアムドチベット語農民方言の１つである。
5多くは先行する子音が弱く発音される。
6以下に言及する方言は、それぞれ以下の通り。
Cherje：青海省共和県切吉郷のアムドチベット語牧民方言
dMarthang：四川省紅原県エ卩渓鎮のアムドチベット語牧民方言
rDowi：青海省循化県道幃郷のアムドチベット語農民方言
Mangra：青海省貴南県沙溝郷のアムドチベット語農民方言
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方言名 \語義 歌 竜王
Khrika [H:@lW

¿
] [H@lW

¿
]

Cherje [q
ˇ

@lW] [HlW / k@lW]
dMarthang [,¡ l@] [Hl@]
rDowi [Hl@] [Hl@]
Mangra [Hl@] [Hl@]

以上のうち、Mangra方言以外に見られる音声学的差異が音韻表記に反映されな
ければならないのは言うまでもない。そして、それらを１方言の中で解決するので
はなく、全ての方言に共通の基盤を持って分析することに妥当性を認めるのが鈴木
(2005a)の主張である。
また、音声現象として、初頭子音が極度に弱化しているものを一般的な子音連続
と同等に扱うことは避けなければならないが、先行研究を通覧した場合、適切な書
き分けが明確な表記として見られない点もまた問題である。具体的には、前鼻音や
前気音についての扱いが問題となってくるが、前鼻音とは子音連続か前鼻音つき子
音という単一の音素か、ということは記述者個人の方針やある特定の音韻論の枠組
みに依拠するのではなく、実際の言語事実に基づいて分析されなければならない。
最大で考えるならば、鈴木 (2005a)の示すように５種類が想定される。わたり音
を含まない２子音連続の場合を考えて、以下のようになる。

模式化 発音様式についての説明
1 C@CV-/CCV- 各子音が明瞭に発音され、かつ調音間に微少な休止がある
2 CCV- 各子音要素が明瞭に発音され、等価な子音連続を構成
3 CCV-/CCV- 等価な子音連続か先行子音の調音が弱く連続を形成しない
4 C@CV-/CCV- 先行子音の調音が弱く、かつ調音間に微少な休止がある
5 CCV- 常に先行子音が弱い

以上に述べたことをよりモデル化して、チベット語以外に川西走廊諸語にも拡張
できることを述べたものが鈴木 (2006b)である。同論文が述べる例として、次の子
音連続のモデルにおける問題がある。/ù/と/k/からなる子音連続の組を持つ語におい
て、異なる３種の言語A, B, Cにおける以下の例を考える。

言語A 言語 B 言語 C
例語１ [ùk-] [ùk-] [ùk-]
例語２ [ùk-] [ùk-] [ùk-]
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このとき、言語Aでは発音様式の異なりが見て取れ、異なる記述を与えることに
問題は生じない。一方、言語Bおよび言語Cの事例では各言語において発音様式の異
なりは見られず、２つの例語は同じ子音連続と分析することが妥当のように見える。
仮にいずれの言語でも/ùk/と記述した場合、音韻形式を見ただけでは言語 Bと言
語Cは同様の形式を持っていると判断されうる。ところがこれは事実でなく、言語
Bと言語Cはそれぞれの話者によって異なる発音と認識され、それが言語間の異な
りであると考えられている状況が存在するのであるから、ここで問題が生じること
になる。
筆者は、本論文で取り上げる言語・方言間で、以上のような問題がたとえ個別言
語の記述であっても排除されるべきであることを主張する。１言語の分析において
差異を見出せなければそれを分析の考慮に入れないという態度を否定し、それぞれ
の発音様式をすべて音韻記述において視覚的に反映させることを一貫して行う。

3.2.3 二重母音

二重母音の問題は、２つの問題を含んでいる。１つは、音声学的観点から見て二
重母音が成立しているか否かの問題、もう１つは言語事実の解釈としての二重母音
の定義の問題である。
具体的には、前者の問題は意西微薩・阿錯 (2004:13)などが指摘しているように、
チベット語方言記述の先行研究において二重母音と呼ばれるものが実際に二重母音
として現れず、２音節に分解できるものがあるということである。
後者の具体的な問題は、子音と母音の間に生じるわたり音や、語末子音とも解釈
できるわたり音も区別なく理論的な都合によって二重母音とされる例である。たと
えば漢語音韻学におけるわたり音相当の位置に来る「介音」は子音扱いではなく母
音を含む韻母を構成する一部になっている。筆者はわたり音は子音の一部に数える
ため、漢語のような考え方とは相容れない。
また、二重母音と関連して、長母音と重ね母音の取り扱いの問題がある。長母音
はたとえば a:と表記でき、重ね母音は aaと表記できる。重ね母音は十分な音声的持
続が実現されるが、２音節には分解することができないもので、長母音は短母音と
は区別されるが十分な音声的持続が確認できるとは限らない。いずれも１音節扱い
であることは共通として、両者は聴覚上の差異として分析が可能である。

3.2.4 声調

声調の問題には２つの種類がある。１つは声調の音声上の弁別特徴に関する問題、
もう１つは声調のかかる範囲についての問題である。
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3.2.4.1 声調とレジスター

筆者は「声調」という呼称でもって、調値の差異による弁別を行う現象をさす。
よって、声調を持つ言語もしくは方言は、その調値について多数の自由変異をもつ
ものであってはならない。
筆者の規定するヒャルチベット語は、以上の音声的特徴とは異なる超分節音素が
存在し、それを鈴木 (2005b)において「レジスター」と呼んで区別することを主張
した。ここでは鈴木 (2005b)で扱ったKetshal方言を例に、具体例をあげつつレジス
ターの音声的特徴を分析する。
調類や調値について自由変異で異なるものが見られる。具体的には以下のようで
ある。
[nÀ̃

˜
55/53] gnam「空、雨」、[nÀ

¡
:H22/33] rna「耳」、[őiP53/44] rnyid「しおれる」

また、緊喉音が現れる。緊喉音は、しばしば「緊喉母音」として言及される音を
含んだものとして考える。緊喉母音とは、母音の発声時に声帯の緊張を伴い、やや
きしみ音が聞こえるようなものをさす。ただし「緊喉母音」と呼ばれているものの
音価は、言語によって異なる可能性がある。各言語に共通の明確な定義が存在する
わけではない。ゆえに、筆者が「緊喉母音」と先行研究で言及されているものの音
声学的特徴について参考とするのは、緊喉母音とされる音声実態を実際に聞いたノ
ス彝語（涼山彝語）の事例を念頭においていることを断っておく必要がある。
Ketshal方言の場合、確かに緊喉性を有する音声実態は存在するが、必ずしも母音
のみに現れる要素ではない。比較的多い傾向としては、音節初頭から音節核にかけ
て緊喉性が生じるものである。しかしながら音声実態としては音節核である母音の
緊喉性が際立っている。以下に例を示す。
[n
˜
À̃
˜
55] gnam「空、雨」

[j
˜
a
¡̃

Ý54] g.yag「ヤク」

[d
˜
O
¯̃
13 ,O

¯
44] rdo zho「石灰」

[ő
˜
i
˜

Ý55] mig「目」

[X˜t
˜
C
˜
i
˜

Ý55 / X
˜C
˜

ji
˜

Ý55] gcig「１」

[t
˜
C
˜
W
¿̃
54] bcu「10」

なお、緊喉母音と母音に後続する声門閉鎖音の影響と考えられる母音の緊喉化と
は、緊喉化の開始時点の観点から音声学的に明瞭に区別されうる。
そのほか、特に子音について非常に緊喉性の高い音が見られることもある。
[H
˜
l
˜
À55] brla「太もも」、[p

˜
a
˜
55 Hwo55] dpa’ bo「英雄」
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このような例は数少ないが、初頭子音について相対的に明瞭に現れる。
ピッチの差異に注目すると、以下の事実が確認できる。
発音時のピッチは各語について固有にもつものがある。その一方で、特に決まっ
ていないものもまた存在する。子音連続を持つ語が環境によって初頭子音を脱落さ
せる場合に、特定のピッチに変化することもある。
ここでは、ピッチについてまず一般に声調と同じ分類法を用いて述べる。すなわ
ち、ピッチパターンを調類と調値に分けて現象をとらえることにする。調類とは、
ピッチの１音節内での型、たとえば平ら、上昇、下降といったものをさす。調値は
実際のピッチの高さの程度について表す。
現れうるピッチパターンは、高平、低平、上昇、下降の４種が大部分を占める。
音声的には音節単位で現れるというよりはむしろ、北村・長野 (1990)などの Lhasa
方言に見られる、基本的に語単位でピッチがまとまる語声調に比較的似ている。１
音節の場合と２音節の場合について共通の調類が当てはまり、以下のように現れる。
代表的な調値とともにまとめる。

高平 低平 上昇 下降
１音節 S55/44 S22/11 S24/35 S53/42

２音節 S55S55 S22S22 S13S44 / S24S55 S55S42 / S53S11

Ketshal方言の場合、同一語が単音節例に現れる場合と複音節例に現れる場合とで
調値が異なる場合が多い。調類の特徴は、特に２音節語には上昇調、高平調が多くみ
られる。単音節語は調値も調類も音素列との関連は見つけられない。また、ごく少
数の２音節語に限って第１音節が上昇、第２音節が下降というものが見受けられる。
各語のもつ自由変異に注目すると、以下のような事実が確認される。

1. 緊喉・非緊喉の自由変異
緊喉性だけに注目すると緊喉・非緊喉が自由変異で現れる場合がある。ただし
これは後に述べるように、何らかの別の音声特徴、たとえばピッチの変化や子
音連続の脱落などとの代償関係を持つことが多いため、この特徴のみを取り出
せる例は少ない。

[j
˜
o
˜
;13 lÀ44 / jo;13 lÀ44] yol ba「カーテン」

[ő
˜

À̃
˜
55 / őÀ̃43/53] nya「魚」

[b
˚̃

Õ
˜
N55 mÀ44 / bÕN13 mÀ44] sbong ma「酒かす」

[l
˜
@
˜
55 / l@22] li「梨」
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このような自由変異を見せる例のほかに、必ず緊喉音が現れる語も必ず非緊喉
音が現れる語もあり、出現環境を規定することは非常に難しい。緊喉・非緊喉
で対立を形成する例としては、以下のようなものがある。

[n
˜
À̃
˜
55/53] gnam「空、雨」と [nã

¡
35] nam「いつ」

これらのような例を見ると、緊喉音の出現そのものが Sharkhog方言を特徴づ
けているようであり、緊喉音それ自体に特別に扱う必要があると判断できる。

2. 緊喉音・子音連続の自由変異
緊喉音の音声的特徴は、先にも述べたように、母音についてのみ緊喉化してい
るのではなく、音節初頭から声帯の緊張を伴うことが多い。このために、緊喉
音と子音連続の間に何らかの関係が見られても疑問はない。

緊喉音と子音連続の自由変異が見られる例はいくつか確認される。

[t
˜
C
˜
À̃
¡̃
55 / ùtCÀ̃55] lcam「垂木」

[k
˜
ď
˜
35 tChÀ55 / hkď13 tChÀ44] skad cha「話」

[s
˜
E
˜
:
˜
l55 wu42 / XsE:l55 wu42] gsal po「輝いている」

自由変異のパターンとしては、上の例にあるように、「緊喉性を伴い子音連続
を形成しないもの」と「子音連続を形成し緊喉性を伴わないもの」という変異
形になるものが多くを占める。

以上の現象を踏まえ、レジスターとして次の２種が弁別されると考える。

1. 緊張性：高ピッチ、緊喉音、子音連続（主に最初頭が弱い）、完全無声

2. 弛緩性：低ピッチ、息漏れ音

3.2.4.2 語声調

直前に扱ったKetshal方言でも述べたように、ピッチパターンから音節声調と考え
るよりもむしろ語単位でかかる語声調が分析、記述に適していることが分かった。
ここではいわゆる声調言語として考えられる Sogpho方言を例に、鈴木 (2005c)の
記述を参考に述べ、語声調としての現れを明示する。
声調の分析は調類と調値を分けて述べる。調値は５段階表示で音節右上に付す。
１音節例の場合、ピッチのパターンは以下のように分類できる。
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音節初頭が高め 音節初頭が低め
　平 [phÀĳ55]「ぶた」、[úChA

¿
ĳ55]「あなた」 [Nwo

¿
22]「私」、[Hüğ22]「４」

上昇 [jÀ
¿
ĳ35]「ヤク」、[do:35]「～か？」 [mi13]「火」、[luĳ13]「綿羊」

下降 [nÀ̃53]「空」、[shõ53]「光」 [mo31]「母」、[ő@̃31]「２」

音声的には、高平調、低平調、高上昇調、低上昇調、高下降調、低下降調の６種
がある。
いくつかの高上昇調になる語は、自由変異として高下降調にもなる。たとえば [jÀ

¿
ĳ35

/ jÀ
¿
ĳ53]「ヤク」、[n

˚
Õ35 / n

˚
Õ53]「である」など。

次に２音節例では、１音節例よりも限られたパターンで現れる。また、上昇下降
のパターンが現れる。
高平調：[phÀ55 ji55]「故郷」、[jÃ55 tCı̃55]「ヤンジェン（人名）」、[tshÀ;55 Cğ55]「温泉」
下降調：[hp@̃55 tõ42]「草原」、[hka

¡
55 mÀ42]「星」、[ji

¡
44 bu42]「村」

上昇調：[ge13 Hgæ̃55]「先生」、[ő113 CW55]「20」、[t
ˇ
@12 RÃ35]「彼ら２人」

上昇下降調：[Hd@13 HdÀ42]「石」、[ôÀ13 lÀ42]「家」、[mÀ;13 n
˚

W̃52]「油」
「１音節語＋非自立的要素」で２音節を構成する場合も、以上のパターンに当て
はまる。
次に３音節以上の例を考える。３音節でまとまる例としては、上昇調の例に [t

ˇ
@12

RÃ34 HÃ55]「彼ら」などが見られるが、非常に数が少ない。
３音節以上からなる多くの語は、その構成からいくつかの要素に分かつことがで
き、１音節または２音節ごとにまとまることになる。この場合、それぞれの要素に
先述の声調のパターンが現れるものが多い。一方で３音節以降の音節が基本的に低
平調 [S22]や [S11S22]となり、軽く発音されるものも見受けられる。
後者の例としては、[ő113 CW55 t

ˇ
s
ˇ
À11 d

˚
ý̊iĳ22]7「21」など。

以上の分析から、超分節音素としての声調の弁別特徴をまとめると、以下のよう
になる。
Sogpho方言では、ピッチ高さの差異は平らの場合にのみ明確に対立を形成し、上

昇下降を伴うものには初頭の高さは音声レベルでの差異が見られるのみと考えられ
る。また声調の単位は、基本的に語単位で現れる語声調といえる。このとき、初頭
音節頭の高さと末尾音節末の高さ、および語中における調値が水平か曲線を描くか
によって弁別される。また、第２音節が非自立的要素の場合、その声調は第１音節
とともに決定される。

7この音声形式は自然発話における通常の発話速度で確認できる。ただしやや丁寧に発音
する場合は２音節ごとにまとまって、第３、４音節は上昇声調をとる。

52



3.3 採用される記述法

以上に見た音声実態の異なりをいかにして音韻記述に反映させるかという実践的
問題について、統一した記法を定めることによって、言語事実と表記の乖離と不一
致を防ぐ必要がある。ここでは、いわゆる表記の約束事のようなことを中心に述べ
る。そのための論拠は前節に示した。
音声実態の記述における視覚的な反映は、チベット語方言においては Gō (1954)
やMigot (1957)、Roerich (1958)などが行っている。Roerich (1958)は西田 (1970:213-

214)において、同一形態素に対応する語彙形式が異なることを指摘されているが、
筆者はそのような差異もできる限り記述に反映されている方が望ましいと考える。
以上の議論を貫くのは、音声情報が何らかの歴史的価値を持つ側面を表現してい
るという仮説が存在することを前提としているためである。現段階で、この仮説が
ある言語事実に依拠して確実な歴史的証拠となすという形で証明されているとはい
えない8。その中で鈴木 (2005a)は、蔵文との対照を通じて以上の分析の必要性をチ
ベット語方言の対照の中で見出せることを述べている。そして、本論文のような議
論を通してこの仮説の検証が可能であると考える。鈴木 (2006d)は、個別の音韻分析
がその個別言語（方言）の研究ではなく複数の方言の対照という研究において議論
されうる事柄の内容および結論を縮小させる危険性があることについて述べている。
この見方には、依拠すべき仮説自体に不安定性があるけれども、できる限り多く
の個別方言の分析を行い、１言語としての体系を構成するものとして、音声実態の
記述における視覚的な反映を位置づけることで、実際に記述に要求されることを示
すことができる。そのために、筆者はこれまでに鈴木 (2004, 2005b, 2005c, 2006b)、
鈴木・イェシェムツォ(2006)、Suzuki (2005a, 2005b, forthcoming)などを通じて一連
の記述を発表してきた。これを各方言について、理想的には本論文で取り上げる全
ての言語について行えばよいことになる。そして本論文で提供する自身の調査によっ
て得られた言語資料はすべてそのように分析されている。その詳細は第４章に提示
されている。それゆえに、上に掲げた方言間の問題というのはすでに１方言の中で
解決済みであると考える。
以上の観点に基づくならば、先行研究で記述される資料の利用はかなりの程度で
制限がかけられる。多くの先行研究が、以上で述べた情報を記述の際に破棄してい
るからである。もちろん、音声分析の過程を示してある先行研究も存在するが、そ
の分析が不適切であると考えられるものもあり、そのような研究は資料としての利

8ただし子音連続の構造に際しては、孫宏開 (1999, 2005)のように比較言語学の観点から
子音連続のパターンを分類しているなどの研究があり、ここに提示する子音連続の扱いが新
たな知見につながることが予見される。
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用を断念せざるを得ない。その基準として、批判すべき分析の一例を述べておく。特
定の先行研究をあげることは行わないが、方言資料の記述として不適切な態度は次
の２点に集約される。一点は音声の観察において確認される細かな音声上を注記す
るにとどめ表記に残さないこと、もう一点は音韻体系における体系性や各種音韻理
論の分析結果と実際の音声実態の観察を天秤にかけ、体系性を重視し観察結果に実
直でないことである。これらについては、方言地理学の観点からの言語資料として
の利用は断念するという判断を下す必要性がある。
それゆえ筆者は、できるだけ多くの言語資料を収集し共通の視点で音声・音韻分
析を行い、その結果に基づいて分析を行う必要性が現段階でのチベット語方言学、
特に方言地理学には求められていると考える。特に、表記に音声学的側面がよく反
映されていることがきわめて重要な意味を持つ。各種方言が独自の表記法を持って
いることは決して好ましい状況ではない。その観点から、先行研究において提供さ
れる言語資料はよく吟味する必要があり、筆者の分析姿勢に近いものを選定すべき
である。そしてそれを厳格に実行しなければ議論を行うための基礎材料の資料的価
値が下がることは明白である9。そのための筆者の基準が反映された記述法の規定を
以下に示す。

3.3.1 子音と母音の表記法

子音と母音については先に述べたように、発音様式の差異をそのまま音韻表記に
生かすこととする。
もっとも問題となるのは初頭子音の場合であった。そのため、特別な約束として、
初頭子音群の表記方法を定めておく。
先に子音連続には５種類の異なりが音声的に表れることを述べたが、そのうち実
際に適用されるのは鈴木 (2005a)の結論である３種類であり、以下のような記述方
法をとることにする。

記述方法 対応する音声実態の説明
1 C.CV- 子音間に若干の休止を含みうる各子音要素が等価な子音連続
2 CCV- 等価な子音連続か先行子音が弱化し連続を形成しない
3 CCV- 常に先行子音が弱化
9この意味では中国側のチベット語方言研究においても統制のとれた音声分析及び音韻表

記の共通基盤があるように見え、それらを利用した研究に資料的価値を損なう要素はない
といえるだろう。ただし、その共通基盤が適切であるかどうかは問題とすべきとことであろ
う。西 (1986:873)によると、中国側の記述について声調の調値の記述には一種の標準化が加
えられていると述べ、その立場を批判する研究もある。
また、先行研究で行われる表記が独自であったとしても、それに対する音声学的解説が十

分になされているならば、それを参照しつつ表記を改めて積極的に利用することも、方法と
しては十分可能であると考える。
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また、「二重母音・重ね母音・わたり音＋単独母音・単独母音＋末子音」の問題が
ある。これらについては、いずれも調音方法と音声実態に従い分析され記述される。
「わたり音＋単独母音」と分析される場合、わたり音は初頭子音群の１つとして分析
されるため、結果的に子音連続の組み合わせ数が増加することになる。わたり音は、
たとえその要素が音声学的にきわめて弱くても、他の子音連続とは異なって先行子
音と並列して記述される。
以上に示した表記法はわたり音Gを含まない２子音連続の場合であるが、わたり
音Gは以上の３タイプの各CVの間に配置される。また、方言によってさらに複雑
な子音連続が許容される場合、各子音構成要素がいかに発音されるかによって、以
上の表に示された表記法に従って記述に応用する。

3.3.2 超分節音素の表記法

本論文において扱う言語に関する超分節音素には、音声学的に調値およびそのパ
ターンに反映される声調と、音節の緊張/弛緩という分類で一定の複数にわたる音声
学的特徴を持つレジスターの２種類がある。
筆者の分析によって、チベット語方言の場合、声調は音節声調としてではなく語
声調として扱うことができるという結果を得ており、本論文を通して語声調として
データを提示する。この場合、声調は型（調類）が問題となり、調値は問題としな
い。また、従来の中国側の研究にあるような、「変調」という概念も存在しない。
調類の表記は各方言ごとに異なるが、おおよそ次の５種類の型がある。

¯：高平
：低平

´：上昇
`：下降

ˆ：上昇下降

以上に示した記号を語の前に付加することによって、当該語の声調表記とする。
声調記号と型は各方言によって以上のものと異なる場合があるため、詳細は個別方
言における記述（第４章）を参照。
また、当然語を構成する音節数が多ければ、その中に声調を担わない音節（第３
音節以降および一部の第２音節）も現れるが、それには特別表記を与えない。必要
に応じて各事例ごとに注記することにする。１つの語について、以上の表記が与え
られないものは、その言語に声調による弁別が行われていないことを示す。それゆ
え、以下に述べるレジスターの対立を持つ言語の弛緩性の例であるか無声調言語の
例であるかは、言語（方言）名から識別しなければならない。
レジスターの対立の場合、緊張性と弛緩性に分類でき、前者について音節初頭に

˚を付加して示す。
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川西走廊諸語における超分節音の扱いは、先行研究からの引用の場合は先行研究
の記法に従う。
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第 II部　本論

第４章　各方言別・音声分析と記述
第５章　類型的分析と地理的分析
第６章　歴史的分析



第4章 各方言別・音声分析と記述

4.1 概要

本章では、川西民族走廊に分布するチベット語方言のうち、概略北から南へ分布
する順に、各種地点の方言について音声分析に基づく記述を個別に提示する。
本章で取り上げるチベット語方言分布を中心に以下に図示する。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

・鉄布*

・阿西茸・求吉*・轄曼*・包座・シ章扎・樹正・阿土霸・紅原**・山巴・・十里西**/東・牟尼*・熱務溝*

・玉科*

・色爾土霸*

・中路・梭坡・格宗
・塔公
・新都橋・祝桑

・巴塘*

・稲城・沙貢
・洞松・然烏

・熱打
・得榮

・大中甸・香格里拉*
・尼西

・雲嶺

・巴迪

100km

図 4.1: 本章で扱う方言の分布位置

あわせて、筆者以外の手になる先行研究1において記述された方言も図示した。そ
れについては地名の後ろに*を付して示してある。**を付すものは、筆者のもの以外

1Nagano (1980)、格桑居冕 (1985)、Sun (1986, 2003b, 2005)、華侃・乃小藏他 (1997)、
Hongladarom (1996)、Lin (2002)、華侃　主編 (2002)、江荻 (2002b)、孫天心 (2003)とする。
Derge方言や甘粛省に分布する方言などは対象外とする。
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の先行研究の分析と記述があるが、筆者による分析をここで提示するものである。
以上の地域の方言について、地域名、方言名、詳細な地名及び扱う節を整理する
と、以下のようになる。

節 地域名 方言名 詳しい県・郷名
* 鉄布 Thewo 若爾蓋県鉄布区

4.2 阿西茸 Askyirong 若爾蓋県阿西茸郷卓藏村
* 求吉 Chosrje 若爾蓋県求吉郷麻藏村

4.3 包座 Babzo 若爾蓋県包座郷長薩村
* 轄曼 Byamme 若爾蓋県轄曼郷河拉村

4.4 シ章扎 gTsangtsa 九寨溝県シ章扎鎮達基寺村
4.5 樹正 Phyugtsi 九寨溝県シ章扎鎮樹正村
4.6 山巴 sKyangtshang 松潘県山巴郷

**4.7 十里/西 Ketshal 松潘県十里回族郷高屯子村（岷江西岸）
4.8 十里/東 Thangskya 松潘県十里回族郷大屯村（岷江東岸）
4.9 阿土霸 rNgawa 阿土霸県阿土霸鎮

**4.10 紅原 dMarthang 紅原県エ卩渓鎮龍壌村
* 牟尼 Kusngo 松潘県牟尼郷石土霸子村
* 熱霧溝 Zhongu 松潘県熱霧溝区紅扎郷、紅土郷など
* 玉科 gYokhog 道孚県甲宗郷
* 色爾土霸 gSerpa 色達県翁達鎮根達村

4.11 中路 sProsnang 丹巴県中路郷口甲仁依村
4.12 梭坡 Sogpho 丹巴県梭坡郷莫洛村（大渡河東岸）
4.13 格宗 dGudzong 丹巴県格宗郷格宗村（大渡河西岸）
4.14 塔公 Lhagang 康定県塔公郷塔公村
4.15 新都橋 Rangakha 康定県新都橋鎮東俄洛村
4.16 祝桑 Grongsum 雅江県祝桑郷

* 巴塘 mBathang 巴塘県夏エ卩鎮
4.17 稲城 nDappa 稲城県金珠鎮
4.18 沙貢 Sagong 郷城県沙貢郷
4.19 洞松 gDongsum 郷城県洞松郷
4.20 然烏 Ragwo 郷城県然烏郷
4.21 熱打 Rwata 郷城県熱打郷
4.22 得榮 sDerong 得榮県松麦鎮

* 香格里拉 rGyalthang 香格里拉県建塘鎮
4.23 大中甸 rGyalthang 香格里拉県大中甸郷従古龍村
4.24 尼西 Nyishe 香格里拉県尼西郷湯満村
4.25 雲嶺 Yungling 徳欽県雲嶺郷佳碧村
4.26 巴迪 Budy 維西県巴迪郷結義村
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各方言について、見やすいように、方言ごとにページを改め、それぞれ最初のペー
ジには母音、子音、超分節音についての一覧を掲げ、ページを改めて次に特徴的な
具体的例語を掲げる。ここでは全ての方言について各音素に対応する具体例を挙げ
ず、いくつかの方言に限った。より多くの例については、別冊の語彙集を参照。調
査対象語数が 500-2000語程度の中で確認されたものについて具体例を挙げるため、
記録されていない音素または音素の組み合わせが存在することもありうる。この事
情から、各種音素の現れについての制限は特に記述していない。分析対象は語の引
用形式とする。また本章では共時的特徴のみを扱い、蔵文との対照という観点から
は論じない。
本章の記述は、単一の分析者すなわち筆者によって分析された結果である。前章
で述べたように、この手法によって分析する立場の違いをなくすことができ、統一
された観察、分析結果を提示することができるという考えを実践したものである。
本章の分析から、川西民族走廊のチベット語方言について、その多様性を理解する
ことができる。
本章における配列は、基本的に北から南へ分布する順になっている。各節は独立
した記述であるため、任意の節を選んで読んでも差し支えはない。
本章で取り上げる 25方言のうち、第２章で述べた方言区分を用いて分類するなら
ば、アムドチベット語２種、ヒャルチベット語７種、カムチベット語 16種となってい
る。アムドチベット語 dMarthang方言及びヒャルチベット語Ketshal方言を除いて、
言語学的な記述は筆者によって初めてなされた。本章のうちKetshal方言、rNgawa方
言、Sogpho方言の音声分析はそれぞれ Suzuki (2006)、鈴木・イェシェムツォ(2006)、
鈴木 (2005c)にすでに発表された。
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4.2 Askyirong方言（若爾蓋県阿西茸郷）

Askyirong方言は若爾蓋県巴西区阿西茸郷で話される。分布位置の略図は以下のよ
うである。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

・阿西茸

100km

図 4.2: 若爾蓋県阿西茸郷の位置

巴西区は若爾蓋県の東部に位置し、森林の多い地域で農区である。巴西区は主要
交通路から少し奥まった地点に位置する。巴西区には４つの郷があり、阿西茸郷は
最も西に位置する。若爾蓋県内の牧民との交流は少ないが、現在では巴西区の住民
が県城に行くことがしばしばあり、そこでは少なからずアムドチベット語牧民方言
に触れることになる。
Suzuki (2005a)の記述がある。
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4.2.1 音素一覧

超分節音 レジスター２種が認められる
緊張性（˚で示す）と弛緩性の２項対立

母音 長母音、鼻母音および緊喉音も確認される

i 0 W u
e 8 @ o

E 　 O

a A

子音 子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh ťh kh

無声無気 p t ú ť k P

有声 b d ã ć g
破擦音 無声有気 tsh tCh

無声無気 ts tC
有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh Ch Êh / xh

無声 f s ù C Ê / x h
有声 z, Ð ý , Ý / H

鼻音 有声 m n ő N

流音 有声 l r
無声 l

˚半母音 有声 w j
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4.2.2 方言特徴と具体例

4.2.2.1 母音

通常母音例 鼻母音例 長母音例
i ˚hti ,W 子馬 khi őı̃ おととい ˚hpi: 猿
e ˚őe 火 lẽ 答える she: 金
E HťE Hko 玄関 lt̊i NẼ 凶兆 bE: 羊毛
a ˚Htsa 山 Hgã あれ ˚Htsa: 月
A ˚na khA 沼 lÃ 道 khA: 雪
O ˚hpO 草地 thÕ 平原 ˚dO: 煙
o ˚Hto 石 hnõ 油 Hto sho: すす
u ãuÝ ６ HkW̃ ïãũ ぶどう Nu: 銀
W tChW 水 shW̃ tCW 30 tChW: 川
@ m@ 人 ˚htC@̃ wa 小便 Ê@: doÝ 果物
0 d0 tCE 祭り ˚ã0: wa ゆるめる
8 r@ m8 絵 ˚hs8̃ mba 松 hm8̃ lÃ ndeP 願う

4.2.2.2 単子音

ph : phAÝ　ぶた
p : ˚pEn ma　はす
b : beP　チベット人
th : tha mba　旱魃
t : 　
d : ˚dO:　煙
úh : úhA,　血
ú : 　
ã : ãi l@　騾馬
ťh : ťhE:　税金
ť : 　
ć : ći ćõ　ナイフ
kh : khah　口
k : ˚ka ta　リス
g : gO:　何
P : Pa ndo　アムド
tsh : tshe　寿命

ts : ˚tsa mo　簡単な
dz : 　
tCh : tChW　水
tC :　
dý : dýa　茶
F :　
sh : sha　地
s : se ra　雹
z : ze Ha　露
Ð : Ðo mba　湿った
ù : ùa mo　硬い
Ch : Cha　髪
C : COÝ pa　こげる
ý : ýi mbo　おいしい
Êh : ÊhaN　丸太
xh : xhe xhe　回族
Ê : Êẽ ndo　瓶
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x : xam　靴
, : ,a őe　鉛
h : ha jO　アルミ
Ý : ˚jOÝ pa　美しい
H : hsE Ho　明確な
m : me ne　あご
n : ˚nÃ　雨
ő : ˚őa　魚

N : Nu:　銀
l : lOÝ pa　手
l
˚
: l
˚
o FChoÝ　南

r : rA:　角
w : war thAÝ　距離
j : ˚jOÝ pa　美しい

4.2.2.3 子音連続

調査で確認されたものについてその例を掲げる。

1. 完全前鼻音
mb : mbW　虫
nd : nd@　これ
ïã : ïãuÝ　雷
őć : őćer　変わる
Ng : Ngo　頭
ndz : ndzo　ゾ
ődý : ődýaH　虹

m
˚ph : m˚phel wa　発展する
n
˚th : n˚tho mbo　高い
ï̊úh : ï̊úhoN wa　生まれる
N̊kh : N̊khih pa　専門家
n
˚tsh : n˚tshe ma　双子
ő̊tCh : ő̊tCh@̃ mba　肝臓

2. 調音点の一致しない前鼻音
mő : őam mőoN　経験 mN : HtWÝ mNal　苦しみ

3. 両唇閉鎖音
pts : la ptse:　マニ石 ptC : ptCW thã mba　 10

4. 無声両唇接近音＋無声子音
Fúh : FúhAÝ Êha　担ぎ棒
Fú : FúW　洗う
Fts : FtsoN　売る
FtC : w,@ FtCW　 40
Fs : ˚Fsil mo　涼しい

FCh : FChe wa　開ける
FC : FCe wa　百万
Fxh : FxhW wa　はぐ
Fx : FxW wa　剥く
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5. 有声両唇接近音＋無声子音
wt : kha ˚wta　話
wú : ˚wúoN kha　胸

wť : ˚wťiP　８
wtC : ˚wtCeP　する

6. 有声両唇接近音＋有声子音
wd : kha wd@,　カタ
wã : ˚wãaÝ　洞窟
wz : wzo Fta　外見

w, : w,om ma　乳牛
wl : wlaH　太もも

7. 歯茎流音
lt̊ : lt̊i NẼ　凶兆 ld : lde HőiÝ　鍵

8. 無声前気音＋無声子音
hp : ˚hpW　毛
ht : ˚hta　馬
hť : ˚hťiP po　幸せな
hk : hkiP　言葉
hts : ˚htsa　脈

htC : ˚htCiÝ　１
hs : hshoH bo　生きている
hC : hCa hCa　灰色の
hx : Hna hxi:　霊魂
hl
˚
: ˚hl

˚
EP pa　脳

9. 無声前気音＋有声子音
hm : ˚hme wa　あざ
hn : hnõ　油

hő : ˚hői ˚HtCi　かわいそうな
hN : ˚hNõ mbo　青い

10. 有声前気音＋無声子音
Ht : Hti Ha　村
Hú : ˚Húo　羽
Hť : ˚Hťa wo　王

Hk : ˚Hke Hkã　教師
Hts : ˚Htsa:　月
HtC : ˚HtCẽ mo　重い

11. 有声前気音＋有声子音
Hć : Hća n

˚tshã　天蓋
Hg : Hgã　あれ
Hdz : ő@ Hdze　一生

Hdý : Hdýa lo　正月
Hz : HzuÝ　牛
HÐ : HÐa　編む
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H, : H,@H ői　しあさって
Hm : ˚Hme rW　赤い
Hn : HnaH　耳
Hő : ˚Hőe ma　穂
HN : ˚HNa m8　らくだ

Hl : ˚HloN　風
Hr : ˚wla HrAN　ラプラン寺
Hw : ˚Hwa wa　蛙
Hj : ˚HjaÝ　ヤク

12. 声門閉鎖

ĳő : ĳő@ lO:　夢
ĳl : ĳlo mba　ずぶぬれにする

ĳj : ˚ĳja:H　鳥

13. わたり音

kw : kwã tõ　ポット
Fw : Fwi HťAĳ pa　話す
xhw : xhwa Hdo r@P　裂く

Hw : NO Hwa　野生の雁
thj : thja dýa　いくつか
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4.3 Babzo方言（若爾蓋県包座郷）

Babzo方言は若爾蓋県巴西区包座郷で話される。分布位置の略図は以下のようで
ある。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

・包座

100km

図 4.3: 若爾蓋県包座郷の位置

包座郷は巴西区の中の主要交通路のもっとも奥に位置し、巴西区の南部に位置す
る。若爾蓋県内のその他と地域との交流は少ない。
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4.3.1 音素一覧

超分節音 レジスター２種が認められる
緊張性（˚で示す）と弛緩性の２項対立

母音 長母音、鼻母音および緊喉音も確認される

i 0 W u
e 8 @ o

E 　 O

a A

子音 子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 口蓋垂 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh kh qh

無声無気 p t ú c k q P

有声 b d ã é g å

破擦音 無声有気 tsh tCh

無声無気 ts tC
有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh Ch / çh xh

無声 F s ù C / ç x h
有声 v z, Ð ý , K Ý / H

鼻音 有声 m n ő N

流音 有声 l r
無声 l

˚半母音 有声 w j
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4.3.2 方言特徴と具体例

4.3.2.1 母音

通常母音例　　　　　　 長母音例
i ˚mi ja 霧 Ni: 銀
e ˚ze ja 露 ˚őe: 火
E ãE 裁断する thjE: 草木灰
a ˚sha 土 ˚htsa: jE 布団
A HsA Na よい nA: NO 天
O nO Ha 沼 hCO: がけ
o ˚do wa 煙 ˚Hko: Hma めす馬
u ˚ùuP 命 ru: Htu 谷
W ˚tChW 水 ˚khW: 針
@ ő@ 人 ˚r@ hp@: 引っ越す
0 ˚ýi ã0 鳥 ˚tC0: 搾り出す
8 r@ m8 絵 HN8: ma たてがみ

4.3.2.2 単子音

ph : ˚ph@ HmA　ぬか
p : pW za　息子
b : ˚ba çõ　クモ
th : ˚tha Hge　外側
t : ˚to wa:　穀物
d : ˚de ri:　今日
úh : ˚úhAP　血
ú : úA: bu　本
ã : ãuP　６
c : ci ,i: Hte　振る
é : çho: éo　紙
kh : ˚kha dA:　カタ
k : kW　曲がる
g : ˚go: di　子ぶた
qh : qhA:　雪
q : q@　刺繍する
å : 　

P : Pa Nga　ロバ
tsh : ˚tsha　塩
ts : ts@ ,@ ˚re Hu　中指
dz : HkE: dzi:　脊椎
tCh : ˚tChW ra　チーズ
tC : tCe ze　娘婿
dý : ˚dýa:　強盗
F :　
v : ˚se: vo　硫黄
sh : sha ,o:　種
s : ˚se: vo　硫黄
z : ˚zoÝ　牛
Ð : ˚ja ra Ða　取る
Ch : Che:　屁
C : CW zo　後
ý : ˚ýu wa　ねずみ
ùh : ˚ùh@̃ ma　豆
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ù : ˚ùe do:　いたち
çh : çhe HtCi:　筋肉
ç : ça őe　兄
xh : ˚xhA:　ぶた
x : ˚xO:　靴
, : ,a　狐
K : tha KA:　吊りベルト
Ý : reÝ reÝ　触れる
h : ha jO:　アルミ
H : Fúh@ Ho　細い

m : ˚me doÝ　花
n : nÃ lo　葉
ő : ˚őe:　火
N : ˚Na ma　尾
l : ˚lO:　道
l
˚
: ˚l

˚
a　神

r : ra　山羊
j : ˚ja őe　鉛
w : ˚çhi wa　通り

4.3.2.3 子音連続

調査で確認されたものについてその例を掲げる。

1. 前鼻音
mb : ˚mbW　虫
nd : ndoP　色
ïã : ïãoP　牧区
Ng : Ngo　頭
ðå : sh@̃ ðåe　ライオン
ndz : ndzW ,W　指
ődý : ta ődýa:　茶の寄付
nz : nza:　朝
őj : ˚çi: őja　松
m
˚ph : m˚pha ra　ジャッカル
m
˚p : m˚puP　吹く
n
˚th : n˚tho hpo　高い

n
˚t : n˚tAP　境界
ï̊úh : ï̊úh@ ,W　ほくろ
ï̊ú : ï̊úWwP　雷
N̊kh : N̊kha hpa　腎臓
N̊k : N̊ka: ra　鍛冶屋
n
˚tsh : n˚tsho　湖
n
˚ts : n˚tso m@　ゾ
ő̊tCh : ő̊tCh@̃ mba　肝臓
ő̊tC : ő̊tCuÝ hta　ブーツ
ő̊Ch : ő̊Chi:　拭く
ő̊ç : ő̊ça tshE　虹

2. 有声性の一致する前気音
hp : ˚hpO:　草原
ht : ˚hta　馬
hk : ˚hkeP　声
hts : ˚htsa　筋肉

htC : ˚htCeP　鉄
hsh : ˚hshe:　おす馬
hs : hsoP hpo　生きている
hCh : do hChoP　方角
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hC : hCO:　がけ
hç : ˚hço: pa　羽
hl
˚
: hl

˚
E: ba　脳

Hb : ˚Hbi: ma　乳牛
Hd : ˚HdeP tha　剃る
Hã : ˚HãA:　備中
Hé : Héa Ngo　帽子
Hg : Hgu: dýa　昼食
Hdz : Hdza: m@　けんかする
Hdý : Hdý@ hpo　熱い
Hv : Hva Hmu　爪

Hz : ˚Hz@　ジャスパー
HÐ : phW HÐe　間違う
Hý : ˚HýW ru　珊瑚
Hm : ˚hCi Hm@　酸っぱい
Hn : HnA:　耳
Hő : ˚HőiP　目
HN : ˚HNı̃ nAP　汗
Hl : ˚Hla pa　蒸気
Hr : Hri:　縒る
Hj : ˚Hjo: Hg@ ze　左

3. 有声性の一致しない前気音
Ht : ˚Hto　石
Hú : Húa: Hts@ sh@ ő@　仇
Hc : HcA: g@　背
Hk : HkE: dzi:　脊椎骨
Hts : Htsa hka　月
HtC : ˚HtCW ma　腸

Hs : Hso wa　仕立て屋
Hç : Hç@　４
hm : hm8̃ mba　医者
hn : hnÕ:　存在する
hő : hői Hm@　軟らかい
hN : hN8 zo　前

4. 両唇音
pCh : ˚pCha　肉体
Fúh : Fúh@ Ho　細い
Fú : FúA hk@　肩
Fk : ˚Fka bo　命令
Fts : FtsuP po　強制する
FtC : ˚FtCi　洗う
Fs : Fsi: Cha rAP　涼しい
FCh : ˚FChe　小麦粉

wã : wãAP　岩
wk : wko　分かち合う
wtC : wtCeP　挙げる
wÐ : wÐa　太もも
wç : wçe　搾る
wl : wlẽ　引いてくる
wr : ˚wri:　蛇

5. 歯茎音
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sts : stsa ma　鎖

6. わたり音（省略）

7. ３子音連続
Hkw : HkwÃ mbW　膀胱
hkw : hkwA Hso:　三脚架
Htj : Htje:　クッション
n
˚thj : n˚thje:　引く
N̊khw : N̊khwa　家

htCw : htCwA ma　柳
Hbj : HbjE　引き抜く
hmj : hmje:　薬
Fùw : ˚Fùwe:　耐える
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4.4 gTsangtsa方言（九寨溝県シ章扎鎮達基寺村）

gTsangtsa方言は九寨溝県シ章扎鎮で話される方言のうち、達基寺村で用いられるも
のを特にさす。分布位置の略図は以下のようである。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

・シ章扎達基寺

100km

図 4.4: 九寨溝県シ章扎鎮達基寺村の位置

シ章扎鎮は九寨溝の旅行地区開発に伴って、新たに合併によって大きくなった地域
で、旧来はいくつかの郷に分かれていた。達基寺村は現在の主要交通路上に位置し、
また古来より民族の移動路であったところの真上にある。
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4.4.1 音素一覧

超分節音 レジスター２種が認められる
緊張性（˚で示す）と弛緩性の２項対立

母音 長母音、鼻母音および緊喉音も確認される

i 0 W u
e 8 @ o

E 　 O

a A

子音 子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 口蓋垂 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh kh

無声無気 p t ú k q P

有声 b d ã g
破擦音 無声有気 tsh tCh

無声無気 ts tC
有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh Ch xh

無声 F s ù C x h
有声 v z ý , H

鼻音 有声 m n ő N

流音 有声 l r
無声 l

˚半母音 有声 w j
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4.4.2 方言特徴と具体例

4.4.2.1 特徴的な音素

q : ˚qA ùA reP　引く v : neP vu@　黒い

4.4.2.2 子音連続

調査で確認されたものについてその例を掲げる。

1. 前鼻音
nd : ndã:　読む
ïã : ˚ïãE:　米
Ng : ˚Ngo　頭
ndz : ndzW ,W　指
ődý : ődýo:　食べる
m
˚ph : ˚nd@ m

˚phe:　飛ぶ
m
˚p : m˚pW　虫

n
˚th : ˚Pa n

˚thO w@　美しい
N̊kh : ˚̊NkhE: z@ ,@　高い
n
˚tsh : ˚n˚tsho　湖
ő̊tCh : ő̊tChOP roP　氷
mã : ˚ùha mãe:　硬い
mő : mő@H　人

2. 有声性が一致する前気音
hp : ˚hpÕ r@　草地
ht : ˚htah　馬
hú : ˚hú@̃　雲
hk : ˚hkam ma　星
hq : hqAr ra　丸い
hts : htsÃ mba　ツァンパ
htC : ˚htCaP　鉄
hsh : ˚hsheP　金
hs : hsaP pa　大便
hC : ˚hCa　鳥

Hã : HãW tCi Ha　偽の
Hg : Hge Hgẽ　先生
Hdz : Hdza ,a　月
Hdý : Hdýa mbo　軟らかい
Hz : ˚Hza:Ý　ヤク
Hm : HmEr ru@　赤い
Hő : ˚htCu Hői:　 12
HN : ˚ndza ˚HNẼ　暗くなる
Hl : ˚HlW　歌
Hw : Hwa zo　一緒に

3. 有声性が一致しない前気音
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Ht : Htu:　木
Hú : ˚Hú@　尋ねる
Hk : Hke:　背
Hts : ˚HtsaH　 100

HtC : HtCON NgW　青い
hm : ˚hmẽ mba　医者
hő : hőõ ba　狂人

4. 両唇音
púh : púh@j j0　細い
pú : pú@　書く
pts : ptso: ú0h　がんばった
pùh : ˚pùh@　１万
FtC : Na FtCu　 50

FC : ˚FCa　肉
wd : ˚wda:　７
wz : wzO w@　よい
wN : ˚wNo tsha ja　恥ずかしい
wl : wloN　風

5. 歯茎音
lt̊ : lt̊a　見る lt̊C : lt̊CA　舌

6. そり舌音
ùts : ˚ùtsa　草

7. わたり音

őj : őjẽ　火
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4.5 Phyugtsi方言（九寨溝県九寨溝内樹正村）

Phyugtsi方言は九寨溝県シ章扎鎮で話される方言のうち、九寨溝内にある樹正村で
用いられるものを特にさす。分布位置の略図は以下のようである。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

・九寨溝内樹正

100km

図 4.5: 九寨溝県九寨溝内樹正村の位置

樹正村は九寨溝（風景区）内にある９つの村のうち奥から２番目の村で、主要交
通路からは外れた地点に位置している。
現在では九寨溝風景区の観光開発によって漢化が極めて激しく、Phyugtsi方言の
伝承はほぼ行われておらず、ほぼ中年層以上の世代でなければ自由に操れない状況
になっている。
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4.5.1 音素一覧

超分節音 レジスター２種が認められる
緊張性（˚で示す）と弛緩性の２項対立

母音 長母音、鼻母音および緊喉音も確認される

i 0 W u
e 8 @ o

E 　 O

a 5

子音 子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh kh

無声無気 p t ú k P

有声 b d ã g
破擦音 無声有気 tsh tCh

無声無気 ts tC
有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh Ch

無声 s ù C h
有声 z ý , H

鼻音 有声 m n ő N

流音 有声 l r
半母音 有声 w j

79



4.5.2 方言特徴と具体例

4.5.2.1 母音

通常母音例　　　　　　 長母音例
i ˚ői 人 ˚ùi: 雲
e ˚őe 火 ˚hse: 金
E nEP hpa 病人 HNE: 尾
a ˚sha 地 kha: 雪
5 ú5: 山 ˚n5: 森
O hkO Na ˚hkE: ひづめ jO: 道
o ˚Hto Ho 石 tC5: őo: 梨
u ˚tChu 水 tu: パンダ
W ődýW hpu 唇 ˚NW: 銀
@ r@ ,u うさぎ z@: 豹
0 ˚ő̊tCh0 かゆ őa: ő0: 息子
8 8 H8 ねずみ n8: 乳

4.5.2.2 単子音

ph : ˚ph5:　ぶた
p : pa htsi:　霜
b : 　
th : tho ri　明日
t : ˚ta ri　最近
d : 　
úh : ˚úh@　万
ú : ˚ú@　ラバ
ã : 　
kh : kha No　顔
k : ˚ka te　何
g : 　
P : ˚Pa lW　猫
tsh : ˚tsh@　犬
ts : ˚ts8　小麦
dz : dza Hdo:　天蓋
tCh : ˚tChu　水

tC : ˚tCi:　１
dý : 　
sh : ˚she wa　おすぶた
s : ˚sa　鶏
z : z@:　豹
Ch : ˚Cha　肉
C : Co hsho:　北
ý : ýi ői:　しあさって
ù : ùu ma　猿
, : ,a　きつね
h : 　
H : Hu wa　ふくろう
m : ma:　バター
n : ˚ni:　青禾果
ő : ői Hto　目
N : ˚Na　私
l : lO tChi　象
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r : ru n5:　ハエ
j : ju　年

w : wo htCa　爪

4.5.2.3 子音連続

調査で確認されたものについてその例を掲げる。

1. 前鼻音
mb : mba ý5:　猟犬
nd : nde htCi:　親指
ïã : ïãe mo　友人
Ng : ˚Ngo　頭
ndz : ˚ndzo　海
ődý : ődýu hpu　唇

m
˚ph : k@ hte m

˚phu hCu:　あふれる
n
˚th : ˚n˚thi: ti　引く
N̊kh : ˚̊NkhuP hti:　持ってくる
n
˚tsh : n˚tsho: hpa　それぞれ
ő̊tCh : ˚ő̊tCh0　粥

2. 有声性の一致する前気音
hp : hpO:　草原
ht : ˚hte:　へそ
hú : ˚hú@　書く
hk : ˚hka wõ　光
hts : ˚htsa: je　親戚
htC : ˚htCA:　鉄
hsh : ˚hshe　小麦粉
hs : hsũ mo　涼しい
hCh : ˚hChiP　盛る
hC : ˚hCa:　砂
Hd : ˚Hd0 s@ phe ji　リス
Hã : Hãu hku　工具

Hg : ˚Hgẽ Nga　冬
Hdz : ˚Hdza Co ői　こじき
Hdý : HdýÕ Ngu　緑の
Hz : Hzu sa　未亡人
Hm : ˚Hm5:　軍人
Hn : HnE: ti　圧力をかける
Hő : ˚tCu Hői:　 12
HN : HNE:　尾
Hl : Hla hko:　太もも
Hr : ˚Hr@:　蛇
Hj : Hj8 H8　肺

3. 有声性の一致しない前気音
Hp : ˚Hpi:　呼ぶ
Ht : ˚Hto Ho　石
Hk : ˚HkE hpa　背
Hts : Htsa htã:　筋肉

HtC : HtCũ mo　重い
hm : hmẼ mba　医者
hn : hnã Ngo　鼻
hő : hőõ mba　狂う
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hN : ˚hNo　野菜

4. わたり音

tCw : tCwO:　野生のロバ
ùw : ùwO:　かわうそ
Chw : ˚sh@ Chwe　帰る

jw : jwo ku　拾う
lj : lje hko　やわらかい
sj : sje:　選ぶ

5. ３子音連続
mbj : mbje hto　かゆい
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4.6 sKyangtshang方言（松潘県山巴郷）

sKyangtshang方言は松潘県山巴郷で用いられる。分布位置の略図は以下のようで
ある。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

・山巴

100km

図 4.6: 松潘県山巴郷の位置

山巴郷は岷江流域の東岸に位置する。山巴寺を中心に集落が形成されている。
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4.6.1 音素一覧

超分節音 レジスター２種が認められる
緊張性（˚で示す）と弛緩性の２項対立

母音 以下の各要素について、長母音、鼻母音および緊喉音も確認される

i 0 W u
e 8 @ o

E 　 O

a A

子音 子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 口蓋垂 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh kh qh

無声無気 p t ú k P

有声 b d ã g
破擦音 無声有気 tsh tCh

無声無気 ts tC
有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh Ch Êh / xh

無声 F s ù C x X h
有声 z ý , K Ý / H

鼻音 有声 m n ő N

流音 有声 l, r
半母音 w j
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4.6.2 方言特徴と具体例

4.6.2.1 母音

通常母音例　　　　　　 鼻母音例
i li hpo 体 Cı̃: 屁
e ˚se: ra 雹 ˚sha xẽ 種
E ˚hsE 金 ˚ő̊tChẼ HoÝ 脇
a Hdza Ha 月 nã: 雨
A qhA: 雪 ïãÃ: ra ほほ
O ˚tO: タバコ
o to wo 煙 ˚Hlõ 風
u ïãuÝ 雷
W ˚tChW 水 HgW̃ ïãõ ぶどう
@ r@ Ngu 谷 ˚hù@̃ 雲
0 j0 mE とうもろこし ˚ő0̃ go doÝ とかげ
8 w8: 光

4.6.2.2 単子音

ph : ˚phAÝ　ぶた
p : pe:　羊毛
b : 　
th : thAÝ pa　縄
t : tÃ　熊
d : de őiÝ　鍵
úh : úhAÝ pa　肩
ú : úAÝ　岩
ã : 　
kh : ˚kha　口
k : kõ ndze　壷
g : go: mo　お金
qh : qhA:　雪
P : Pa ői:　祖父
tsh : ˚tsha　塩
ts : ˚tsẽ dẽ　栴檀
dz : 　

tCh : tChi ,W　犬
tC : tCa　茶
dý : ˚dýe tiN　明かり
F :　
sh : ˚sha　土
s : soN sha　友人
z : za ma　ごはん
Ch : la Chi　スカーフ
C : C@ Ho　ねずみ
ý : ýiÝ　握る
ù : ˚ùẽ ődýo　豆
Êh : Êhẽ ndW　皿
xh : ˚xhA:　鹿
x : xa ra　盲人
, : ˚,o　ヨーグルト
X : gẽ XAN　町
K : Kõ tCa　ミルクティー

85



h : 　
H : HAÝ pa　風
m : me toÝ　花
n : na lo　葉
ő : ˚őa　魚
N : NaH　太鼓

l : luÝ　羊
r : re Ha　蛙
j : ˚ju wa　故郷
w : w8:　光

4.6.2.3 子音連続

調査で確認されたものについてその例を掲げる。

1. 前鼻音
mb : mbW　虫
nd : ˚ndaH　弾
ïã : ˚ïãu wa　客
Ng : Ngo　頭
ndz : ndzã liN　世界
ődý : ődýoÝ po　速い
m
˚ph : ˚m˚phuP　押す
m
˚p : m˚puP　押す（完了形）

n
˚th : ˚n˚thoN　飲む
ï̊úh : ï̊úh@ pa　胆嚢
N̊kh : N̊kho wa　家
n
˚tsh : ˚n˚tshẽ Ne　夜
ő̊tCh : ˚ő̊tChoP　食べる
n
˚sh : nA: n˚shE　森
mő : mő@̃　人

2. 有声性の一致する前気音
hp : ˚hpW　毛
ht : ˚hta　馬
hú : ˚húi:　ラバ
hk : ˚hkW ma　泥棒
hts : ˚htsa　草
htC : ˚htCi: ku　中間
hsh : ˚hCh@ hshoÝ　外側
hs : ˚hsE: rW　黄色い
hù : ˚hù@̃　雲
hCh : ˚hChi Hdýa　外国人
hC : ˚hCiÝ Hdýa　嘔吐する
hx : ˚hxoÝ pa　羽

Hd : HdoN　たたく
Hã : Hãe wo　賢い
Hg : Hge Hgı̃　先生
Hdz : Hdza Ngo　山
Hdý : Hdýa　漢族
Hz : Hzer　くぎ
H, : ˚H,a　きつね
Hm : HmE: rW　赤い
Hn : ˚Hna ma　嫁
Hő : ˚Hőẽ khAN　地獄
HN : HNo wã　尾
Hl : ˚Hla jiN　歌
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Hr : Hru:　蛇 Hj : ˚Hjo: hke　左

3. 有声性の一致しない前気音
hm : hmı̃:　薬
hn : hna n

˚tho　鼻タバコ
hő : hőũ pa　狂人

hN : ˚hNõ tshe　野菜

4. 両唇音
pts : ptsõ　閉じる
ptC : ˚ptCAN N̊khõ　トイレ
Fúh : Fúho ,W　細い
Fú : Fúo　踊り
FtC : ˚FtCAÝ　挙げる
Fù : ˚Fùi:　猿

FC : FCiP　話す
Fxh : ˚FxhAÝ　破く
Fx : ˚FxEj　錫
w, : w,o　搾る
wl : wlẽ mba　ばかな
w, : w,o　搾る（完了形）

5. 歯茎音
sts : ˚stsoN ma　清潔な

6. そり舌音
ùú : Pa ùúAP　足す
ùts : ˚tCo ùtse　テーブル
ùtC : ˚ùtCoN　野ロバ

ùr : ùrẽ ődýo　豆
rdý : ˚FtCo: rdýeP　 18

7. 軟口蓋音

x, : ˚x,ã　靴

8. わたり音（省略）

9. ３子音連続
n
˚thj : n˚thjẽ　引く hkw : ´hkwa:　足
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4.7 Ketshal方言（松潘県十里回族郷高屯子村）

Ketshal方言は松潘県十里回族郷高屯子村で用いられる。分布位置の略図は以下の
ようである。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

・十里郷高屯子

100km

図 4.7: 松潘県十里回族郷高屯子村の位置

十里回族郷は岷江の東西両岸を含み、高屯子村は西岸に位置する。西岸には松潘
県城へ通じる幹線交通路があり、古来より民族の往来も激しかったと考えられる。
Ketshal方言の記述は鈴木 (2005b)及び Suzuki (2006)がある。筆者の分析に先行す
るものとしては、Nagano (1980)がある。
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4.7.1 音素一覧

超分節音 レジスター２種が認められる
緊張性（˚で示す）と弛緩性の２項対立

母音 以下の各要素について、長母音、鼻母音および緊喉音も確認される

i W u
e 8 @ o

E 　 O

a A

子音 子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 口蓋垂 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh kh

無声無気 p t ú k P

有声 b d ã g
破擦音 無声有気 tsh tCh

無声無気 ts tC
有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch Êh / xh Xh

無声 F s ù C Ê / x X h
有声 B z ý , K Ý / H

鼻音 有声 m n ő N

流音 有声 l, r
無声 l

˚半母音 w j
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4.7.2 方言特徴と具体例

4.7.2.1 母音と緊喉レジスターの現れ

通常母音例 鼻母音例 緊喉母音例 緊喉鼻母音例
i 正しい [ïãiÝ] 雲 [ùrı̃] 目 [ői

˜
Ý] [-]

e 火 [őe] ７ [Hdẽ] 花 [me
˜
toP] 杵 [tẽ

˜
ndo]

E 光 [KEP] 夜 [n˚tsẼ mo] 金 [shE
˜
] 薬 [HmẼ

˜
]

a 土 [sha] いつ [nã] ５ [Na
˜
] 空 [nã

˜
]

A 雪 [khA:] 夢 [ő@ lÃ] 近い [thA
˜
:Ý őe] [-]

O 年 [lO] 乳牛 [,Õ ma] 石灰 [dO
˜

,O] 蝙蝠 [pha wÕ
˜
]

o 門 [Hgo] パンダ [tõ] 葉 [lo
˜
ma] 青い [Nõ

˜
mbo]

u 足 [xku wa] におう [hnũ] [-] ３ [Xsũ
˜
]

W 毛 [hpW] 削る [úhW̃] 10 [tCW
˜
] 30 [shW̃

˜
dýW]

8 チベット [p8P] 左 [,j8̃] [-] 羨む [m8̃
˜
]

@ ４ [w,@] 姉妹 [xC@̃ mo] 梨 [l@
˜
] [-]

4.7.2.2 単子音

高レジスター 低レジスター
ph 　˚phaÝ ぶた　　 phoo 胃
p 　˚pEE ma はす　　 pW 息子
b 　˚bON ma 酒かす　　 bWr ndzOÝ こぶし
th 　˚thAAÝ riN 遠い　　 thoN thoN 短い
t 　˚te rdo 鉱石　　 te wO にわとり
d 　˚dO ,O 石灰　　 do shOl すす
úh 　˚úhO 精錬鉄　　 úha úha 多彩な
ú 　˚úoo ほどく　　 úuÝ ６
ã 　˚ão 羽毛　　 ãoo 皮の袋
kh 　˚khAA 雪　　 khON wa 家
k 　 　　 kom ba 着る
g 　˚gW ïãW̃ ぶどう　　 gO BzAN 美しい
P 　˚Pa raÝ 酒　　 Pa ndo アムド
tsh 　˚tshaN ra 尻　　 tsha wo 孫
ts 　˚tsa dẼ マット　　 tsẼ dẼ 栴檀
dz 　˚dza ma ポット　　
tCh 　˚tChW 水　　 tCh@ ,@ 犬
tC 　˚tCaÝ 鉄　　 tCo 小麦
dý 　˚dýa sÃ 通り　　 dýW hkar 大腸
F 　 　　
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B 　 　　
sh 　˚shah 土　　 she ra 雹
s 　˚seN ge 獅子　　 sW̃ 閉める
z 　˚ziÝ 豹　　 za ,oÝ 朝
ùh 　˚ùhOw 薄くなる　　
ù 　˚ù@ 猿　　 ùW mo おば
Ch 　˚Chah 髪　　
C 　˚CaN 北　　 Ca 鳥
ý 　 　　
Êh 　˚Êh@ 死ぬ　　 ÊhiN HdoN 木
xh 　˚xhWÝ pa 柏　　 xha ői 兄弟
Ê 　 　　 ÊoÝ pa 翼
x 　˚xã 靴　　 xa ra 盲目の人
, 　˚,@w tshaÝ 細心の　　 ,@N Ha 農民
Xh 　˚XhuN 豆製の麺　　
X 　 　　
K 　 　　 KEP 光
h 　˚ha hko 理解する　　 haw tChi しゃっくり
Ý 　 　　
H 　 　　 HoN 来る
m 　˚me toÝ 花　　 mar khuÝ 油
n 　˚nã 天　　 naH 耳
ő 　˚őe 火　　 ői ma 太陽
N 　˚NWl 銀　　 Na 私
l 　˚lã 道　　 lAA Na 腕
l
˚

　˚l
˚
o 南　　

r 　˚r@ taÝ 狩り　　 r@ 山
w 　˚woÝ 下　　 wu hkar テント
j 　˚jaÝ ヤク　　 ju mE とうもろこし

4.7.2.3 子音連続

調査で確認されたものについてその例を掲げる。

1. 前鼻音
mb : mbaÝ　お面
nd : ndEm ba　暗唱する
ïã : ˚ïãWÝ　雷
Ng : NgO　頭

ndz : ˚ndzaH ùtse　親切な
ődý : ődýaH　虹
mn : mnAH tOÝ　誓う
mő : ˚mő@H　人
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mN : ˚mNAÝ　派遣する
m
˚ph : ˚m˚phWr　飛ぶ
n
˚th : ˚n˚them ba　喫煙する
ï̊úh : ï̊úheP　横の
N̊kh : ˚̊Nkhar　町

n
˚tsh : n˚tshEP　量る
ő̊tCh : ˚ő̊tChaÝ pa　氷
n
˚s : ˚n˚sã n

˚sã　いつか
ő̊C : ő̊CAÝ　掃く

2. 前気音
hp : ˚hpAN　草原
ht : ˚hta　馬
hú : ˚húi　ねじる
hk : ˚hkar ma　星
hts : htsa　脈
htC : ˚htCim ba ˚ùı̃　払い戻す
hs : ˚phO hsar　青年
hù : hùa　恐れる
hC : ˚hCa hCa　灰色の
hx : hxiÝ　破壊する
hm : hmẽ　熟れる
hn : ˚hnũ　におう
hő : ˚hőo　狂う
hl : hlW　竜王
hl
˚
: ˚hl

˚
W di　据えつける

Hb : HbuÝ tChol　シンバル

Hd : Hdo　石
Hã : Hãa wo　仇
Hg : HgE pO　正直な人
Hdz : Hdzaa　月
Hdý : Hdýa wo　ひげ
Hz : Hzã Na　鉄なべ
H, : H,ON wa　木製の盆
Hm : ˚HmaH mo　低い
Hn : HnWr　這う
Hő : ˚HőEl　発酵する
HN : HNar mo　甘い
Hl : HliN pu　竹笛
Hr : ˚HraP　足がなえる
Hw : HwAN　権力
Hj : Hjii　山猫

3. 両唇音（多くが前気音と自由変異）
Ft : ˚FtOP ra　称える
Fú : ˚FúW　洗う
Fk : ˚FkAN　満ちる
FtC : ˚FtCuÝ　させる
Fs : FsAN　お香
Fsh : ˚FshW　迎える
Fù : ˚Fù@　耐える
FCh : ˚FChiP　拭く

FC : ˚FCe ma　砂
FÊh : ˚FÊhEE wa　吹き出す
FÊ : ˚FÊaH　錫
Fk : ˚Fka　渋い
Ftsh : ˚Ftshaw　蓄える
FtC : ˚FtCaÝ　粉砕する
Bz : ˚Bzo wa　仕立て屋
wd : wdaH　追う
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wdý : wdýa　 100
wz : wz@　酔う
w, : w,AÝ　放置する
wK : wKã mbo　幅広い
wl : ˚wla ma　ラマ

wr : wrEEl　引き裂く
wdý : ˚tCo wdýeP　 18

w, : w,@　４
wl : wla　魂

4. 歯茎音
stsh : ˚stshAN　完全である
sz : szah　かゆい
sts : ˚stsO　着く

lt̊ : ˚lt̊ee wa　へそ
ld : ˚ldEP HdýaÝ　黙想する

5. そり舌音（多くが前気音と自由変異）
ùk : ˚ùkah　溝
ùts : ˚ùtsa　草
ùtC : ˚ùtCe　舌
ùs : ùsa wa　根
ùú : ˚ùúa ba　かぶる
ùk : ùkẼ　あご
ùts : ˚ndzaH ùtse　親切な
ùtC : ˚ùtCAN　野ロバ

ùr : ˚ùrı̃　雲
rd : rdoN　拍手する
rg : rgW htCW　 90
rdz : ˚rdzı̃ ma　偽の
rg : phaÝ rgEP　いのしし
rù : ˚rùẼ ma　豆

6. 軟口蓋音（多くが前気音と自由変異）
xt : HgE xtã　笑い話
xk : ˚xku wa　足
xtsh : ˚xtshaH　塩
xtC : xtCı̃　尿
xs : ˚xsõ mba　松
xù : xù@̃ mo tChE Ho　姉

xC : xCaaw　怖がらせる
xÊ : ˚xÊẼ mba　肉屋
,z : ,zuN　捕まえる
,K : ,KoN　たての
,l : ˚,lOH　馬の帯
,j : ,jee őı̃ ka　さきおととい

7. 口蓋垂音（多くが前気音と自由変異）
Xt : do Xtẽ　臼
XtC : ˚XtC8P　切る
Xs : Xsor　錐

XC : XCiÝ　１
XÊ : ˚XÊe　ののしる
Xk : ˚XkaÝ　鋤
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Kd : KdiN　詰める
Kz : Kzer　刺し傷で痛む
K, : K,W HdýaÝ　騒ぐ
Kn : ˚Kn8̃　もむ

Kw : ˚KwWW　ユー
Kő : őaa KőõÝ　子供
K, : K,A　狐

8. 声門音

ĳm : ˚ĳmah　傷
ĳő : ˚ĳőe ma　穂
ĳl : ˚ĳla wa　編む
H, : H,o　ヨーグルト

HK : HKa kha　水槽
Hl : ˚Hla　太もも
Hr : ˚HrW　蛇
Hj : Ngo HjoÝ　だます

9. わたり音

kw : ˚kw@ ãı̃ tChe　感謝
xw : ˚xwa Ngo　帽子

Nw : NwAr　牛が鳴く
rw : ˚hpo rwa　引っ越す
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4.8 Thangskya方言（松潘県十里回族郷大屯村）

Thangskya方言は松潘県十里回族郷大屯村で用いられる。分布位置の略図は以下
のようである。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

・十里郷大屯

100km

図 4.8: 松潘県十里回族郷大屯村の位置

大屯村は岷江の東岸に位置する。東岸には主要交通路が通っておらず、西岸に比
べて民族の往来は激しくなかったと考えられる。
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4.8.1 音素一覧

超分節音 レジスター２種が認められる
緊張性（˚で示す）と弛緩性の２項対立

母音 以下の各要素について、長母音、鼻母音および緊喉音も確認される

i 0 W u
e 8 @ o

E 　 O

a A

子音 子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 口蓋垂 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh kh qh

無声無気 p t ú k q P

有声 b d ã g
破擦音 無声有気 tsh tCh

無声無気 ts tC
有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch Êh / xh Xh

無声 F s ù C Ê / x X h
有声 B z ý , K Ý / H

鼻音 有声 m n ő N

流音 有声 l, r
無声 l

˚半母音 w j
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4.8.2 方言特徴と具体例

4.8.2.1 母音

通常母音例　　　　　　 鼻母音例
i zi: wa 露 ùı̃ mo 妹
e ˚őe 火 ˚shẽ: doN 爪
E gE: xoN 通り naHa KẼ 聾唖者
a ˚sha 土 ˚Cã NgW 狼
A ˚htCAÝ 鉄 lÃ 道
O ˚tO: 煙 tshÕ mbo 脂肪油
o Hdo HgoN 石 Pa Kõ おじ
u ˚Nu: 銀
W ˚tChW 水 mbW̃: te 千万
@ m@ she: 農民 tsW̃ mbu re: z@̃ しわ
0 C0 Ho ねずみ
8 Hd8̃ dýW 70

4.8.2.2 単子音

ph : ˚phAÝ　ぶた
p : piP　霜
b : bW HdzoN　露
th : tho ri　明日
t : te wO　鶏
d : du: tCha　森
úh : úhaÝ pa　肩
ú : úoN hka　胸
ã : 　
kh : ˚kha　口
k : kO wa Ngo　足
g : gO: wu　膀胱
qh : qhÃ:　雪
q : qo zẽ　衣服
P : ˚Pa pa　父
tsh : ˚tsha　塩
ts : ˚ka ra ts@ reP　曲げる

dz : dza wa　命中した
tCh : ˚tChoP　あなた
tC : tCa　茶
dý : dýWm ma　腸
F :　
sh : sho:　炭
s : sÃ HduÝ　苦しみ
z : zuÝ po　体
Ch : ˚Ch@ sho　外側
C : Ce ma　砂
ý : khe ýWP　単独の
ùh : ùha nde　硬い
ù : ùẼ ma　豆
Êh : ˚Êha　肉
xh : xhu xhu　紙
Ê : ői ÊW　 20

x : xa tse:　この辺
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, : ˚,a　きつね
Xh : Xhi Xhi　回族
X : XÃ　靴
K : KE:　光
h : 　
H : Ho kW　それから
m : ˚maÝ pa　婿
n : ˚nAÝ mo　妻

ő : őAÝ őõ　子供
N : NaN ba　ガチョウ
l : laP pa　手
l
˚
: ˚l

˚
a　紙

r : raÝ kW　酒
j : je ,e　文字
w : N̊kho wa　家

4.8.2.3 子音連続

調査で確認されたものについてその例を掲げる。

1. 前鼻音
mb : mbõ mbõ　凸の
nd : ndaH　弾
ïã : ïãuÝ　雷
Ng : Ngo lW　頭
ndz : ˚ndza ődýi:　虹
ődý : ődýoÝ po　速い
m
˚ph : m˚phu　飛ぶ
n
˚th : n˚thõ mbo　高い
ï̊úh : ˚̊ïúhiP　牽引する

N̊kh : N̊kha　町
n
˚tsh : n˚tshẼ őı̃　夜
ő̊tCh : ő̊tChi: KoÝ　脇
m
˚tCh : ma m

˚tChW　唇
ð
˚Xh : htCAN ð

˚XhoN　トイレ
mã : mãe　鬼
mő : ˚mő@　人

2. 前気音
hp : ˚hpW　毛
ht : ˚hta hka　後方
hú : húo htCı̃　昼食
hk : ˚hkam ma　星
hq : Pã n@ hqA:　手に入れる
hts : ˚htsa　脈
htC : ˚htCAÝ　鉄
hs : hso mÃ　新しい
hCh : hChe htoÝ　蒸しパン

hC : ˚hCa　髪
hx : hxoÝ pa　羽
hÊ : hÊiÝ　壊す
hm : ˚hmuP pa　霧
hn : ˚hna Ngo　鼻
hő : hőo: hőõ　軟らかい
hN : ˚hNã sho　前方
hl : ˚hlEP pa　脳
Hb : ˚HbWÝ　濁った
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Hd : ˚Hdũ　７
Hã : Hão Hu　ボタン
Hg : Hdo HgoN　石
Hdz : Hdza:　月
Hdý : HdýOP ùtsa　背
Hz : Hzõ sha　友人
H, : H,a　切り分ける

Hm : HmE: r@　赤い
Hn : ˚Hna toN Ngo　昔
Hő : ˚HőiÝ　目
HN : ˚HNa　５
Hl : ˚HloÝ　電気
Hw : HwAm mbo　太い
Hj : ˚HjaN gõ　上あご

3. 両唇音
bd : ˚tCa: bde　盆
bã : ùtCA: bãa　飛行機
Ft : Hlo Fto　混ぜる
Fúh : Fúha ,o　細い
Fú : Fúõ mbo　緊張した
Fk : kha Fkõ　いっぱいである
FtC : ˚w,@ FtCW　 40
FCh : ˚FCh@ sho　外

FC : ˚FCaH　錫
wd : wde wde　平らな
wdý : ˚úh@ wdýa　 100万
w, : w,@　４
wz : wzõ N̊kho　仕立て屋
wl : ˚wloN　風
wr : ˚wrAÝ hto　権力
w, : ˚tCW w,@　 14

4. 歯茎音
lt̊ : ˚lt̊a　見る lt̊C : ˚lt̊Ce　舌

5. そり舌音
ùú : ùúa: kẽ　錐
ùk : ˚ùka lE:　つらい
ùts : ùtse hk@　先端

ùtCh : za ùtCha　ごま
ùtC : ùtCÃ htı̃　蹄鉄

6. 口蓋音
xt : őiP xtAÝ　喉仏 xs : ˚xse:　金

7. 声門音
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ĳm : ˚ĳma　傷
Hr : Hru:　蛇

8. わたり音

úhw : úhwÃ tChe　遠慮深い
kw : kwo htse　モモ

,w : ,wÃ Ngo　帽子
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4.9 rNgawa方言（阿土霸県阿土霸鎮）

rNgawa方言は阿土霸県阿土霸鎮で用いられる。分布位置の略図は以下のようである。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

・阿土霸

100km

図 4.9: 阿土霸県阿土霸鎮の位置

阿土霸鎮は青海省および甘粛省それぞれのチベット地域との交通の要所にあり、各
地域のチベット人との交流が盛んである。その背景には阿土霸鎮周辺に非常に多くの
寺院があることが関係している。そのため、当地のチベット人とともに他の地方出
身のチベット人も多く、用いられるチベット語方言もアムドチベット語でありなが
ら各地方ごとの方言特徴をもった言語が通用している。また、現在阿土霸鎮には相当
数のギャロン人が居住しており、彼らもまた、家族・親戚と話すとき以外、普段は
アムドチベット語を用いている。ただし、その言語と rNgawa方言は発音上の異な
りが観察される。また当地には回族も多く居住しており、中にはチベット語を十分
解する人がいるが、発音上異なる特徴をもっている。
鈴木・イェシェムツォ(2006)の記述がある。
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4.9.1 音素一覧

超分節音 なし

母音 長短および鼻母音/非鼻母音の対立なし

i W u
e @ o

E 　 O

a 5

子音 子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 口蓋垂 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh kh qh

無声無気 p t ú k q P

有声 b d ã g
破擦音 無声有気 tsh tCh

無声無気 ts tC
有声 dz dý

摩擦音 無声有気 fh sh ùh Ch Êh / xh Xh

無声無気 F, f s ù C x X h
有声 B z ý , K H

鼻音 有声 m n ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r
無声 l

˚半母音 有声 w j
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4.9.2 方言特徴と具体例

4.9.2.1 母音

例語 語義　 例語 語義
i a ji 祖母 ma ni あご
e ùke le 首 mőe 火
E rkEt 声 m

˚tChEn joq 脇
a la 尾根 Knam 天
5 Hl5 編む ő@ m5 太陽
O tO 煙 hO 腹
o rdo 石 mo mo 蒸しパン
u Hdut 住む mãuk 雷
W tChW 水 lW ,W 子ヤギ
@ mő@ 人 r@N 長い

4.9.2.2 単子音

例語 語義 例語 語義
ph ph5q ぶた ph5 jWl 故郷
p pan ma はす rga po 老人
b Ch@N ba la シャンバラ
th th@N 平原 thWk pa 麺
t tar 氷 tok mo 狭い
d dep ノート da lt̊a 今すぐ
úh úh@k 血
ú úi ラバ úen 思う
ã
kh kha 口 kh@N Na 家
k ka 柱 k5N 満ちた
g
qh qh@ őo 荷駄獣 qh5 lut 痰
q qa mo 濃い
P Pa pse 綿 Pa tshe とても
tsh tshe 寿命 tsha 塩
ts tCo ts@ 机
dz dza ndz@n 月食
tCh tChW 水 tChoN 小さい
tC tCoq ma アリ tCok htse いす
dý dýa tChiN 木製椀 dýi ChWp 鞘
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fh fh@k お面
F Fut 下りる Fur tCha 性格
B But しびれる
f far 引っ越す KloN fa 蒸気
sh sha 地 sho ma 新鮮な
s
z zim tCW 果物 za 食べる
ùh ùhen ma 豆 ùha mo 硬い
ù ùa wo 薄い
Ch Chi 知る Chok 入る
C
ý ý@N 畑 ýim bo おいしい
Êh Êh@p 浮く Êh@ 死ぬ
xh xham 靴 xh@N Bzo 大工
x xoN wo 体
, Hdýo ,o ボタン púha ,W 細い
Xh Xhu Xhu 回族 XhW r@N がんばった
X Xe tC@ はさみ Xur 吹く
K r@ KoN うさぎ Ku KaN 撃つ
h hO おなか ha púa 土ねずみ
H HoN wa 乾燥牛糞 Ho ma 乳
m me toq 花 m5r バター
m
˚

m
˚
ep 粉にする m

˚
o 耕す

n nor 間違った na ,@ 病気である
n
˚

n
˚

Wp 慕う
ő őa 魚 őEn 聞く
ő̊ ő̊@t toN 落とし穴 ő̊o na 狂う
N Na 私 No 顔
N̊ N̊i mgo 枕
l lo 年 li する
l
˚

l
˚
o 南 l

˚
a 神

r r5 角（つの） re その通り
w wo mo 娘 w5 羊毛
j j@q po 美しい j5N pa 広々した

4.9.2.3 子音連続

調査で確認されたものについてその例を掲げる。

1. 完全前鼻音
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mb : mbW　虫
nd : nd@　これ
ïã : ïão　掘る
Ng : PoN Ngo　尻
ndz : ndz@n　とらえる
ődý : ődýaH　虹
m
˚ph : m˚phel wa　発展する

n
˚th : n˚th@k　摘む
ï̊úh : ï̊úhoN wa　生まれる
N̊kh : N̊khor jik　近所
n
˚tsh : n˚tsho wa　生活
ő̊tCh : ő̊tChEm　踊る
n
˚h : n˚hon　投げる

2. 両唇前鼻音
md : mdok na　色
mã : mãW　蛇
mg : mgo　頭
mdz : mdzWp mo　指
mdý : mdýEr　のりづけする
mý : mý@N　収穫する
mn : mnaH len　誓う
mő : mőe　火
mN : mNa ro　甘い
mw : mwWr mwWr　凸の

m
˚th : m˚tho mbo　高い
m
˚úh : m˚úhi wa　胆嚢
m
˚kh : m˚khar　明ける
m
˚tsh : m˚tsho　湖
m
˚tCh : m˚tChin mba　肝臓
m
˚Ch : m˚Choq　掃く
mã : Hdzi mã@　みかん
mdz : mdzo　ゾ
mő : mőem　水平の
mN : HdW mNal　苦しみ

3. 両唇閉鎖音
pt : ptW Ha　ついばむ
púh : púhWk　プル（厚手の民族衣装）
pú : pú@k Hdo　岩石
pk : pko wa　方法
pts : ptsu　蒸す
ptC : ptCW　洗う
ps : Pa pse　綿
pù : pùoN　守る

pCh : ùhen pChi　豆粉
pC : pCi r@　珊瑚
pú : ha púa　土ねずみ
psh : tChW pshoq sha　貯水池
pCh : pChWt　鞭打つ
bd : FCi bda　まな板
bdz : bdza kh@N　キッチン
bdý : bdýe la Chok　翻す

4. 両唇摩擦音
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Ft : kha Ft@k　カタ（祝福のスカーフ）
Fú : FúWk　乱す
Fk : Fk@N　満ちる
Fts : FtsoN　売る
FtC : FChi FtCit　退く
Ff : Ffu　お香
Fsh : FshW　迎える
Fs : Fsam　したいと思う
FCh : FChe wa　開ける
FC : FCe ma　砂
Fú : Fú@　初乳

FC : FCik　破壊する
Bd : Bden th@q　証明する
Bdý : Bdýi　交換する
Bz : Bz@　酔う
Bý : Býo ma　乳牛
Bl : Bl5　編む
Br : Bri la　コート
Bdý : hkE Bdýir　叫ぶ
Bz : Bzo　繕う
Bý : Bý@　４
Bl : Bluk　水を引く

5. 両唇接近音
wt : hka wta　話
wd : wden　頼る
wdý : wdýWt　過ぎる
wB : wBWt　大麻

wz : wzut　耐える
wő : Kloq wőEn　映画
wl : wla　魂
wj : tCu wji　相談する

6. 歯茎流音/摩擦音
lt̊ : lt̊e　へそ
lk̊ : lk̊uk pa　口のきけない人
lt̊C : lt̊C@k　鉄
lf̊ : lf̊@k　皮
ld : lde mőik　鍵

ldý : ldý@N khW　緑
lN : ptCo lNa　 15
sf : tshi sfa　日
sts : stsap　切り分ける

7. そり舌音
ùt : ùta　馬
ùú : ùúok　さえずる
ùk : ùkot　鷹
ùts : ùtsa wa　草
ùtC : ùtCa　泳ぐ
ùn
˚
: ùn

˚
o　鋭利な

ùő̊ : ùő̊@t　わな
ùN : ùNul tChW　汗
ù̊N : ù̊Na moN　らくだ
ùk : ùke le　首
ùtC : ùtC@N　腫れる
ùn
˚
: ùn

˚
Wm　油
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ùN : ùNa lW　尾
ù̊N : ù̊Na　太鼓
rd : rdo　石
rg : rgun mãWp　ぶどう
rts : kha rtsoq　染める
rdz : rdza rdza　ついていく
rdý : rdýW ma　腸
rf : kha rfu　あごひげ

rm : woN rma　ハエ
rw : rW rwa　亀
rd : rdu　埃
rk : te rkoN　卵
rg : wo rgut　英雄
rts : ql5 rts@　麝香
rdý : ptCo rdýEt　 18

rn
˚
: kha rn

˚
in　増える

8. 硬口蓋音
jý : jýen th@k　ペン

9. 軟口蓋音
kl : klat pa　脳

10. 口蓋垂音
qd : qd@　淹れる
qtC : qtCWr　絞る
qsh : qshoq　積もる
qCh : qChik　解剖する
qC : qCe rdoN　打つ
qő : qőit th@p　居眠りをする
ql : ql5 rts@　麝香
qr : qro　死体
qd : qdWn　電源を切る
qú : qúot　ほどく
qtC : qtCin　小便
qs : qso　育てる
qý : qýoN　弓
ql : qloq　電気
qj : qjer ma　花椒
Xú : Xúor　ゆるめる
Xk : ji Xk@r　手紙

Xts : XtsaH　さび
XtC : XtC@t　包む
Xsh : Xsh@N　秘密を守る
Xs : Xsa ődýWr　ニュース
XCh : h̊No XChiq XChiq　真っ青の
XC : XCip　比べる
Xl
˚
: Xl

˚
up　なくす

Xú : XúW　船
XtC : XtCok　角を曲がる
Xs : Xsor　錐
Kz : Kzoq　牛
Ký : Ký@ lW　息子
Kn : KnaN őin　あさって
Kő : Kőer ba　管家
Kl : Klep　埋める
Kj : KjEp　偏った
Kd : Kden　閉める
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Kő : Kői　２
Kl : Klo na　赤ん坊

Kj : KjW　ジャスパー

11. 有声性の一致する前気音
hp : me hpo　祖先
ht : ht@k　虎
hú : húot　交付する
hk : hkaN hn

˚
am　ズボン

hts : htsen mo ùtse　遊ぶ
htC : htCi ts@k　中指
hs : lo hs ar　新年
hCh : hChe　成長する
hC : hCit ka　春
hn
˚
: hn

˚
e　先端

hő̊ : hő̊ik ma　竹
hl
˚
: hl

˚
ap　波

Hd : Hdut　座る
Hã : Hãa ja　仇

Hg : Hgoq Xwa　にんにく
Hdz : Hdzi mã@　みかん
Hdý : Hdýip dý@　砂糖
Hz : Hzer　刺し傷が痛む
Hý : HýuP　乗る
H, : H,a　商品
HK : HKit　掘る
Hm : Hma ro　赤い
Hn : HnaH tum　物語
Hő : HőEl wa　地獄
HN : HNu pa　狩人
Hl : Hl5　編む
Hr : Hre　巻く
Hw : Hw5 wa　蛙
Hj : Hjoq Xo　下男

12. 有声前気音＋無声子音
Ht : Htup　たたく
Hú : HúoN FCar　より分ける

Hk : Hkor Hkor　丸い
HtC : HtCW mo gor thOq　とかげ

13. 声門摩擦音＋

hs : hsap　切り分ける
Hý : HýoN　参加する

H, : H,o ri jak　拭き消す
HK : HK5　きつね

14. わたり音

Xw : lOk Xwa　手
lw : ze lwo　とさか

rw : rdza rw@　ポット

15. わたり音を含む３子音連続
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m
˚khw : m˚khwan bu　僧院長
ptCw : ptCwet　切ってしまう
FCw : FCwe　むく

rgw : rgwEt　笑う
Hmw : HmwoH　呪う
Hkj : Hkja kha　単独の

16. わたり音を含まない３子音連続
m
˚
púh : m˚púhWl tChi　機械

m
˚
ptCh : m˚ptChit　横の

wrd : wrda tho　知らせる

Frts : Frtsaq　積み重ねる
qwl : qwloN　風
qKl : qKlW　歌
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4.10 dMarthang方言（紅原県エ卩渓鎮）

dMarthang方言は紅原県エ卩渓鎮龍壌村で用いられる。分布位置の略図は以下のよ
うである。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

・紅原

100km

図 4.10: 紅原県エ卩渓鎮の位置

エ卩渓鎮は紅原県の県城であり、人工的に発展した地域であるが、龍壌村は以前か
らの定住チベット人がいた地域である。周辺は草原及び湿原が広がる広大な牧畜区
である。
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4.10.1 音素一覧

超分節音 なし

母音 長短および鼻母音/非鼻母音の対立なし

i W u
e @ o

E 　 O

a 5

子音 子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 口蓋垂 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh ťh kh qh

無声無気 p t ú ť k q P

有声 b d ã ć g
破擦音 無声有気 tsh tCh

無声無気 ts tC
有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch xh Xh

無声無気 F, f s ù C x X h
有声 B z ý , K H

鼻音 有声 m n ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r
無声 l

˚半母音 有声 w j
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4.10.2 方言特徴と具体例

4.10.2.1 特徴的な音素

qh : qh@N　雪
q : qoq　剥げる

Xh : Xha ko　理解する
K : r@ KoN　うさぎ

4.10.2.2 子音連続

調査で確認されたものについてその例を掲げる。

1. 前鼻音
mb : mbW　虫
nd : ndun　読む
ïã : ïã@q　正しい
Ng : Ngeq　待つ
ndz : ndz@n　釣る
ődý : ődýWq hta　ブーツ
m
˚ph : m˚phWr　飛ぶ
n
˚th : n˚th@　摘む

ï̊úh : lam ï̊úhit　引き入れる
ï̊ú : ï̊úWq　乱す
ő̊ťh : Kloq ő̊ťhiq　稲光が走る
N̊kh : N̊khor jWq　近所
N̊k : N̊kel　つるす
n
˚tsh : n˚tshoN　売る
ő̊tCh : ő̊tChoq　歪んだ
N̊Xh : N̊Xhen ba　投げる

2. 調音点の一致しない前鼻音類
md : mdoq　身につける
mã : mãoq sha　牧区
mć : mćoq qa　速い
mg : mgo　頭
mdz : mdzW ,W　指
mdý : Hda mdýWq　下旬
mn : mna rťi　誓う
mő : mőa　魚
mN : mNar mo　甘い

m
˚th : m˚thon bo　高い
m
˚úh : m˚úhWq　掻く
m
˚kh : m˚khi pa　専門家
m
˚tsh : m˚tsho　湖
m
˚ts : htCim m

˚ts@q　脇
m
˚tCh : m˚tChEn Poq　中指
m
˚ő : m˚ően ba　狂人
mő : mőan bo　水平の
Ndý : NdýWr　変わる

3. 前気音
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hp : hp@q pa　皮
ht : khoq htot　上半身
hú : húi tC@　昼食
hk : hk@t　言葉
hts : htse mo　遊ぶ
htC : htCi　中間
hf : wW mo hf@n　姉妹
hs : m@ hs@r　平民
hm
˚
: hm

˚
uq qwa　霧

hn
˚
: sher hn

˚
a　けちな

hő̊ : hő̊et　探し出す
hl
˚
: hl

˚
Oq pa　残される

Hd : Hda wa　月

Hã : Hã@q　交わる
Hć : Hćiq　走る
Hg : Hge rgen　先生
Hdz : Hdza XtCiq　１か月
Hdý : ùő̊@N Hdýi　かわいそうな
Hz : qtCen Hzen　猛獣
Hý : Hýi őin　さきおととい
Hm : Hmaq　軍人
HN : HNa ptCW　 50
Hl : xh@N Hlep　板
Hr : Hrom bo　太い
Hw : ùm

˚
a Hwut　腫れ物が大きくなる

Hj : Hji　右

4. 両唇閉鎖音
púh : púhaq qa　肩
pú : púaq　岩
pk : pk@N　満ちる
pts : ptse　煮る
ptC : ptC@q　壊す
pC : pC@N　北

bd : kha bda　おしゃべり
bg : bgo　分かち合う
bdý : bdýet　忘れる
bdý : bdýi　交換する

5. 両唇摩擦/接近音
Fú : Fúal　破れる
Fť : kha Fťit　口づけする
FtC : FtCaN khW　狼
Fs : Fs@q ma　砂
Fùh : Fùhi　混ぜる
Fù : FùoN mo　乞食
FC : li FCet pa　公務員
Fts : Fts@q　積み重ねる
FCh : mãi FChi　粥

Bý : Býi Býo　溶ける
Br : Br@l　しびれる
Bdý : Bdýil　８
wd : wdat　座る
wdý : wdýa　 100
wz : wzo wa　仕立て屋
wý : wýo　搾る
wl : wloN　風
wr : wra　牛毛テント
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wý : wý@　４

6. 唇歯摩擦音
fs : fsW　毛

7. 歯茎音
lt̊ : No lt̊a　鏡
lk̊ : lk̊uq qwa　口の聞けない人
lt̊C : lt̊C@q　鉄

ld : ld@q　なめる
ldý : ldýaN khW　緑の

8. そり舌音
ùť : ùťa ùťa　灰色の
ùk : ùke pa　腰
ùts : ùtsa th@q　草地
ùtC : ùtCi　生まれる
ùm
˚
: ùm

˚
an ba　医者

ùn
˚
: ùn

˚
a　鼻

ùő̊ : r@q pa ùő̊o　賢い
ù̊N : ù̊Nu　銀
ùt : ùta　馬
ùú : m@ ùú@　俗人
ùť : ùťit po　幸せな
ùk : ùkWm ma　泥棒
ùts : ùtsam ba　ツァンパ
ùtC : ùtCa　髪

ùm
˚
: ùm

˚
an　薬

ù̊ő : ù̊ő@ mo　軟らかい
ù̊N : ù̊Na　早い
rd : rdo　石
rć : Na rćil　傲慢な
rg : rg po　老人
rdz : rdzo wo　牧人
rdý : rdýa lo　王
rn : rna　耳
rő̊ : rő̊@p　しおれる
rt : rtot　殴る
rd : rdoN　衝突する
rť : rťa　泳ぐ
rg : rgo wa　黄羊

9. 軟口蓋音
ktC : ktCo ma　人参果 ,ý : ,ýen ba　そのほか

10. 口蓋垂音
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qdz : qdza wa　蛙
qn : qnam　天
ql : qloq　電気
qj : qjo ùtCa　怠惰な
qã : qão　羽
qtC : qtC@N wa　伸びる
qz : qz@q　豹
ql : qlu　愚かな
qj : qjiq　投げる
Xts : XtsaH　さび
Xsh : lo Xsh@r　新年
Xs : Xser　金
Xl
˚
: Xl

˚
@N　起きる

Xt : tshal Xtop　切り刻む
Xts : Xts@N ma　清潔な
XtC : XtCiq　１
Xs : Xsot　殺す
Kz : Kze ro　がけの多い
Ký : Kýuq　削る
Kő : Kőiq　目
Kj : Kju　卯年
Km : Kmo　呪う
Kn : KnaN őin　あさって
Kő : Kői　２
Kj : Kjer ma　山椒

11. 声門閉鎖音

ĳő : ĳő@t shEl　目覚める

12. 声門摩擦音

Hj : Hj@q　ヤク Hl : HlW　咳をする

13. わたり音

qw : Puq qwa　ふくろう
Xw : Xwon bo　官

mj : mje rdo　火打石
Br : wla Br@N　ラプラン寺

14. ３子音連続
Hbdý : Hbdý@N　学ぶ
m
˚
púh : m˚púhOq　略奪する

pkw : pkwal　背負う
HBr : HBr@N　茶を入れる

mgw : mgwar wa　鍛冶屋
Fsk : Fski　塗る
wKw : wKwa　狐
wrd : wrdoN　ぶつ
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4.11 sProsnang方言（丹巴県中路郷）

sProsnang方言は丹巴県中路郷口甲仁依村で用いられる。分布位置の略図は以下のよ
うである。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

・中路

100km

図 4.11: 丹巴県中路郷の位置

丹巴県中路郷は小金川沿いにあり、口甲仁依村は標高の高い地域にある。主要交通
路とは接続していないが、南方の山を越えて梭坡郷（次節参照）と通じる道があり、
村民の往来は長くある。
鈴木 (forthcoming-a)の簡略的な記述がある。
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4.11.1 音素一覧

超分節音 声調で４種が認められる

：̄高平 ´：上昇 `：下降 ˆ：上昇下降

母音 鼻母音/非鼻母音、長/短の対立あり

i 0 W u
e 8 @ o
　 E 　 O

　　 a A

子音 子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門
閉鎖音 無声有気 ph th ch kh

無気 p t ú c k P

有声 b d ã é g
破擦音 無声有気 tsh úùh tCh

無気 ts úù tC
有声 dz ãü dý

摩擦音 無声有気 Fh sh ùh Ch xh

無気 F s ù C x h
有声 B z ü ý , H

鼻音 有声 m n ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r
無声 l

˚半母音 w j
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4.11.2 方言特徴と具体例

4.11.2.1 母音

通常母音例　　　　　　 鼻母音例
i H̄ziP 豹 ¯̊őı̃: 心臓
e `húùe 小便 ˆHdẽ: ７
E `mbrE: 米
a ˆka w@ 雪 ˆksã m@ 豆
A l̄

˚
A: B@ 霜 n̄Ã: 天

O ´bW rO: 砂糖 h̄kÕ B@ 足
o s̄o: 命 ´tõ 熊
u ˆNgu 頭
W h̄tsW: 池
@ ´r@ hF@ 山
0 ˆl0: 綿羊
8 ˆpe: j8: 妹 h̄s8̃: mbu 生きている

4.11.2.2 単子音

ph : p̄hAP　ぶた
p : `pA wa:　皮
b : ´bW rO:　砂糖
th : t̄hÕ　平原
t : ´ta rı̃　今日
d : ˆde ýiP　１
ú : ´úo: m@　表の
ã : 　
ch : 　
c : ce　（属格標識）
é : ´éaP　壁
kh : ´kha zõ　昨日
k : ´ko: ,o:　曲がった
g : ´ga mu　老婦人
P : ´Pa ptsh@　祖母
tsh : `tsh@　塩
ts : `ts@ l0　猫

dz : ´Ci: dza hpO:　草地
úùh : ú̄ùhW　水
úù : ú̄ùuP　６
ãü : ´ãüo: Hdýi ´m@ ro　めちゃく
ちゃの
tCh : t̄Cho: m@　小さい
tC : `tCe: m@　押しつける
dý : ´dýoP ro:　裏の
Fh : ´FhA: m@　抱きしめる
F : ´lA: Ngu h̄tsiP Fi　中指
B : ´BoP Hgo　肛門
sh : s̄heP　金
s : s̄o:　命
z : ´zoP hCiP　おす牛
Ch : ´lA: Ngu C̄heP　小指
C : ´Ce:　帰る
ý : ˆde ýiP　１
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ùh : `ùhi hFhu:　木
ù : ˆùa ői:　弟
ü : ˆüe őı̃　しあさって
xh : x̄ha hko m@　振り返る
x : ˆxa zo　とうがらし
, : ´kro ,o　蜘蛛
h : 　
H : `hta He:　へそ
m : ´mo: m@　多い
m
˚
: m̄

˚
ã mbu　医者

n : ˆnÕ hka　明日

n
˚
: `n

˚
a Bu:　鼻

ő : ´őe w@　親戚
ő̊ : ¯̊őẽ mo　かわいそう
N : ´N@　私
N̊ : `̊NẼ ptshoP　前
l : ´lu　年
l
˚
: `l

˚
ã　当てる

r : ´ro:　友人
j : ´jA:　ヤク
w : ´w@　きつね

4.11.2.3 子音連続

調査で確認されたものについてその例を掲げる。

1. 前鼻音
mb : ˆmbW lu　虫
nd : ´me nd0　弾
Ng : ˆNgu　頭
ndz : `ndzu　ゾ
ïãü : ´ïãüOP　斧
ődý : ´ődýo: m@　速い

m
˚ph : ´jEP m

˚phu　挙げる
n
˚th : n̄

˚th0 m@　高い
N̊kh : ¯̊NkhW　世話をする
n
˚tsh : `n˚tshã　夜
ï̊úùh : ´̊ïúùhW hpW　あごひげ
ő̊tCh : ´ő̊tChA:　凍る

2. 前気音
hp : h̄pe:　官
ht : `ht@　馬
hc : h̄ce　階段
hk : h̄ka m@　星
hts : `hts0:　さび
húù : ´húùA:　鉄
htC : ˆhtCe: Ba　鳥
hFh : `phAP hFhu　おすぶた

hF : ´r@ hF@　山
hsh : ´lo hsha　新年
hs : `hsõ　３
hù : t̄sha hùW　汗
hC : `hCiP m@　破壊する
hxh : ´dýe hxhu `l

˚
ã　命中する

hx : ´htCi hxu　中間
hl
˚
: ´hl

˚
A:　鷹
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Hb : H̄bOP xhu　馬鹿
Hd : ´Hd@ Hda　石
Hg : H̄ge Hgã　先生
Hdz : ˆHdza w@　月
Hãü : ´Hãüo mã　尾
Hdý : `HdýW m@̃　腸
Hz : H̄ziP　豹
Hü : ´Hü@　４

Hý : ´HýA: r@ ´pO: mã　下男
Hm : `Hm@　傷口
Hő : `Hő@̃　２
HN : `HNa púùW　 50
Hl : H̄lu m@　風
Hr : ´HrA:　割れる
Hj : `Hje m@　胡椒

3. 両唇音
ptsh : p̄tsha mb@ `le:P　ちょうちょ
pts : ´pts@　鶏
púùh : p̄úùhiP　子供
púù : ˆpúùoP tCho:　北
ps : p̄sõ s@　平らな
bãü : ´úù@ bãüe:　打ち倒す

Fs : ´FsÃ:　思う
Fù : F̄ùaP　話す
wd : ´wdẽ mbo ˆre m@　正直な
wü : ´wüA:　叩く
wý : ´wýe:　忘れる
wl : ´wla Hgo: ői　太もも

4. 口蓋音
kúùh : C̄i htõ: `kúùhA:　百万
kúù : `kúùA:　収穫する

ktCh : `ktCh@　犬

5. わたり音（一部）

phr : p̄hriP Chi:　赤ちゃん
pr : ´prAP hFuP　洞窟
br : ˆúùhA bro:　氷
úr : ´úr@　問う
khr : k̄hraP　はやぶさ
kr : ´krW　船
gr : ´gr@ húùA:　鍵
Br : ´pe: Br@　姉妹
ùr : `ùraP hpa　湿った

xr : ˆkrW xrW　梁
,r : ´kro ,ro　蜘蛛
pw : ´pwo　牛
tChw : ´m@ tChwe: m@　負ける
shw : s̄hw@　土
ùhw : `ùhw@　肉
dj : ´ji: djo: m@　掘り起こす
zj : ´CO: zje　朝食
rj : ´pA: rje:　スカーフ
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6. ３子音連続
hpr : `hpri　雲
Hbr : ´Hbrõ m@　蜂
hkr : `hkr@　髪
Hgr : ˆHgrA　仇
mbr : m̄bruP　雷
m
˚phr : ˆm˚phrAP HgoP　雉
ïãr : ï̄ãra　噛みつく
N̊khr : ´̊Nkhr@ hp@　胆嚢
hkw : `hkw@　つらい
Hgw : ´Hgw@　愛する

Ngw : ´Ngwi do h̄krA:　伝染する
ptsw : ˆptsw@　鶏
Hdýw : H̄dýw@　漢族
Hbj : ˆHbjE B@　蛙
Ngj : `Ngjẽ　枕
ptshj : `ptshje　小麦粉
púùj : p̄úùje m@　裂く
mbj : m̄bje　燃える
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4.12 Sogpho方言（丹巴県梭坡郷）

Sogpho方言は丹巴県梭坡郷莫洛村で用いられる。分布位置の略図は以下のようで
ある。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

・梭坡

100km

図 4.12: 丹巴県梭坡郷の位置

梭坡郷は大渡河の東岸にあり、主要交通路は通っていない。現在大渡河に橋が架
かっており、対岸の交通路と接続しているが、以前は橋がなく、対岸との交流は疎
であったという。
鈴木 (2005c, 2006d, forthcoming-a)、Suzuki (2005b)の記述がある。
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4.12.1 音素一覧

超分節音 声調で５種が認められる

：̄高平
_：低平

´：上昇
`：下降

ˆ：上昇下降

母音 鼻母音/非鼻母音、長/短の対立あり

ğ i W u
e 8 @ o
　 E 　 O

　　 a A

子音 子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh ch kh

無気 p t ú c k P

有声 b d ã é g
破擦音 無声有気 tsh tCh

無気 ts tC
有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch xh

無気 F s ù C x h
有声 z ü ý , H

鼻音 有声 m n ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r
無声 l

˚半母音 w j
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4.12.2 方言特徴と具体例

4.12.2.1 母音

通常母音例 鼻母音例 長母音例
i 文字 ´jiP である ´jı̃ 彼 ´ti:
e デルゲ ´de Hge 肝臓 `ő̊tChẽ bu 美しい ´ndze:
E ない ´mEP 森 ´s@̃ őẼ 鳥 ´tCE: ba
a あなた t̄Cha 丹巴 t̄ã ba でない ´ma:
A 傷 `mA くい ´nÃ kÃ 以前 t̄hA: bo
O チベット ´pOP 盲人 `mı̃P n

˚
Õ 苦しみ ´nO:

o ５ N̄o ３ `sõ 小指 ´Ho: ze
u 歯 `shu 乳房 `Pa lũ 羽織 F̄u: ge:
W 誰 s̄hW 暗くなる ´mW̃ n

˚tsh@ 必要だ _HgW:

ğ 水 t̄Chğ 換える ´üğ̃

8 湯 t̄Chğ kh8P 官 `hp8̃ 火薬 ´ődý8:

@ これ ´n@ ２ `ő@̃ なくす ´m@: m8 _rEP

4.12.2.2 単子音

音節初頭が高め 音節初頭が低め
ph 　ぶた p̄haP　　 故郷 ´phO ju
p 　頭巾 `pa: rje　　 娘 ´pW mo
b 　 　　 広い ´bõ
th 　継母 t̄ha mu　　
t 　衣服 `t@ pho　　 今日 ˆta ri
d 　 　　 顔 ´dõ r@
úh 　血 `úhaP　　
ú 　腹を立てる `úu lã　　 小麦 ´ú@
ã 　蛇 `ãi:　　 鎖 ´ão htCaP
ch 　 　　
c 　流れ星 `ce　　
é 　漢族 `é@　　 尾 ´éu ma
kh 　カタ k̄ha taP　　 桃 ´khã bu
k 　のど `ko mõ　　 腰帯 ´ka ra
g 　 　　 老人 ´ga po
P 　兄 `Pa hko　　 祖母 ´Pa tshğ
tsh 　ごみ t̄sha lW　　 半分 ˆtshaP hce
ts 　やせる `ts@ ru:　　 砂 ´ts@ mo
dz 　 　　 羽毛 ´dza hpW
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tCh 　酒 `tChõ　　
tC 　もの t̄Ca bo　　 鳥 ´tCo
dý 　重さを量る d̄ýa mo　　 ギャロン ´dýa rõ
F 　羽織 F̄u: ge:　　 月の中旬 H̄da wo `hci Fu
sh 　場所 s̄ha Cho　　 露 ´shi bo
s 　ごはん s̄e　　 橋 ´sã bu
z 　夏 ´nõ lW `zı̃　　 月末 ´zo: m@ ´ra
ùh 　知っている `ùhe:　　
ù 　傘 ù̄o HduP　　 おいしい ´ù@̃ ´ta: kW

ü 　底 k̄@ üo　　 換える ´üğ̃

Ch 　木 `Chı̃ phũ　　 猟犬 ´Cha tCh@
C 　乳牛 C̄ũ: b@ m@　　 ミルクティー ˆCo ju
ý 　おとどし `ý@ őı̃ du　　
xh 　 　　
x 　モモ P̄a xe　　
, 　 　　 友人 _,o:

h 　鼻タバコ h̄a r@　　 唐辛子 ˆhe zo
H 　 　　 彼ら ´t@ rÃ HÃ

m 　目 `mı̃　　 夫 ´m@

m
˚

　医者 `m
˚
an mbu　　

n 　天 `nÃ　　 そして ´nÃ

n
˚

　鼻 `n
˚

O　　
ő 　古い ő̄ı̃ bo　　 太陽 ´ő@ mo
ő̊ 　心臓 `̊őı̃　　
N 　銀 `Nı̃　　 私 _No
N̊ 　枕 ¯̊NEP ődýiP　　
l 　風 `lũ　　 道 ´lÃ
l
˚

　ラサ `l
˚
a shu　　

r 　 　　 羊 ´ra
w 　 　　 雌牛 ´w@

j 　ヤク `jaP　　 じゃがいも ´jÃ ju

4.12.2.3 子音連続

調査で確認されたものについてその例を掲げる。

1. 前鼻音
mb : ´mbW b@̃　虫
nd : n̄do　ダルツェンド

ïã : `ïãE　米
őé : ő̄éi　震える

125



Ng : ´Ngo　行く
ndz : n̄dzu　ゾ
ődý : ´ődýa hxÃ　靴
m
˚ph : m̄

˚pho　挙げる
n
˚th : n̄

˚thu　高い
ï̊úh : ¯̊ïúh@P　牽引する

ő̊ch : `ő̊cheP　抱きしめる
N̊kh : `̊Nkhaj　町
n
˚tsh : `n˚tshã　煙
ő̊tCh : `ő̊tChW rW　唇
n
˚sh : ˆn˚shõ pu　編む
N̊xh : `̊Nxhã　打つ

2. 前気音
hp : `hpũ　草原
ht : ˆhta wu　胡桃
hú : `húo　髪
hc : ˆma hce　あご
hk : `hkÃ dýı̃　山地
hts : ´htsa hk@　根
htC : `htCu　盗む
hsh : `hshẽ mo　姉
hs : `hsoP　生命
hùh : `hùha: ma　狩人
hx : ´ődýa hxÃ　靴
hl
˚
: `hl

˚
OP　教える

Hb : H̄baP　背負う
Hd : ˆHda őõ　月（天体）

Hã : ´HãO naP　ハエ
Hé : ˆHéeP Hdýa　背中
Hg : _HgW　９
Hdz : _Hdzõ　学ぶ
Hdý : ˆHdýõ phũ　柳
Hz : ´Hzo Hzo　たくさん
Hü : _Hüğ　４
Hm : `CO Hme　水害
Hn : `Hna mo　義理の娘
Hő : ´tCW HőW　 12
HN : t̄CW HNo　 15
Hl : ´úõ HlaP　右
Hj : H̄jE HlaP　左

3. 第１子音が口腔内調音子音
pú : p̄úğ　雲
ptsh : `ptshi　開く
pts : ´ptso　鶏
ptC : `Na ptCW　 50
pCh : `pCheP　ほとばしる
Ft : F̄tAP　種をまく
Fú : `FúW　洗う
Fk : `pOP FkOP _üğ　かぶせる
FtC : `FtCaP　切り分ける

Fs : `FsÃ nÕ　考え
FCh : `FChaP　話す
wd : `tCi wd@̃　 17
wé : ´tCo wéaP　 18
wz : `Chı̃ wzu　大工
wü : ´tCW wüğ　 14
wý : ´wýe: ze　忘れる
wm : N̄ga wmo hceP po　野牛
wl : ´wlar gõ　太もも
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4. わたり音

kw : k̄wA zu ´wo　一生懸命な
gw : ´gwoH　笑う
xhw : `xhwa N̊kho:　振り返る

,w : ´,w@ do　参加する
mj : `Pa mje　祖父
rj : `pa: rje　頭巾

5. ３子音連続
hkw : `hkw@　疲れている Hgw : ´HgwO　愛する
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4.13 dGudzong方言（丹巴県格宗郷）

dGudzong方言は丹巴県格宗郷格宗村で用いられる。分布位置の略図は以下のよう
である。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘
・格宗

100km

図 4.13: 丹巴県格宗郷の位置

格宗郷は大渡河の西岸にあり、南北に通じる主要交通路が通っている。
鈴木 (forthcoming-a)の簡略的な記述がある。
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4.13.1 音素一覧

超分節音 声調で４種が認められる

：̄高平 ´：上昇 `：下降 ˆ：上昇下降

母音 鼻母音/非鼻母音、長/短の対立あり

i 0 W u
e 8 @ o
　 E 　 O

　　 a A

子音 子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh ch kh

無気 p t ú c k P

有声 b d ã é g
破擦音 無声有気 tsh tCh

無気 ts tC
有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch xh

無気 F s ù C x h
有声 B z ü ý , H

鼻音 有声 m n ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r
無声 l

˚半母音 w j
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4.13.2 方言特徴と具体例

4.13.2.1 母音

通常母音例　　　　　　 鼻母音例
i ´mi 火 ´nõ őı̃ あさって
e h̄teP 虎 ĳ̄nẽj shoP 先端　
E ´lE: bo 手 ´kẼj H̄mo: m@ 安い
a ù̄ha Ho 鹿 ´Hgã mbW 箱
A n̄Aw 天 ´rÃ m@ 他の人
O n̄

˚
O 鼻 t̄Õ 引きずる

o ´ődýo 虹 h̄põ 官
u s̄hu 歯 ´ődýũ 経る
W t̄ChW 水 ´bW̃ 太い
@ p̄ú@ 雲 `̊ő@̃ 心臓
0 ´ã0 小麦
8 ´p8 l0P ぎょうざ

4.13.2.2 単子音

ph : p̄hA HgA　父
p : ´paP paP　平たい
b : ´bW̃　太い
th : t̄ha ýuP　とさか
t : ´ta ro　ヨーグルト
d : ´de: mo　丸太
úh : `úheP　血
ú : ú̄o　髪
ã : ´ã0　小麦
ch : 　
c : 　
é : 　
kh : ´kha Ho　雪
k : k̄@ zi　大麦
g : ´gi Hga　教師
P : P̄a mi　祖父
tsh : ´tshã ´bW liP　とんぼ

ts : t̄s@̃ mbW　しわ
dz : ´dzar　貼る
tCh : t̄ChW　水
tC : t̄Ca bu　もの
dý : ´dýo wo　鑿
F : `FoP k@　かぶせる
B : ´Be tCh@　犬
sh : ´shi gu　炭
s : s̄õ sõ　明かり
z : ´zi tCh@　いぬ年
Ch : ´Chi Fe　木
C : ´Ci FEj　森
ý : t̄she ýiP　１日
ùh : ´ùhuP po Fe　柏
ù : ´ői ùW　 20

ü : ´üi: őı̃　しあさって
xh : x̄hoP　つかむ
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x : ´xo hpo　松明
, : ´ht@ ,i　へそ
h : `hE zu　唐辛子
H : ´HA pW　伸びる
m : ´mõ　めす牛
m
˚
: m̄

˚
A　薬

n : ´nAP tChwe　耳
n
˚
: n̄

˚
O　鼻

ő : ´őo　魚

ő̊ : `̊ő@̃　心臓
N : N̄o　５
N̊ : ´Ngo N̊i:　枕
l : ´la mo　葉
l
˚
: l̄

˚
EP bo　霜

r : ´r@ be　うさぎ
j : ´je sho　昨日の晩
w : ´wo　きつね

4.13.2.3 子音連続

調査で確認されたものについてその例を掲げる。

1. 前鼻音
mb : ´mbW leP　虫
nd : ´ndA　読む
ïã : ´ïãi:　米
Ng : ´Ngo　行く
ndz : ´ndzu　ゾ
ődý : ´ődýAP xÃ　靴
N, : ´N,@　噛みつく
m
˚ph : m̄

˚pha　飛ぶ

n
˚th : n˚thu　高い
ï̊úh : ¯̊ïúhe hpo　胆嚢
N̊kh : ¯̊Nkho li　屋根
n
˚tsh : n̄

˚tshu　湖
ő̊tCh : ¯̊őtChW hkW　口
N̊xh : ´ji: N̊xhÃ　村
n
˚l
˚
: n̄

˚l
˚
AP　射る

mtsh : m̄
˚tsha m@　拭く

2. 前気音
hp : h̄pej bo　肩
ht : h̄to　馬
hú : ´lEP hú@P　ブレスレット
hc : ´ma hci　あご
hk : h̄kW mo　泥棒
hts : ´hts@ wo　草
htC : h̄tCi　舌
hsh : h̄sh@　金

hs : h̄sÃ　３
hCh : h̄Cha　生まれる
hC : ´wla hCo　太もも
hx : 播種する　 s̄ha hxÃ ´rÃ:
hl
˚
: h̄l

˚
eP　鷹

Hb : ´HbWP ãe　ふいご
Hd : H̄da wo　月
Hã : ´Hãa: mo　松脂
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Hé : ´HéiP HdýW　背
Hg : ´HgW　９
Hdz : ´Hdzã: ji m@　偽の
Hdý : ´HdýW mo　腸
Hz : ´Hzo Hzo　偏った
Hü : ´Hü@　４
Hý : ´Hýi　交換する

Hm : ˆHmEj　低い
Hn : H̄na Ho　黄羊
Hő : H̄ő@　２
HN : ´HNa: m@　甘い
Hl : H̄laP po　脳
Hr : ´HrA: wo　牛小屋
Hj : H̄jeP　ヤク

3. 両唇音
pt : ´ptA: ju　なぞなぞ
púh : p̄úha ,a: phe　ポプラ
pú : ´púo: HéiP　胸
pk : p̄ki:　背負う

ptsh : p̄tshe: mo　箒
pts : ´ptso　にわとり
ptC : p̄tCW　 10

4. 両唇摩擦接近音
Ft : `Ftu:　腫れる
Fú : ´b@P Fúu:　ほどく
FtC : F̄tCõ őe bo　 12月
Fs : `FsÃ　餌をやる
wã : h̄pW wãã ´ndo: mi ´r@ m@　毛の

色
wg : `wgu　分かち合う
wdý : ´wdýaP　８
wü : ´ùu wüu　搾る
wl : ´wlA hCo　太もも

5. 声門閉鎖音

ĳm : `ĳma: hti　沈む
ĳn : ´ĳne ĳne　とがった

ĳj : `ĳja: n
˚thu　膨張する

6. わたり音（省略）

7. ３子音連続
Hmw : H̄mwo　しみ
mbw : ´mbwe m@　狂人
hcw : `hcweP　しゃもじ
őéw : ´őéweP m@　早い

Fkw : ´FkweP　剥く
hkw : `hkwi m@　手で支える
ptshw : ´n@ ptshweP　この辺
htsw : p̄tsh@ Hu `htswe m@　裏返す

132



Hgw : ´HgwoP　笑う
Hmj : H̄mjeP mo　軍人
hsw : ´hswi　集まる
Hlw : `HlweP　握る

N̊khw : `̊NkhweP　邪魔する
Hdýw : ´HdýweP HdýweP　積み重ねる
ptCj : p̄tCjeP　持ち上げる
Hüw : ´HüweP　削る
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4.14 Lhagang方言（康定県塔公郷）

Lhagang方言は康定県塔公郷塔公村で用いられる。分布位置の略図は以下のよう
である。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘
・塔公

100km

図 4.14: 康定県塔公郷の位置

塔公郷は康定県北西部に位置し、塔公村は塔公寺を中心に形成されている。周辺
域は平原が続き、遊牧民が多い。歴史的にこの地域はムニャ[Mi-nyag/木雅]と呼ば
れる地域の北部に相当する。北東部はギャロン、北西部はスタウ、南部はムニャと
いう異なる地域の境界にもあたり、チベット人の生活様式も牧区と農区が混合して
いる。一方、塔公寺はこの地域では宗教的に非常に重要なものと考えられ、聖地と
して多方面から巡礼に来るチベット人が多い。
鈴木 (2006c)の記述と際立つ特徴の考察がある。この方言独特の特徴は補足とい

う形で述べる。
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4.14.1 音素一覧

超分節音 声調で４種が認められる

：̄高平 ´：上昇 `：下降 ˆ：低/上昇下降

母音 長短および鼻母音/非鼻母音の対立も存在する。

i 0 W u
e @ 8 o
　 E 　 O

　　 a A

子音 子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh ch kh

無気 p t ú c k P

有声 b d ã é g
破擦音 無声有気 tsh tCh

無気 ts tC
有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch

無気 F s ù C x h
有声 z ý , H

鼻音 有声 m n ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r
無声 l

˚半母音 w j
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4.14.2 方言特徴と具体例

4.14.2.1 母音

通常母音例　　　　　　 鼻母音例
i ´ői ma 太陽 ˆnẼ jı̃ 下腿
e ˆme 火 ´ge Hgẽ 教師
E ˆkE:P pa がけ ˆthẼ pa 旱魃
a `sha 地 l̄

˚
ã 靴

A ˆpúAP 岩 `she hÃ hÃ 真っ黄色の
O ï̄ãO 縫う ˆjÕ ,zOP すべて
o ˆko: ze: 衣服 ˆwãõ 砂糖
u ˆúu 小麦 s̄hũ tChW 30
W ˆpW ýW 息子
@ ˆr@ 山 `Hg@̃ 箱
0 `mã0P 龍
8 ˆHg8:P ma めす馬 `Hm8̃ mNı̃ ´HéAP 呪う

4.14.2.2 単子音

ph : `phAP Hgen　ぶた
p : ˆpoP ba　チベット人
b : 　
th : `thE: wa　ほこり
t : ˆtiN ïãW　ゴマ
d : ´d@̃ tChW　 70

úh : `úho　鋼
ú : ´úoP ma　アリ
ã : ˆãAN nAP　ハエ
ch : `choP tsho　あなたたち
c : `cAP ke ˆcoP ke　曲がりくねっ
た
é : ´éa tChW　 80

kh : `kha　口
k : `ka wa　柱
g : ḡW htCW　 90

P : `Pa ra　土ねずみ

tsh : `tsha　塩
ts : ˆtsi ki　ねずみ
dz : ˆdza re ˆdzo re　めちゃくちゃ
の
tCh : t̄ChW　水
tC : ˆtCi ma　砂
dý : ˆdýa hsW: ra　もみあげ
F : `Fu tsa　唐辛子
sh : `sha wo　種
s : `so wa　大麦
z : ˆzON　鉄なべ
Ch : `ChuP pa　柏
C : C̄i: zo　大工
ý : ˆýiN pa　農民
ùh : `ùh@m　かわうそ
ù : ˆùo ma　幼虫
x : 　

136



, : ˆri ,W　子山羊
h : h̄AP tChe `HéAP　くしゃみする
H : ˆHo tCa　ミルクティー
m : ˆme　火
m
˚
: `m

˚
En ba　医者

n : ˆnA:P wuP　森
n
˚
: `n

˚
a tu　鼻タバコ

ő : ˆőa húi　股引

ő̊ : `̊őEn po　聞きよい
N : ˆNa　私
N̊ : `̊NE mgo　枕
l : `luP　羊
l
˚
: l̄

˚
ã　靴

r : ˆrAP　黄銅
j : ˆja ka　枝
w : ˆwa　きつね

4.14.2.3 子音連続

調査で確認されたものについてその例を掲げる。

1. 前鼻音
mb : ˆmba:　抜く
nd : ˆndam baP　泥
ïã : `ïãe　混ぜる
őé : `hsar őéWr　ニュース
Ng : ´Ngo　這う
ndz : ˆndza Hli　世界
ődý : ˆődýaH m

˚tsho　虹

m
˚ph : `m˚phWr　飛ぶ
n
˚th : `n˚thor　分ける
ï̊úh : `̊ïúhuP　乱れた
N̊kh : `̊Nkho: lo　車輪
n
˚tsh : `n˚tshON　売る
ő̊tCh : 　
ő̊Ch : `ő̊ChiP　拭く

2. 調音点不一致の前鼻音
md : ˆPa mdo　アムド
mã : `mã0P　龍
mé : ˆméoP pa　速い
mg : ´mgo wo　頭
mdz : ˆmdzW kW　指
mdý : ˆmdýar po　粘つく
mn : `mnaH ma　息子の嫁
mő : `mőWr tW　今すぐ
mN : m̄Na: bo　甘い
m
˚th : `m˚thon mbo　高い

m
˚úh : `m˚úhi hpa　胆嚢
m
˚kh : `m˚khE: ma　腎臓
m
˚tsh : ˆm˚tshe: ma　双子
m
˚tCh : ˆm˚tCh@m mba　肝臓
m
˚Ch : `m˚ChAP　掃く
m
˚ő : `m˚őuP ma　竹
Nã : ´Não　行く
Né : ˆNéoP pa `htCeP　悔いる
N̊úh : `̊NúhiP　牽引する
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N̊ch : `̊NchuP　乱す
N̊tCh : `̊NtChAP `thep　結氷する
md : ˆùhA mdaH　たづな

mã : ˆmãe　鬼
mdz : `htCı̃ mdzuP　中指

3. 前気音
hp : `hpW　毛
ht : `hta　馬
hú : `húa　髪
hc : `hco ma　のり
hk : `hkaH ma　星
hts : `htsa　脈
htC : `htCAP　鉄
hsh : ˆpú@ hsho　影
hs : h̄sõ　３
hCh : `hChWx　円寂
hC : ˆthoN hCol　鍬
hm
˚
: `hm

˚
õ　耕す

hn
˚
: `hn

˚
u　におう

hő̊ : ˆhő̊ı̃ mo　軟らかい
h̊N : `h̊NAP　呪文

hl
˚
: `hl

˚
Ep　押しつける

Hb : ˆHba　牛毛テント
Hd : ˆHda wa　月
Hã : `Hãi:　蛇
Hé : ˆHéW ma　腸
Hg : H̄gW　９
Hdz : ˆHdzi wo　池
Hdý : ´HdýeP　８
Hz : ˆHz@　瑪瑙
Hý : ˆHý@　４
Hm : `Hma: bo　赤い
Hn : `Hn8P　靴擦れを起こす
Hő : `HőiN pa　古い
Hl : ˆHlo: wa　肺
Hw : `Hwix　押す

4. 両唇閉鎖音
pt : `ptAP　身につける
púh : ˜púhW kW　子供
pú : ´púAP Hdo　岩
pc : `hkoN pcAP ˆ,ýW　蹴る
pk : ˆpkAN wa　満ちる
pts : ˆla ptsi　マニ石
ptCh : p̄tCh@　遅い
ptC : `ptCeP　切り分ける

bd : b̄da `HéAP　知らせる
bã : `bãWn　耐える
bé : `béWP　過ぎる
bg : `bge　渡る
bdz : ˆbdz@　踏む
bý : ˆbýW　溶かす

5. 両唇摩擦接近音
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Fts : F̄tsW　囲い込む
FtC : F̄tCol　預ける
Fsh : `Fsham pa　精神
FCh : ˆFChiN pa　毛布
FC : `FCW rW　珊瑚

wã : ˆwãõ　砂糖
wé : `wéar　貼る
wz : ˆwzo hta　外見
wý : ˆwýun pa　乳牛
wl : `wlÕ　風

6. 歯茎音
lt̊ : `lt̊a　見る
lt̊C : l̄t̊Co, tsã `FCiP　うなずく
lh̊ : l̄h̊a　編む

ld : ˆjar ldiN　浮く
ldý : ˆldýAN khW　緑の

7. 軟口蓋音
kúh : `kúhAP　血
kú : ˆkúW mu　ひじ
kC : `kCar　ほとばしる
gã : `gãi:　巻く
xts : `xtsaH　さび

xsh : `xshe　金
xs : `xsAN wa　秘密にする
xl : x̄lW　龍王
,ý : `,ýOP　裂ける

8. 声門閉鎖音

ĳm : `ĳm@ lã　夢
ĳn : `ĳnam Chi:　霊魂
ĳő : `ĳő@　わな

ĳN : `ĳNa ma　尾
ĳl : `ĳlOP　稲光
ĳj : `ĳjaP　ヤク

9. わたり音（省略）

10. ３子音連続
m
˚
púh : `m˚púhOP　略奪する

m
˚
pú : `m˚púeP pa　横の

hpú : `hpúAN kW　狼

hkú : `hkúAP　怖がる
Hbdý : `Hbdýin pa　布施
Hgã : ˆHgãoN htam　物語
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4.14.3 補足

鈴木 (2006c)に基づいて、Lhagang方言に特徴的な、自由変異のように交替する特
定の音声について簡潔に触れておく。

p - w

たとえば、以下のような例に見られる。

語彙形式 語義
ˆpoP, ˆwoP チベット
ˆpW, ˆwW 息子

この両者の形式が特別な環境を指定せずまったくの自由変異として個人の発話に
おいて現れるのは、チベット語方言の中でも大変まれな現象である。
これは、p-で始まるものはカムチベット語の形式、w-で始まるのはアムドチベッ
ト語の形式というように由来を異にし、それらが混在していると見ることができる。

l
˚
- t”l˚

この交替は現在のところわずかの例に限られる。その１つが「塔公」という固有
名詞であり、Lhagang方言において/ l̄

˚
a Hg@̃/と記述できるが、実際の発音は [l

˚
a55Hg@̃55]

のほかに [t”lå55Hg@̃55]といった発音も見受けられる。
この特徴は、隣接地域で話されるスタウ語と共通性が見られる。
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4.15 Rangakha方言（康定県新都橋鎮）

Rangakha方言は康定県新都橋鎮東俄洛村で用いられる。分布位置の略図は以下の
ようである。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘 ・新都橋

100km

図 4.15: 康定県新都橋鎮の位置

新都橋鎮は營官区と東俄洛郷の行政中心地を併合してできたもので、東俄洛村は
後者に対応する地域である。東俄洛村は川藏公路の分岐点に村の中心地が存在する。
すなわちダルツェンド（康定）と徳格方面及び巴塘方面のいずれも通じる交通の要
所である。古来よりムニャと呼ばれた地域の中央部に当たる。
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4.15.1 音素一覧

超分節音 声調で２種が認められる

：̄高 ´：低

母音 長短および鼻母音/非鼻母音の対立も存在する。

i W u
e @ 8 o
　 E 　 O

　　 a A

子音 子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 口蓋垂 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh kh qh

無声無気 p t ú k q P

有声 b d ã g å

破擦音 無声有気 tsh tCh

無声無気 ts tC
有声 dz dý

摩擦音 無声有気 fh sh ùh Ch xh

無声無気 s ù C x h
有声 z ý , H

鼻音 有声 m n ő N ð

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r
無声 l

˚半母音 有声 w j
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4.15.2 方言特徴と具体例

4.15.2.1 母音

通常母音例　　　　　　 長母音例
i ´ői ma 太陽 t̄Ci: 小便
e m̄e 火 h̄se: 金
E ´thE pa 旱魃 C̄a HőE: 肌
a k̄ha wa 雪 m̄a: バター
A h̄ke rA ベルト ´lA: pa 手
O l̄O pa 空気
o ´to ko 洞窟 ´po: チベット人
u m̄

˚
u pa 霧 N̄u: 銀

W t̄ChW 水 h̄n
˚

W: ガソリン
@ r̄@ 山 H̄ã@: み年
8 ´p8̃n bo ボン教

4.15.2.2 単子音

ph : p̄hAP　ぶた
p : p̄E: ma　はすの花
b : ´bõ mbo　太い
th : t̄hA: ri:　遠い
t : t̄oN　熊
d : ´da Ha　月
úh : ú̄hõ　鋼
ú : ´úõ khu　狼
ã : ´ãu ku　ボタン
kh : k̄hõ ba　家
k : k̄õ tCi　すずめ
g : ḡo:　震える
qh : ´qhA ta　カラス
q : q̄Ã kho:　窓
P : P̄o úo:　喉
tsh : t̄sha　塩
ts : t̄sũm　閉じる
dz : ´dze mo H̄dýA:　けんかする

tCh : t̄Ch@　犬
tC : h̄tCe: po　涼しい
dý : ´dýW n

˚tshE:　原因
F : F̄u tsa　とうがらし
sh : s̄ha: ma　硬い
s : s̄a　地
z : z̄ı̃:　めのう
Ch : C̄hWP po　裕福な
C : C̄A wa　鹿
ý : ´ýa　帽子
ùh : 　
ù : k̄õ ùu　靴下
xh : 　
x : x̄Ã ´zo N̊khE:　靴屋
, : ´úo ,o ´pi sa　錐
h : h̄a ko　理解する
H : ´da Ha　月
m : m̄@　人
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m
˚
: m̄

˚
e Ha　あざ

n : n̄A: wo　森
n
˚
: n̄

˚
a tChW　鼻水

ő : ő̄a　魚
ő̊ : ¯̊őı̃:　心臓
N : ´NaN ba　がちょう
N̊ : ¯̊Na mo　朝

ð : ð̄A:　派遣する
l : ´lo toP　穀物
l
˚
: l̄

˚
oP úa　学校

r : ´rW pa　骨
j : j̄u:　ジャスパー
w : w̄a　きつね

4.15.2.3 子音連続

調査で確認されたものについてその例を掲げる。

1. 前鼻音
mb : m̄bW　虫
nd : ´ndo po　醜い
ïã : ´ïãã mba　ほほ
Ng : N̄go　頭
ðå : ´ðåA:　邪魔する
ndz : ´ndzW: kW　指
ődý : ő̄dýa:　虹
nl : s̄ho: nle　のこぎり
m
˚ph : m̄

˚pha ra　ジャッカル
m
˚p : m̄

˚pu:　刺す

n
˚th : n̄

˚thõ　高い
n
˚t : n̄

˚te:　追いかける
ï̊úh : ¯̊ïúhe:　横の
ï̊ú : ¯̊ïúẽ k@　適切な
N̊kh : ¯̊NkhE: ma　腎臓
n
˚tsh : n̄

˚tshe ma　双子
ő̊tCh : ¯̊őtChW̃　唇
n
˚sh : n̄

˚shẽ:　混ぜる
ő̊Ch : ´lAP ő̊Ch@　毛皮ジャケット
m
˚tCh : ´Hdõ m

˚tChW　 70

2. 前気音
hp : h̄põ:　草原
ht : h̄ta　馬
hú : h̄úa　髪
hk : h̄kõ mba　足
hq : hqA:　邪魔させる
hts : h̄tsa wa　草
htC : h̄tCA:　鉄
hs : h̄se:　金

hù : h̄ùE:　裂く
hCh : h̄Ch@ la　外側
hC : h̄Co: pa　羽
hn
˚
: h̄n

˚
a　鼻

hl
˚
: h̄l

˚
AP　はやぶさ

Hb : ´Hba lã　波
Hd : ´Hdõ pu　幹
Hã : H̄ãõ:　羽毛
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Hg : H̄goP　鷹
Hdz : ´Hdza mo　がけ
Hdý : H̄dýa:　背
Hz : H̄zẽ　豹
Hý : ´Hý@　４
Hm : H̄ma Hma　低い

Hn : H̄na　耳
Hő : H̄ői: pa　ひづめ
HN : H̄Nu: tChW　汗
Hl : H̄lE: pa　脳
Hr : P̄a Hra　土ねずみ
Hj : H̄jar kha　夏

3. 両唇音
ptC : ´ptCa　鶏
Ft : F̄tA:　検査する
Fú : ´Fúe wa　忙しい
Fk : F̄kAN Ngo ´Ce:　禁止する
Fq : F̄qA:　かぶせる
Fts : F̄tsu:　挿入する

FtCh : F̄tCHAN n
˚tsha:　拝む

FtC : F̄tCW　 10
Fs : F̄sW　迎える
wdý : w̄dýE:　８
wý : F̄tCu: wýe　 14
wl : w̄la Ca　太もも

4. そり舌音
rt : ¯̊őtCho rte:　白塔

5. 軟口蓋音
kú : ´kúõ mba　町

6. 声門閉鎖音

ĳő : ´ĳőE: Ci:　くびき ĳN : ĳ̄Nõ le:　シャツ

7. わたり音（一部）

úhr : ´lam ú̄hri:　道案内する úr : ú̄rı̃　雲

8. ３子音連続
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N̊khr : ¯̊Nkhri: pa　肝臓 wãr : w̄ãri:　蛇
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4.16 Grongsum方言（雅江県祝桑郷）

Grongsum方言は雅江県祝桑郷で用いられる。分布位置の略図は以下のようである。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘 ・祝桑

100km

図 4.16: 雅江県祝桑郷の位置

祝桑郷は主要交通路から奥まった地域にあり、集落が広い地域に点在する。周辺
は牧区であるが、地形は山がちである。
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4.16.1 音素一覧

超分節音 声調で４種が認められる

：̄高平 ´：上昇 `：下降 ˆ：低/上昇下降

母音 長短および鼻母音/非鼻母音の対立も存在する。

i 0 W u
e @ 8 È o
　 E 　 O

　　 a 5

子音 子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh kh

無気 p t ú k P

有声 b d ã g
破擦音 無声有気 tsh tCh

無気 ts tC
有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch, çh xh

無気 F s ù C, ç x h
有声 z ý , H

鼻音 有声 m n ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r
無声 l

˚半母音 w j
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4.16.2 方言特徴と具体例

4.16.2.1 特徴的な音素

È : ´lÈ　年
çh : `çha　肉

ç : ç̄a ni　妹

4.16.2.2 子音連続

調査で確認されたものについてその例を掲げる。

1. 前鼻音
mb : ´mbW　虫
nd : ´nd@　これ
ïã : ˆïãE:　米
Ng : ´Nga ra　鍛冶屋
ndz : ´ndzW ,W　指
ődý : ´ődýaH　虹

n
˚th : ´n˚thõ bo　高い
N̊kh : C̄jã N̊khW　狼
n
˚tsh : n̄

˚tshÈ　湖
ő̊tCh : ´ő̊tCha: rõ　氷
ő̊Ch : ¯̊őCh5: ma　箒

2. 前気音
hp : h̄pW　毛
ht : h̄ta　馬
hú : h̄úẽj　雲
hk : h̄keP　声
hts : h̄tsã pa　ツァンパ
htC : h̄tCaP　鉄
hs : `hsã mo　きつい
hC : h̄Ci bo　酸っぱい

Hb : ´HbE: ba　蛙
Hd : H̄d5　石
Hg : ´HgW ői　しあさって
Hdz : ˆk@ Hdzu　拳
Hdý : ´ra HdýÈ　つの
Hő : ´ő5 Hőũ　子供
HN : H̄No　炒める
Hj : H̄ja　借りる

3. そり舌音
rdz : ´wo rdz@　猫

4. わたり音（一部）
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Chj : C̄hja　鹿
Cj : ˆCja　鶏

m
˚
j : `m

˚
jã　あざ

5. ３子音連続
Ng, : N̄g,5　頭
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4.17 nDappa方言（稲城県金珠鎮）

nDappa方言は稲城県金珠鎮で用いられる。分布位置の略図は以下のようである。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

・稲城

100km

図 4.17: 稲城県金珠鎮の位置

交通路は通じているが、幹線道路（理塘-香格里拉）からは少し奥まった地域に
ある。
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4.17.1 音素一覧

超分節音 声調で４種が認められる

：̄高平 ´：上昇 `：下降 ˆ：低/上昇下降

母音 長短および鼻母音/非鼻母音の対立も存在する。

i 0 W u
e @ 8 È o
　 E 　 O

　　 a A

子音 子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh ťh kh

無気 p t ú ť k P

有声 b d ã ć g
破擦音 無声有気 tsh tCh

無気 ts tC
有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch, çh xh

無気 s ù C, ç x h
有声 z ý , H

鼻音 有声 m n ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r
無声 l

˚半母音 w j
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4.17.2 方言特徴と具体例

4.17.2.1 母音

通常母音例　　　　　　 鼻母音例
i ´pi: 羊毛 h̄úı̃: 雪
e ´Hge Hgẽ: 教師 ´te rẽ: それから
E ´tE: po 信仰 p̄jẼ 官
a m̄

˚
ja Ho あざ n̄dã mba 泥

A `úhAP 血 t̄hÃ 平原
O s̄hO 竹垣 p̄Õ: Nga 草地
o `sho 土 `Hmõ 傷口
u ´ru 死体 H̄bũ mu 太い
W ï̄ãWP 龍 ´tW̃: ほら貝
@ ´z@ 瑪瑙 H̄l@̃ 竹笛
0 ´ú0: ラバ
8 ´w8P 光 ´j8̃ tẼ 学問
È ´pÈ 息子 H̄mÈ̃: 低い

4.17.2.2 単子音

ph : `phAP　ぶた
p : p̄Õ: Nga　草地
b : H̄dýE: bu　王
th : t̄hiP　チーズ
t : ´tW̃:　ほら貝
d : ´dõ:　顔
úh : `úhAP　血
ú : ´úo: pu　友人
ã : ĳ̄ő@P ´ãuP úuP　居眠りする
ťh : `ťhW　水
ť : ´ťo:　茶
ć : ´će Hõ　尼
kh : k̄ho　口
k : ´ku:　衣服
g : `goP　にんにく
P : P̄a Ho　子供

tsh : t̄sho　塩
ts : t̄sÃ mbo　ツァンパ
dz : 　
tCh : t̄Ch0:　お経
tC : ´tCõ mbo　村
dý : ´dýa riP　漢族
sh : ´sho:　炭
s : ´sÃ mbo　橋
z : ´zẽ Ngo　袈裟
Ch : C̄ha ChoP　東
C : ´Co:　鶏
ý : ´ýAP　ヤク
ùh : ù̄h0:　ガラス
ù : 　
çh : ç̄h@P　死ぬ
ç : ´çu mu　おいしい
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xh : x̄ho　肉
x : ´xÈ rW　以下
, : ´r@ ,È̃　うさぎ
h : 　
H : ´HW: gı̃　鷹
m : ´mA:　バター
m
˚
: `m

˚
uP　霧

n : ´nÃ rWP　森
n
˚
: ´n

˚
Ã　鼻

ő : ´ő@ mõ　太陽
ő̊ : ´̊őõ:　竹
N : N̄W:　銀
N̊ : ¯̊NẼ:　枕
l : ˆlE: ka　事情
l
˚
: l̄

˚
o mo　女神

r : `r@　山
j : ´juP　羊
w : ´wo　きつね

4.17.2.3 子音連続

調査で確認されたものについてその例を掲げる。

1. 前鼻音
mb : m̄bW　虫
nd : ´nda Ho　月
ïã : ï̄ã@　めすヤク
őć : ´őćo:　虹
Ng : N̄gu　頭
ndz : ´ndzÈ̃:　ゾ
ődý : P̄e ´ődýA:　粘つく

m
˚ph : m̄

˚phi　捧げる
n
˚th : n̄

˚tho Hu　高い
ï̊úh : ¯̊ïúhi: po　胆嚢
ő̊ťh : ´ő̊ťhA: rõ　氷
N̊kh : ˆ̊Nkha: ïã@　しわ
n
˚tsh : n̄

˚tshı̃:　夜
ő̊tCh : `ő̊tChAP ťa　寒い

2. 前気音
hp : h̄pÈw　皮
ht : h̄to:　馬
hú : h̄úı̃:　雲
hť : `hťAP　鉄
hk : h̄ka mõ　星
hts : h̄tso:　根
htC : h̄tCA: khõ　トイレ
hsh : h̄she:　金
hs : `hsuP　生命

Hb : H̄b0P bo　ふいご
Hd : H̄du　石
Hã : ´Hão:　仇
Hć : H̄ćÃ: khW　緑の
Hg : ´Hge Hgẽ:　先生
Hdz : ´HdzÃ: ćo　夕食
Hdý : H̄dýi: po　筋肉
Hz : ´Hzo Hu　牧人
Hý : ´HýA:　貼る
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H, : ´H,i mi ki　そのほか
Hm : `Hmõ　傷口
Hn : `HnA　天
Hő : H̄őiP　目
HN : H̄Nu tsho　汗

Hl : H̄lW̃:　風
Hr : ´t@ Hri　孤児
Hw : ´Hwi dýı̃　頭巾
Hj : ý̄@̃ sa: HjoP　火葬

3. そり舌音

ùx : ù̄xiP　木

4. わたり音（一部）

,j : ´,j@　４

5. ３子音連続
htj : h̄tjo:　へそ
Hgw : `HgwÃ　卵
Hlj : H̄ljã mbo　湿った

n
˚thj : t̄Ẽ n

˚thjẼ　以上
hkw : h̄kwÃ thÃ　歩行
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4.18 Sagong方言（郷城県沙貢郷）

Sagong方言は郷城県沙貢郷で用いられる。分布位置の略図は以下のようである。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

・沙貢

100km

図 4.18: 郷城県沙貢郷の位置

沙貢郷は郷城県北部、理塘と香格里拉を結ぶ主要交通路上にある。
鈴木 (forthcoming-b)に概略の記述がある。
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4.18.1 音素一覧

超分節音 声調で４種が認められる

：̄高平 ´：上昇 `：下降 ˆ：低/上昇下降

母音 長短および鼻母音/非鼻母音の対立も存在する。

i 0 W u
e @ È o
　 E 　 O

　　 a A

子音 子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh kh

無気 p t ú k P

有声 b d ã g
破擦音 無声有気 tsh tCh

無気 ts tC
有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch xh

無気 F s ù C, ç x h
有声 z ý , H

鼻音 有声 m n ï ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r
無声 l

˚半母音 w j
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4.18.2 方言特徴と具体例

4.18.2.1 母音

通常母音例　　　　　　 鼻母音例
i k̄i z@ 首 ´nı̃ 大麦
e ´re: 布 ´shẽ: 種
E ´jA: kwE ブレスレット ĳ̄ma çẼ のりづけする
a n̄a 天 ´k@ rã 家
A ´úAP 岩石 ç̄Ã 靴
O ´khO: 雪 ´wÕ: 乳
o r̄oP お供 H̄lõ 風
u ´Cu ヨーグルト ´őũ mbo 凶悪な
W ´ù@ rW 珊瑚
@ ´r@ 山 ´m@̃ mO 多い
0 ´l0 hpu 体 s̄0̃: 瑪瑙
8 H̄g8P 鷹 ¯̊ő8̃ 穂
È m̄bÈ 虫

4.18.2.2 単子音

ph : p̄haP　ぶた
p : ´pÈ　息子
b : b̄ã lı̃　竹笛
th : t̄huP　食糧
t : t̄e mO　担保
d : ´du　石
úh : ú̄h@　万
ú : ´úõ Ngo　胸
ã : ´ãõ:　ハエ
kh : k̄hO　口
k : ˆka soP　裂け目
g : ´gu rO　庭
P : ´Pa ãO:　リス
tsh : t̄shiP　関節
ts : t̄s@　犬
dz : d̄z@ gu: ´tChõ　アリ

tCh : t̄ChW　水
tC : ´tCu　小麦
dý : ´dýa bu　王
F : ´woP Fu　ふくろう
sh : s̄hO　地
s : ´sO:　鶏
z : z̄aP　ヤク
Ch : C̄hı̃　丸太
C : ´Cu　ヨーグルト
ý : ý̄e:　民謡
ùh : ù̄hı̃ zu　大工
ù : ù̄i mõ　木
ç : ç̄Ã　靴
xh : p̄hA: xho　ぶたの餌
x : x̄ẽ shoP　以上
, : P̄uP ,@P　穴
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h : 　
H : ´HW hpA　ガチョウ
m : ´mo wA　めすぶた
m
˚
: m̄

˚
e jO　あざ

n : n̄a jı̃　耳
n
˚
: n̄

˚
Õ　鼻

ï : n̄O mO: ´m@ ïi　とんぼ
ő : ´őõ:　魚

ő̊ : ¯̊őõ mo　狂人
N : ´NO　私
N̊ : ¯̊Ni me　枕
l : ´laP pa　水平の
l
˚
: l̄

˚
uP　南

r : ´rO　ヤギ
j : j̄OP　綿羊
w : w̄u li　猫

4.18.2.3 子音連続

調査で確認されたものについてその例を掲げる。

1. 前鼻音
mb : m̄bÈ　虫
nd : ´nda kE:　月
ïã : ï̄ãoP　龍
Ng : ´Ngõ Ngõ gwe　曲がった
ndz : ´ndz0:　指
ődý : ő̄dýO　虹
m
˚ph : ´m˚ph@　派遣する
n
˚th : n̄

˚thÈ mO　高い

n
˚t : N̄go n

˚tõ　ぬかずく
ï̊úh : ¯̊ïúh@ te　横の
N̊kh : ¯̊Nkhe: pA　専門家
n
˚tsh : n̄

˚tshu　湖
ő̊tCh : ¯̊őtChi: pO　肝臓
n
˚sh : n̄

˚sha mÕ　箒
mdz : ´mdze: ma　美しい

2. 鼻音子音

mb : ´mbE ´Hõ　燃える
nd : ´ndã ma　ページ
ïã : ´ïã0:　流れる

Ng : n̄a Ngo　高いところ
ődý : ő̄dýO:　握る

3. 前気音
hp : h̄pÈ　毛
ht : h̄ti:　子馬
hú : h̄úı̃　雲
hk : h̄kaH HÕ　星

hts : h̄tsi mO　筋肉
htC : h̄tCõ mO　柳
hsh : h̄shi　開ける
hs : h̄se:　金
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hC : h̄Ce: mÃ　縦の
hç : h̄çO　編む
hl
˚
: `hl

˚
oP H@　だます

hl : `hluP　竜神
Hb : ´Hbã mÕ　太い
Hd : H̄dõ　顔
Hã : H̄ã0 wO　のみ

Hg : H̄gõ　ハリネズミ
Hdz : H̄dzı̃　池
Hý : H̄ýe　遅い
Hm : H̄ma Hdýi　傷
Hn : H̄nõ　はやぶさ
Hl : H̄lõ　風
Hj : H̄jÈ HO　肺

4. 両唇音
Fs : F̄sõ　狼

5. 声門閉鎖音

ĳz : ĳ̄za lẽ ĳ̄za lẽ ju　再来年
ĳő : ĳ̄őẽ / ĳ̄őõ　夢

ĳj : ĳ̄ja: tiP　左

6. わたり音（省略）

7. ３子音連続
Ngw : `NgwO　頭
ïãw : ï̄ãwã mbO　ほほ
Hgw : H̄gwã　卵
mbj : ˆmbje　ぬか

hkw : h̄kwOH　疲れる
Hdj : z̄@ Hdje:　つなぐ
Hdýj : H̄dýjẼ ´nO pA:　粉をひく
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4.19 gDongsum方言（郷城県洞松郷）

gDongsum方言は郷城県洞松郷で用いられる。分布位置の略図は以下のようである。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

・洞松

100km

図 4.19: 郷城県洞松郷の位置

洞松郷は郷城県南部、理塘と香格里拉を結ぶ主要交通路からやや奥まったところ
にある。
鈴木 (forthcoming-b)に概略の記述がある。
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4.19.1 音素一覧

超分節音 声調で５種が認められる

：̄高平
_：低平

´：上昇
`：下降

ˆ：上昇下降

母音 長短および鼻母音/非鼻母音の対立も存在する。

i 0 W u
e @ 8 È o
　 E 　 O

　　 a A

子音 子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh kh

無気 p t ú k P

有声 b d ã g
破擦音 無声有気 tsh tCh

無気 ts tC
有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh Ch xh

無気 F s ù C, ç x h
有声 z ý , H

鼻音 有声 m n ï ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l í, r
無声 l

˚半母音 w j
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4.19.2 方言特徴と具体例

4.19.2.1 母音

通常母音例　　　　　　 鼻母音例
i ˆőiP 火 ´Cı̃N 畑
e ´me Nge あご ´s@ dẽ 瑪瑙
E ´thE ka 草木灰 ´jã tẼ 学問
a ´nla wa 月 n̄ã 天
A ´úAP 岩 `n

˚
ÃP 鼻水

O s̄hO 地 H̄gÕ 脊椎
o ´to: 煙 ´põ riP 少女
u ´juP mO がけ ´mũ n

˚thu 黄銅
W N̄W: 銀 n̄

˚
W̃ 油

@ ´s@ tCha 露 h̄ú@̃N 雲
0 ã̄0: 蛇 ´th@ ma thiP ´k0̃ 伝承する
8 ´P8P 光 P̄8̃ 敷く
È ´Hb@ lÈP 波 m̄È̃ mÈ̃ おじ

4.19.2.2 単子音

ph : p̄haP　ぶた
p : ´pi:　子牛
b : ´bW　牛毛テント
th : `thiP　チーズケーキ
t : ´te ão　鉄なべ
d : ˆda: pa　主人
úh : ´úha hk@　細い
ú : ú̄O:　髪
ã : ´ãoN　ハエ
kh : k̄hO　口
k : k̄@ r@　青禾果
g : `gõ ãW　以下
P : ˆPoP roP　洞穴
tsh : `tshiP　関節
ts : t̄s@　犬
dz : `dz@: pO　筋肉

tCh : ´tCha rõ　氷
tC : t̄Cı̃　小便
dý : ´dýa rW　経験
F : ´woP Fu　ふくろう
sh : s̄he:　屁
s : ´si:　鳥
z : z̄ẽ　花椒
Ch : C̄hı̃　丸太
C : ´CO:　鹿
ý : ý̄e:　民謡
ùh : ù̄hoP　来る
ù : `ùi mõ　木
ç : ç̄O　神
xh : ï̄ãe: xhõ　宿屋
x : ´xa rW　一生
, : t̄ChW ta ,o　落花生
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h : `ha tChe　くしゃみする
H : ´Ho ne　このような
m : m̄AH mÕ　低い
m
˚
: m̄

˚
Ẽ　薬

n : ´nı̃　大麦
n
˚
: n̄

˚
O　鼻

ő : `őiP　目
ő̊ : ¯̊őı̃　心臓

N : ´NO　私
N̊ : ¯̊Ni Hge　枕
l : l̄O　魂
l
˚
: l̄

˚
u: mÕ　にせの

r : ´rO　山羊
j : ´jã　道
w : ´wO　きつね

4.19.2.3 子音連続

調査で確認されたものについてその例を掲げる。

1. 前鼻音
mb : m̄bã　結ぶ
nd : n̄dO　弓
ïã : ï̄ãoP　雷
Ng : t̄Cẽ Ngo　生姜
ndz : ´ndz@ mO　橋
ődý : _ődýO　虹
nl : ´nla wa　月
ïí : ´nı̃ ïíaP　発酵する
m
˚p : _m˚poP　降る
n
˚th : ´n˚tha ma　高い
n
˚t : n̄

˚l
˚
a ´n˚tẽ　追いかける

ï̊úh : ˆ̊ïúhu: ő̊tCho:　機械
N̊kh : ¯̊Nkhe　氷が張る
n
˚tsh : n̄

˚tsh@ r@　双子
n
˚ts : n̄

˚tsOP　植える
ő̊tCh : ´ő̊tCh@̃ mbO　肝臓
n
˚sh : ´ő̊tCha: ´n˚shE po　適当な
ő̊Ch : `hkE: ő̊Chu　声
n
˚l
˚
: n̄

˚l
˚
a ´n˚tẽ　追いかける

mdz : ´mdze: ma　美しい

2. 鼻音子音

mb : m̄baP　背
nd : n̄dOP kO　色
ïã : `ïãu pO　牧区

ndz : n̄dza: z@　粘つく
ődý : ő̄dý@　握る

3. 前気音
hp : h̄pÈ　毛
ht : h̄tO:　馬

hú : h̄úo:　怖がらせる
hk : h̄ki: z@　首
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hts : h̄tsa z@　根
htC : `htCiP　１
hsh : h̄shi　開ける
hs : ´hso: ma　涼しい
hù : `hùAP　叩き切る
hl : `hloP　倒す
Hb : ´Hbõ mA　太い
Hd : H̄de　ニュース
Hã : ´Hã@ shoP　外
Hg : ´Hgo HO　にんにく

Hdz : ´Hdza wÕ　ポット
Hz : H̄zu khÕN　工場
Hý : H̄ýu:　擦る
Hm : `Hma khO　傷口
Hő : `Hő@P gu s̄Ã　眠たい
Hl : H̄lõ　風
Hr : ´ú@ Hri　孤児
Hw : ˆm8: Hwi:　腹が張る

4. 両唇音
Fts : F̄tsE:　探す
FtC : F̄tCW　洗う

wý : w̄ýE　剃る

5. 軟口蓋音
ktC : ´ktCa　ナイフ

6. 声門閉鎖音

ĳn : ĳ̄na gwaj　イヤリング
ĳő : ĳ̄őõ　夢

ĳj : ĳ̄jõ se po　みかん

7. わたり音

tw : ˆlu two　穀物
kw : s̄u kwA　酢
gw : ´ta: gwO　胡桃
xw : x̄wA　咲く
mw : ´s@ mwõ k̄a leP　ちょうちょ
nw : ´n@ nwa: ´jõ　集合する

lw : ´bE lwa　蛙
zj : z̄jẽ　袈裟
m
˚
j : `m

˚
je: shõ　傷つける

Nj : N̄jE: ma　甘い

8. ３子音連続
Ngw : N̄gwa　頭
Ngw : N̄õ Ngwa　曲がる
Hbw : ´Pa HdýeP ´Hbw@　カメムシ

Hãw : H̄ãwo:　蚤
hkw : ´z@ hkwa:　縮む
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htsw : ¯htswo　草
ődýj : ő̄dýje:　小麦粉
Hgw : ´Hgwã　卵

hkj : `hkjeP　声
ndj : ˆndjEP　伝染する
Hnj : ´H@ HnjẼ　押さえる
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4.20 Ragwo方言（郷城県然烏郷）

Ragwo方言は郷城県然烏郷で用いられる。分布位置の略図は以下のようである。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

・然烏

100km

図 4.20: 郷城県然烏郷の位置

然烏郷は郷城県南部、理塘と香格里拉を結ぶ主要交通路上にある。
鈴木 (forthcoming-b)に概略の記述がある。
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4.20.1 音素一覧

超分節音 声調で４種が認められる

：̄高平 ´：上昇 `：下降 ˆ：上昇下降

母音 長短および鼻母音/非鼻母音の対立も存在する。

i 0 W u
e @ 8 È o
　 E 　 O

　　 a A

子音 子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh kh

無気 p t ú k P

有声 b d ã g
破擦音 無声有気 tsh tCh

無気 ts tC
有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh Ch

無気 F s ù C, ç h
有声 z ý H

鼻音 有声 m n ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r
無声 l

˚
r
˚半母音 w j

168



4.20.2 方言特徴と具体例

4.20.2.1 母音

通常母音例　　　　　　 鼻母音例
i ´ői 火 H̄dzı̃ 湖
e s̄he: 光 t̄ChW thẽ 湯
E ˚sE: 金 ¯̊NẼj tCi 朝食
a ´tCha wO 雨 ´Hgwã 卵
A ´nA raP 森 t̄hÃ 平原
O s̄hO 泥 ´wÕ: 乳
o ´to wO 煙 H̄dzõ 町
u `m

˚
uP 霜 ő̄ũ ２

W n̄W 天
@ ´nl@ ka 月 h̄ú@̃ 雲
0 ´nda wa ´ht0: nO 上旬 `n0̃: 耳
8 ç̄8P ç8P ゆるい ´sh8̃: 種
È h̄pÈ 毛

4.20.2.2 単子音

ph : p̄hAP　ぶた
p : ˆp8P　チベット人
b : ´buP　空気
th : t̄hoP　食料
t : t̄õ ãa　千
d : ´du　石
úh : ´úha HA　細い
ú : ´úu tCho:　大麦
ã : ´ã0:　蛇
kh : ´kha: mA　桃
k : `k@ tsOP　近い
g : ´gõ ndz@　背
P : P̄u rAP　洞穴
tsh : t̄shW̃:　孫娘
ts : ´tsõ ndo　尻
dz : ´dza mÕ　ズボン

tCh : t̄ChW　水
tC : t̄Cũ　ロバ
dý : ´dýo li　ボタン
F : ´woP Fu　ふくろう
sh : s̄ha pa　モンゴル族
s : ´so HÃ　砂
z : z̄e jõ　花椒
Ch : C̄hO　肉
C : ´Cu: rO　下の方
ý : ˆýi: HA　遅い
ù : 　
ç : ç̄AP　鷹
h : 　
H : ´HW: zO　がちょう
m : ´me:　バター
m
˚
: `m

˚
uP wA　霧
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n : ´n@ ba　宝石
n
˚
: n̄

˚
O　鼻

ő : ő̄iP　目
ő̊ : ¯̊őı̃　心臓
N : ´NO　私
N̊ : `̊Nõ　緑の
l : ´li: ts@　襟

l
˚
: l̄

˚
u ýoP　南

r : ´r@　山
r
˚
: r̄

˚
@ thW　肩

j : ´jO HA　手
w : ´woP Fu　ふくろう

4.20.2.3 子音連続

調査で確認されたものについてその例を掲げる。

1. 前鼻音
mb : m̄bÈ　虫
nd : ´nda NÃ　葉
ïã : `ïãoP pa　牧区
Ng : ´Ngo meP　はげた
ndz : ´ndzWP　親指

ődý : ő̄dýA　虹
nl : ´nl@ ka　月
n
˚th : n̄

˚tha wO　厚い
n
˚tsh : n̄

˚tshu　湖
ő̊tCh : `ő̊tCh@ mÕ　胃

2. 前気音
hp : h̄pa Hu　英雄
ht : h̄tO　馬
hú : h̄ú@̃　雲
hk : h̄kO: wÕ　星
hts : h̄tsa Hdz0　根
htC : h̄tCAP　鉄
hl : h̄l@ mA　やせた
Hb : ´Hb@ lWP　波

Hd : H̄dı̃　７
Hg : ´Hg0̃ NO　冬
Hdz : ´Hdzı̃　池
Hdý : H̄mA Hdýe　しみ
Hm : H̄mA Hdýe　しみ
Hl : `HlOP po　脳
Hj : `Hja kO　夏

3. 両唇音
wl : w̄lõ　風

4. わたり音（省略）
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5. ３子音連続
hkw : h̄kwO:　溝
Hgw : ´Hgwã　卵

Ngw : `Ngwa　頭
n
˚thj : ´n˚thj@ Ho　高い
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4.21 Rwata方言（郷城県熱打郷）

Rwata方言は郷城県熱打郷で用いられる。分布位置の略図は以下のようである。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

・熱打

100km

図 4.21: 郷城県熱打郷の位置

熱打郷は郷城県北西部、郷城県県城と得榮県県城を結ぶ交通路上にある。
鈴木 (forthcoming-b)に概略の記述がある。
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4.21.1 音素一覧

超分節音 声調で５種が認められる

：̄高平
_：低平

´：上昇
`：下降

ˆ：上昇下降

母音 長短および鼻母音/非鼻母音の対立も存在する。

i 0 W u
e @ 8 È o
　 E 　 O

　　 a A

子音 子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh kh

無気 p t ú k P

有声 b d ã g
破擦音 無声有気 tsh tCh

無気 ts tC
有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch

無気 F, f s ù C, ç x h
有声 z ý , H

鼻音 有声 m n ï ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r
無声 l

˚半母音 w j
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4.21.2 方言特徴と具体例

4.21.2.1 母音

通常母音例　　　　　　 鼻母音例
i `őiP 目 N̄ı̃ 銀
e ´pe:P チベット ´úẽ ndz@ ずる賢い
E N̄jE: Hõ 甘い m̄

˚
Ẽ mbO 医者

a H̄ãa さび n̄ã 天
A ´rAP 銅 ˆpÃ ýa 霜
O ý̄O 流星 `hl

˚
Õ pO 蒸気

o `hsoP 命 ´úõ 村
u ´gu rO 庭 ´jũ mbO 谷
W ´zW HO 農区 ´zW̃ bA:P 担ぐ
@ ´r@ 山 ´n@̃ 火
0 ´l0: pO 体 ´ïã0̃ mbO 牛皮縄
8 ´w8P 光 ´sh8̃: 種
È ´pÈ 息子

4.21.2.2 単子音

ph : p̄hAP　ぶた
p : ´po HO　めす牛
b : ´bi: wO　蛙
th : ˆtho nõ　短い
t : ´tõ　熊
d : ´d0 tChẽ:　祭り
úh : ú̄hAP　血
ú : ´ú0:　ラバ
ã : ã̄0:　蛇
kh : k̄hÈP　針
k : k̄e Hõ　窓
g : ḡı̃　ぶどう
P : ´Pa rı̃　今日
tsh : t̄sha wu　孫
ts : `ts@　犬
dz : d̄zO kO rO　クモ

tCh : ´tChE HÕ　雨
tC : t̄Cu:　ロバ
dý : ´dýiP pÈ　重い
F :　
f : 　
sh : ´sh0 ta　炭
s : ´su wÃ　砂
z : `ziP　豹
Ch : C̄hı̃　薪
C : C̄u:　紙
ý : ´ýuP　方向
ùh : `ùh@ d@̃ ő@　死んだ
ù : `ùu　混ぜる
ç : ç̄8P He　ゆるい
x : C̄hiP xiP　整列する
, : 　
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h : `ha ko　理解する
H : N̄jE: Hõ　甘い
m : `mÈ　虫
m
˚
: ˆm

˚
Ẽ　薬

n : ´nÃ　森
n
˚
: n̄

˚
Õ　鼻

ï : ´ï@ ndO　弾
ő : ´őĩ wÕ　魚

ő̊ : ¯̊őõ:　竹
N : ´NO　私
N̊ : `̊NẼ mbi　枕
l : ˆleP leP　平たい
l
˚
: `l

˚
eP　着く

r : ´r@ kW　山羊
j : ´joP　綿羊
w : w̄õ tChO　権力

4.21.2.3 子音連続

調査で確認されたものについてその例を掲げる。

1. 前鼻音
mb : ´mbe:　抜く
nd : ´nda wO　月
ïã : ï̄ãi:　米
Ng : ´Ngo re:　スカーフ
ndz : ´ndz@̃ mbO　橋
ődý : ő̄dýa mÕ　つるつるの
nl : ´nla mA　葉

m
˚ph : m̄

˚phe m
˚phe ji　凸の

n
˚th : ˆn˚th0 mÃ　高い
ï̊úh : ˆ̊ïúhW ő̊tCho:　機械
N̊kh : ´̊NkhẼ la　腎臓
n
˚tsh : `n˚tshu　湖
ő̊tCh : ´ő̊tChAP ãõ ki　氷
n
˚sh : ´n˚sha mÕ　箒

2. 鼻音子音

mb : m̄bẽ　的
nd : ´ï@ ndO　弾

3. 前気音
hp : h̄p8: Ce:　琥珀
ht : h̄t8̃ NgO　秋
hú : h̄úẽj　雲
hk : `hkeP　声
hts : h̄tsẽ　裁断する
htC : h̄tCAP　鉄

hs : `hsoP　命
hç : `hçO　織る
hl
˚
: `hl

˚
Õ pO　蒸気

Hb : ´HbÃ　抱く
Hd : ´HdÃ:　愛する
Hã : H̄ãa　さび
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Hg : H̄gõ　夕食
Hdz : `HdzeP　８
Hdý : ´Hdý@ wO　蚤

Hn : H̄na jo　イヤリング
Hj : H̄jÈ mO　肺

4. 口腔内調音子音
pú : _púAP　がけ
wz : ´go wzu　仕立て屋
wl : w̄la mÕ　ラマ

FC : F̄Ci:　掘る
sf : s̄fi:　孵る

5. 声門閉鎖音

ĳj : ĳ̄ja: HdzoP dýo　左

6. わたり音

khw : k̄hwO　口
gw : ´gwÕ　背
tChw : ´s0 ji tChwa　雀
Cw : ´CwO　鹿

,w : s̄h@ thA ,wO　落花生
Nw : `NwO　５
rw : ´rwO　角（つの）

7. ３子音連続
Ngw : ´NgwO　頭
húw : h̄úwO　髪
ődýj : ´ődýjẽ　小麦粉
n
˚thj : n̄

˚thjẽ　引く

htj : h̄tje:　与える
wlw : w̄lwO　霊魂
Hgw : ´HgwoP　笑う
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4.22 sDerong方言（得榮県松麦鎮）

sDerong方言は得榮県松麦鎮で用いられる。分布位置の略図は以下のようである。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

・得榮

100km

図 4.22: 得榮県松麦鎮の位置

得榮県は甘孜州に属しているが迪慶州とのつながりが深く、現在の交流は東に位
置する郷城県とよりも多い。県北部は以前は巴塘県に属していたが、松麦鎮はそこ
に含まれていない。
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4.22.1 音素一覧

超分節音 声調で４種が認められる

：̄高平 ´：上昇 `：下降 ˆ：低/上昇下降

母音 長短および鼻母音/非鼻母音の対立も存在する。

i 0 W u
e @ 8 È o
　 E 　 O

　　 a A

子音 子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh kh

無気 p t ú k P

有声 b d ã g
破擦音 無声有気 tsh tCh

無気 ts tC
有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch xh

無気 F s ù C x h
有声 z ý , H

鼻音 有声 m n ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r
無声 l

˚半母音 w j
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4.22.2 方言特徴と具体例

4.22.2.1 特徴的な音素

特別に見られる音素なし

4.22.2.2 子音連続

調査で確認されたものについてその例を掲げる。

1. 前鼻音
mb : m̄bu　虫
nd : `hka: ndar　流星
ïã : ˆïã@　めすヤク
Ng : `Nga: wa　鍛冶屋
ndz : n̄dzõ:　めすゾ
ődý : ˆődýa tshun　虹
m
˚ph : `m˚phar　ジャッカル

n
˚th : ´n˚th@ tChẽ:　親指
ï̊úh : ˆ̊ïúh@: pa　胆嚢
N̊kh : ˆ̊NkhẼ wã　腎臓
n
˚tsh : `n˚tsh@̃ mã　双子
ő̊tCh : `ő̊tChW pa　唇
nd : ˆndãN pa　泥

2. 前気音
hp : `hpu　毛
ht : `hta　馬
hú : ´húa　髪
hk : `hkÈ　首
hts : `htsa　草
htC : h̄tCaN　野ロバ
hs : `hse:　金
hl
˚
: `hl

˚
@P re:　睾丸

Hb : ´Hbi: pa　蛙
Hd : `HdÈ:　埃
Hã : `HãÈ　蛇

Hg : H̄gÃ:　背
Hdz : ˆHdz@ mÃ　眉毛
Hdý : ´mã Hdýı̃　料理人
Hz : H̄zo wu　大工
Hm : `Hmã: kha　傷口
Hn : `HnaP　膿
Hő : ˆőã: Hőı̃　子供
HN : `HNÈ:　銀
Hl : `HlEP pa　脳
Hj : `HjAP　ヤク

3. 両唇音
FCh : `kha FCho　口唇裂 wl : `wla wa　月
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4. そり舌音
rt : kha rta　荷馬
rd : `te: rdor　鉱石
rtsh : `khW rtshW　拳
rts : H̄la rtse　麝香

rtC : ´pA rtCAP　牛糞
rm : ´Ngo rmEm　禿げの人
rő̊ : `shwo rő̊ı̃N　歯茎

5. わたり音（省略）

6. ３子音連続
n
˚tshw : `n˚tshwo　湖
Hdw : `Hdwo　石
Ngw : ´Ngwo　頭

ndzw : `ndzwo　ゾ
htCj : `htCje　舌
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4.23 rGyalthang方言（香格里拉県大中甸郷）

rGyalthang方言は香格里拉県大中甸郷従古龍村で用いられる。分布位置の略図は
以下のようである。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

・大中甸

100km

図 4.23: 香格里拉県大中甸郷の位置

従古龍村は香格里拉県県城に程近い地域に位置している。古来よりの香格里拉県
の中心地「古城」とはやや異なる村の形成となっている。従古龍村は松贊林寺のふ
もとにある村で、香格里拉県各地の出身の人々（ラマもしくは巡礼者）との交流が
激しい。現在は観光地化され、漢化も進んでいる。
先行研究では「古城」すなわち建塘鎮の言語が扱われ、Hongladarom (1996)やWang

Xiaosong (1996)、《雲南省誌》編纂委員會 (1998)が記述している。この言語と本節
で扱う rGyalthang方言は、その言語特徴から別の変種と見られる。これについては
別に検討を要する。
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4.23.1 音素一覧

超分節音 声調で４種が認められる

：̄高平 ´：上昇 `：下降 ˆ：低/上昇下降

母音 長短および鼻母音/非鼻母音の対立も存在する。

ę/ğ i 0 W u
e @ 8 È o
　 E 　 O

　　 a A

子音 子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh ch kh

無気 p t ú c k P

有声 b d ã é g
破擦音 無声有気 tsh úùh tCh

無気 ts úù tC
有声 dz ãü dý

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch

無気 F, f s ù C x h
有声 z ü ý , H

鼻音 有声 m n ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r
無声 l

˚
r
˚半母音 w j
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4.23.2 方言特徴と具体例

4.23.2.1 母音

通常母音例　　　　　　 鼻母音例
i ´piP チベット人 H̄lı̃ 襟
e C̄he ãa 正午 ù̄ẽj 小麦
E ´rE: 布 ´ýẼ: ハエ
a s̄ha 土 n̄

˚
ã 鼻

A h̄úùAP 鉄 ´ői wÃ 太陽
O ´shO őı̃ 明日 n̄Õ 天
o n̄dzo ゾ p̄õ mba 肩
u ´tCu 大麦 ´Pa ptsũ あごひげ
W ú̄ùhW 水
@ ´r@ 山 h̄úù@̃j 締めつける
0 ´ú0 ji ロバ H̄g0̃ mba 寺院
8 ´úùhW tsh8P 時間 ´ùwi n˚th8̃ 溶ける
È k̄Èj mÃ 泥棒 ´dzÈ̃ 釣る
ę/ğ h̄sę: 金

4.23.2.2 単子音

ph : p̄hAP　ぶた
p : p̄õ mba　肩
b : ´bW lo　車輪
th : ´thõ Na　短い
t : ´ti wa　タバコ
d : ´dẽj　飛ぶ
úh : 　
ú : ´úo m@　尼
ã : `dã húùW h̄tsaP ãoP　 76

ch : ´chA:　炭
c : 　
é : é̄o wa　今すぐ
kh : k̄ha　口
k : ˆk@ duP　右
g : ´g@ N0　唐辛子

P : ´Pa po　腹
tsh : t̄sha　塩
ts : ´k@ tsA　下側
dz : ˆdzę kha　左
úùh : ´úùh@ wa　雨
úù : ´úùa　茶
ãü : 　
tCh : ´tCho wA:　スープ
tC : ˆtC0ã　着る
dý : `dýa　百
F :　
f : `fA:P thi　なくす
sh : s̄ha　土
s : s̄O kõ　きつい
z : ´zo　蒸す
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Ch : ´Chõ n@　強盗
C : ´CÃ nõ　乞食
ý : ´ý0P　蛇
ùh : ù̄h@　死ぬ
ù : ´ùẽj　地
ü : ´üğ　剃る
x : `xa ïãÈ　鬼
, : ´,õ　参加する
h : `ha ko　理解する
H : ´ùa HeP　耕す
m : m̄a ja　孔雀
m
˚
: ´m

˚
E　インク

n : ´na:　青い禾果
n
˚
: n̄

˚
ã　鼻

ő : ´őa　魚
ő̊ : ¯̊őı̃　心臓
N : N̄i:　銀
N̊ : ¯̊NẼ hpõ　枕
l : ´loP　羊
l
˚
: l̄

˚
Ã　靴

r : ´r@ gõ　うさぎ
r
˚
: r̄

˚
i:　裂く

j : ´jo:　眠る
w : w̄u je　祭り

4.23.2.3 子音連続

調査で確認されたものについてその例を掲げる。

1. 前鼻音
mb : m̄bW　虫
nd : ´nda wa　月
ïã : ˆïãu　見る
Ng : N̄go l0 ji　はげ頭
ndz : ´ndzı̃:　指
ődý : ´ődýoP　氷
m
˚ph : ˆgwa m

˚phoP　穴を開ける
m
˚p : `m˚puP　吹く

n
˚th : n̄

˚thoP ba　厚い
n
˚t : n̄

˚toP　撒く
ő̊ch : t̄shõ ´ő̊choP　商売する
N̊kh : ˆ̊Nkhu N̊kha　あの辺
ï̊úùh : ¯̊ïúùhW hpje　唇
ï̊úù : ¯̊ïúùajP　噛む
ő̊tCh : ´ő̊tChÃ r0P　脇
mő : ˆmő@　火

2. 前気音
hp : `hpW　毛
ht : h̄tAP　虎
hk : h̄ka wÃ　星
hts : h̄tsı̃ ndzı̃:　中指
húù : h̄úùAP　鉄

htC : h̄tCa:　髪
hs : h̄sę　金
hCh : h̄Ch@　開ける
hC : `htCo: hCAP　数える
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hl
˚
: h̄l

˚
a　編む

Hb : ´Hbõ dÃ　ミツバチ
Hd : H̄de mo　草地
Hã : H̄ãiP ba　重い
Hg : ´HgÃ r0P　背
Hdz : H̄dzõ　町
Hdý : ´HdýE: Hb@　皇帝
Hz : H̄z@ hpW　眉毛
Hü : ˆHü@　４

Hý : ´Hýõ　学ぶ
Hm : H̄mAP n@　軍人
Hn : H̄n@ wÃ　嫁
Hő : H̄őı̃ ma　古い
HN : H̄NW: Cı̃　甘い
Hl : H̄lÃ　風
Hw : ´Hbi Hwa　蛙
Hj : H̄je wÃ　胡椒

3. 両唇音
pú : p̄úiP　拭く
pts : ´Pa ptsu　ひげ
púù : `N@ púùW　 50
ptC : `ptCAP　挙げる
Fù : `FùEP　話す
FC : ´ko FCi ´HdA: po　はっきりした
Fr
˚
: F̄r

˚
i:　裂く

wdý : `wdýeP　８
wü : w̄l@ ma　ラマ
wý : ´wýõ　学ぶ
wl : ˆhúùu: wü@　 14

pr
˚
: p̄r

˚
i:　裂く

4. 歯茎音
lh̊ : ´nW lh̊a　簡単な

5. わたり音（省略）

6. ３子音連続
n
˚thw : H̄gwo `n˚thwe thi　頭の狂った
Hdw : H̄dw@　石
hkw : `hkw@　掘る
Hgw : H̄gwa　溝
Ngw : N̄gwa　頭
htsw : H̄tswa　草
hsw : `hsw@　飼う
hpj : ¯̊ïúùhW hpje　唇

htj : h̄tja:　へそ
Hdj : ˆHdje dýi:　居住する
hl
˚
j : h̄l

˚
joP　教える

m
˚phj : `m˚phjeP　話す
mbj : ´ndÃ mbjEP　泥
ndj : ´re ndjeP　成長する
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4.23.3 補足

いくつかの注目すべき異音、異形態がある。

1. /ch, c, é/の自由変異音
広く観察される音価は硬口蓋音 [c]であるが、それと前部硬口蓋音 [ť]の両方
を自由変異としてもつ話者がいる。

2. tCh - Ch

いくつかの語についてこの変異を有する話者がいる。たとえば「あなた」 t̄ChoP

- C̄hoPなど。

3. 初頭子音が両唇音の子音連続は、それぞれ変異として前気音と交替することが
許容される。
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4.24 Nyishe方言（香格里拉県尼西郷）

Nyishe方言は香格里拉県尼西郷湯満村で用いられる。分布位置の略図は以下のよ
うである。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

・尼西

100km

図 4.24: 香格里拉県尼西郷の位置

尼西郷は雲南とチベットを結ぶシ真藏公路上に位置しているが、湯満村はやや奥まっ
た地域にある。
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4.24.1 音素一覧

超分節音 声調で４種が認められる

：̄高平 ´：上昇 `：下降 ˆ：上昇下降

母音 長短および鼻母音/非鼻母音の対立も存在する。

ę/ğ i 0 W u
e @ È o
　 E 　 O

　　 a A

子音 子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh kh

無気 p t ú k P

有声 b d ã g
破擦音 無声有気 tsh úùh tCh

無気 ts úù tC
有声 dz ãü dý

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch xh

無気 f s ù C, ç x h
有声 z ü ý , H

鼻音 有声 m n ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r
無声 l

˚
r
˚半母音 w j
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4.24.2 方言特徴と具体例

4.24.2.1 特徴的な音素

ę/ğ : s̄ę　金
È : ´őÈ　氷

ç : ˆçeP çeP　水平の

4.24.2.2 子音連続

調査で確認されたものについてその例を掲げる。

1. 前鼻音
mb : ´mbÈ lo　車輪
nd : ´nd@ ýẽ:　傲慢な
ïã : ´ïãE: raP　農民
Ng : ´Ngi　米
ndz : ´ndze:　指
ődý : ´ődýWP pha　後ろ
n
˚th : n̄

˚thoP pa　厚い

N̊kh : ¯̊Nı̃ N̊kha　前
n
˚tsh : n̄

˚tsho　湖
ő̊tCh : ´ő̊tChW HdW　唇
mn : P̄a naw mne　私たち２人
mő : ´mő@　火
mN : m̄Nãn po　甘い

2. 前気音
hp : h̄pW　毛
ht : h̄taP　虎
hk : ´hkW̃ ma　足
hts : ´hts@ HdýW　根
húù : h̄úùı̃　小便
htC : h̄tCa　髪
hf : `hfaP　光
hsh : `hshaP　熱い
hC : ´hCi mã ´k@ lÈ　蝶
hl
˚
: `hl

˚
Ã　靴

Hb : ´Hbõ n
˚thẽ　太い

Hd : H̄d0ẽ　７

Hã : n̄Õ Hãa　朝食
Hg : ˆHgẼ wo　祖先
Hãü : h̄úùo: HãüiP　 11
Hdý : ˆHdýa　漢族
Hü : ´Hü@　４
Hm : H̄mA: n@　軍人
Hn : ´te HnoP　今晩
Hő : H̄ő@̃j　２
HN : `HNej　銀
Hl : `HloN　霧
Hw : ´HwÃ　帰る
Hj : `Hja　兄

3. 両唇音
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wl : `wlaN　風
púù : N̄@ púùÈ　 50

ptC : p̄tC@ laP　もの

4. そり舌音
rts : ´khe rtsON　昨日 rn : ´kha rnoP　昨晩

5. わたり音

kw : ´l@P kwa　手
úùw : ´úùwO:　好きだ
tChw : t̄ChweP　小麦
ùw : ´ùwã　帽子
Cw : ´CwA:　炭
rw : ´rwa　角
tj : ´tjẽ naP　幅広い

sj : ´sjẽ　ごはん
Cj : ´lo Cjẽj　えと
mj : m̄jẼ ba　医者
lj : l̄jã　おす牛
rj : H̄dý@ rje　腸

6. ３子音連続
mgw : ˆmgwa　頭
wlw : w̄lwa　肺
Hgw : ´r@ HgwõN　うさぎ
Ngw : ˆNgwõ　上

hkw : `hkwAP　剥ぐ
Hlj : ú̄ù@ Hlja　舌
Hdw : H̄dw@　石
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4.25 Yungling方言（徳欽県雲嶺郷）

Yungling方言は徳欽県雲嶺郷佳碧村で用いられる。分布位置の略図は以下のよう
である。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

・雲嶺

100km

図 4.25: 徳欽県雲嶺郷の位置

雲嶺郷は瀾滄江沿いに位置し、東岸に維西県県城と徳欽県県城を結ぶ交通路があ
る。佳碧村は東岸の標高の高い位置にあるため、交流は比較的疎である。
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4.25.1 音素一覧

超分節音 声調で４種が認められる

：̄高平 ´：上昇 `：下降 ˆ：上昇下降

母音 長短および鼻母音/非鼻母音の対立も存在する。

i 0 W u
e @ 8 È o
　 E 　 O

　　 a A

子音 子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh kh

無気 p t ú k P

有声 b d ã g
破擦音 無声有気 tsh tCh

無気 ts tC
有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch, çh xh

無気 F s ù C, ç x h
有声 z ü ý , H

鼻音 有声 m n ï ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r
無声 l

˚半母音 w j
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4.25.2 方言特徴と具体例

4.25.2.1 母音

通常母音例　　　　　　 鼻母音例
i ´ői: úh@ ベッド ´nA: lı̃ 世界
e ´te ka かゆ ˆHdẽ: ７
E ´sE: ごはん ´HdjẼ 布団
a ´nla wa 月 ´őã: 太陽
A w̄A: ta 左 n̄Ã 天
O H̄nwO: 拝む ´sÕ 銅
o ú̄oP ６ H̄dzõ 町
u ¯̊őu ma 狂人 ´Hgo lũ 丸い
W H̄gW ９
@ ´ő@ 人 h̄ú@̃ 雲
0 ´p0: riP チベット人 ´tC0̃ 身につける
8 ï̄ã8 m@ 客
È h̄pÈ 毛 s̄hÈ̃ Ne 獅子

4.25.2.2 単子音

ph : p̄hAP　ぶた
p : ´p@ shu　象牙
b : ´bu lÃ　橋
th : t̄h0: pa　額
t : ´tu wa　煙
d : ´dẽ tChW　 70

úh : ú̄hAP　血
ú : ú̄a　髪
ã : ´Pa ão　姉
kh : k̄ha　口
k : k̄a rW　青禾果
g : ´guP ga　にんにく
P : ´Pa rAP　酒
tsh : t̄sha　地
ts : t̄sõ　たまねぎ
dz : ´dza hùu: n@　撒き散らす

tCh : ´tCha:　雨
tC : t̄Cu: wü@　 14

dý : ´dýeP　８
sh : ´shõ:　櫛
s : ´s@P s@P　鎖
z : z̄OP　太もも
Ch : ´Ch@ ma: ˆk@ loP　蝶
C : ´Ca ői　アルミ
ý : ý̄a xa　春夏
ùh : ù̄ha wa　鹿
ù : ù̄AP　掃く
ü : ´ü@ ba　乳牛
çh : ç̄hı̃　家
ç : ç̄Ã　靴
xh : ´xho xho　凹の
x : m̄a xa　午後
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, : d̄ýi: pu ,u　こうもり
h : h̄EP ma: hEP　繕う　
H : p̄i: Hũ　ひざ
m : m̄@　虫
m
˚
: m̄

˚
ẽ:　薬

n : ´no őı̃　昼食
n
˚
: n̄

˚
Ã　鼻

ő : ´ő@ wa　親戚
ő̊ : `̊őiP　火

N : N̄a　５
N̊ : ¯̊Ne: ùhı̃　枕
l : ´lu hpo　体
l
˚
: l̄

˚
a m

˚
oP　ズボン

r : ´re:　布
j : j̄u wa　肺
w : ´wa　狐

4.25.2.3 子音連続

調査で確認されたものについてその例を掲げる。

1. 前鼻音
mb : h̄kÃ mbo　やせた
nd : n̄du nA:　前
ïã : ´ïãoP　雷
Ng : N̄goP　頭
ndz : ´ndzu　めすヤク
ődý : ő̄dýa　虹
nl : ´nla wa　月
m
˚ph : m̄

˚phu:　吹く

n
˚th : ´n˚the tChı̃　親指
ï̊úh : ¯̊ïúha　鷹
N̊kh : ¯̊Nkhu lo　車輪
n
˚tsh : n̄

˚tshÈ　湖
ő̊tCh : `ő̊tChAP　霜
n
˚sh : n̄

˚shõ　売る
ő̊Ch : ´ő̊ChA: ma　ほうき

2. 鼻音子音

mb : ´r@̃ mbo　長い
nd : H̄nA: ¯̊Nõ nd@　昔
ïã : ï̄ã8 m@　客

ndz : ´ndzWP hú@　指輪

3. 前気音
hp : h̄pÈ　毛
ht : h̄tu wa　腹
hú : h̄ú@̃　雲
hk : h̄kõ ma　足

hts : h̄ts@ htso　とがった
htC : h̄tCAP　鉄
hs : h̄sa thÃ　草原
hù : ´dza hùu:　撒く
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hCh : d̄ý@ hChuP　外側
hC : `hCaP nÃ　くさい
Hb : ´HbÕ m@　太い
Hd : H̄dÈ　石
Hã : H̄ãWP　蛇
Hg : H̄gõ:　背
Hdz : H̄dzõ　町
Hdý : d̄ýa n

˚
aP　森

Hz : ´Hzaw HzawP　気をつける

Hü : ´Hü@　４
Hý : ´Hý@ tCW　 40
Hm : H̄ma ő̊ı̃　傷口
Hn : H̄na htCuP　耳
Hő : `Hő@　２
HN : H̄NWH　銀
Hl : H̄lõ:　風
Hr : H̄ra　テント
Hj : H̄jã wo　黄牛

4. 両唇音
Fs : ´FsÃ　夕食
wdý : t̄Cu: wdýeP　 18

wü : t̄Cu: Hü@　 14

5. わたり音

úw : ´úweP　拭く
khw : ´Hu: khwa　ふくろう
kw : ˆkwA: ú@　彼ら
xw : p̄u: xwa　空気

tj : ´tje kha　家族
kj : ´kje: tshiP　腰
mj : `tsha: mjã　旱魃

6. ３子音連続
htCw : `htCwAP　壊す
Hgw : H̄gwA　肩
Hnw : H̄nwO:　拝む
hpj : h̄pje　着く

Hbj : ´HbjE: pa　蛙
htj : h̄tjeP　与える
Hdj : ´HdjẼ　クッション
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4.26 Budy方言（維西県巴迪郷）

Budy方言は維西県巴迪郷結義村で用いられる。分布位置の略図は以下のようで
ある。

☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

・巴迪

100km

図 4.26: 維西県巴迪郷の位置

巴迪郷は瀾滄江沿いに位置し、東岸に維西県県城と徳欽県県城を結ぶ交通路があ
る。結義村は東岸にあるが、交通路沿いかそうでないかで言語面で異なりが見られ
る。本節で扱う記述は標高のやや高いところに位置する地域の変種である。
以下に示すのは結義村のものである。洛義村のものや方言差異については、補足
という形で言及する。

196



4.26.1 音素一覧

超分節音 声調で４種が認められる

：̄高平 ´：上昇 `：下降 ˆ：低/上昇下降

母音 長短および鼻母音/非鼻母音の対立がある

i 0 W u
e 8 @ È o

E 　 O

a A

子音 子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 口蓋垂 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh kh qh

無声無気 p t ú k q P

有声 b d ã g
破擦音 無声有気 tsh úùh tCh

無声無気 ts úù tC
有声 dz ãü dý

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch

無声 F s ù C, ç x h
有声 B z ü ý , H

鼻音 有声 m n ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r
無声 l

˚
r
˚半母音 有声 w j
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4.26.2 方言特徴と具体例

4.26.2.1 母音

非鼻母音例 鼻母音例
例語 語義 例語 語義

i ´Hbi wa 蛙 ő̄ı̃ ba 古い
e ˆme ke あご ´ü@ őẽ lu おとどし
E m̄

˚
jE 薬 ´nẼ pa 病人

a s̄ha 土 ´kã sã 赤ん坊
A `phAP ぶた ´lÃ 道
O `khOP 針 ´sÕ: 銅
o H̄do 石 ´Cõ khAP 狐
u ´ùhu phũ 木 t̄ũ mba 空の
W ˆCjW 鳥 h̄kW̃ ma 泥棒
È `hpÈ 毛 ˆüÈ̃ NgÈo 後ろ
@ ´l@ kwa 手 h̄k@̃ mba 乾いた
0 ´p0P チベット
8 ´sh8 l0 種

4.26.2.2 単子音

例語 語義 例語 語義
ph `phAP ぶた p̄hÈ sa: 少年
p ´pW mo 娘 ´pe me 僧侶
b ´bÈ lAP 衣服
th ´tho: rAP 森林 ´th0 持っておく
t ´tõ 熊
d ˆdÈ tsh0 日
úh

ú ´úoP 氷 ú̄a 髪
ã ˆã@ dze 近い
kh `khOP 針 ´khA: 雪
k k̄a: 柱 ˆkÈ Hdýu 襟
g ˆgo Hgwa 幅広い
qh ˆqhe: ői: 彼ら２人 ˆqhe: rtse 彼ら
q ´qa 辛い
P P̄ã 鴨 P̄a rı̃ 今日
tsh `tsh@ 犬 t̄shõ p0P 商人
ts `tsÃ ba ツァンパ t̄sõ 閉める
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dz ˆã@ dze 近い
úùh `úùhAP 血 ú̄ùha 鷹
úù ´úùO: レンガ
ãü `púÈ ãüoP 16
tCh ´tChW tshuP ベル
tC `tC@ r@ どのように
dý d̄ýa 漢族
F
B B̄i Ho the Ho 傷つく
sh s̄ha 地 ´sh8 l0 種
s s̄õ ３ ´se ごはん
z ˆza Hn@ 正午
ùh ù̄hi thoP 硬い ù̄ha 肉
ù ˆùũ mÈ おいしい
ü ǖÈ üu 若い
Ch ˆChe HgW 遅い
C ´C@ wa ねずみ ´Cu ze 朝食
ý
x `xÃ ïã@ 鬼
, ˆCW ,u: からす
h ˆhO: ra 深い
H ´H@ htuP 渡る
m ´moP moP モモ ˆmA: うし年
m
˚

m̄
˚

Ẽ mba 医者 `m
˚
e 火

n ´nW Hma ミルク ´nE: 大麦
n
˚

n̄
˚
a 鼻

ő ´őã: 魚 ´őa me 猫
ő̊ ¯̊őiP ma 竹 `̊ői kha: 怒る
N ´Na 私 ´NẼ 聞く
N̊ ¯̊Ni: ùwi 枕 ¯̊No shẽj 緑の
l ´lo 年 ´l@ ka 月
l
˚

l̄
˚
Ã 靴 l̄

˚
a 神

r ´rE: 布 ´r@ gõ うさぎ
r
˚

´me: r
˚
oP 暗くなる

w ˆwi 移動させる
j `jaP ヤク

4.26.2.3 子音連続

調査で確認されたものについてその例を掲げる。
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1. 完全前鼻音
mb : ´mbeP HguP Hda　おしゃべりする
nd : ´ndWP　ある
ïã : ˆïãu: po　客
Ng : `Ngo　頭
ndz : ´ndzoP loP　指
ődý : p̄h@ ődýuP　走る
m
˚ph : m̄

˚phã ndi　まっすぐな
n
˚th : `n˚th0 mo　高い

N̊kh : ˆ̊Nkhã Cha　辛い
ð
˚qh : ´jÃ ð

˚qhe　撒く
n
˚tsh : `n˚tsho　湖
ï̊úùh : `̊ïúùhoP　略奪する
ï̊úù : ˆjE: ï̊úùÃ　踊る
ő̊tCh : `ő̊tChW pa　唇
ő̊tC : `̊Nã ő̊tCa　早い
n
˚s : ˆjE n

˚sW　迎える

2. 両唇閉鎖音
pú : `púÈ　洗う
pts : ´ptsAP rA　トイレ
púù : ˆpúùo púùo　忙しい
ptCh : `ptChuP　拝む
ptC : p̄tCW　 10
pCh : ˆpCha: ra　ずぶぬれにする

bd : ˆbdeP　賠償する
bã : `bãW　蛇
bg : ˆbgo　分かち合う
bdz : k̄ùh@ bdzea　 100万
bdý : `bdýiP　８
bü : z̄a ´jOP büoP　しあさって

3. 両唇摩擦音
FtC : `kha FtCa Hwo　分離する
Fsh : ´mã Fshẽ　赤い
Fs : ´Fse rwA　真珠

FCh : ´FChe: shõ　出る
FC : `FCAP ma　ほうき
FC : `wa xAP FCoP　沸く

4. 両唇接近音
wdý : `htsO: wdýa　筋肉
wz : ˆse wza　キッチン
wü : ˆwü@ ptCW　 40

wý : l̄
˚
AP wýõ　学ぶ

wl : w̄lo ma　風

5. そり舌音

ùt : `kùh@ ùtea　 10万
rts : t̄CheP rtse　あなたたち

rN : ´rNa　刈る

6. 軟口蓋閉鎖音
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kùh : `kùh@ ùtea　 10万

7. 前気音
hp : `hpÈ　毛
ht : h̄ta　馬
hú : ´jE húO:　腫れる
hk : h̄kar ma　星
hts : `htsO: wdýa　筋肉
húù : h̄úùẽj　雲
htC : h̄tCı̃　尿
hsh : h̄sha:　金
hs : lo hsar　新年
hCh : hChe　成長する
hC : `hCoP ko　裕福な
hl
˚
: h̄l

˚
eP　読む

Hb : ´Hb@ HlOP　波
Hd : H̄dõ　顔

Hã : ˆHã@ hka　きゅうり
Hg : H̄gO:　背
Hãü : ˆtuP Hãüo　逃げる
Hdý : ˆHdýOP　射る
Hz : ˆHzÕ　晴れる
Hm : ˆHme khOP　イヤリング
Hn : ´Hn@ ma　息子の嫁
Hő : `HőaP　はさみで切る
HN : `HNã　銀
Hl : ´HlÈ: pa　脳
Hr : ˆőa: Hre　つるつるの
Hw : ´Hwo　行く
Hj : ´htsAP rA: `Hj0P　

8. 声門閉鎖音

ĳő : ´luP kwa: `ĳőa　傷つける
ĳw : `ĳwO: j0P　口づけする

ĳj : `ĳjoP　落ちる

9. わたり音（一部）

úw : ´úwẼ thuP　考え
kw : ˆkwo lje　ごみ
úùw : ˆúùwoP　６
shw : `shw@　指紋
ùhw : ´ùhwa:　鹿
ùw : ¯̊Ni: ùwi　枕

üw : ˆüw@　４
Cw : ´Cwa　帽子
rw : h̄ko rwo　ラバ
Cj : ˆCjW　鳥
ő̊j : `̊őjẼ　心臓
lj : ˆkwo lje　ごみ

10. ３子音連続
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hkw : `hkwA　囲い込む
Hgw : ˆpÈ HgwA　電気を消す
wzw : w̄zwo　太もも

Hdýj : `tCa Hdýje　三脚
Fsj : `pha FsjEP　言う

4.26.3 補足

巴迪郷の結義村の方言と洛義村の方言では、対応する語に関する次のような対応
関係が見られる。いずれも母語話者には結義村の方言形式が特別の形式とみなされ
ている。

1. 結義村/qh/：洛義村/khw/

語義 結義村 洛義村
彼ら ˆqhe: rtse ˆkhwẽ n

˚tsha

2. 結義村/ú/：洛義村/(ő)é/

語義 結義村 洛義村
氷 ´úoP ´őéoP

202



第5章 類型的分析と地理的分析

5.1 類型的特徴の分析方法

本章で扱う類型的特徴とは、音声・音韻・語彙に関する特徴のみを指している。
チベット語に関して、方言もしくは方言差異を考察するときの基準には、同源の
形態素における音対応のパターンが主として選ばれる。すなわち蔵文と各種方言の
音韻との対応関係には一定の傾向が見られ、その対応関係が先行研究で確立され、
それを流用してきた。このような基準が比較的安定していることから、基準にそぐ
わない形式を持つ方言があったとき、それを我々は「特徴的な方言」と判断する。し
かしながら、先行研究で公開されている方言資料のみからでは、本来的に「特徴的
な方言」の特徴づけが不十分であるという懸念がある。与えられた資料から１方言
を特徴づけるという方法をとるよりも、まず多くの方言資料を並列することを通し
て、全体的に特徴をあぶりだすという観点から議論を進めるのが本章である。
類型的特徴を分析するためには、蔵文と諸方言の形式の概略的な共時的対応関係
を明らかにし、それらを対照していくことという手順をとることができる。ここで
もその方法に則って行うが、網羅的に扱うわけではない。先行研究で示される類型
特徴が明確に現れる点を重点的に、かつ扱う対象となる方言群に際立つ点に絞って
分析する。その結果から、従来の枠組みで考えられてきた方言群の類型に一致しな
い点がどのようなものなのかを浮き彫りにすることができると考える。そしてその
分布の考察として地理的分析につなげる。

5.1.1 主な類型的特徴

チベット語に関する議論について、各種方言の類型的特徴は、これまでの研究で
は方言区分すなわち系統分類に利用されてきた。これは Sun (2003b)などの最近の
チベット語方言の分析にも用いられ、一定の指針を与えるものとみなすことができ
る。Sun (2003b)は瞿靄堂・金效静 (1981)の分析を参考にしている。
瞿靄堂・金效静 (1981)が中国に分布するチベット語３大方言群を区分するときに
基準とする大まかな特徴は、以下のようである。
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言語特徴 \方言群 中央 カム アムド
有声非共鳴音 なし あり あり

声調 あり あり なし

瞿靄堂 (1996)などではさらに１項目加え、子音連続・有声非共鳴音・声調の３点
で分類できるとする。３大方言群ならば、以下のように表すことができる。

言語特徴 \方言群 中央 カム アムド
子音連続 なし/少数 少数 多数

有声非共鳴音 なし あり あり
声調 あり あり なし

上の分類では、「多数の子音連続と声調の共存」を持つ方言群が存在しないこと
になっている。ところが実際のところ、川西民族走廊に分布するヒャルチベット語
には、そのパターンが現れる（Suzuki 2006）ため、ヒャルチベット語は３大方言群
と異なるものとして取り扱う1。ヒャルチベット語の類型を加えて示すと次のように
なる。

言語特徴 \方言群 中央 カム アムド ヒャル
子音連続 なし/少数 少数 多数 多数

有声非共鳴音 なし あり あり あり
声調 あり あり なし あり

さて、瞿靄堂・金效静 (1981)はもう１つの特徴として前部硬口蓋破擦音について、
３大方言群が蔵文に対し異なる対応を見せることを述べている。前部硬口蓋破擦音
に対応するものが+で表される。

蔵文 \方言群 中央 カム アムド
C (=c-, ch-, j-) + + +

Py- (=py-, phy-, by-) + + +

Ky- (=ky-, khy-, gy-) − + +

Kr- (=kr-, khr-, gr-) − − +

このような分類は、Sun (2003b)が指摘するように、１つの傾向に過ぎない。特に
カムチベット語については、さまざまな方言について、この分類に当てはまらない
ものが多く存在する。

1これについて、劉輝強 (2006)や尚雲川 (2006)ではヒャルチベット語である松潘周辺の
チベット語についてカムチベット語に属すると考えているが、その具体的根拠は示されてい
ない。
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現在のチベット語方言の研究について、大まかすぎる瞿靄堂・金效静 (1981)の基
準をそのまま適用しつつ議論を行うことは、特異な特徴をもつ方言を評価するに当
たって、明らかに問題がある。しかしながら、ここに提供された基準について、本
論文において議論の対象となる言語でいかに現れるのかということを分析すること
には、一定の意義を見出すことができるだろう。
川西民族走廊のチベット語方言の特徴を分析するに当たっては、以上の特徴だけ
では十分ではない。以下ではまず数詞の形態に関する分析を行い、その多様性と共
通性を明らかにし、類型的分析を行うときに注目すべき現象を示す。

5.1.2 数詞を用いた事例研究

川西民族走廊のチベット語は、各地域によってさまざまな言語と混在して用いら
れており、地域ごとの方言差異も、チベット語内部の本来的な差異に由来するもの
とともに、他言語からの影響といった地域性の高い原因に由来するものも当然ある。
基礎語彙といっても例外ではない。その中にあって数詞は共通の来源に由来する形
式が用いられるように見える2。さらに、数詞の蔵文形式はさまざまな点で興味深い
類型特徴を示す要素を含んでいる。ここでは、先行研究でも簡単に指摘される特別
な方言特徴の共通性を数詞を通して概観し、方言間の類型的特徴の把握を行い、ま
た地図化することを通じてこれからの議論の視座を具体例とともに述べる。

5.1.2.1 蔵文口蓋音字に対応するそり舌音形式

Sun (2003b)における Zhongu方言の考察において指摘されるものの１つに、蔵文
sh, zhに対応する口語形式がそり舌音になるというものがある。これはチベット語
方言の中で相対的に少ない部類の対応であるが、現在報告される限り、すべて川西
民族走廊のチベット語方言において見られる。
数詞における例は「４」bzhiである。以下にいくつかの方言の具体例をあげる。

方言 形式 方言 形式
Askyirong w,@ Ketshal w,@

Zhongu ü@ rNgawa Bý@

Sogpho ´Hüğ Lhagang ´ý@

Phrengme _ý@ Rwata _ý@

Budy ˆüw@ Nyishe ´Hü@

2Beyer (1992:7-8)では、チベット語を定義するために「７」に蔵文 bdunに対応する語を
用いる言語とするという言及がある。それほどにチベット語諸方言の中で数詞は安定し、か
つ同系言語と同定できる要素を共有している。
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上に挙げた例の中でそり舌音が現れるのは、Zhongu、Sogpho、Budy、Nyisheの
各方言となる。一方で広くチベット語方言に見られる形式は前部硬口蓋摩擦音で、
川西民族走廊では Lhagang、Phrengme各方言のように有声音で現れる。Askyirong、
Ketshal各方言の軟口蓋音の対応形式もある。これらを地図化すると、以下のような
分布になっていることが分かる。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

1

1
11
1111

3

4

3

2 2

2

2

33
2
2
2
211

1

2
2222
2

322

3
33

3 3
2

22

3

3
22

1 : ,/j
2 : ý
3 : ü
4 : ç

図 5.1: 「４」の初頭子音言語地図

この分布を見ると、辺縁地域に少数の形式が分布し、また注目すべきそり舌音üを
もつものは北部、中部、南部のそれぞれに少量ずつ分布していることが視覚的に理
解できるだろう。
蔵文 shについては、「４」の例と同様そり舌音として現れる。以下に「20」nyi shu

の第２音節に注目すると、同様の現象が確認できる。
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方言 形式 方言 形式
Askyirong ő@ xhW Ketshal ő@ ÊW

Zhongu ñ@ ù@ rNgawa ő@ CW

Sogpho ´őiP ChW Lhagang ő@ ChW

Phrengme ´ői: CW gDongsum ´ő@ CW

Budy ˆő@ hùÈ Nyishe ´őe ùÈ

Sogpho方言では「４」ではそり舌音で現れるが、「20」ではそり舌音が現れてい
ない3など、一部にのみそり舌音との対応関係を見出せる。また、各方言ごとに現れ
が蔵文との対応で規則的でないことが分かる。調音点に注目して地図化すると、以
下のようになる。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

2

2
33
3332

4

1 1

1

1

11
1
1
1
222

2

1
1111
1

411

4
44

4 2
2

24

4

4
11

1 : C
2 : x
3 : Ê
4 : ù

図 5.2: 「20」の第２音節初頭子音言語地図

以上の分布は、Sun (2003b)の示す Zhongu方言の特殊性が甘孜州南部のチベット
語方言との類似を見せるということとも関連があるだろう。

3ただし、Sogpho方言でもそり舌音を異音にもつ´őiP Chğという形式も見られ、不安定で
ある。
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Nyishe方言は蔵文 c, ch, jにもそり舌音が対応する。たとえば「１」gcigがある。

方言 形式 方言 形式
Budy `tCiP Nyishe `húùiP

Phrengme t̄CiP Rwata `tCiP
Sogpho t̄CiP rNgawa XtCik

Askyirong ˚htCiÝ Ketshal ˚XCiÝ

調音点に着目して地図化すると、Nyishe方言の周辺方言にも同じ形式が見られる。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

1

1
11
3323

1

1

1 1

1

1

11
1
1
1
111

1

1
1111
1

111

1
41

1 1
1

11

4

5
11

1 : tC
2 : C
3 : ts
4 : úù
5 : ý

図 5.3: 「１」の初頭子音言語地図

これは、先の指摘とともにThangskya方言や sKyangtshang方言など松潘周辺に限っ
て歯茎破擦音が現れる方言が見られることをも明らかにしている。またKetshal方言
や sProsnang方言4では摩擦音に対応する例も確認されている。蔵文との対照という
観点から考えれば、「１」には蔵文でもいくつかの形態（gcigのほかに cigや zhigな

4sProsnang方言の「１」の場合、摩擦音で対応していることよりもむしろそり舌音になっ
ていない点にも注目することができる。この方言は蔵文 c, ch, jに対して基本的にそり舌音
が対応するからである。このことは rGyalthang方言についても当てはまる。
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ど）があり、完瑪冷智 (2006)の指摘では古蔵文でもゆれのある語で、その中に見ら
れる音に対応関係を求めることもできる。

5.1.2.2 蔵文足字 yを含む形式

蔵文 gに足字 yがつく例として、「80」brgyad cuの形式は以下のようになる。

方言 形式 方言 形式
Budy ´bdýiP tCW Nyishe ´dýje húùÈ

Phrengme H̄dz@ ja Rwata `HdzO jWP

Sogpho d̄ýa tCW rNgawa bdýa tCW

Askyirong wťeP tCW Ketshal dýee tCW

Phrengme方言その他郷城県の方言では、初頭子音が歯茎破擦音に対応する点が目
立つ。Askyirong方言の形式は独自のもので、広く見られるのは前部硬口蓋破擦音の
形式である。地図化すると以下のようになる。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

2

3
22
1111

2

1

2

1 1

1

1

11
1
1
1
111

1

2
2222
2

511

1
11

1 1
1

21

1

1
41

1 : dý
2 : dz
3 : ť
4 : é
5 : ý

図 5.4: 「80」の初頭子音言語地図
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蔵文 bに足字 yがつく例として、「1000000」bye baがあるが、その対応形式が用
いられるのは以下のような方言である。
Askyirong方言 FCe wa、Ketshal方言 FCe wa、rNgawa方言 FCe wa、Lhagang方言

ˆFCi: wa、mBathang方言ˆCÈ wa、Sagong方言´se Hoなど。

5.1.2.3 きりの悪い数字の形態

数詞の語形式について、川西民族走廊の北端と南端で似ているものがある。チベッ
ト語、特に文語やよく知られている口語5では、21～99のきりの悪い数字の構成に
ついて、10の位の形態（２音節形式）と１の位（１音節形式）のほかに、10の位と
１の位を結ぶ何らかのつなぎの形態素が必要となる。たとえば、以下に掲げる「32」
ならば、十の位と一の位をつなぐ形態素に注目する。

方言 形式 方言 形式
Budy s̄õ `htsaw m@ Nyishe s̄õ úùÈ `tsa: Hnej

Yungling ´sõ Hő@ gTorwa ´shÈ ő@

Phrengme s̄hõ dýW t̄sa: ő@ gDongsum s̄hõ htsa ő@

Rwata s̄ho tChW ˆsho: ő@ Sogpho s̄hõ tCW `so: Hő@

rNgawa shWm tChW sho Kői Askyirong shW̃ tChW sho: Hőã
gZari sW̃ tChW sho ői Thangskya ˚shW̃ dýW ˚tsa ői

蔵文では、30台の場合のつなぎの形態素には soもしくは rtsaがあり、後者は 10
の位の値にかかわらず用いられる。口語形式としては、先行研究でよく知られる方
言6では多く前者の形式を用いている、という背景を前提とした場合、上表からいく
つかの特別な点が確認される。
北端の地域のThangskya方言と南端の地域のNyishe方言では、蔵文 rtsaに対応す
る形式が用いられている。これが他と比べると特徴的である。
しかしさらに特徴的なものが２点ある。１つはBudy方言と gDongsum方言に見ら
れるような全体で３音節となる形式である。この３音節の形式の来源は定かではな
いが、形態素に形式に注目すると、10を示す要素（上表では tChWや dýWなど）が脱
落しているように見える。もう１つはYungling方言と gTorwa方言に見られるよう
な、２音節の形式である。２音節で現れるのは実際の口語形式としてまれではなく、
つなぎの形態素が蔵文 so対応形式を用いる方言の場合、10の位を言わない形式が存
在する。ところが、Yungling方言の例を見ると顕著なように、第１音節が鼻母音で

5Lhasa方言、Derge方言、bLabrang方言など、方言群を問わず共通の事項である。
6Lhasa方言をはじめ、Derge方言、mBathang方言、bLabrang方言などを想定する。
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現れている。これは蔵文 so対応形式ではなく gsum / sum対応形式である。つまり、
４音節形式の第２、第３音節が脱落している構成をとっている。これは、Yungling

方言で「32」の４音節形式を方言形式として容認しないことも関連がある、独自の
構成であると考えられる。gTorwa方言でも、このような事情は同様であるが、第１
音節が鼻母音で現れていない。これはRwata方言の第１音節が同様に鼻母音で現れ
ていない形式と関連する可能性もあろう。これらの２点の構成の特徴は、先の蔵文
rtsaに対応する形式の分布と異なって、「九香線」南部に集中しているという点で異
なりがある。
また一方、以上のものと異なった点で特徴的な形式としては、Phyugtsi方言では

20台の数詞は全体で３音節にはなるものの、つなぎの形態素を用いない。たとえば
「21」nyi shu rtsa gcigをőu Ch0 htCiPという7。

5.1.2.4 蔵文に対応しない形態

gDongsum方言その他郷城県の方言、gTorwa方言、nDappa方言及び Sogpho方言
でのみ一致する形式が「11」bco gcigに見られる。

方言 形式 方言 形式
Budy ˆptCo: tCiP Nyishe h̄úùo: HãüiP

Phrengme ´tCu: jiP gDongsum ´htCu jiP
Rwata `tCu: jiP Sogpho t̄Cu: ji

rNgawa ptCWk tsh@k gZari dýW htsiP
Askyirong ptCe ˚htsi: Ketshal ˚tCWÝ htCiÝ

Sogpho方言などでは第２音節の初頭子音が/j/で現れており、これが特徴的な形式
でなおかつ郷城県など他の地域の方言にも見られることに注目できる。ほかにも、
dMarthang方言の「11」ptCiq tsh@qという形式は、「１」を示す要素すなわち第２音節
の有気音の現れとともに第１音節末に口蓋垂音が現れ、完瑪冷智 (2006)のいう*gtshik

という古期の形式が実在したことをうかがうことができる。いずれも、「１」をめ
ぐっては蔵文が制定される以前の形式に複数存在したことが異体字などで確認され
るため、口語形式にもその痕跡が反映されているという見方で理解できる点がある。
ところが、以上のような観点から説明のできない特別な語形式をもつものもあっ
て、たとえばBudy方言の「12」（蔵文 bco gnyis）はその第２音節について、蔵文に

7若年層では蔵文 rtsaに対応する形式をはさんで４音節となるőu Ch0˚tsa htCiPという通常
の形式も用いられている。また、分布が極めて接近する gTsangtsa方言では４音節形式が広
く用いられており、ői Chu ˚tsa htCiÝである。
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対応関係が見られない特別の形式を用いる。この形式は村ごとに異なる。特殊な形
式を用いるのは結義村の場合である。

方言 形式 方言 形式
Budy（結義） ˆptCo: m@ Budy（洛義） ˆptCo: ő@̃

Nyishe h̄úùo: n@ Phrengme t̄Co: ő@

gDongsum t̄Co: n@ Sogpho t̄Cu: ő@

rNgawa ptCWk ői Askyirong ptCW Hőã
gZari dýu ői Ketshal tCW ői

Budy（結義）方言の形式は、非チベット語来源形式ではないかとさえ疑われると
ころであるが、現段階では確定的なことは何もいえない8。
その一方で、「２」gnyisは蔵文に対応するようにみえる。

方言 形式 方言 形式
Budy（結義） ő̄i: Budy（洛義） ő̄i:

Nyishe H̄ő@̃j Phrengme `ő@

gDongsum ő̄ũ Sogpho `ő@

rNgawa Kői Askyirong Hőã
gZari ˚ői Ketshal ˚ői

ほかにも、Yanmen方言の「８」は`nlaといい、蔵文 brgyadと完全に一致しない別
語源の形式がある9。

5.1.2.5 数詞から見る類似点

数詞の考察では、ほとんどの点で各方言の音対応の一例を示しているものと考え
られる。以上にみた形式の対比から、以下の点において注目できる結果を得られた。

1. 蔵文 sh/zhに対応する形式がそり舌音になる例

2. 蔵文軟口蓋音字＋足字 yに対応する形式が歯茎摩擦音になる例

3. いくつかの点で特徴的な形式が川西民族走廊の北部と南部の地域で共通する点

これらは、考察対象を他の語に広げるときにも大いに参考となるものである。こ
の点に着目しつつ考察を行うことが、地図を有効に用いることにもつながるだろう。

8しいて形式が近似する例をあげられるとするなら、怒語の中部方言の「２」にm
"
55があ

る（孫宏開・劉王路 1986）。
9チベット・ビルマ諸語の数詞を扱うMatisoff (1997)を参照しても来源は不明である。
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5.2 川西民族走廊のチベット語諸方言の基本的類型特徴

ここでは、これまでの研究で方言区分の基準に採用されてきた、子音連続・有声
非共鳴音・声調とその関連についての類型的特徴を分析する。

5.2.1 子音連続のパターン

子音連続の形式については、筆者の調査と記述によって、これまでに知られてい
た方言群の特徴とは大きく異なる分析が与えられた。そのため、これまでに知られ
ていた類型的特徴に当てはまらなくなってきている。ここでは、筆者の分析結果に
基づいて、新しく整理する。
子音連続の構造は、鈴木 (2005a)の分析に基づいて第３章で述べたように、初頭
子音について後続子音より弱く発音されるものとそうでないものの２タイプが存在
する。子音連続の存在は、まずこの２タイプに従って区分される必要がある。
また、従来の研究では、組み合わせの数に基づいて子音連続の数の多さに言及し
ているが、これを組み合わせのパターン別、たとえば、前気音や両唇閉鎖音といっ
たものを基準にそれらを持つか持たないかで分類することも可能である。
子音連続の組み合わせというものは、調査語数が 500-2000語の範囲では、必ずし
も網羅的に挙げられるとは限らない10。そのため、数そのものを議論することの意
義はそもそも薄いと考える。
たとえば、従来カムチベット語では、子音連続が少ない（多くは前鼻音）のに対
し、アムドチベット語では多いことで知られていた。筆者の分析によると、カムチ
ベット語でも子音連続の組み合わせの数は、特に前気音が発見されたことによって、
数の上では従来の記述になるアムドチベット語の子音連続数を上回るものも現れた。
また、先行研究で未記述のカムチベット語の中には、子音連続の組み合わせの類型自
体がアムドチベット語より複雑なものもあることが明らかになった。そのような中
で、アムドチベット語では、子音連続の構造に２タイプ備えていることが際立つ11一
方、カムチベット語では１タイプしかないものが多いという傾向を見出すことがで
きる。また、いくつかのカムチベット語には、鼻音が先行する子音連続について２
タイプの構造の差異が存在するものがある。
以上のように、筆者の分析によって記述される各種方言は、単に先行研究と対比
させて考察すると、多くの問題点が生じうる。ここで、前章で扱ったいくつかの方
言について、子音連続のタイプを一覧してまとめる。

10たとえば、動詞の活用を調べると新しい子音連続のパターンが現れる可能性は、チベッ
ト文語の形態論から容易に予測できるけれども、それについて調査した言語は少ない。

11鈴木 (2004)、鈴木・イェシェムツォ(2006)など参照。
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子音連続 初　頭　子　音　の　特　徴
方言名 の構造 前鼻音 前気音 両唇音 そり舌音 口蓋音 口蓋垂音

A / B A / B
Askyirong 1 +/+ +/+ + − − −
Phyugtsi 1 +/− +/+ − − − −

Thangskya 2 +/− +/− + + + −
rNgawa 2 +/+ +/+ + + + +

sProsnang 1 +/− +/− + − + −
Sogpho 1 +/− +/− + − − −
Lhagang 1 +/+ +/− + − + −
Rangakha 1 +/− +/− + − + −
Sagong 2 +/− +/− + − − −
Nyishe 1 +/+ +/− + + − −

Yungling 2 +/− +/− + − − −
Budy 1 +/− +/− + + − −

注：
前鼻音A：調音点を同じくする前鼻音
前鼻音 B：調音点を同じくしない前鼻音
前気音A：有声性を同じくする前気音
前気音B：有声性を同じくしない前気音

以上に示した特徴は各種方言の一部の特徴のみを表しているが、しかしそれでも
全体的な概略を見るという観点から眺めれば、各種方言の独自の点や共通点をとら
えることができる。子音連続のタイプというものは、それぞれの方言の特徴を代表
するものといっても過言ではない。その見通しがあることから、先の第４章では子
音連続を中心に具体例を挙げたのである。

5.2.2 有声非共鳴音の現れ

川西民族走廊のチベット語諸方言について、知りうる限り有声非共鳴音はすべて
の方言に存在することから、ここでは蔵文との対応関係に着目し、どういった場合
に有声非共鳴音が現れるかで分類を行うことにする。
まず、有声非共鳴音は大きく閉鎖・破擦音と摩擦音の２つに分けることができ、両
者によって現れが異なっている。
閉鎖・破擦音の場合については、蔵文 g, j, d, bを含む字に有声音との対応関係を
得ることができる。川西民族走廊のチベット語諸方言の場合、極めて特徴的な対応
関係を見せる方言群をのぞいて、多くの方言で有声音が現れる位置は一定している。
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特徴的な方言群は、Askyirong方言、Chosrje方言など若爾蓋県東部に分布するもの、
gTsangtsa方言、Phyugtsi方言など九寨溝県に分布するものなど、一部のヒャルチベッ
ト語が該当する。これらの方言では、蔵文 g, j, d, bが初頭子音として単独もしくは
足字 y, rを伴って現れる場合に有声音が対応し、前接字、頭字を伴うときには無声
化する傾向がある。これはチベット語全体を視野に入れたとしても、際立った対応
関係を示している。それ以外の諸方言では、先に述べた対応関係とは逆となる。
摩擦音の場合については、主に蔵文 z, zhを含む字12に有声音との対応関係を得る
ことができる。川西民族走廊のチベット語諸方言の場合、大きく２つに分類でき、
それは蔵文 z, zhが単独で現れた場合に有声か無声かどちらが対応するかという点
である。前接字がある場合は例外なく有声音が対応する。蔵文 z, zhが単独の場合に
有声音が対応する傾向の高い方言は、Askyirong方言、gTsangtsa方言方言など一部
のヒャルチベット語、rNgawa方言など定住地域のアムドチベット語、Sogpho方言、
dGudzong方言、Lhagang方言、Rangakha方言など、最も東部で話されるカムチベッ
ト語である。
具体例を用いた考察および分布地図は後述する。

5.2.3 超分節音素の存在とそのパターン

従来の研究では、チベット語の超分節音素としてはピッチの高低に基づく声調が
設定されてきた。ところが川西民族走廊のチベット語諸方言のいくつかには、ピッ
チのみによらない超分節音が対立を形成する場合が明らかにされ、この事例をレジ
スターによる対立として分析する。このことから、チベット語の超分節音素をひと
まとめに声調と扱うことはできないと考えられる。
川西民族走廊のチベット語諸方言には、超分節音素について、その弁別が認めら
れないもの、レジスターによるもの、声調によるものの３種類が見られる。
超分節音の弁別が行われない方言はアムドチベット語であり、これは従来よりよ
く知られるアムドチベット語の特徴に合致する。
レジスターの対立を持つものはヒャルチベット語であり、この特徴がヒャルチベッ
ト語のもっとも際立つ特質である。
声調の対立を持つものはカムチベット語であり、これも従来の記述と変わるとこ
ろはない。ただし、声調を問題にするときは、その調類、調値および声調のかかる
単位が問題となる。筆者の分析では、調値を特別な分析対象にいれず、調類によっ
て分類することができる。また、声調のかかる単位は語であって、中国側の記述に

12蔵文 ’も有声声門摩擦音を表す場合があるが、ここでは除外して考える。
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あるような変調を含む音節声調で記述しない13。筆者の調査した方言では、調類は語
声調で２種から５種の対立を形成する。２種の対立はRangakha方言に見られ、これ
は従来の記述におけるムニャ下位方言群の声調数と一致する。５種の対立は Sogpho

方言、Rwata方言など少数の方言に見られる。多くは４種の対立を見せる。
声調の現れは、各種方言によってかなり異なり、蔵文との対応関係を得るのは困
難である。本論文は声調の対応は議論の対象としない。声調の音声学的観察は、先
行研究と比べ粗く、十分な議論の準備が整っていないからである。本論文では超分
節音素の類型的特徴、すなわち声調か非声調か、また声調の型はどのようであるか、
それらに言及するにとどまる。しかしその要素が重要な意味を持つときは、積極的
に言及する。

5.3 蔵文から見る類型的特徴の分析とその地理的分布

ここで行う議論は、先に分析した類型的特徴を地域的観点からとらえるというこ
とである。方言地理学の手法を参考にし、個別の語の形式を議論の対象にして地図
を描き、考察を行う。特に音韻対応の体系性に注意を払うことはせず、ある１つの
テーマ、たとえば「蔵文 Py対応音」というものを基準として、具体例のいくつかを
地図化して、その後各種方言がもつ特徴の分析などを行う形をとる。蔵文を基準に
扱っても、ある方言にはその方言に本来的な語と異なる方言から借用したものの両
方が存在する可能性が高く、対応関係が複数ある可能性を考慮しているからである。
具体的に以下に扱うのは、前節で考察した点よりも、むしろ特に先行研究で特徴
的と指摘されているもの、あるいは筆者の調査から特徴的な対応を見せるものにつ
いてである。いわゆるプロトタイプの方言特徴に合致しない種々の特徴を把握する
ときに、現段階の資料で言語地図を用いた考察が有効であると考えられるからであ
る。ここでは、語彙形式を蔵文と対照するという観点から考察するが、これは蔵文
との音韻対応を明らかにするということではない。

5.3.1 蔵文有声閉鎖音字対応音

蔵文における g, j, d, b, dzなどの有声閉鎖音字を語頭に持つ語について、その方言
形式について考える。大多数は、先に見たように、無声音化するが、地域によって
は有声音として実現する。方言地図を用いてそのことを視覚化してみる。

13譚克讓 (1984)は２音節語の変調のタイプに方言差が見られるとし、それを２つの型に分
類している。この差異は、現段階の筆者の分析には反映されていないが、将来的には検討し
なければならない可能性がある。
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ここでは言語地図の直接的効用として、「ある特徴の地域的限定的分布」の明確化
が行われる。

5.3.1.1 du ba「煙」

蔵文 du ba対応形式の第１音節初頭子音として、Askyirong方言、Babzo方言など
極めて少数の方言において有声音 dとして現れる。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

1
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1111

1

2

1 1

1

1

11
1
1
1
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1
1111
1

11
1

1
11

1 1
1

11

1
11

1 : t
2 : d

図 5.5: du baの初頭子音言語地図

この地図は若爾蓋県巴西区のチベット語方言14を除いて無声音で実現することを
示している。ただし、音声学的側面に注目すれば、多くの方言が半有声音として実
現することを注記しておく必要があるだろう。
いずれにしても、特別注意を払う必要があるのは、若爾蓋県巴西区のチベット語
方言が特異な特徴を示している点である。

14孫天心 (2003)の Chosrje方言も、同論文に挙がっている例から考えれば、含まれる。
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5.3.1.2 bod「チベット人」

蔵文 bod対応形式の初頭子音として、直前の「煙」と分布は似ているが、いわゆ
るアムドチベット語では半母音になりwとして現れる地点もある。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km
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1 : p
2 : w
3 : b

図 5.6: bodの初頭子音言語地図

孫宏開 (1987)や西田・孫 (1990)は松潘・九寨溝地区のチベット語方言では bod対
応音にwが現れると述べているが、以上の地図から分かるように、土地の方言とし
ては pが現れて、事実と異なっている。ただし、筆者の調査において、同地域にも
wotという形式が存在し、これは「丁寧な言い方」であるという15。wが現れる方言
がアムドチベット語であるとすると、wが現れない方言はアムドチベット語ではな
いとする考えも決して特異ではない16。これがヒャルチベット語の分類に通じる点
でもある。

15筆者はこの形式についてアムドチベット語からの借用と理解している。おそらくアムド
チベット語が当地の社会的上位言語として考えられていることによるのであろう。それゆえ、
上の地図にはヒャルチベット語に wotという形式は扱われない。

16西田 (1970:165)にも、「チベット」という語の初頭子音の現れで方言分類の見当をつけ
られる旨の言及がある。これはおそらく現代の方言分類にも通用する基準であろう。
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5.3.1.3 brag「岩」

この語での注目点は、足字を含んだ場合の現れである。蔵文 brag対応形式の brと
いうつづりに対応する現れに注目するが、これも先の２つと同様の方言で有声音と
して現れる。以下の地図は有声性にのみ注目した結果を示す。

☆ 成都

〇 康定
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〇�����
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〇巴塘
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1 : 無声音
2 : 有声音

図 5.7: bragの初頭子音言語地図

これは先例「煙」と同じ地図となっている。蔵文の基字が有声音字であれば、有
声性に関する対応は若爾蓋県巴西区の方言が特異であることが理解できる。
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5.3.1.4 rdo「石」

蔵文において、有声閉鎖音字に先行する子音がある場合は、対応関係が異なって
くる。ここでは蔵文 rdoの rdのつづりについての、各種方言の対応音を地図化して
示す。

☆ 成都
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1 : 無声音
2 : 有声音

図 5.8: rdoの初頭子音言語地図

若爾蓋県巴西区が特異な対応関係を持っているのはこの場合も同じであって、他
の方言と逆の対応関係を持っているだけである。ところが、若爾蓋県巴西区に東接
する九寨溝県に分布する方言でもまた巴西区の方言と同様の対応をもっている17。こ
れが特徴的なのは、地図にするとよく理解できることである。

17ただし単に無声音で実現するのではなく、有声前気音が必ず先行する。
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5.3.2 蔵文非共鳴有声音字対応音

先に述べたように、蔵文非共鳴音有声音字 z, zhの対応音にも地域差異が見られ
る。それを地図化することを通じて分布を明らかにする。ここでは zを例にとって
考える。

5.3.2.1 za ma「ごはん」

☆ 成都
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2 : 有声音

図 5.9: za maの初頭子音有声性言語地図

摩擦音の場合、閉鎖/破擦音と比べて有声音で実現する方言が増えている。「九香
線」北部（若爾蓋県巴西区含む）とムニャ方言群が有声音として現れる。
なお、丹巴県や「九香線」南部の方言では、蔵文 za maとそのまま対応する形式
を用いていないが、たとえば Sogpho方言´se、Budy方言´seは蔵文 za ma の第１音
節と関連があるだろう18。Sagong方言´sẽや rGyalthang方言´sẽ ő̊tChAPの第１音節は

18厳密に語義に忠実である場合、蔵文 za maを「ごはん」という日常語の意味ではなく「食
物」といったやや硬い表現が適切になるような用い方をする方言がある。ここでは蔵文対応
音を優先して扱っていることを断っておく。
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蔵文 zan「食物」の対応形式であると考えられるが、蔵文 za maと同源であるため、
特に区別して扱っていない。

5.3.2.2 bzang「美しい/よい」

蔵文非共鳴音有声音字に先行する子音字がある場合を蔵文 bzの対応形式で代表さ
せて考える19。

☆ 成都
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2

22

2

1 : 無声音
2 : 有声音

図 5.10: bzangの初頭子音有声性言語地図

地図が明らかにするように、ただ１地点を除いてすべて有声音として現れる。無
声音で現れるのは Babzo方言である。

19bzangは地域によって多様な意味をもち、「美しい」や「よい」という意味で用いられな
い方言も多い。ここでは先の「ごはん」と同様、蔵文との対応を基準として扱っていること
を断っておく。
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5.3.3 蔵文 sh/zh対応音

川西民族走廊に分布するチベット語方言について、蔵文 sh/zhに対応する音韻は
一定していない。しかしその中にも、いくつかのパターンが見られる。
先に具体的な現れを地図化し、その後いくつかの問題点について特に考察する。
以下に次のような具体例を通して考察する。

• zho「ヨーグルト」

• bzhi「４」

• sha「肉」

• shing「木、薪」

最後に Sun (2003b)の記述に注目し、蔵文 sh/zh対応音について他の方言の事例に
ついて議論する。
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5.3.3.1 zho「ヨーグルト」

蔵文 zh対応例の１つであり、先述の有声・無声のほか、調音点に関する差異も方
言差が大きい。先に地図化して、全体的な把握を試みる。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

1

1
11
1111

3

1

2 22

2
2
577

7

5
5555
5

6
66

6

7

6

22

1 : ,/j
2 : ý
3 : ü
4 : ç
5 : C
6 : ù
7 : x

図 5.11: zhoの初頭子音言語地図

調音点についてみると、前部硬口蓋摩擦音が多く、他に軟口蓋摩擦音、そり舌摩
擦音、硬口蓋摩擦音などが対応形式として見られる。
分布は地域的にかたまっているように見え、ヒャルチベット語では軟口蓋摩擦音20、
アムドチベット語やムニャ地域や郷城県の方言では前部硬口蓋摩擦音、迪慶州の方
言ではそり舌音が集中して現れる。

20これは Derge方言をはじめその周辺の方言群にも見られる。
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5.3.3.2 bzhi「４」

ここでは、蔵文 bzhiの bzhの部分に関する対応音の主子音の現れを地図化して
示す。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

1

1
11
1111

3

4

3

2 2

2

2

33
2
2
2
211

1

2
2222
2

322

3
33

3 3
2

23

3

3
22

1 : ,/j
2 : ý
3 : ü
4 : ç

図 5.12: bzhiの初頭子音言語地図（＝図 5.1）

この地図では、限定的な地点、具体的にはBabzo方言を除くと有声性の問題は見
られず、基本的に有声音で対応する。調音点は、先の「ヨーグルト」の例と大きく
変わらない。
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5.3.3.3 sha「肉」

以下に地図化するのは、対応音の調音点に注目したもので、有気性については問
わない。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

2

3
11

23
4

1 11

14
1
1
5

2
5

1
1111
1

11

4
41

2

4

4
11

1 : C(h)
2 : x(h)
3 : Ê(h)
4 : ù(h)
5 : ç(h)

図 5.13: shaの初頭子音言語地図

蔵文 sh対応形式を考えるときは、Ê(h)の存在が蔵文 zh対応形式の場合と異なる。
Ê(h)は調音音声学上 C(h)と x(h)を同時調音したような音声実態となるが、これがア
ムドチベット語とヒャルチベット語の一部に見られる。
そり舌音が現れる方言は、先に見た「ヨーグルト」「４」に比べて少なく、同一方
言でも対応関係が一定でないことが分かる。Sogpho方言では、「４」がそり舌音に
なるのに、「肉」は前部硬口蓋摩擦音として現れるといった具合になっている。
ただし「肉」の例で蔵文 sh対応形式がそり舌音でない場合でも、他の語がそり舌
音に対応する事例もある。
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5.3.3.4 shing「木、薪」

以下に地図化するのは、対応音の調音点に注目したもので、有気性については問
わない。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

1

3
6

3 11

11
1
1
5

5
5

4
1441
1

41

4
44

7

1

4
41

1 : C(h)
2 : x(h)
3 : Ê(h)
4 : ù(h)
5 : ç(h)
6 : S
7 : ùx

図 5.14: shingの初頭子音言語地図

先に見た「肉」と調音点が異なっている地点が多く、蔵文 shに一律の音韻対応が見
られるのではないということを多くの方言で示すものである。この点は Sun (2003b)
が指摘し、後続の母音の性質と関わっていることを示した。これについてはすぐ後
に取り上げる。
「肉」の初頭子音と調音点が異なっている方言は、Sun (2003b)の Zhongu方言の
ほか、rNgawa方言、dGudzong方言、Morim方言、Sagong方言、Phrengme方言、
gDongsum方言、nDappa方言、Yungling方言、Budy方言など、地域的なかたより
がなく全体に見られる。このうち、議論になるそり舌音と非そり舌音が入れ替わっ
ているのは rNgawa方言以外すべてである。
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5.3.3.5 論点

以上のような対応を示す中で問題とすべきは、Sun (2003b)が明確に指摘している
ように、蔵文 sh/zhがそり舌音に対応しているということである。そして、/ü/と/r/が
対立するということである。たとえば Zhongu方言では、r@「山」とü@「４」のよう
になっている。また Zhongu方言では、すべての蔵文 sh/zhがそり舌音に対応するわ
けではなく、母音の性質によって分布に制限があると分析している。特に、現在の
音形式で前舌狭母音 iに先行する蔵文 sh/zh対応音は、それぞれ S/Zになり、たとえ
ば Si「木」shingや Zi「畑」zhingとなって現れる。ここではさらに、Zhongu方言の
非そり舌音対応音が周辺に分布する他の方言に見られる軟口蓋音Ê/x/,ではないこと
にも注目できる。
このような事例は、/ü/と/r/が対立する方言で共通しているわけではない。Nyishe

方言のように、一貫して蔵文 sh/zhがそり舌音に対応するものや、Sogpho方言のよ
うに分布の条件が定められないものがある。実際Nyishe方言や sProsnang方言では、
後に扱うように、蔵文C対応音までもほぼ一貫してそり舌音として実現される点が
他の方言には見られない特徴となっている。
さらに特異な例として、蔵文 zhがそり舌性を帯びる点で調音方法は似ているが、

それが/r/に対応する方言がある。たとえば gDongsum方言で、 r̄@ htCW「40」bzhi bcu

がある。このタイプは dGudzong方言にも見られる。ただし gDongsum方言に/ü/は
存在しないが dGudzong方言にはそれが存在することが大きな相違である。
蔵文 zhの対応と並行して、蔵文 shもそり舌音に対応する。この対応も、先にあ

げたものと同じく、蔵文 zhがそり舌音として現れる方言に確認される。/ü/と/r/が対
立するのと平行して、/ü/と/r

˚
/が対立する方言もある21。このような問題は、後の節

で音素の分布というテーマで再度地図化して考える。
そり舌音として現れるのは、以上に見てきた方言の分布から地図化すると明確に
なるように、ほとんどすべてチベット語分布地域の端に分布している。言い換えれ
ば、他の言語文化圏と接している地域ということで共通性が見られる。逆の観点から
見ると、チベット語分布地域の端に分布しながら、この対応関係を体系的に見せない
方言も存在することになる。「九香線」の上について考えるならば、Chaphreng方言
をはじめ郷城県の方言群、Phyugtsi方言など九寨溝県の方言群が相当する。ただし、
このうち南部の方言について、gDongsum方言`ùi mõ、Phrengme方言`ùhı̃ mũなどの
ように「木」（蔵文 shing）の対応音にそり舌音が現れるのは、上に述べたZhongu方
言 Siの形式についてそり舌音と非そり舌音の対応関係が逆となっている。そのため

21この場合はむしろ/r
˚
/の存在の方が際立っているかもしれない。
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Sun (2003b)の分析は Zhongu方言の個別的な事例について当てはまることを確認す
ることができる。なお、郷城県の方言群などに見られるそり舌音の現れについては、
音対応の関係とともにそり舌音を通常の蔵文 sh/zh対応形式とする rGyalthang方言
など周辺の方言からの借用関係を考える必要がある22。

5.3.4 蔵文 P対応音

蔵文 Pは、蔵文で両唇音とそれに先行する子音字があるものの組み合わせで、か
つ両唇音のすぐ後に母音が来るものをさす。
具体的には蔵文 p, dp, sp, lp, ph, ’ph, b, db, ’b, rb, lb, sb, m, dm, rm, smがあるが、
ここでは後の議論とも関連するいくつかについて限定的に取り上げ、各種方言に見
られる対応形式に言及する。いくつかの例については地図化しない。対応形式を十
分に各種方言で収集できていないことに起因する。
以下に次のような具体例を通して考察する。

• spu「毛」

• lpags pa「皮」

• phag「ぶた」

• ’phen「投げる」

• dbugs「空気」

• sbal ba「蛙」

• mi「人」

• med「ない」

22郷城県の方言群について、蔵文 sh/zh対応音の例を補っておくと、Phrengme方言´No ùhe
「知り合い」（蔵文 ngo shes）、`ùhiP「しらみ」（蔵文 shig）など、母音が前舌で調音点が高い
ものが複数ある。

229



5.3.4.1 spu「毛」

蔵文 spu対応形式は、初頭主子音について以下に地図化して示す。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

1

1
11
1111

1

2 32

11
1
1
1
111

1

1
1111
1

11

1
11

1
1

11

1
11

1 : p
2 : f
3 : s

図 5.15: spuの初頭子音言語地図

広く両唇閉鎖音で対応する方言が見られるが、アムドチベット語では両唇閉鎖音
で現れない。具体的には rNgawa方言 FfW、dMarthang方言 fsWなどのように現れる。
dMarthang方言は主子音は歯茎音だが、初頭には唇歯摩擦音を伴う。

5.3.4.2 lpags pa「皮」

「皮」という語には、蔵文 lpags paのほかに初頭子音 lのない pags paも存在する。
よってこの語の方言対応形式は、どちらに由来するのか明確に出てこない可能性も
ある。ここでは、lpags paに来源する特徴的な形式の例をあげる。
rNgawa方言 lf̊@kは蔵文 lに対応することが明示的に発音に現れる。
Askyirong方言˚HbaÝ paは有声化して現れる。
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5.3.4.3 phag「ぶた」

蔵文 phag対応形式は、初頭主子音について以下に地図化して示す。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

1

1
11
1111

1

1/3

1

1/2 21/2

11
1
1
1
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1

1
1111
1

11

1
11

1
1

11

1
11

1 : ph
2 : h
3 : xh

図 5.16: phagの初頭子音言語地図

広く両唇閉鎖音で対応する方言が見られるが、アムドチベット語では両唇閉鎖音
で現れないものがある。dMarthang方言では haqのみが現れるが、rNgawa方言では
ph5qと h5qが許容される23。同様の現象はBabzo方言にも見られ、phA:と xhA:が許容
される24。

23ただし後者の haqは「ぶた年」の意味で用いられることが多い。
24アムドチベット語で蔵文 phが hや x, Xで現れるのは、方言及び語によって異なってい

ることが華侃 (1983)に報告されている。ただし、１方言内で語によってゆれがあるかどう
かは述べていない。
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5.3.4.4 ’phen「投げる」

この形式については、蔵文 ph対応形式との分布と重なって、極めて特異な次の事
例を述べるにとどめる。
rNgawa方言では蔵文’phenの対応形式に n

˚h@n、n
˚hon、m

˚phenの３種が現れるが、特
に先の２種の形態に注目する。蔵文 phが/h/に対応するのは「ぶた」の例と共通する
が、それに先行する蔵文’が前鼻音に対応し、声門摩擦音に先行する形式になって
いる。この音声実態は鈴木・イェシェムツォ(2006)に述べたが、n

˚h@nは音声的には

[h̃h@n]となる。このような形式を持つのは、蔵文 phが/h/に対応するアムドチベット
語に限られる。

5.3.4.5 dbugs「空気」

この語は収集できた方言が少ないため、地図化は行わない。
「九香線」北部では、Sharkhog方言wuÝ、dMarthang方言 PWなどのように現れる。
一方で、「九香線」中南部では dGudzong方言´puP、gDongsum方言´buP、Sagong

方言 b̄uP、Rwata方言 b̄uP、Ragwo方言´buP、Yungling方言 p̄u: xwaなどのように、
両唇閉鎖音で現れるものがある。
蔵文 db対応音に関しては、川西民族走廊以外の地域のチベット語の情報を参照す

ると明確になる。Lhasa方言をはじめ中央チベット語では、蔵文 dbは口語形式で脱
落して Pで対応する傾向がある25。この対応関係は、川西民族走廊でも上にあげた
dMarthang方言 PWやmBathang方言`PuPなどに見られる。
以上のことから、「九香線」中南部の方言が見せる両唇閉鎖音の形式が、極めて特
異であるといえる26。

25これについて、Pは音声学的に現れるということで音韻に表さないという分析をとる場
合には、高声調ではじまる語で初頭が母音の場合は声門閉鎖を伴う、といった分析が与えら
れている（江荻 2002b:121）。

26西 (1986:886)は、蔵文 db対応形式が両唇閉鎖音となる方言について、迪慶州周辺のチ
ベット語のほか、ゾンカ語を含むチベット語南部方言に限定的に見られることを述べている。
そしてここでの考察から、少なくとも九香線上の地域では迪慶州周辺以外の方言で見られな
いことが確認されたと考える。
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5.3.4.6 sbal ba「蛙」

蔵文 sbal ba対応形式は、初頭主子音について以下に地図化して示す。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘
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1 : b
2 : w
3 : j
4 : v

図 5.17: sbal baの初頭子音言語地図

広く両唇閉鎖音で対応する方言が見られるが、ヒャルチベット語では両唇閉鎖音
で現れないものがある。たとえばAskyirong方言˚Hwa wa、Sharkhog方言wEE wa、そ
して Babzo方言 Hvi: jaや Phyugtsi方言 je waも蔵文 sbal baの対応形式と考えられ
る27。

27Phyugtsi方言 je waと酷似する形式は格桑居冕・格桑央京 (2002:102)のDerge方言 je
Ă
£baĆ£

（筆者の表記では`je ba）に見られる。
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5.3.4.7 mi「人」

蔵文mi対応形式は、初頭主子音について以下に地図化して示す。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘
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図 5.18: miの初頭子音言語地図

広く見られる形式は、蔵文miから想定される両唇音ではなく、前部硬口蓋音であ
る。アムドチベット語、ヒャルチベット語は調査した範囲では全ての方言が前部硬
口蓋音で現れる。両唇音で現れるのは「九香線」中部が主で、郷城県をはじめその
周辺域は、ほとんどが前部硬口蓋音で現れる。香格里拉県の方言は歯茎音で現れる
が、これは蔵文mi対応形式かどうかは断定しがたいけれども、地図には地点を表し
ておいた。
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5.3.4.8 med「ない」

蔵文med対応形式は、初頭主子音について以下に地図化して示す。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘
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1 : m
2 : ő

図 5.19: medの初頭子音言語地図

広く両唇音で対応する方言が見られるが、迪慶州の方言では基本的に前部硬口蓋
音で現れる。前部硬口蓋音での対応は、古蔵文myedとの対応関係を考える方がよい
かも知れない28。
先の「人」と現われの分布がまったく異なっていることが注目できる。このよう
な分布を示す背景には、蔵文mと母音の結びつきの強さがあって、前舌高母音が後
続する場合は一種の口蓋化現象が広く生じたものと考えられる。

28この点は、後に「火」「目」の語形式を分析する際に取り上げる。
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5.3.5 蔵文 Py対応音

蔵文 Pyは、蔵文で両唇閉鎖音と足字 yの結合字を含むすべての形式をさす。そ
して、問題点は対応する現代語の口腔内での調音方法であり、有声性は考慮に入れ
ない。
それぞれの対応関係は複雑であるから、ここで扱う例は以下のように場合分けが
できる。

1. 蔵文で一切の前接辞、頭字を伴わない場合、すなわち phy-と by-の対応形式

2. 頭字 sを伴う場合、すなわち spy-と sby-の対応形式

3. 前接辞 dを伴う場合、すなわち dpy-と dby-の対応形式

以下に次のような具体例を通して考察する。

• phye「開ける」

• bya「鶏」

• spyang ku「狼」

• sbyong「学ぶ」

• dpyid ka「春」

• dbyar kha「夏」
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5.3.5.1 phye「開ける」

以下に地図化するのは、対応する初頭主子音の調音点に注目したものである。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

1
44
1111

3

1

1 11

33
1/2
1
111

4
4444
4

1
11

1

1

3
1

1 : C(h)
2 : tC(h)
3 : tsh
4 : s(h)

図 5.20: phyeの初頭子音言語地図

広く見られる対応は前部硬口蓋摩擦音 C(h)で、場合によっては rNgawa方言 FChe

など、初頭に両唇摩擦音を伴う FChという形式も見られる。
歯茎破擦音で現れる方言の１つは丹巴県のチベット語方言で、同県のすべての方
言で両唇閉鎖音を伴う ptshという形式で現れる。ほかに松潘県のZhongu方言も歯茎
破擦音で対応するが、両唇閉鎖音は伴わない。
そのほか、前部硬口蓋破擦音および歯茎摩擦音で現れる方言も、地域的な限定が
見られる。前者はムニャ地域の方言に見られ29、後者は郷城県の方言群および九寨
溝県の方言群に見られる。

29ただし Lhagang方言も Rangakha方言も前部硬口蓋摩擦音と前部硬口蓋破擦音の２種類
の形式が並存する。
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5.3.5.2 bya「鶏」

以下に地図化するのは、対応する初頭主子音の調音点に注目したものである。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

1

3
44
1111

2

6

1 1

1

1

22
1
5
111

1

4
4444
4

41

1
11

1 1
1

11

2
11

1 : C
2 : ts
3 : j
4 : s
5 : tC
6 : ý

図 5.21: byaの初頭子音言語地図

調音点上の差異は蔵文 phyの場合と大きく変わらないが、有声性の観点からさら
に２分されるため、分布が複雑になっているように見える。ただしムニャ地域の方
言の事例は異なり、「鶏」は Lhagang方言では前部硬口蓋摩擦音で、Rangakha方言
では前部硬口蓋破擦音で現れていて、「開ける」の事例と摩擦音/破擦音の対応関係
に異なりがある。また、調音点ごとの有声音・無声音の対応を考えた場合、C/ýは両
方そろっているが、ほかの調音点のものはペアがない。
この byaという要素を第２音節に持つ複合語などでは、対応する調音点の有声音

で現れたり、調音点そのものが異なっているものがある30。たとえば Phrengme方言
´sO:「鶏」に対し p̄hÈ zO「おんどり」（蔵文 pho bya）、Sagong方言´sO:「鶏」に対し
m̄u: jO「孔雀」（蔵文 rma bya）など。

30中には方言間における借用を疑う必要がある例もあろう。
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5.3.5.3 spyang ku「狼」

以下に地図化するのは、初頭主子音の対応関係である。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

6

6
55
1116

5

3 2

22
4
4
1

1
1

5
5555
5

51

11

1

1

4
72

1 : C
2 : tC
3 : f
4 : ú
5 : s
6 : p
7 : c

図 5.22: spyang kuの初頭子音言語地図

各地でばらばらの対応関係を見せる語の１つであることが分かる。ヒャルチベッ
ト語や「九香線」南部に Cと対応音とする方言群が見られるが、これは地図化されな
いDerge方言群とも同様の対応を持ち、実際は比較的広範囲で見られる形式である。
rNgawa方言に現れる fの音は実際は Ffという子音連続を構成し、先に扱った「毛」
のような蔵文 spの対応形式と同じくなる。
九寨溝県および郷城県を中心とする地域に歯茎摩擦音の対応形式を持つ方言が分
布し、たとえば Phyugtsi方言˚sã Ngu、gDongsum方言 s̄@N NgWなど。
また、極めて特徴的な対応がある。Rangakha方言´úõ khuや sProsnang方言´púOP kW

ではそり舌音が現れる。gZari方言˚pã khWとAskyirong方言˚hpON khWでは両唇音が
現れる31。Morim方言`hcõ N̊khWは前部硬口蓋閉鎖音をもつ。

31「狼」がそり舌音や両唇音で対応することは異質であるが、このことが次章で議論する
《西番譯語》との関連で重要な意味をもってくる。
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5.3.5.4 sbyong「学ぶ」

以下に地図化するのは、初頭主子音の対応関係である。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

5
44

212
1 11

6

33
1
12

3
44
3

22

2

3

1 : dý
2 : ý
3 : dz
4 : z
5 : ť
6 : é

図 5.23: sbyongの初頭子音言語地図

dýとýを対応形式とする方言が広範囲に見られ、また地域的にかたまって異なる調
音の対応関係を持つことが見て取れる。一方で、蔵文 spyの形式と基字の有声性が
異なっているだけであるが、各種方言における対応形式では必ずしも調音点上の対
応関係を示していない32。
蔵文 spy対応形式と調音点の対応があり有声性のみが異なっている例としては、

九寨溝県および郷城県の一部の方言で、歯茎摩擦音が現れる。郷城県の方言で歯茎
摩擦音が現れない方言は歯茎破擦音で対応し、それは丹巴県の方言にも見られる。
Askyirong方言や gSerpa方言はそれぞれ/ť/と/é/の対応形式をもつが、これらの音素
は１つの方言が両者を同時に持たない（後述）ことから、いずれも蔵文 spy対応形
式で現れた/c/音との対応関係が見られ、調音点上は特異な対応ではない。

32これは単に語彙の問題である可能性も否定できない。
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5.3.5.5 dpyid ka「春」

以下に地図化するのは、初頭主子音の対応関係である。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

3

1
4

1

1 11

2
2
1

1
1

3
3333
3 3

1 : C
2 : tC
3 : s
4 : S

図 5.24: dpyid kaの初頭子音言語地図

この蔵文対応形式を記録できた方言が他の語に比べ少ないため、地点が少なくなっ
ている。
その中で、郷城県および九寨溝県の方言で sが現れる。
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5.3.5.6 dbyar kha「夏」

以下に地図化するのは、初頭主子音の対応関係である。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

1

1
22
1111

2

3

1 11

11
1
1
111

3

2
2212
2

3
31

1
2

3

1

1 : j
2 : z
3 : ý

図 5.25: dbyar khaの初頭子音言語地図

この語は各種方言で「暑い季節」という意味で用いられるため、先に見た「春」よ
りも対応語を見出すことができる。
郷城県および九寨溝県の方言などでは zが現れ、たとえば Sagong方言 z̄@P kO、

Phyugtsi方言 za htsi:となる。
迪慶州の一部及び若爾蓋県の一部などではýが現れ、たとえばYungling方言 ý̄a xa、

Babzo方言ýaP kaなどである。
蔵文dby対応音については、先に扱った「空気」の蔵文db対応形式と同じく、Lhasa

方言をはじめ中央チベット語の蔵文 dbyが/j/かつ高声調で対応する傾向がある事例
を念頭におくと、郷城県周辺および九寨溝県周辺の方言が極めて特異な対応形式を
持っていることがいえる。このことは、後に扱う蔵文 y対応音と関連する。
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5.3.6 蔵文Ky対応音

蔵文Kyは、蔵文で軟口蓋閉鎖音と足字 yの結合字を含むすべての形式をさす。そ
して、問題点は対応する現代語の口腔内での調音方法であり、また蔵文の有声性も
考慮することができる。
それぞれの対応関係は複雑であるから、ここで扱うものは以下のように場合分け
を行う。

1. 蔵文で一切の前接辞、頭字を伴わない場合、すなわち khy-の対応形式

2. 基字が有声音字で頭字を伴う場合、すなわち rgy-の対応形式

3. 基字が無声音字で頭字を伴う場合、すなわち sky-の対応形式

上の分類にそれぞれ合致する次のような具体例を通して以下に考察する。

• khyi「犬」

• rgya「漢族」

• skyid po「幸せな」
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5.3.6.1 khyi「犬」

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

2

1
22
1111

2

1

1 11

11
1
1
1
111

1

3
3333
3

533

2
22

2 1
1

2

1
41

1 : tCh
2 : tsh
3 : ts
4 : ch
5 : Ch

図 5.26: khyiの初頭子音言語地図

この語は前部硬口蓋破擦音に対応する方言が多い一方、歯茎破擦音に対応する方
言も南部で顕著である。これは先に見た蔵文 Py対応形式が歯茎摩擦音になる地点に
ほぼ一致する。
蔵文では有気音字であるが、郷城県の方言を中心に無気音で現れる地点がある33。
gTorwa方言`Ch@では前部硬口蓋摩擦音が、Morim方言 c̄h@では硬口蓋閉鎖音34がそ
れぞれ現れ、孤立的分布を示す。

33この現象は、実際他の地域でも報告されており、シガツェやネパール・中国国境付近に
分布するチベット語方言にも見られるようである（西 1987:202）。

34青海省のアムドチベット語牧民方言では硬口蓋閉鎖音に対応する方言が多い。
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5.3.6.2 rgya「漢族」

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

2

4
33
1111

2

4

1 1

5

1

5

51
5
1
1
111

1

2
2222
2

62

1
11

1 1
1

11

1
51

1 : dý
2 : dz
3 : ts
4 : tC
5 : é
6 : ý

図 5.27: rgyaの初頭子音言語地図

広く分布しているのは前部硬口蓋破擦音であるが、先に見た蔵文 Py対応形式が歯
茎摩擦音になる地点では対応するように歯茎破擦音で現れている。対応音の有声性
の問題は、先に見た蔵文有声音字対応形式の分布にほぼ従っている。
gTorwa方言 H̄ýOでは摩擦音になっている点で全体的に見ても特異であるし、分布
の面で周辺の歯茎破擦音や前部硬口蓋破擦音との違いが際立っている。
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5.3.6.3 skyid po「幸せな」

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

2
44
1323

5

1

1 11

11
1
1
1/333

3

4
4444
4 3

3

1

1 : tC
2 : tC/C
3 : C
4 : s
5 : tS

図 5.28: skyid poの初頭子音言語地図

この語は破擦音で現れるか摩擦音で現れるかで大きく二分されている。アムドチ
ベット語および丹巴県とムニャ地域の方言では破擦音が主に現れ、それ以外では摩
擦音で現れる。
調音点上の異なりは、先の「漢族」の例で歯茎音に対応する方言で歯茎摩擦音が
対応していることが分かる。
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5.3.7 蔵文 Pr対応音

蔵文 Prは、蔵文で両唇閉鎖音と足字 rの結合字を含むすべての形式をさす。そし
て、問題点は対応する現代語の口腔内での調音方法であり、有声性は考慮に入れな
い。ただしそれぞれの対応関係は複雑であるから、以下場合分けを行って議論する。

1. 蔵文で一切の前接辞、頭字を伴わない場合、すなわち phr-と br-の対応形式

2. 頭字 sを伴う場合、すなわち spr-と sbr-の対応形式

3. 前接辞 dを伴う場合、すなわち dbr-の対応形式

以下に次のような具体例を通して考察する。

• phrag pa「肩」

• brang「胸」

• sprin「雲」

• sbrul「蛇」

• dbral「裂く」
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5.3.7.1 phrag pa「肩」

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

1

111
1

2 2

11
1
11

11

1 : úh/úùh
2 : púh

図 5.29: phrag paの初頭子音言語地図

調査したいずれの方言でも無声有気そり舌音の対応形式が見られる。この例では、
方言間の違いを示すために、初頭子音に両唇音が現れるかどうかを基準に分類して
みた。アムドチベット語では、初頭子音に両唇音を持つことが分かる。
相当な地域で phrag paに対応しない語形をもつため、地図上に表示されていない。
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5.3.7.2 brang「胸」

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

2
11
1111

2

1 1

11
1
1
1

1

1
1111
11

1
11

1

1

3

1 : ú/úù
2 : ã
3 : pr

図 5.30: brangの初頭子音言語地図

広くそり舌音の対応形式が見られる。この地図には初頭に両唇音を伴うかどうか
を反映させていない。そり舌音対応形式の中には Sogpho方言´púo HéePのように初頭
に両唇音を伴うものも含まれている。
sProsnang方言では´proP HgEPといい、他の方言でそり舌音に対応する形式が蔵文
そのままの prという子音連続になっている。
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5.3.7.3 sprin「雲」

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

1

2
22
2222

7

2

3 13

1

11
1
1
1
111

1

1
1111
1

1
1

4
61

1

1

11

4

5
11

1 : ú/úù
2 : ù
3 : f
4 : C
5 : pr
6 : r

˚7 : S

図 5.31: sprinの初頭子音言語地図

カムチベット語を中心としてそり舌閉鎖/破擦音で対応する例が多く、周辺部にや
や異なる形式のものがあり、たとえば rGyalthang方言`Cı̃や sProsnang方言`hpriなど
である。後者の例は、sProsnang方言の足字 rを含む形式の広く見られる対応として、
足字 rが口語形式でわたり音として現れるという対応関係を示している。
ヒャルチベット語ではそり舌摩擦音に対応する。gZari方言は˚hú@となっている。ア
ムドチベット語のうち rNgawa方言では歯唇摩擦音が現れ、Ff@nとなっている。
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5.3.7.4 sbrul「蛇」

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

2

22
2222

7

2

5 2

11
1
1
1
111

2

1
1111
1

1

3
61

1

1

4
11

1 : ã
2 : r
3 : ý
4 : br
5 : w
6 : P
7 : Z

図 5.32: sbrulの初頭子音言語地図

調音点について先の「雲」の例とほぼ平行的な対応関係を見せるように見える。
有声性が異なっている。
rNgawa方言には２種類の形式があり、地図に示した形式はwu35、もう１つは mãW

で、後者はやや改まった言い方であるという。後者の例は前鼻音について蔵文と対
応していないが、同じ形式を rMachu方言などに見出せるほか、前鼻音をもつ方言
は地図中にある dGudzong方言 ï̄ãi: tCOPにも見出すことができる。
Nyishe方言では P̄0:となる36。

35wuという形式は、蔵文足字 rが脱落した可能性がある。蔵文 sb対応形式は、先に見た
ように、rNgawa方言では/w/が現れる。

36Nyishe方言の蔵文 sbr対応形式は極めて特異で、ほかに´jõN naP「はえ」（蔵文 sbrang
nag）なども見られる。
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5.3.7.5 dbral「裂く」

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

1

1

22
2
3
3

2

2
22

42

2

2

1 : r
2 : ú/úù
3 : ù
4 : r

˚

図 5.33: dbralの初頭子音言語地図

蔵文 dbralに対応する形式を見出せない方言が多く、地図に示すことができる方
言がまばらである。
ヒャルチベット語に見られる r音は蔵文足字 rと対応する。これは蔵文 db部が脱
落するという中央チベット語の対応関係に酷似している。
Rangakha方言およびGrongsum方言のùと rGyalthang方言のr

˚
は、分布上近隣の方

言とは異なっていて特徴的な形式であると考えられる。
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5.3.8 蔵文Kr対応音

蔵文Krは、蔵文で両唇閉鎖音と足字 rの結合字を含むすべての形式をさす。そし
て、問題点は対応する現代語の口腔内での調音方法であり、有声性は考慮に入れな
い。ただしそれぞれの対応関係は複雑であるから、以下場合分けを行って議論する。

1. 蔵文で一切の前接辞、頭字を伴わない場合、すなわち khr-や gr-の対応形式

2. 頭字 sを伴う場合、すなわち skr-と sgr-の対応形式

以下に次のような具体例を通して考察する。

• khrag「血」

• gri「ナイフ」

• skra「髪」
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5.3.8.1 khrag「血」

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

3

1
33

121

1

1/2 1

11
1
1
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1
1112
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2
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1

1

4
1

1 : úh/úùh
2 : tCh
3 : tsh
4 : khr

図 5.34: khragの初頭子音言語地図

蔵文対応形式としては、そり舌音で現れる方言が多い。
Thewo方言、Phyugtsi方言、gTsangtsa方言など、ヒャルチベット語のいくつかに
歯茎破擦音で対応している。
sKyangtshang方言、rNgawa方言、Ragwo方言、rGyalthang方言などには前部硬口
蓋破擦音で対応する。
sProsnang方言は、蔵文 Pr対応形式と同様、蔵文足字 rがそのまま発音に現れる。
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5.3.8.2 gri「ナイフ」

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

4
31

111

5

2

11
1
1
111

222
1

11

1

1

6

1 : ú/úù
2 : tC
3 : ts
4 : ć
5 : ã
6 : kr

図 5.35: griの初頭子音言語地図

先の「血」の例より前部硬口蓋破擦音で対応する方言が多い。

255



5.3.8.3 skra「髪」

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

4

3
44

533

3

2 22

11
1
1
111

1

1
1111
1

11
1

2
21

1

1

6
1

1 : ú/úù
2 : tC
3 : C(h)
4 : s
5 : ù
6 : kr

図 5.36: skraの初頭子音言語地図

この蔵文対応形式は、そり舌音で現れる方言が多い。ただし「九香線」北部や香格
里拉県ではそり舌音に対応する方言が少なく、歯茎音や前部硬口蓋音になっている。
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5.3.9 蔵文C対応音

ここで扱う蔵文Cとは、蔵文 c, ch, jをまとめてさすものである。蔵文C対応音は
前部硬口蓋音で比較的安定しているが、一部地域で異なった調音点、調音方法を持
つ場合がある。
具体的には、以下の３点の特徴の地理的分布について注目する。

• 前部硬口蓋破擦音/tCh, tC, dý/

• 前部硬口蓋閉鎖音/ťh, ť, ć/

• そり舌音/úh, ú, ã, úùh, úù, ãü/
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5.3.9.1 chu「水」

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

1

1
11
1111

5

1

1

1 1

1

1

41
1
1
1
111

1

1
1111
1

111
1

3
31

1 1
2

11

3
11

1 : tCh
2 : ťh
3 : úùh/úh
4 : tCh+そり舌母音
5 : tSh

図 5.37: chuの初頭子音言語地図

前部硬口蓋破擦音が大多数を占めることが分かる。この対応関係を持たない形式
は特別であると考えてよい。
そり舌音に対応するのは丹巴県と香格里拉県の方言である。丹巴県では sProsnang

方言 ú̄ùhWに対し Sogpho方言`tChğとなり、dGudzong方言ではそり舌音ではないとい
うように、対応関係がばらばらである。
前部硬口蓋閉鎖音に対応するのは nDappa方言のみで、まったく孤立した分布を見

せる。この対応関係は、カムチベット語の中では本論文の対象地域外であるがChamdo
（昌都）方言に一致する（金鵬 1958）。
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5.3.9.2 ja「茶」

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

1

2
11
1111

5

2

1

1 1

1

1

11
1
1
1
111

1

1
1111
1

111

3
31

1 1
4

11

3
11

1 : tC
2 : dý
3 : úù/ú
4 : ť
5 : tS

図 5.38: jaの初頭子音言語地図

有声性の問題が現れるが、基本的に先の「水」の例と似た分布を示す。
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5.3.10 蔵文w対応音

ここでは、基字としてのw対応形式と、規定される蔵文に足字wを持つ語の対応
形式を見る。特に「規定される」と述べるのは、阿土霸州のいくつかの地域では母語
のチベット語方言を書き表すときに、蔵文では規定されない位置に足字wを書く話
者がいる（孫宏開・王賢海 1987）からである。

5.3.10.1 wa「きつね」

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

1

3
33
3322

3

3

2 22

11
1
1
1
111

2

1
1114
1

1

1
1

1

1
33

1 : w
2 : K
3 : ,
4 : j

図 5.39: waの初頭子音言語地図

蔵文で初頭子音がwとなり、かつそれに対応する口語形式を持つ語は少なく、「狐」
が該当する例の１つである。
両唇音を持つ方言は地図上の中部から南部にかけて分布し、北部および中部の一
部では軟口蓋や口蓋垂における有声摩擦音として現れる。松潘県のヒャルチベット
語では軟口蓋摩擦音と口蓋垂摩擦音の両方が見られるが、軟口蓋摩擦音で現れる方
言には口蓋垂系列の音素が存在しないものがある（第４章該当方言参照）。
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gZari方言は、分布としては孤立していて、両唇音で現れている。mTshola方言も
孤立的な分布を示しているが、周辺の方言調査が十分進んでいないため、孤立した
分布かどうかは判断しかねる。

5.3.10.2 zhwa「帽子」・rtswa「草」

「帽子」について、蔵文足字wに対応すると見られる形式を持つのは、Ketshal方
言 xwa Ngo、rGyalthang方言´ùwaなど少数であるが存在する。
他にBabzo方言では Héa Ngoという第１音節初頭子音についても新しいタイプの対

応形式も見られる。
「草」について、rGyalthang方言やNyishe方言ではわたり音wを含む発音が分布
する。この語は足字wのない「根」rtsa baと比べると、その異なりがよりいっそう
明確になる。いくつかの方言について、「草」と「根」の語形式を対照してみる。

表 5.1: 「草」と「根」の語形式

方言 「草」rtswa 「根」rtsa ba
Askyirong ˚htsa ˚htseh pa

Ketshal ˚ùtsa ùsa wa
Sogpho `hts@ wu ´htsa hk@

Lhagang `htsa `htsa wa
gDongsum h̄tswo h̄tsa z@
rGyalthang h̄tswa h̄ts@: Hdý@

Nyishe h̄tswa ´hts@ HdýW

Budy h̄tswa `hts@j Hdýa

gDongsum方言やNyishe方言などでは足字wに対応する形式をもっている37。
以上の具体例から、足字wいわゆるwa zurの中にも口語形式として存在した方言

が存在していることが示された。

37Sogpho方言の２音節形式は足字 wを反映した形式であるかどうかは明確ではない。
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5.3.11 蔵文 l対応音

蔵文 l対応音が問題視されることは極めてまれであるが、西田・孫 (1990)やZhang

(1997)などで蔵文 l対応音が/j/となる例に触れている。
この対応関係を持つ方言は非常に限られ、九寨溝県、郷城県などのチベット語方
言などに見られる。以下に例をあげる。

5.3.11.1 lag pa「手」

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

1

1
22
1111

1

1

1 1

1

1

11
1
1
111

1

2
2222
2

222
2

1
11

1
2

22

1
11

1 : l
2 : j

図 5.40: lag paの初頭子音言語地図

蔵文 lに対して/j/が対応する方言に注目する。
九寨溝県の方言が/j/で現れることについて特記することは、その東方に分布する

ペマ語でも同様の形式が現れることである。九寨溝県の方言とペマ語の関係につい
て検討する必要があるが、詳しくは後述する。
郷城県およびその周辺にも広く/j/で対応する方言がある。香格里拉県の方言およ

び Budy方言で/l/が対応しているのが逆に際立っている。
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5.3.11.2 gling「牛」・rlung「風」・bla ma「ラマ」

ここで問題になるのは、蔵文で足字 lをもつ語である。このような語は、広くチ
ベット語で足字である lが口語の発音として現れ、基字の対応形式がほとんど失わ
れている。ここで取り上げる３つの語は、それぞれ基字が異なるものである。
「牛」では、郷城県の方言ではすべて/j/で現れる。たとえば。Sagong方言では j̄õ、

Rwata方言では H̄jõといった具合である。「手」の例では/j/に対応する郷城県の西方
で話される sDerong方言では、 H̄lÃNと/l/が現れる。九寨溝県の Phyugtsi方言でも jO:

といったように、/j/が対応している。
「風」の例では、郷城県の方言の方言でも/l/で対応するが、Rwata方言では h̄l

˚
ÕN

Hdz@と/l
˚
/が対応する。九寨溝県の gTsangtsa方言でも wloNというように/l/で現れる。

「ラマ」の例では、確認している限り全ての方言で/l/が対応する。
以上のような蔵文 lと口語形式の間の対応関係が語ごとにばらつきを見せること

は、Zhang (1997)でも郷城県、徳欽県、香格里拉県各地点の方言について対照して
示している。
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5.3.11.3 lha「神」

「神」lhaの蔵文 lは頭字であるが、現代の方言音では主たる子音に対応する要素
が蔵文 lである。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

1

1
22
1111

1

1

1 1

1

1

11
1
1
1
111

3
3333
3

31

1
11

1
1

13

1
11

1 : l
˚2 : l

3 : ç

図 5.41: lhaの初頭子音言語地図

広く無声流音/l
˚
/が対応しているが、「手」の例で/j/に対応する方言を中心に異なっ

た対応関係を見せる。ただし、その要因は一律ではない。
郷城県の方言では/ç/で対応する。これはおそらく蔵文 lが/j/になり、そこに蔵文 h

が当該音を無声化したものと理解できる。
有声音が現れる九寨溝県の方言では、Phyugtsi方言はそもそも音素に/l

˚
/が存在し

ない。これが有声音で対応を見せる要因と考えられる。
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5.3.12 蔵文 y対応音

蔵文 y対応音が問題視されることは極めてまれであるが、/j/以外に対応する場合
がある。

5.3.12.1 yar「上」

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

1

1
22
1111

1

1

1

1 1

1

1

11
1
1
1
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2
2222
2

21

1
11

2
4

13

1
11

1 : j
2 : z
3 : ý
4 : C

図 5.42: yarの初頭子音言語地図

蔵文 yに/j/以外が対応する例が特異であると判断される。そして、その特異な対
応が生じている方言では、蔵文 lが/j/となることにも注目する必要がある。
具体的には、先に見た蔵文 l対応音の特徴的要素を見せる方言と同じ方言のほか、
その周辺の方言にも若干確認され、九寨溝県、郷城県、稲城県、香格里拉県のチベッ
ト語方言などに見られる。
蔵文 lが特異な対応を示すときに対応する形式がほぼ/j/のみであることを考える
と、蔵文 yに対する特異な対応は/ý, z, C/などと多岐にわたって複雑な分布を見せて
いる。
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補足的にほかの蔵文 yをもつ語で特異な対応を示す例を挙げると、「本」（蔵文
yi ge）についてGrongsum方言´Ci ,@、nDappa方言´Ci ,i、gDongsum方言´ziPなどが
ある。

5.3.12.2 g.yag「ヤク」

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

1

1
33
1111

1

2
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1
1
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3
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3
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1
11

1 : j
2 : ý
3 : z

図 5.43: g.yagの初頭子音言語地図

先に見た「上」の例と比べて、有声音のみが現れていることに注目すると、蔵文 j

と蔵文 g.yの関係から単純な蔵文有声摩擦音字 z, zhと同様の対応関係を見せている
と考えられる。nDappa方言がその対応を示している。
このとき特徴的なのがBabzo方言で、「上」では/j/が対応し、「ヤク」では ý̄aPと

なっている。
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5.3.13 蔵文 a(C)対応音

ここでは、蔵文の母音 aと末子音の組み合わせについて、各種方言の形式を見る。
母音単独含め末子音との組み合わせは、つづり上は 16種38あるが、ここでは方言ご
との特徴がよく現れる母音単独の例と閉鎖音末子音をもつ例の一部に限って地図化
し、考察を加える。
以下に次のような具体例を通して考察する。

• sa「地」

• phag「ぶた」

• skad「声」

• khab「針」

38格桑居冕・格桑央京 (2002)による。蔵文’iおよび’uも組み合わせに含む。
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5.3.13.1 sa「地」

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

1
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1
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1
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1

1
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1
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1 : a
2 : O
3 : o
4 : e
5 : A

図 5.44: saの母音言語地図

蔵文で語末子音を伴わない aは基本的に/a/で対応するが、特定の地域でかたまっ
て、別の対応関係をもつ方言が分布している。
丹巴県では/e, o/が分布する。このうち/e/をもつ sProsnang方言は s̄hweという形式
であり、わたり音に両唇音が入っている。いずれも高母音で調音される点が際立っ
ている。
郷城県の方言群では/O/となっている。音声学的には [O]のほかに [A, 6]という変異
音を含み、後舌でやや調音点が高い位置になるのが特徴的である。
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5.3.13.2 phag「ぶた」

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km
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3
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4 蘇哇龍

4 党巴

2
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2
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2
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1 : a
2 : A
3 : OA
4 : (j)e
5 : 5
6 : Wa
7 : O

図 5.45: phagの母音言語地図

phagが p̄hjePとなる地域に注目できる。この音対応自体が特徴的な上、分布がば
らけているのが分かる。dGudzong方言と Sowanang方言では、「ぶた」に限らずほ
とんどの蔵文 ag対応形式で/(j)eP, EP/が現れる。
Babzo方言にも、散発的にこの対応をもつ語がある。
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5.3.13.3 skad「声」

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

2

4
4
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1 : E
2 : e
3 : a
4 : i
5 : @

図 5.46: skadの母音言語地図

広母音から狭母音まで幅広い対応関係が見られるが、/@/を除いて前舌である。
狭母音/i, e/に対応する方言は北部に多い。
広母音/a/に対応する方言は丹巴県および郷城県に分布する方言である。
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5.3.13.4 khab「針」

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

3
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1 : a
2 : A
3 : O
4 : o
5 : È
6 : W
7 : @

図 5.47: khabの母音言語地図

Rangakha方言と sProsnang方言を除いて、調音点が多様であるが後舌母音である
ことには共通性がある。
このうち多くの方言は末子音について声門閉鎖音 Pをもつが、いくつかは両唇接

近音が現れる。後者の例としては sProsnang方言`kh@w、Askyirong方言 khOwなどが
ある。ただしこれらの場合も軽い声門閉鎖が生じる。
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5.3.14 蔵文 o(C)対応音

ここでは、蔵文の母音 oと末子音の組み合わせについて、各種方言の形式を見る。
母音単独含め末子音との組み合わせは、つづり上は 15種39あるが、ここでは方言ご
との特徴がよく現れる母音単独の例と閉鎖音末子音をもつ例の一部に限って地図化
し、考察を加える。
以下に次のような具体例を通して考察する。

• so「歯」

• bod「チベット（人）」

• mgyogs pa「速い」

39格桑居冕・格桑央京 (2002)による。蔵文’iも組み合わせに含む。
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5.3.14.1 so「歯」

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘
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3 : È

図 5.48: soの母音言語地図

丹巴県と郷城県の方言では、蔵文 o#が/u/に対応する。この対応は、先に見た蔵文
a#が/a/より狭い母音に対応する方言とほぼ同じ分布を示す。ただし sDerong方言は
蔵文 o#が/u/に対応するのみである。
Grongsum方言やmBathang方言では、蔵文 o#が/È/に対応する。
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5.3.14.2 bod「チベット（人）」

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘
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2 : 8
3 : i
4 : e
5 : 0

図 5.49: bodの母音言語地図

この対応関係で注目するのは、前舌平唇（半）狭母音の対応形式を持つ方言の存
在と分布である。この対応関係を持つのは地域的にかたまっていて、ヒャルチベッ
ト語の多くと香格里拉県を中心とした地域の方言になる。
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5.3.14.3 mgyogs pa「速い」

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

2

1
1 11

13
1

1
1

2
222
2

2

1

1 : o
2 : u
3 : e

図 5.50: mgyogs paの母音言語地図

dGudzong方言の/e/での対応が際立っている。
地図南部の諸方言ではmgyogs pa対応形式をもつものが少ないため、表示されて

ない。
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5.3.15 蔵文対応形式を基準にした地図から見る総合的考察

本節では、蔵文を基準にしてそのつづり字と現代諸方言の対応関係を扱った。以
上に行った考察では、各種特徴を個別に取り上げたものであるため、ここではそれ
らを総合した観点からまとめることにする。まず、先の議論の順を追って確認され
た特異性について整理する。

1. 初頭子音の有声性
特異な対応を見せるのはヒャルチベット語で、そのうち若爾蓋県巴西区の方言
は特に際立っており、他の方言と有声性が逆転する。中でもBabzo方言は蔵文
で基字が摩擦音の場合でも先行する子音字がある場合は主子音が無声音で現れ
る。蔵文で基字が有声音閉鎖/破擦音字に先行する子音字がある場合は、一部
の語については九寨溝県の方言でも無声音で現れ、その他の全ての方言と対応
を異にする。

2. 蔵文 P対応形式
語によって方言差異、類型特徴が異なる。蔵文 Pに何らかの子音字が先行する
場合、「九香線」上ではアムドチベット語が特徴的な対応を見せるもの（蔵文
sp, sb対応形式など）と、「九香線」中南部を中心に特徴的な対応を見せるも
の（蔵文 db対応形式など）分かれる。

3. 蔵文 Py対応形式
広く見られる形式は前部硬口蓋で調音するものである。摩擦音で現れる方言が
比較的多い。九寨溝県の方言と郷城県の方言で歯茎摩擦音という共通する特異
な対応関係をほぼ一貫して見せる。丹巴県の方言の対応形式は歯茎破擦音で、
他の方言とまったく異にし、共通性がうかがえない。例外的な対応を見せる語
もあり、「狼」ではそり舌音が現れるなど対応関係が一部不規則のように見え
た。dby-対応形式については、九寨溝県の方言と郷城県の方言は有声歯茎摩擦
音で特異に見えるが、丹巴県の方言は大多数に一致する一方、「九香線」南部
付近に有声前部硬口蓋摩擦音という異なる際立った対応関係を持つもの、たと
えばNyishe方言などがある。

4. 蔵文Ky対応形式
広く見られる形式は前部硬口蓋で調音するものである。破擦音で現れる方言が
比較的多い。九寨溝県の方言と郷城県の方言で歯茎破擦音という共通する特異
な対応関係をほぼ一貫して見せる。「犬」は例外的に、「九香線」南部全体の特
徴が九寨溝県の方言と共通になり、その一方で郷城県と得榮県の方言が無気音
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という特異な形式を示す。また「九香線」中部のいくつかの方言に硬口蓋閉鎖
音を持つ形式が見られる。

5. 蔵文 Pr対応形式
広く見られる形式はそり舌音である。ただし sProsnang方言のみが足字 rにそ
のまま対応する rを含む子音連続を構成する。蔵文で基字 Pに先行する子音が
ある場合、方言ごとに異なりが現れる。この場合、ヒャルチベット語全体と香
格里拉県の方言でそれぞれ独立した特異な形式が現れる。両者とも非閉鎖音が
現れるが、細部で調音方法が異なっている。

6. 蔵文Kr対応形式
広く見られる形式はそり舌音である。ただし sProsnang方言のみが足字 rにそ
のまま対応する rを含む子音連続を構成する。アムドチベット語や香格里拉県
周辺の方言では前部硬口蓋破擦音に対応する例がある。蔵文で基字 Kに先行
する子音がある場合、ヒャルチベット語では摩擦音で対応する。

7. 蔵文C対応形式
広く見られる形式は前部硬口蓋破擦音である。丹巴県および香格里拉県の方言
でそり舌破擦音に対応するほか、nDappa方言では前部硬口蓋閉鎖音に対応す
るという特異な例が際立つ。

8. 蔵文w対応形式
蔵文基字wの対応形式として広く見られる形式は両唇接近音である。「九香線」
北部全体およびその他若干地域で軟口蓋・口蓋垂音での対応がある。蔵文足字
wの対応形式として、「九香線」南部の方言には対応する両唇接近音を子音連
続として持つ例がある。

9. 蔵文 l対応形式
広く見られる形式は歯茎側面音である。九寨溝県の方言と郷城県、稲城県、得
榮県、徳欽県の方言で硬口蓋接近音という極めて特異な対応関係を見せる。蔵
文 lが足字の場合、これらの方言でも硬口蓋接近音に対応する例としない例が
ある。

10. 蔵文 y対応形式
広く見られる形式は硬口蓋接近音である。九寨溝県の方言と郷城県の方言で、
歯茎摩擦音という極めて特異な対応関係を見せる。稲城県、徳欽県などの方言
では、硬口蓋摩擦音が現れる例があり、これもまた特異な対応である。
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11. 蔵文 a(C)対応形式
蔵文 a#に対しては、前舌広母音が対応するのが通例であるが、丹巴県および
郷城県の方言では中舌もしくは後舌かつ調音点が上昇するのが特異である。蔵
文 agに対しては、dGudzong方言と Sowanang方言の川西民族走廊の東西両端
で前舌狭母音で対応するのが極めて特異である。蔵文 adに対しては、通例調
音点が上昇するのに対して、丹巴県および郷城県の方言では前舌広母音のまま
現れる点が特異である。

12. 蔵文 o(C)対応形式
蔵文 o#に対しては、後舌半狭母音が対応するのが通例であるが、九寨溝県の
方言と郷城県、得榮県の方言では後舌狭母音で現れるのが際立っている。蔵文
odに対しては、もっとも特徴的なのはヒャルチベット語と迪慶州およびその
周辺地域の方言で前舌狭・半狭母音で現れるもので、極めて特異な対応関係を
示す。そのほか、丹巴県やムニャ地域の方言で調音点が後舌半狭母音で変わ
らない。蔵文 ogに対しては、通例後舌半狭母音で対応するが、郷城県の方言
やAskyirong方言が後舌狭母音で対応する。dGudzong方言では前舌半狭母音
という特異な対応関係を見せる。

以上に整理した特徴について、九寨溝県、丹巴県、郷城県および迪慶州の方言につ
いて言及することが多いことが分かる。これらは従来ほとんど未記述であったため
に知られていない部分が多かったが、いわゆる先行研究の類型的特徴に合わないと
いう点では、やはり先行研究における類型特徴の修正を視野に入れる必要性が指摘
できるだろう。本章冒頭で掲げた瞿靄堂・金效静 (1981)によるいわゆる類型的特徴
については、方言の多様性に関する理解が不十分であって簡潔すぎる区分になって
いるといえる。たとえば西田 (1987)では、チベット語における破擦音の成立によっ
て歴史を分析できるとするが、それに大きく関わる蔵文Kr, Ky, Pr, Py対応形式につ
いては、特に本節で取り上げた分析にあるように、川西民族走廊では、従来知られ
ていなかったパターンが存在することが分かった。また、今なお足字 rの直接的な
対応音を口語形式に残している丹巴県の sProsnang方言の存在は際立っている。
そしていくつかの特徴については、九寨溝県と郷城県の方言、および丹巴県と郷
城県や香格里拉県の方言特徴に共通点を見出すことになり、これらは決して例外的
一致ではなく、体系性を見せている。たとえば、蔵文 y対応形式が特異である九寨
溝県と郷城県の方言では、足字 yがあるKyおよび Py対応形式も他の方言と異なり
が見られ、しかも大部分の例で互いに共通に確認される対応関係を持つ。また、蔵
文 y対応形式が特異であるもののうちのいくつかには、蔵文 lに対する形式もまた
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特異であることが分かった。
母音の対応関係については、丹巴県と郷城県の方言が傾向として似ていることが
いえるが、九寨溝県のものとは似ていない40。ただし、蔵文 od対応形式は九寨溝県
と香格里拉致県の方言で、その対応の特異性が類似している。概して母音について
は単発的な方言間の一致や、よく知られる対応形式が現れるなどの特徴も持つ。そ
の意味では、母音＋末子音の対応を体系的に扱う瞿靄堂 (1991)にも確認されない蔵
文 ag対応形式の特異性が、分布地域の離れた dGudzong方言や Sowanang方言に共
通して存在することが明らかになったことは、対応形式の面でも分布の面でも大き
な発見といえる。
以上のように、地域として連続しない分布を見せる方言が複数にしかも「九香線」
という概念上の線の上に直線上に分布しているのは極めて興味深い事実である。こ
のような非連続的な共通性が目立つ一方で、周辺地域との連続の関係も見過ごすこ
とはできない。たとえば、問題になる九寨溝県のチベット語を中心に考えた場合、
閉鎖/破擦音の有声性をめぐっては西隣に分布する若爾蓋県東部の方言群に類似の特
徴を見せる点がある。
川西民族走廊に分布する方言は、何らかの形で先行研究においてよく知られる方
言とは異なった、そしてその異なり具合もはなはだしいような特徴をもっている。
個別方言の分析では一定の特殊性を分析することができるが、それだけでは特殊性
について十分に理解できることにはなっていない。方言の評価をする方法は、標準
的な基準に合うかずれるかを求めるのではなく、できる限り多くの種類の多様な方
言のタイプとその分布位置を見て考察しなければ、単なる例外で済まされてしまい
かねない。本節の議論は、分布位置を主軸として方言の特徴を明らかにし、特殊性
に一定の評価を与えることができたと考える。

40そもそも母音＋末子音の関係は、筆者の観察では一定の傾向が見られるものの、初頭子
音よりも同じ蔵文対応形式としては多様に見える。その点について問題があるため、本論文
でも体系的に取り扱うことはしなかった。
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5.4 音素から見る類型的特徴の分析とその地理的分布

あるチベット語方言について見られる特別な音素は、先行研究でも注目されてい
たものであり、その歴史的発生の観点から研究が行われてきた。ここでは歴史的問
題に深く立ち入らず、その際立つ音素の分布について明らかにしていく。ただし、簡
潔な蔵文との対応関係には触れておく。本節は、個別事例の分析にとどめ、全体的
な視点からの考察は加えない。

5.4.1 口蓋垂閉鎖音

口蓋垂閉鎖音/qh, q (å)/の存在は、孫宏開・王賢海 (1987)や馬學良主編 (2003)など
で議論されるように、阿土霸州のチベット語方言に見られることに特徴づけられ、そ
の地理的位置から羌語など非チベット語との関連が注目されている。
まず、口蓋垂閉鎖音を音素として持つ方言ともたない方言の分布を地図化して示す。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘
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2121

1

1

1

1 11

1
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2
1
222

2

2
2222
2

222

2
21/2

2 2
2

22

2
22

1 : あり
2 : なし

図 5.51: 口蓋垂閉鎖音の有無についての言語地図

次に具体例を見てみる。まず rNgawa方言に見られる/qh, q/の例について挙げる。
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/qh/ : qh@ őo「荷駄獣」、qh5 lut「痰」
/q/ : qa mo「濃い」

「痰」の例は蔵文 kha ludと対応しそうに見えるが、第１音節の khaに対応する
「口」を意味する語は khaであるから、この「痰」という語だけが q音をもつ。
ほかにも、Babzo方言や Thangskya方言で共通の語義に対応する形式に口蓋垂音

が現れる例もある。

「雪」Babzo : qhA:, Thangskya : qhÃ:

この語に対応する蔵文は kha ba / gangsで、rNgawa方言では kh@Nとなり qは現れ
ない。このように方言差異もあれば共通のものもある。
この音素は、これまでの記述で現れなかったムニャ地方の方言にも見られ、Ran-

gakha方言に存在する。この方言では、子音連続として現れるものも含め、/qh, q, å,

ð/がある。

/qh/ : ´qhA ta「カラス」
/q/ : q̄Ã kho:「窓」
/ðå/ : ´ðåA:「邪魔する」
/ð/ : ð̄A:「派遣する」

異なる例として、Budy方言（結義）で見られるものもある。

/qh/ : ˆqhe: rtse「彼ら」
/q/ : ´qa「辛い」

「彼ら」については、Budy方言（洛義）でˆkhwẽ n
˚tshaとなるため、/qh/と/khw/の

対応が見て取れる。
Sun (2005)の gSerpa方言でも/qh, q/が見られる。

/qh/ : a-qhE「醜い」
/q/ : qap「隠れる」
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5.4.2 無声唇歯摩擦音

/f/の存在は、阿土霸州のチベット語方言をはじめ、青海省南東部のチベット語方言
に見られることが知られている。

☆ 成都
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香格里拉

〇徳格

〇巴塘
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1 : あり
2 : なし

図 5.52: 唇歯摩擦音の有無の言語地図

阿土霸州のチベット語方言では、/f/は多く/Ff/として現れることが多い。たとえば
rNgawa方言では Ff@n「雲」（蔵文 sprin）や FfW「毛」（蔵文 spu）、Ff@N khW「狼」（蔵
文 spyang ku）などで、蔵文の sp(r/y)-に対応する。そのほかに rNgawa方言には異な
る蔵文との対応形式、たとえば fh@k「お面」（蔵文’bagに対応か？）に唇歯摩擦音が
現れる。
このような例とは異なって、「九香線」南部の Rwata方言やNyishe方言に見られ
る/f/は、その由来がはっきりと分からない。たとえば、Rwata方言の s̄fi:「孵る」や
Nyishe方言の`hfaP「光、稲光」などである。
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5.4.3 無声鼻音

無声鼻音/m
˚
, n
˚
, ő̊, N̊/は比較的広く見られる音素だが、見られない方言の分布が問

題となる。

☆ 成都
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1 : 無声鼻音あり
2 : 無声鼻音なし

図 5.53: 無声鼻音の有無の言語地図

この地図は、無声鼻音がヒャルチベット語に分類される方言群に一律に存在せず、
なおかつヒャルチベット語以外の方言にはすべて備わっているということを明らか
にしている。
無声鼻音は比較的蔵文との対応関係が得られやすいもので、それぞれ基字 ng, ny,

n, mに頭字 sがついた蔵文形式をもつ語に対応することが多い。簡単に例を挙げれ
ば、以下のようになる。
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語義 早い 心臓 鼻 薬
蔵文 snga snying sna sman

rNgawa ù̊Na ùő̊@N ùn
˚
a HmEn / hm

˚
en

sProsnang ¯̊Na B@ ¯̊őı̃: `n
˚
a Bu: m̄

˚
ã

Lhagang `h̊Na mo `̊őı̃ / `̊ői `hn
˚
a `hm

˚
E

Sagong ¯̊NẼ ¯̊őı̃ n̄
˚

Õ m̄
˚

EP

Budy `̊Nã ő̊tCa `̊őjẼ n̄
˚
a m̄

˚
jE

rNgawa方言は「薬」の例からも分かるように、蔵文頭字 sが伴っていても必ずし
も無声鼻音で現れないなど、やや異なる対応関係を持つこともあり、このことは逆
に頭字 rをもつ蔵文 rnga mong「らくだ」に ù̊Na moNと無声鼻音が現れるなどの例が
ある。頭字 rをもつ形式では、基本的には無声鼻音で現れないため、この例は注目
できる。
それでは、ヒャルチベット語では、以上のような無声鼻音が現れる箇所にまった
く対応関係がないかというと、そうではない。

語義 鼻 薬 耳 傷
蔵文 sna sman rna rma

Askyirong na ndo ˚Hmã HnaH maH
Phyugtsi hnã Ngo me: na Ha: ˚ma
Ketshal ˚na ˚HmẼ naH ˚ĳmah

以上の例で見ると、Phyugtsi方言の「鼻」の例に無声音が存在した痕跡であると
考えられる無声の前気音が存在することが分かる。ただし、このような対応がいず
れの蔵文対応形式にも一貫しては現れないのがヒャルチベット語全体に見られる特
徴であるが、わずかな例でもこのような鼻音に先行する無声前気音の存在が確認で
きる。
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5.4.4 硬口蓋閉鎖音２種

/c/系列または/ť/系列の存在について問題となる。基本的に、この両者の系列が１
方言に並存することはまれである41。または、先行研究ではこの２種類の記号が混
同されて理解されている面がある42。しかしながら、この２系列は音声学的に極め
て厳密に異なって実現されている。筆者は音声学的観点から見て、/c/系列は硬口蓋
閉鎖音、/ť/系列は前部硬口蓋閉鎖音に当てて用いている。
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〇 馬爾康

〇�����
香格里拉
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〇巴塘
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1
13

1 : /c/系あり
2 : /ť/系あり
3 : なし

図 5.54: 硬口蓋閉鎖音の有無の言語地図

/c/系列は、一般的にアムドチベット語牧民方言に広く見られるが、それ以外の方
言にも見られる。その一方で阿土霸州のアムドチベット語牧民方言に属する dMarthang

方言では、/ť/系列に対応する。アムドチベット語牧民方言以外にこの系列が見られ
る方言には、Sogpho方言、dGudzong方言、Morim方言などがある。

41ダパ語 Ngwirdei方言では/c/系列と/ť/系列が並存する。
42金鵬 (1958)と格桑居冕・格桑央京 (2002)に言及される Chamdo [昌都]方言の記述では、

対応する語形式について、前者に/ť/系列が、後者に/c/系列が用いられる。どちらの資料もお
そらく 1950年代前後の調査に基づいていると考えられるが、実際の音声実態は筆者は未確
認のため、何ともいえない。
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/ť/系列はAskyirong方言、nDappa方言、dMarthang方言などに見られる。ただし
同じ蔵文対応形式として現れるのではなく、それぞれ異なりがある。以下にいくつ
かの方言の具体例を蔵文形式を添えてあげていく。
Askyirong方言

/ťh/ : ťhE:「税金」khral
/ć/ : ći ćõ「ナイフ」gri chong

dMarthang方言

/ùť/ : ùťW ru「酸っぱい」skyur po

/mć/ : mćoq qa「速い」mgyogs pa

nDappa方言

/ťh/ : ť̄hW「水」chu
/őć/ : ´őćo:「虹」’ja’

Sogpho方言

/c/ : ce「～の（属格）」kyi

/Hé/ : _Héo「100」brgya

Morim方言

/hc/ : `hcõ N̊khW「狼」spyang khu

/Hé/ : ˆHée:「８」brgyad

286



5.4.5 硬口蓋摩擦音２種

/ç/または/Ê/の存在について問題となる。この両者は互いに独立して存在する。

☆ 成都

〇 康定
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1 : /Ê/系あり
2 : /ç/系あり
3 : なし

図 5.55: 硬口蓋摩擦音の有無の言語地図

/ç/はNyishe方言、Rwata方言、nDappa方言などに見られる。
/Ê/はKetshal方言、dMarthang方言などに見られる。
いずれも調音点の比較的近い硬口蓋摩擦音/x/などと並存する点に特徴がある。
これらの音素をもつ語は方言によって異なりがあるため、以下にいくつかの方言
の具体例をあげていく。
Nyishe方言

/ç/ : ˆçeP çeP「水平の」leb leb

/x/ : ´xjeP xjeP「ゆがんだ」kyog

nDappa方言

/ç/ : ç̄Ã「靴」lham

/x/ : ´xhÈ Hu「紙」shog bu
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Ketshal方言

/Êh/ : ÊhAA「鹿」shwa wa

/xh/ : xha ,i「あそこ」pha gyi

Askyirong方言

/Êh/ : Êha「肉」sha

/xh/ : xhan HnA,「肌」sha gnad

rNgawa方言

/Êh/ : Êha mo「きのこ」sha mo

/xh/ : xham「靴」lham

Askyirong方言やKetshal方言などは、蔵文からでは以上のどちらの音素に対応す
るか分からない。語ごとに異なっているし、地域的な共通点も見出しにくい。
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5.4.6 /r/と/ü/の共存

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘
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1 : /r/のみ
2 : /r/と/ü/あり

図 5.56: /r/と/ü/共存に関する言語地図

/r/と/ü/が共存しているのは、「九香線」上の南部および中部（丹巴県）の方言に多
く、北部のZhongu方言が独立して分布している43。この音素については、数詞「４」
の分析の箇所で触れたとおりである。

43地図上には表していないが、松潘県のMuni（牟尼）方言にも/r/と/ü/が共存している。
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5.4.7 /r
˚
/と/ù/の共存

基本的に、多くの方言に/ù/は存在するが/r
˚
/はそうではない。表記上の理由ではな

く音声学的な差異を伴うこれら２種類が対立する方言がどこに存在するか、視覚化
して確かめる。

☆ 成都
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1 : /r
˚
/なし

2 : /r
˚
/と/ù/あり

図 5.57: /r
˚
/と/ù/共存に関する言語地図

/r
˚
/と/ù/が共存するのは、南部の迪慶州の方言と北部の方言の一部に見られる。 /r

˚
/

は極めて少数の語にしか現れない。
いくつか例を挙げておくと、rGyalthang方言 r̄

˚
i:「裂く」、Nyishe方言 r̄

˚
ı̃「雲」、

Ragwo方言 r̄
˚

@ thW「肩」などである。
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5.4.8 後舌半狭非円唇母音/È/

☆ 成都
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1 : なし
2 : あり

図 5.58: 母音/È/の有無の言語地図

これは甘孜州南部を中心に広く見られる音素である。蔵文との対応関係はかなり
分かりやすく、蔵文 o#もしくは u#に対応することが多い。以下に例を挙げる。

語義 年 歯 虫 毛
蔵文 lo so ’bu spu

Lhagang ˆlo `sho ˆmbW `hpW

Grongsum ´lÈ s̄hÈ ´mbW h̄pW

Sagong ´ju s̄hu m̄bÈ h̄pÈ

Èのない Lhagang方言と対照しつつ、Grongsumは蔵文 o#対応形式に、Sagong方
言は蔵文 u#対応形式に現れることが分かる。
Nyishe方言では、複音節語によく現れる。たとえば´úùhÈ wa「雨」、´hCi mã ´k@ lÈ

「ちょうちょ」など。
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5.5 語形式とその地理的分布の考察

本節では、１つの語義を基準に、各種方言でどのような語を用いて表すかを地図
化して提示し、考察する。この問題設定がいわば方言地理学の本質的議論になる。
ただし、質の高い分析は（地点数の点での）資料の不足が影響し、本論文の範囲で
は困難である。本節の目標は、従来個別方言の記述の中でとらえられてきた語形式
を地図化することによって分布の類型を明らかにし、将来の本格的な方言地理学的
分析への見通しを具体例を通して与えることになる。
語形式の分析に際して、明確な１つの基準は蔵文の形式との対応の有無である。
蔵文に対応しない形式は、各方言に少なからず存在する。それは大まかには次の３
種類に分類できるだろう。

1. 蔵文と関係があるように見えるが、文字通りの対応関係を得られないもの

2. 他言語からの借用形式であることが分かるもの

3. 借用関係が不明瞭なもの、もしくはまったく不明なもの

1.の中には、異体字や古蔵文に一致するものもある。2.には川西走廊諸語やさら
にはチベット文化圏周辺に分布する言語についても考察する必要がある。3.にはチ
ベット・ビルマ諸語の祖語にさかのぼることのできる形式が含まれる可能性がある
語も存在するかもしれない。
ここで取り上げる語には２タイプあって、１つはある特徴的な形式を用いる方言
が極めて限定的であることを地図をもって説明するもの、もう１つは方言によって
さまざまな形式が用いられるものについてその分布の共通性と相違性を明らかにす
る地図を作成して説明するものである。前者のタイプはさらに２通りの結果が想定
され、一方は特徴的な形式の唯一性の提示、他方は共通する特徴をもつ語を用いて
いる方言の分布の把握である。地図化する際は、蔵文と対応する方言と対応しない
方言を分割することを優先し、分布を明らかにする。
まずはじめに、ここで扱う語とその注目すべき点について簡単にまとめておく。

語義 注目点
米 語形式全体・特殊形式の限定的分布
８ 語形式全体・特殊形式の限定的分布
橋 初頭子音・特殊形式の限定的分布
雲 母音/語末の鼻音要素
花 第２音節初頭音
葉 語形式全体
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11 第２音節初頭音
12 第２音節初頭音
16 第１音節末子音＋第２音節初頭音
目 初頭子音・古蔵文対応形式
うさぎ 第２音節初頭音・語形式全体
猿 語形式全体
魚 母音/語末の鼻音要素
靴 初頭子音対応形式
今日 第１音節の形式・第２音節の母音/音節末の鼻音要素
昨日 第２音節の初頭子音
明日 語形式全体
身につける 蔵文 g-/gy-対応形式
猫 語形式全体
犬 無声無気音の存在
おすぶた 語形式全体
子ぶた 語形式全体
森 語形式全体
友人 語形式全体
火 初頭子音・古蔵文対応形式
右 初頭子音
よい 語形式全体
もの 語形式全体
月 蔵文 zl-対応音
黒テント 初頭子音
唐辛子 語形式全体・漢語来源借用語の分布範囲
とうもろこし 語形式全体・漢語来源借用語の分布範囲
飛ぶ 語形式全体
子供 語形式全体
顔 語形式全体
虹 語形式全体
肉まん 語形式全体・漢語来源借用語の分布範囲
青禾果 語形式全体
娘 音節数
太陽 音節数

以下、地図化する際には、語形式全体が問題とならない限り、「蔵文対応形式」には
先に考察した各方言の蔵文対応形式に従うもの全てを含んでいる。たとえば蔵文-a#に
ついて、/o/に対応する方言で/o/に対応する限り「蔵文対応形式」に分類する。
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5.5.1 「米」’bras

☆ 成都
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1 : 蔵文対応形式
2 : NgW類

図 5.59: 「米」の語形式言語地図

rGyalthang方言 N̄gW:およびNyishe方言´Ngiに独自の形式が用いられる。それ以外
の地域は均一的に蔵文’bras対応形式が用いられている。この対応形式は食用の「米」
全般を指すことができる。
以上２方言の形式の来源はまったく分からない。
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5.5.2 「８」brgyad

☆ 成都

〇 康定
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1 : 蔵文対応形式
2 : nla類

図 5.60: 「８」の語形式言語地図

Yanmen方言にのみ`nlaという形式が用いられる44。この形式はMatisoff (1997)を
参照しても説明できない、来源不明のものである。

44黄布凡主編 (1992)を参照すると、チベット・ビルマ諸語で初頭子音に/l/を含んでなおか
つYanmen方言に比較的近い地域に見られる言語には、ダラン語 liWm35やイドゥ語 i55lioN35

がある。Yanmen方言との関連は不明。
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5.5.3 「橋」zam pa

☆ 成都
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1 : 蔵文対応形式
2 : 初頭子音が ndz
3 : 初頭子音が Hdz
4 : bu lÃ類

図 5.61: 「橋」の語形式言語地図

郷城県の諸方言を中心に、前鼻音を伴う歯茎破擦音の形式が用いられていること
が分かる。gDongsum方言では´ndz@ mOといった形式となる45。
その南にある rGyalthang方言では郷城県の諸方言と同じく前鼻音つきの初頭子音

をもつ形式とともに、変異形に前鼻音を伴わない歯茎破擦音の形式も用いられ46、
´HdzÃ mbaとなる。この形式は納西語 dzo21（黄布凡主編 1992）との関連が指摘でき
るかもしれない。
Yungling方言´bu lÃは来源不詳である。

45参考までに、初頭子音が前鼻音つき歯茎破擦音をもつ言語に、ムニャ語Lugpa方言 ndzo24
がある（黄布凡主編 1992）。

46おそらく両者に意味的な差異はない。これが話者によって異なるのか、それともほかに
使い分けの条件があるのかは不明である。
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5.5.4 「雲」sprin

この例では、初頭子音の対応関係は先に見たので、鼻母音を持つか持たないかを
議論の焦点にする。
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1 : 鼻母音/末尾鼻音あり
2 : 非鼻母音

図 5.62: 「雲」の母音言語地図

この対応は、方言の音韻構造が原因で蔵文の末尾にある鼻音要素が脱落している
方言（Zhongu方言など）を除くと、この鼻音が脱落しているように見える対応は注
目に値する。このような方言は、若爾蓋県東部を中心とする方言および丹巴県の方
言などに見られる。たとえば、Askyirong方言˚hùa、Phyugtsi方言˚ùi:、Sogpho方言
h̄úğ、sProsnang方言`hpri、Morim方言`hú@などである47。
ここでヒャルチベット語に注目すると、Askyirong方言や Phyugtsi方言は語末の鼻

音を多くの例で脱落させており、体系的な対応の傾向が見て取れる。ただし上の地
図を見ると、そのような方言が幹線道路から外れた地域にかたまり、幹線道路上の
方言には鼻音要素を保っていることが多い。これもまた１つの傾向である。

47ギャロン語群 (Sun 2000)の言語でも類似の例がある。「雲」についてギャロン語Kyomkyo
方言 zdem、スタウ語Mazur方言 z.duで、スタウ語はMorim方言の近隣に分布する。
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5.5.5 「花」me tog

まず、蔵文対応形式と非対応形式の分布を地図化する。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康
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香格里拉
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1 : 蔵文対応形式
2 : 第２音節初頭 th
3 : 第２音節初頭 d
4 : 第２音節初頭 r
5 : 第２音節初頭 nd
6 : 第２音節初頭 ht
7 : kh@j xwa類

図 5.63: 「花」の語形式言語地図

gZari方言が単独で第２音節初頭に有気音 thを持っているが、実際はその西方で
話される rMachu方言（甘粛省に分布）にも有気音を持つ形式が見られる（周毛草
2003）から、地域的な特徴とも考えられる48。
Nyishe方言は´mẽ nduPという音節間に鼻音要素が現れる比較的珍しい形式を持つ
が、これはギャロン語と似ている49。
郷城県周辺の方言では第２音節が rとなっている点が特徴的である。地点ごとに
わずかな違いが見られ、たとえば Sagong方言、Phrengme方言、Rwata方言では´m@

roP、Dongsum方言では´m@ ruP、Ragwo方言では´me roP、nDappa方言では´me roP

または´mbe roP、sDerong方言ではˆme roPとなって現れる。ただし sDerong方言に

48このようなことは、チベット語方言が連続的に分布している地域について、地図を描く
範囲を限定して切り出している以上、生じざるを得ない問題である。

49Kyomkyo方言ではmen tokという。
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おける蔵文me tog対応形式を含む「ひまわり」（蔵文 nyi ma me tog50）の例では、´őı̃
mã ˆme ãoPとなり、ãが現れる。
また、第１音節の母音が eか@かも異なりが見られ、郷城県中央部の方言は@、そ

の周辺の方言は eである点も注目できる51。
rGyalthang方言の´mb@ d0Pと dGudzong方言の´mbW dePは互いに似ているが、と
もに第１音節が特殊である。第２音節の母音は蔵文 og対応形式にそっている。
Budy方言の´kh@j xwaという形式は、まったく特別である52。

50これは「太陽 nyi ma」と「花 me tog」という要素からなる複合語である。
51さらにmBathang方言ˆmÈ doPでも母音が eではなくÈになっている。
52結義村では´kh@j xwa以外の形式は用いないが、洛義村では´me toPも併用するという。
なお、漢語「開花」と音的対応が見られると疑えるが、借用語ではない。また、xwaのほ

うに「開く」という意味と関連するのではないかという母語感覚があり、実際 Budy方言で
「開く」は`wa xwAという。
また、xwAの音形式に近い形式は mBathang方言 x̄hOA:にも見られる。ただしこの形式は

蔵文 sharに対応する形式である。
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5.5.6 「葉」lo ma
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1 : 蔵文対応形式
2 : (n)la mo類
3 : (n)da mo類
4 : nÈ ma類
5 : pA: dje類
6 : Cũ mba類
7 : na lo類
8 : Pa lAP類
9 : nda pa類
0 : nde lo類

図 5.64: 「葉」の語形式言語地図

蔵文 lo ma対応形式は非対応形式との分布があまり明確に線引きできない。rNgawa
方言などアムドチベット語は対応形式を持っている。ヒャルチベット語にしろムニャ
地域のチベット語にしろ、近隣に非対応形式が存在する。
Babzo方言 na lo、sKyangtshang方言 na loなどがヒャルチベット語内部に複数見
られる。ほかの地域では見いだされない形式である。
丹巴県の場合、sProsnang方言ˆla m@̃、Sogpho方言ˆl8 m@、dGudzong方言´la moと

少しずつ形式が異なる。蔵文とは各音節の初頭子音が一致している。
郷城県の場合も各方言で少しずつ形式が異なっている。Sagong 方言´nda mAP、

Phrengme方言´nda mÕ、gDongsum方言´ta mõ、Ragwo方言´nda NÃ、Rwata方言´nla

mAとなっている。これらの形式を見て、仮定として第１音節の t/nd/nlのそれぞれの
音形式が後に分析する「月」の初頭子音との関係に共通性があると考えると、これ
らはいずれも蔵文’dab ma「木の葉、花びら」と関連を見出すことができる。近い形
式がGrongsum方言´de maにも見られる。これは gDongsum方言と同様、前鼻音を
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持たない。また、以上の第１音節の t/d/nd/nlそして/l/の相互関連性の仮定を考える
と、郷城県の方言に広く見られる語全体の構成は上に述べた丹巴県のタイプのに酷
似している。
迪慶州の方言では、rGyalthang方言を除くとNyishe方言´nÈ ma、Budy方言ˆnÈ ma

というような形式で現れる。このような例を、たとえば「虫」ˆmW（蔵文’bu）に見
られる口語形式と蔵文の対応関係と対比すれば、郷城県の方言と同様に蔵文’dab ma
と関連のある形式と考えられなくもない。
Phyugtsi方言の Cũ mbaはまったく特別である。
nDappa方言の´pA: djeもまたまったく特別である53。

53強いて近似の例を挙げられるとするならば、ダパ語Ngwirdei方言の-pa laの第１音節が
ある。
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5.5.7 「11」bcu gcig

☆ 成都
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1 : 蔵文対応形式
2 : 第２音節初頭子音 (h)ts(h)
3 : 第２音節初頭子音ý
4 : 第２音節初頭子音 j
5 : 第２音節初頭子音 H
6 : 第２音節初頭子音ú/úù/ãü

図 5.65: 「11」の語形式言語地図

蔵文 bcu gcigの対応形式は、第２音節にくる形態素をめぐって問題となる。
「九香線」北部では、広くアムドチベット語もヒャルチベット語も歯茎破擦音が
現れ、そうでないものが際立っている。Sharkhog方言では˚tCWÝ htCiÝ、Phyugtsi方言
では˚tCu htCi:となる。
郷城県及びその周辺の地域の方言は第２音節初頭子音に硬口蓋接近音 jをもつ。た
とえば Sagong方言´tCu: jiPとなる。この形式に共通なのが丹巴県の Sogpho方言で
t̄Cu: jiとなるが、前部硬口蓋摩擦音に対応する t̄Cu: ýiも見られる。これは近隣の
sProsnang方言でも´húùu: ýiPと同じで、また dGudzong方言では t̄CW htCiPという蔵
文対応形式を持っている。
香格里拉県の方言では、蔵文C対応形式がそり舌音であることからそり舌音で対

応し、たとえばNyishe方言 h̄úùo: HãüiPのようになる54。

54この例では、同じく蔵文 C対応形式がそり舌音に対応する傾向にある sProsnang方言
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5.5.8 「12」bcu gnyis
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1 : 蔵文対応形式
2 : 第２音節初頭子音 n
3 : 第２音節初頭子音 m

図 5.66: 「12」の語形式言語地図

蔵文 bcu gnyisの第２音節にくる形態素の対応形式が問題となる。
迪慶州とその付近の方言で際立った対応をもっている。Nyishe方言 h̄úùo: n@、gDong-

sum方言 t̄Co: n@などは nが現れる55。
Budy方言（結義）のˆptCo: m@はまったく特別である56。同じ巴迪郷の洛義村では

ˆptCo: ő@̃で、特別な形式とはいえない。結義村の方言のみが異なっているのである。

´húùu: ýiPの第２音節について、蔵文との対応関係としてはそり舌音が期待されるのに現れ
ていないことにも注意する必要がある。実際 sProsnang方言では、「１」（蔵文 gcig）につい
てもˆde ýiP / `htCiPというように、そり舌音ではない。

55この nはチベット・ビルマ祖語の形式*g-ni-s/k「２」（Matisoff 1997:67）の語根*niに直
接関連がある可能性が指摘できる。

56しいて形式が近似する例をあげられるとするなら、怒語の中部方言の「２」にm
"
55があ

る（孫宏開・劉王路 1986）ということは前にも述べた。

303



5.5.9 「16」bcu drug
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1 : 蔵文対応形式
2 : 第２音節初頭子音 r
3 : 第１音節末子音 P

図 5.67: 「16」の語形式言語地図

蔵文 bcu drugの対応形式は、２音節語として実現される口語形式の音節間の形式
をめぐって問題となる。
「九香線」中部および南部に蔵文とやや異なった形式を持つ方言が分布している。
丹巴県では、sProsnang方言を除く Sogpho方言では t̄CW ruP、dGudzong方言では

´tCW ruPというように、第２音節初頭子音がそり舌閉鎖/破擦音で現れない。おそら
く蔵文 drugの第１子音が脱落した形式に対応すると考えられる。
郷城県と迪慶州では、蔵文対応形式と非対応形式が混在しているように見えるが、
香格里拉県及びそこに最も近い郷城県南部では蔵文対応形式が現れる。それ以外の
地域では、他の 10代の数詞では見られない第１音節（「10」を表す部分）について
末子音として声門閉鎖音が現れる。
また、dMarthang方言は蔵文対応形式をもつものに分類したが、ptCi húWqとなっ
て第２音節初頭に前気音が現れる57。

57この種の前気音や、上に述べた先行音節末の声門閉鎖音は、Matisoff (2003:611)にある
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5.5.10 「目」mig
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1 : 初頭子音 m
2 : 初頭子音ő

図 5.68: 「目」の語形式言語地図

この語は蔵文対応形式という形で扱うのが難しい。初頭子音についてm/őのどち
らで現れるかを地図化した。どちらの要素も地域的にまとまりを見せているように
分布している。「九香線」北部は現在のところ例外なくőで現れ58、カムチベット語
では分布がやや交錯し、全体的にmが現れるが、ムニャ地域および「九香線」南部
ではőで現れる。nDappa方言がőで現れるのは孤立的分布を見せる。
声調を持つ方言では、例外なく声調が高く始まるパターンをとる。この現象はLhasa

方言でも確認されることから、早くから蔵文migではなく古蔵文 dmyigとの関連が
指摘されていた。以上に示した地図は、音対応の観点から言って、蔵文migに来源
する形式が見当たらないことを示している。

チベット・ビルマ祖語形式*d-k-ruk「６」との関連があるかもしれない。
58川西民族走廊以外に分布するアムドチベット語については、華侃 (1983)の指摘があるよ

うに、広い範囲に分布する方言でőで現れる。筆者の調査しえたアムドチベット語でも例外
なくőで現れる。逆に、アムドチベット語でmで現れる方言が存在した場合、それに注目し
なければならないということになるだろう。

305



5.5.11 「うさぎ」ri bong / yos
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1 : 蔵文 ri bong対応形式
2 : 第２音節初頭子音,/k/g
3 : 第２音節初頭子音 K
4 : 第２音節初頭子音 m
5 : 蔵文 yos対応形式
6 : ú@ Hd@類
7 : ro ,Ã類
8 : põ zaP類

図 5.69: 「うさぎ」の語形式言語地図

ここで示す「うさぎ」は動物名であって、「う年」ではない。第２音節初頭子音に
差はあるが、蔵文 ri bong対応形式が広く分布していると考えてよい。蔵文 yos対応
形式は Babzo方言のみで用いられる59。
蔵文 ri bong対応形式の第２音節初頭子音は、蔵文とは異なって、軟口蓋音または
口蓋垂音で現れる方言が多く、両唇音で現れる方言は限定的で、地図上では丹巴県
の方言にのみ分布し、さらに Sogpho方言ˆr@ mõでは両唇鼻音で現れる60。
口蓋垂音が現れるかどうかは、以上の分布から、方言の音体系によっており口蓋
垂音 Kを音素にもっている方言では軟口蓋音が現れない傾向にある。口蓋垂音 Kが
存在する方言でも Zhongu方言 r@ ,uのように Kが現れないものもある。

59丁種本《西番譯語》の《松潘譯語》には、「うさぎ」の項目に蔵文 yos対応形式が記録さ
れている。このため、現在の分布でも蔵文 yos対応形式が見られることは、口語形式として
は異質性があっても、奇妙な現象ではない。

60ムニャ語の「うさぎ」にも、両唇音をもつチベット語来源借用語が見られる。Lugpa方
言で ri33Bø53となる（黄布凡主編 1992）
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郷城県周辺では、Ragwo方言´ro ,Ã、Sagong方言´ú@ Hd@、gTorwa方言 p̄õ zaPな
ど、蔵文に対応しないものが見られる。そのうちRagwo方言の形式はおそらく蔵文
ri bongと関連があると考えられ、gTorwa方言の第１音節は蔵文 ri bongの第２字と
対応するかもしれない。それ以外は来源不詳である。
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5.5.12 「猿」spre’u / sprel
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1 : 蔵文対応形式
2 : 蔵文対応形式+ma類
3 : Pa+蔵文対応形式類
4 : Pa éi類
5 : Pa éi+蔵文対応形式類
6 : 蔵文対応形式+gi類
7 : 蔵文対応形式+nda類
8 : 蔵文対応形式+a gi類

図 5.70: 「猿」の語形式言語地図

蔵文対応形式を「猿」という語の中に持っているものと持っていないものに大別
できる。
蔵文対応形式のみを持つ方言はアムドチベット語および一部のヒャルチベット語、
そして郷城県の方言に見られる。
蔵文対応形式を持っていないものはムニャ地域に限られる。Pa Héiもしくは Pa Hgi

という形式をとるが、来源は分からない。ところが、この形式を分解すると、多く
の方言で蔵文対応対応形式に Paまたは giをもつものが見られ、Lhagang方言´P@ HéiP
húWやRwata方言´Pa g@ úiというような両者の形態をあわせたものを用いる方言もあ
る。Paをもつ方言を見ると、ムニャ地域の方言に加えその東方の丹巴県の方言、そ
してNyishe方言や gTorwa方言など香格里拉県の一部の方言である。
「九香線」最北端と最南端には、共通した語形成が見られる。gZari方言úe: mu、

Phyugtsi方言ùu ma、Budy方言 h̄ú@ maといった形式になる。
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5.5.13 「魚」nya
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1 : 蔵文対応形式
2 : 初頭子音 mő
3 : 鼻母音ã/語末子音 Nつき

図 5.71: 「魚」の語形式言語地図

この語は初頭子音に両唇音が現れる mőの形式や母音や語末に鼻音要素が現れる形
式が蔵文と一致しない点が問題となる。
前者の形式は孫宏開・王賢海 (1987)が指摘する阿土霸州のアムドチベット語に特別

に見られるものであるというが、実際は dMarthang方言 mőaとKetshal方言˚mőãとい
う形式に見られる。rNgawa方言では両唇音は現れない。
後者の形式は、たとえば次のような例で現れる。gDongsum方言´őõ、Rwata方言

´őı̃ wÕ、Nyishe方言´őaN、Sogpho方言´őÕなどである。このような形式は郷城県周
辺、丹巴県によく見られる。
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5.5.14 「靴」lham
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˚3 : 初頭子音ç
4 : pe zO類
5 : ődýa xÃ類
6 : 初頭子音 X
7 : 初頭子音 x,
8 : 初頭子音è

図 5.72: 「靴」の初頭子音言語地図

対応する初頭子音が蔵文対応からもっとも期待される/l
˚
/のほかに、/x, ç, X, è/など

も現れるが、基本的にこれらはすべて蔵文 lhamの例外とみなされる対応形式である
と考えられる。
ヒャルチベット語では、軟口蓋音や口蓋垂音で現れる。また、蔵文 lham対応要素
が複合語になると上の地図に示した対応音と異なって現れる方言がある。Ketshal方
言では「靴」は˚xãであるが、「靴屋」（lham bzo ba）では˚l

˚
am wzo waとなり、同一

の形態素を含んでいるが異なる音形式である61。
丹巴県の方言に見られるたとえば Sogpho方言´ődýa hxÃのような形式のうち、第２
要素はおそらく蔵文 lhamに対応すると考えられるが、そのときは lhに対して/(h)x/
が対応し、先に見た「神」の lh対応音/l

˚
/と異なっている。第１音節の来源はよく分

61このような異なる音形式を持っている形態素が並列するのは、一方が当該方言の本来語
で、他方が借用語であると考えることができるが、チベット語の場合、文語読書音と本来の
口語形式との間に差が生じていることに由来する可能性がある。
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からない。
郷城県一帯の方言では、たとえば gDongsum方言´pe zOなどの形式を共通して用い
るが、来源はよく分からない。しいて類似のものが見られるとすれば、納西語 zA33

（黄布凡主編 1992）が第２音節と似ている。
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5.5.15 「今日」de ring
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1 : 蔵文対応形式
2 : 第２音節に鼻音要素を含まない
3 : Pa rı̃類
4 : da ői類
5 : de jı̃類

図 5.73: 「今日」の語形式言語地図

蔵文対応形式を用いるのはアムドチベット語およびKetshal方言など一部のヒャル
チベット語、丹巴県の方言、Lhagang方言などである。これらの地域と重なるよう
に、蔵文には存在する語末の鼻音要素が脱落した形式が見られる。
「九香線」南部では、第１音節が Paという要素になっている。
nDappa方言の形式は、おそらく蔵文 de nyinという形式に相当し、第２音節初頭

子音が jになるのは後に見る「明日」の箇所を参照。
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5.5.16 「昨日」kha rtsang
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1 : 蔵文対応形式
2 : 第２音節に鼻音要素を含まない
3 : 第２音節初頭子音 s
4 : 第２音節初頭子音 z
5 : 第２音節初頭子音 dz
6 : khe mba類

図 5.74: 「昨日」の語形式言語地図

蔵文対応形式とは、第１音節母音が aかつ第２音節初頭子音が破擦音である点を
判断基準とし、やや厳密な基準とした。地図を見ると、蔵文対応形式は各地に分布
し、蔵文非対応形式も同様に広く分布している。
第２音節に鼻音要素を含まない方言は一部のヒャルチベット語に見られる。これ
は直前の「今日」と共通する。
第２音節初頭子音が摩擦音になるのは丹巴県の方言、ムニャ地域の一部の方言、

Yungling方言などである。たとえば sProsnang方言´kha zõで、単純に考えれば蔵文
対応形式に含まれる。
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5.5.17 「明日」sang nyin

☆ 成都
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〇 馬爾康
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1 : 蔵文対応形式
2 : 第２音節初頭子音が j
3 : tho ri類
4 : nõ hka類
5 : n@ mbA:類

図 5.75: 「明日」の語形式言語地図

tho ri及びそれに類する形式は、蔵文 tho rangs / tho rengs「夜明け」に対応する可
能性がある。この形式はヒャルチベット語に共通で、それ以外の地域で類似のもの
は見当たらない。この例では Zhongu方言もヒャルチベット語と共通の形式を用い
ている62。
nDappa方言´n@ mbA:はおそらく蔵文 nangs pa「朝」に場所格接辞-rがついた nangs

parではないかと考えられる。
丹巴県の方言では、sProsnang方言ˆnÕ hka、Sogpho方言´nõ hka、dGudzong方言´n@

kaとなる。これらの形式はいずれも共通の来源を持つと考えられるが、詳細は分か
らない。

62この形式は《西番譯語》〈川二〉《象鼻高山譯語》にも記録される。ただし〈川一〉《松
潘譯語》では別の形式が記録されている。
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5.5.18 「身につける」gon / gyon

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉
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〇巴塘
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1 : 蔵文 gon対応形式
2 : 蔵文 gyon対応形式
3 : qon類

図 5.76: 「身につける」の語形式言語地図

どちらの蔵文に対応しているかは、軟口蓋音で現れるか先に見た Ky対応音で現
れるかという点に基づいて判断する。
「九香線」北部では蔵文 gon対応形式がよく見られるが、その中でBabzo方言 tCo:

と dMarthang方言 qonの分布が目を引く。
また、ヒャルチベット語の一部には、蔵文 gonと gyonに対応する形式を両方とも

持っているものもある。これらの詳細な使い分けはまだ把握できていない。どちら
かが借用形式である可能性もある。上に地図に示したのは、「衣服を着る」の意の場
合である。この事情はmBathang方言にも当てはまり、ˆtC8:とˆk8:が見られる。「衣
服を着る」の意の場合は前者の形式を用いる。
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5.5.19 「猫」zhi mi / byi mi / byi la / zhum bu

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘
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1 : 蔵文対応形式
2 : lW lW類
3 : Pa lW類
4 : moN z@類
5 : ts@ l@類
6 : Pu li類
7 : lW mi類
8 : wo dz@類
9 : őa me類

図 5.77: 「猫」の語形式言語地図

この語には蔵文対応形式を持つものが見られない、極めて特異な例である。
蔵文対応形式にやや近いと考えられるのは丹巴県の方言で、sProsnang方言`ts@ l0、

Sogpho方言ˆts@ l@、dGudzong方言´ts@ lo / ´pts@ loとなっている。初頭子音に注目す
ると、先に見たように、丹巴県の方言では Py対応形式が歯茎破擦音に対応する傾向
があり、かつ dGudzong方言では初頭子音の第１要素に両唇音が含まれていること
から、蔵文 byi laとの関連が見えなくもない。丹巴県の方言で見られる形式は、ス
タウ語やムニャ語にも見られる63。
さて、「猫」の形式を分類するために lを含んでいるか否かで分けてみる。する

と大多数の方言は lWや l@などの音節を含んでいる。含んでいないのはムニャ地域
Lhagang方言ˆmoN ziP、Rangakha方言´mõ ndz@、Grongsum方言´wo rdz@、そして維
西県のBudy方言´őa meである。ムニャ地域の形式は対応する蔵文が存在しないが、

63スタウ語Mazur方言 ts@ la、ムニャ語 Lugpa方言 ts@
¯
55l@53（黄布凡主編 1992）などの例

がある。
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近隣に分布するダパ語に似た形式が現れる64。Budy方言´őa meの来源はまったく不
明である65。
一方、lを含んでいる形式についてさらに分類することができ、重複形かそうでな

いかに分けられる。重複形は各地域のもっとも西側に位置する方言に散見される。
非重複形はヒャルチベット語、郷城県周辺、香格里拉県の方言に見られ、郷城県周
辺では第１音節を Puとし、それ以外では Paとする。特にヒャルチベット語では Pa
をもつ形式が通用している66。

64ダパ語Ngwirdei方言では-m@ htsWという。詳細は後に扱う。なお、リュズ語でも類似す
るmu33tsę53 （黄布凡主編 1992）の例がある。

65類似の形式をもつ周辺のチベット・ビルマ諸語に、独龍語 nA31mE55や怒語mW33őe31が
見られる（黄布凡主編 1992）。これらの言語は Budy方言の分布地域から直線距離で極めて
近いところに分布しているが、その間には２つの大河と険しい山があり、往来はないはずで
ある。

66ペマ語も A13li53で、Paに類似する形式を有する。
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5.5.20 「犬」khyi

☆ 成都

〇 康定
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1 : 蔵文対応形式
2 : 蔵文対応形式＋付加音節
3 : 初頭子音が無気音

図 5.78: 「犬」の語形式言語地図

蔵文対応形式の初頭子音には４タイプ tCh, tsh, ch, Chが見られ、それは方言内部の
蔵文 khy対応音の関係による。
「九香線」北部および丹巴県の方言には付加音節が現れる。付加音節の具体的形
式には,W（Askyirong方言 tCh@ ,W）、,@（Ketshal方言 tCh@ ,@、rNgawa方言 tCh@ ,@）
が多いが、Hgẽ（Lhagang方言ˆtCh@ Hgẽ）というものもある67。
郷城県に分布する方言に限定的に現れるのが初頭子音が無気音の形式である。こ
の形式を持つ「犬」は先に述べたように、シガツェやネパール・中国国境付近に分
布するチベット語方言にも見られる68。

67Lhagang方言では、Hgẽ/Hgenは動物の一般名に複数例現れる。「ぶた」`phAP Hgen、「馬」
`hta Hgenなど。この要素は蔵文 rganに対応する。この形式は bLabrang方言ではややさげす
んだ意味を持つものがあって、華侃・龍博甲編 (1993:236)で「馬」について言及がある。

68シガツェを中心とするツァン地区のチベット語方言を見ると、Shigatse（日喀則）方言で
は無気音の cı̄（Haller 2000）であるが、Dingri（定日）方言では有気音の chītā（Herrmann
1989）で、方言によって異なる。
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5.5.21 「おすぶた」pho phag / phag pho

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘
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1 : 蔵文 phag pho対応形式
2 : 蔵文 pho phag対応形式
3 : pho wa類
4 : phaP wo類
5 : 蔵文 phag対応形式のみ
6 : phaP seP類
7 : p@ liP類
8 : phaP jaP類
9 : phAP th0類
0 : phA:P úhoP類

x : she wa類
y : pha phaP類

図 5.79: 「おすぶた」の語形式言語地図

この語を記録した方言はもともと少なめであるが、蔵文対応形式を使用する方言
は比較的少なく、対応しない独自の形式をもつ方言が点在している。独自の形式に
は２通りあって、「ぶた」に相当する蔵文 phag対応形式を含むものと含まないもの
である。
郷城県の各種方言に見られるものは、たとえば Sagong方言で´pho waといった形
式を持っているが、直接の語源はよく分からない。ただし、同じ Sagong方言の「め
すぶた」が´mo wAであることを考慮すると、第１音節 phoが「おす」を示し第２音
節 waが「ぶた」を示している可能性がある。このとき前者は蔵文 phoと対応する
が、後者はチベット語の形式ではなくむしろ川西走廊諸語やロロ・ビルマ諸語の形
式に酷似している69。ただしどの言語に来源する借用語であるかは判然としない。
第２音節に sePがくるSogpho方言 p̄haP hseP、Babzo方言˚xhA: hshe:は蔵文phag gseb

69たとえばダパ語 Ngwirdei方言-wa、スタウ語Mazur方言 vaなど。
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「種豚」に対応する可能性がある70。これによく似た形式を第１音節にもつ Phyugtsi

方言˚she waは蔵文 sos ba「繁殖する」に対応する可能性がある71。
dGudzong方言のように、無気音から始まる´p@ liPという形式もある。

70この蔵文形式は華侃・龍博甲編 (1993:343)に記載されている。本来は bLabrang方言の
形式か。

71Phyugtsi方言の近隣に分布するペマ語では、「おすぶた」は phA53sø13uA35で、第２、第
３音節に共通性が見られなくもない。ペマ語の sø13uA35は phA53「ぶた」を修飾していると
考えられるが、Phyugtsi方言はそのような構造をとらないため、根本的に異なるかもしれな
い。

320



5.5.22 「子ぶた」phag phrug

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉
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〇巴塘
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9 1 : 蔵文対応形式
2 : phW kha類
3 : phe ji:類
4 : go ãi:P類
5 : phjeP ,i類
6 : ph5: ruP類
7 : pu:類
8 : phje類
9 : pA la類
0 : phAP wo hts@類

x : a gu類
y : phA: ,È類

図 5.80: 「子ぶた」の語形式言語地図

先の「おすぶた」と並んで多様な形式がある。
香格里拉県に見られる形式、たとえばNyishe方言´phjeといった形式は、dGudzong
方言などの p̄hjeP「ぶた」とは関係がないと考える。後者は蔵文 agに対応する形式
であり、かつ音節末に声門閉鎖音が現れる。
Phyugtsi方言では phe ji:と˚phe: úu:が併用されるが、第１音節は蔵文 phagと関係が
あるとしても直接的な関係ではない。「ぶた」は˚phA:であるからである。
dGudzong方言´phjeP ,iは、語形成の観点から「子供」´úh@ ,i（蔵文 phru gu）と
同一の構成で、「子ぶた」の蔵文は phag「ぶた」に指小辞 guが付加された形式に対
応すると考えられる。この語形成の手続きは、mBathang方言`phA: ,Èも変わらない。
ただし dGudzong方言では第１音節が「ぶた」と変わらないのに対し、mBathang方
言では「ぶた」は`phOAPで形式が異なる。
Rangakha方言´phAP wo hts@の第３音節は、その近隣に分布するグイチョン語の動
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物の子供を示す形態素 tsi55と似ている72。
無気音が現れる sDerong方言´pu:、Yungling方言´pA la、また Zhongu方言の 5 gu、
若爾蓋県巴西区のAskyirong方言 go ãi:Pなどの来源はまったく分からない。

72グイチョン語の「子ぶた」は pha55tsi55tsi55という（黄布凡主編 1992）。
ほかに、ギャロン語 bZhilung方言 pak tsAP、同 Somang方言の「子ぶた」pak55/33tsa55（厳

木初 2006）の第２音節の形式などにも共通性が見られる。
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5.5.23 「森」nags

☆ 成都
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1 : 蔵文対応形式
2 : 蔵文対応形式+n˚tshel類
3 : 蔵文対応形式+sh@N類
4 : 蔵文対応形式+rÈP類
5 : 蔵文対応形式+wo類
6 : du類
7 : tsha őe類
8 : tsh@P kha類
9 : tho: rAP類
0 : s@ őẼ類
x : Ci FEj類

t : toN H0類
z : Hdýa n

˚
aP類

c : du: tCha類
r : r@類
y : nOA tsha:類

図 5.81: 「森」の語形式言語地図

「森」は非常に多くのタイプの形式がある語の１つといえるが、蔵文対応形式を
含むか否かで大きく分けることができる。
蔵文対応形式を含むものはアムドチベット語、ヒャルチベット語の一部、ムニャ
地域の方言、郷里県周辺の方言などである。そのうち蔵文対応形式のみを用いるの
はヒャルチベット語の一部の方言である。そのほかは基本的に２音節語で、第１音
節に蔵文対応形式が来るが、第２音節が異なっている。
第２音節に n

˚tshelを用いるのは地域的には散発的に見られ、たとえばAskyirong方
言 naÝ n

˚tshEl、Ketshal方言˚nãÝ n
˚tshel、Sabde方言´nÃ n

˚tshE:、sDerong方言ˆnã n
˚tshaの

ように現れる。おそらくこれらは蔵文 nags tshal「森林」に対応する。第２音節初
頭に前鼻音が現れるのが注目できるが、地域的連関がなく、まったく散発的ではあ
るが共通の特異な形式を持っていると考えざるを得ない。そもそも蔵文のつづりが
口語と異なっているのかもしれない。これに対応するのがmBathang方言´nOA tsha:で
あるが、mBathang方言では無声有気音に前鼻音が先行しないため、蔵文 nags tshal
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に規則的な対応関係が見て取れる。
第２音節初頭子音に shをもっているのはアムドチベット語で、dMarthang方言 n@q

sh@m、rNgawa方言 n5q sh@Nなどである。第１音節は蔵文 nagsと関連するが、第２
音節の来源は分からない。
第２音節に rをもっているのは郷城県周辺の方言およびBame方言で、gDongsum

方言´na rÈP、Ragwo方言´nA raP、nDappa方言´nÃ rWP、Bame方言´nAP r@のようであ
る。最後の例を見ると、蔵文 nags ri「森のある山」と関連があるように見えるが、
それ以外は語末に声門閉鎖音を伴っていて、うまく対応していない。
第２音節にwをもっているのはムニャ地域の方言で、Morim方言´nA wo、Rangakha

方言 n̄A: wo、Grongsum方言ˆn5P wuPのようである。
gZari方言 du、Thangskya方言 du: tChaの２つに共通して duという形式が含まれ
るが、来源は分からない。
丹巴県の方言は３種とも異なった形式を用いる。sProsnang方言`tsha Hőe、Sogpho

方言´s@̃ őẼ、dGudzong方言´Ci FEjとなっている。sProsnang方言の第１音節は蔵文
tshalと関連すると考えられる。それ以外はよく分からない73。
迪慶州のNyishe方言´tsh@P kha、Budy方言´tho: rAPなども同様に来源不詳である。

rGyalthang方言´r@は蔵文 ri「山」に対応し、口語上でも「山」と同じ形式を用いて
いる。Yungling方言´Hdýa n

˚
aPは、第２音節についてはおそらく蔵文 nagsとの対応

があると考えられる。
Tsiu方言´toN H0は来源不詳である。

73sProsnang方言や Sogpho方言のように/ő/をもつ形式には、チョユ語 rdýe55őe55が見られ
る。dGudzong方言の形式とよく似ているものにグイチョン語 sã31pu55がある。いずれも黄
布凡主編 (1992)による。
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5.5.24 「友人」grog po / rog po / shag po

☆ 成都
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1 : 蔵文 grog po対応形式
2 : 蔵文 rog po対応形式
3 : 蔵文 shag po対応形式
4 : ïãe mo類
5 : phW ChAP類
6 : NgW úùh@ bo類
7 : zoN sa類
8 : ça őe類

図 5.82: 「友人」の語形式言語地図

蔵文対応形式としては、rog poに対応するものが多い。
郷城県の方言に見られる phW ChAPのような形式の第２音節と、mTshola方言 ç̄A:

poおよびBabzo方言ça őeの第１音節は、音対応の観点から同一の形態素で蔵文 shag

poの第１字に対応関係があると考えられる。
Askyirong方言 zoN hsa、Phyugtsi方言 ïãe moなどは来源が分からない74。前者に
類似の形式はいくつかのヒャルチベット語にも見られる。

74Sun (2003b)の記述では zO s5に蔵文 bzang saをあて、ほかに p@ ruという形式も用いら
れる。意味が細分化しており、前者は「親密な友人」もしくは「異性の友人」、後者は「同
性の友人」である。
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5.5.25 「火」me

☆ 成都
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1 : 蔵文 me対応形式（m-）
2 : 蔵文 mye対応形式（ő-）
3 : 蔵文 me対応形式+付加音節
4 : 初頭子音が無声鼻音
5 : 初頭子音が n
6 : 蔵文 mye対応形式+付加音節

図 5.83: 「火」の語形式言語地図

広く見られる形式はőを初頭子音に持つ。規定される蔵文meに対応する形式を残
しているのは丹巴県の方言および一部のムニャ地域の方言で、分布地域が狭い。
「九香線」南部、迪慶州および金沙江流域のチベット語方言には、初頭子音が無
声鼻音ő̊で現れる（Nyishe方言´mő@除く）。これは古蔵文 smyeの対応形式と考える
ことができる。
Bame方言`HőeやmTshola方言`őeでは無声鼻音ではないが前気音が現れたり下降

（高）声調で現れたりしていて、古蔵文 smyeの頭字 sではなくとも何らかの要素が
存在したことをうかがわせる75。
付加音節があるのはMorim方言ˆm@ úùh@、Grongsum方言´ő@ úh@、Tsiu方言 H̄ői HbÈ

などであるが、付加音節自体の来源はよく分からない。
Rwata方言´n@̃ / ´n@̃ mwEの来源もまた不明である。
75これらの方言では、多くの例で蔵文において頭字 sを伴う鼻音の基字をもつ形式に対応

するのが無声鼻音である。
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5.5.26 「右」g.yas

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

1

1
1

112
2

1

1 11

22
1
1
1

1

2
2222
2

5
32

2
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1 : 蔵文対応形式
2 : 初頭主子音ú
3 : p@ HduP類
4 : 初頭主子音ã
5 : k@ duP類

図 5.84: 「右」の語形式言語地図

いくつかの方言に初頭子音が/ú/であるものが見られる。たとえば Sogpho方言´úõ
HlaP、gDongsum方言´úo: Naなどである。これは蔵文以前に現在の蔵文に対応する
祖形*g-yにおける yが rと交替を起こした*g-rに来源を持つ可能性が指摘できる
（Benedict 1972:34）。

Nyishe方言や rGyalthang方言の形式は来源がよく分からない。
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5.5.27 「よい」yag po / bzang po

☆ 成都

〇 康定
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〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘
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1 : 蔵文 yag po対応形式
2 : 蔵文 bzang po対応形式
3 : őe類

図 5.85: 「よい」の語形式言語地図

「よい」という意味で用いられる蔵文対応形式は大きく２系列に分かれ、蔵文 yag

poと bzang poに対応する76。
ただし丹巴県とムニャ地域の方言では、来源不詳のőeという形式が現れる。たと

えば sProsnang方言´őe: m@、dGudzong方言´ői: m@、Lhagang方言`hő̊eなどである。
蔵文 nye (po)「近い、親密な」と関連があるかもしれない。
また、蔵文 red対応形式をしばしば「よい」という意味で用いる方言が多くある。

76ほかにも蔵文では legs poという形式に「よい」という意味があるけれども、筆者が調
査した方言では、口語形式として legs po対応形式は確認されない。
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5.5.28 「もの」ca lag

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘
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1
1
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24
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5

1 : 蔵文対応形式
2 : 蔵文異体字 bca lag対応形式
3 : sa po類
4 : re pa類
5 : tCa bu類
6 : ĳNu hpu類
7 : tCa ,a類
8 : Ce pa類
9 : shÈ ra類

図 5.86: 「もの」の語形式言語地図

蔵文対応形式はヒャルチベット語の一部や nDappa方言に見られる。
蔵文異体字 bca lagに対応する口語形式を持つ方言がアムドチベット語をはじめ

Nyishe方言などに複数存在することが分かる。
形態としては、地域的にかたまって分布しているように見える。丹巴県では sPros-

nang方言´úùAP Bu、Sogpho方言および dGudzong方言 t̄Ca buなどのように現れる。こ
れらの方言の形式をもとに、第１音節は蔵文 ca lagの第１音節に相当すると考えら
れる。郷城県の方言では、たとえば gDongsum方言`sa po、Phrengme方言`sÈ poの
ように現れる。来源はよく分からない。ヒャルチベット語の一部とムニャ地域の方
言の一部に共通する形式が見られることは、注目に値する。
mBathang方言ˆshÈ ra、Budy方言´re paや rGyalthang方言´Ce paなどは、来源がまっ
たく分からない。
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5.5.29 「月」zla ba

この事例は本来的には蔵文 zl-対応音として扱うことが適当であるかもしれないが、
ここで扱う。現段階の調査結果では、蔵文 zl-をもつ語で口語形式として広く用いら
れているのが「月」に限られるからである。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘
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1 : 初頭子音 (H)d
2 : 初頭子音 nd
3 : 初頭主子音 dz
4 : 初頭主子音 ts
5 : 初頭主子音 l

図 5.87: 「月」の語形式言語地図

この語では、どれを蔵文対応形式とするかが問題ではなく、おそらく以上に分類
した全ての要素が蔵文と何らかの対応関係をもっていると考えられる。蔵文 zl-をも
つ語の対応形式を口語で持つ語自体少数であるから、「月」が１つの対応例となりう
る。地域的に対応形式にはまとまりがあるように見え、「九香線」北部では歯茎破擦
音が、中部では前鼻音を伴わない歯茎閉鎖音が、南部では歯茎流音か前鼻音を伴う
歯茎閉鎖音が現れる。
以上の観点から考えると、gZari方言 Hda waやZhongu方言 d5 w5、rNgawa方言 Hda

wa、sProsnang方言ˆHdza w@、Morim方言ˆHdza wa、mBathang方言ˆnda wa、mTshola
方言 l̄a ,a77、Sagong方言´nda kE:、nDappa方言´nda Hoなどの形式は分布上周辺の方

77巴塘県の方言は何が基本的な形式が現段階では不明瞭であるため、ここに並列してあげ
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言形式と異なって、際立っている。
また、地図上に反映されてはいないが、２音節である場合に第２音節の形式にも
異なりがある。上の例についてみれば、gZari方言 Hda waなどの両唇音を含む形式
とmTshola方言 l̄a ,aなどの軟口蓋音を含む形式が多い。前者は蔵文 zla ba対応形
式、後者は蔵文 zla dkar対応形式である。
蔵文 zla ba対応形式は相対的に多く見られるため、蔵文 zla dkar対応形式が現れる
方言をあげてみると、Budy方言´l@ ka、Ragwo方言´nl@ ka、Chaphreng方言´nl@ kE:、
Sagong方言´nda kE:、mTshola方言 l̄a ,a、Grongsum方言ˆda hka、Babzo方言 Htsa hka、
gTsangtsa方言 Hdza ,a、Phyugtsi方言 Hdza ,5などがあり、北部と南部に分布してい
る78。
Sogpho方言´Hda őõの第２音節はよく分からない。
また、１音節で現れる方言もあり、Ketshal方言 Hdzaa、Askyirong方言˚Htsa:などの
ほか、Babzo方言 HtsA:もある。分布から考えて、蔵文 zla dkarの２音節が縮約した
ものと考えられる。

ておく。
なお、格桑居冕 (1985)の記述するmBathang方言では「月」は ndaĚ£,A

Ă
£（筆者の記述法で

は´nda ,A、対応する蔵文は zla dkar）が記載されているが、現在の若年層ではこの形式は用
いないし聞いて理解もできないという。

78上注に述べたように、mBathang方言では蔵文 zla dkarに対応する形式を以前は用いて
いた。分布としてはmTshola方言と並んでいるため特別な形式とみなす必要はないだろう。
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5.5.30 「黒テント」sbra

この事例は蔵文 sbr-対応音の一例として扱うこともできるかもしれないが、対応
関係が特別であるためここで扱う。

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘
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4 1 : ã
2 : b
3 : w
4 : r
5 : ,
6 : v

図 5.88: 「黒テント」の初頭子音言語地図

この語でもまた、どれを蔵文対応形式とするかが問題ではなく、おそらく以上に
分類した全ての要素が蔵文と何らかの対応関係をもっていると考えられる。これは
蔵文対応形式の分析で先に扱った「蛇」と初頭子音連続 sbrを共通とするが、対応
音の分布が異なっているのは地図を比較すれば明らかである。
この例では、「蛇」の例に多く見られた/ã/の対応形式が未確認であるところが特

徴的で、対応形式の多くは蔵文足字 rが脱落した形式に対応関係があるように見え
る。口語形式に rが現れる方言では、実際初頭に両唇接近音が現れるものもあって、
たとえば dMarthang方言 wraとなり、蔵文における両唇音字との関連が見出せる79。

79カムチベット語では、子音連続を構成しない代わりに高声調で実現される例もある。た
とえばmBathang方言`raなど。
なお、江荻 (2002b:242)に類似の議論が「蛇」（蔵文 sbrul）について行われている。
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5.5.31 「唐辛子」si pan

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘
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1 : 蔵文対応形式
2 : dýa HgoP/dza HgoP類
3 : 漢語「辣椒」来源
4 : 漢語「辣子」来源
5 : he zo類
6 : hu tsa類
7 : bu gu類
8 : k@ mu類
9 : g@ N0類
0 : s@ rÈw類

図 5.89: 「唐辛子」の語形式言語地図

蔵文対応形式は sDerong方言 s̄@ pẽにのみ確認されている。ただしスタウ語Mazur

方言 sı̃ pEに存在するため、その近隣の未調査の方言でも用いられている可能性もあ
る。また、蔵文対応形式の第１音節とmBathang方言`s@ rÈwの第１音節も関連があ
るかもしれない。
Grongsum方言´dýa HgoP、Sagong方言´dz@ HgoP、nDappa方言´dýa HgoPなどの形
式は、比較的広い範囲で用いられているが、確定的な蔵文形式は分からない。ただし
複数の方言の語形式とそれぞれの方言の蔵文対応形式を勘案すると、蔵文 rgya rgod

に対応しているように見える80。
「九香線」北部では、ヒャルチベット語もアムドチベット語も漢語からの借用語
が用いられているが、地域によってその語形式が異なっている。広く見られるのは
「辣椒」に対応する形式で、若爾蓋県のAskyirong方言では「辣子」に対応する形式

80この形式に類似のものとして、チョユ語 rdýe13rgo55 （黄布凡主編 1992）がある。
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が見られる。九寨溝県では、たとえば Phyugtsi方言 la hts0:は、第２音節の母音の特
徴から見て「辣椒」と関連がある形式と考える。
丹巴県およびムニャ地域北部では、少しずつではあるがよく似た特徴的な形式を用
いられる。たとえば丹巴県では sProsnang方言ˆxa zo、Sogpho方言ˆhe zo、dGudzong
方言`hE zuのような形式81が、ムニャ地域北部では Lhagang方言`Fu tsa、Bame方言
´FW tsha、Morim方言`hu tsaのような形式である。これに近似する形式がダパ語に
も見られ、Ngwirdei方言 F̄u tsoなど。さらに類似の形式がグイチョン語 khu31tsa55

やシヒン語 ku33tsi53（黄布凡主編 1992）などもあり、比較的広い範囲に分布する82。
「九香線」南部、瀾滄江沿いに分布する方言では、Budy方言ˆHbu guといった形

式があるが、来源は分からない83。rGyalthang方言の´g@ N0、Nyishe方言の´k@ muな
ども同様に、来源不詳である。

81これと関連があると見られるのが四土ギャロン語mBarkhams方言 haj tsoやKyomkyo方
言 haj tsoPである。厳木初 (2006)はこれらの形式に対応する Somang方言 hai tsoが四川漢語
「海椒 xai上tCiau陰平」（「唐辛子」の意）からの借用であるとする。

82さらに歴史的な資料として、ムニャ地域に近いチベット語を記録したと考えられる丙種
本《西番館譯語》に記載される「楜枡」（「胡椒」の意か）に与えられるチベット語の漢字音
写の形式は「蒲足」で、[Fhu tsu]（< phu tsu）に近い形式の存在をうかがわせる。

83類似の形式は独龍語 bA31kôi55（黄布凡主編 1992）に見られる。関連は不明。
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5.5.32 「とうもろこし」ma rmog

☆ 成都
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4 1 : 蔵文対応形式
2 : 漢語「玉米」借用語
3 : pO: ku類
4 : hta Hmo類
5 : Hg8j j8j類
6 : lo toP類

図 5.90: 「とうもろこし」の語形式言語地図

蔵文対応形式がほとんど見られず、「九香線」南部を除いて基本的に漢語借用語が
用いられる。
「九香線」南部地域の方言では、蔵文対応形式も漢語「玉米」借用語も用いられ
ない。このうち sDerong方言ˆlo toPは蔵文 lo tog「穀物」に対応する点を除いては、
全て来源がよく分からない。
郷城県の形式、たとえば Sagong方言 p̄O: kuなどは、プリンミ語Kuido方言´pu ku

のほか、ノス彝語喜徳方言 po34ku33（黄布凡主編 1992）との共通性がうかがえる。
瀾滄江沿いの方言、たとえばBudy方言´hta Hmoの第２音節について、近隣に分布

する怒語 a31mW53（黄布凡主編 1992）との関連がうかがえる。
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5.5.33 「飛ぶ」’phur

☆ 成都
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1 : 蔵文’phur対応形式
2 : 蔵文 lding対応形式
3 : m˚phro類
4 : ïãi:類

図 5.91: 「飛ぶ」の語形式言語地図

「飛ぶ」という語義に用いられる語は、極めて明瞭に分布が分かれている。
甘孜州南部以南で用いられる形式は、たとえば Sagong方言`Hdı̃、Nyishe方言 H̄di

となり、蔵文 ldingと対応している形式であると考えられる。ldingは、文語として
は「浮く」の意味である。
単発的に見られる形式として、sProsnang方言 m̄

˚phro及び Budy方言´ïãi:がある。
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5.5.34 「子供」phru gu / byis pa

☆ 成都

〇 康定
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〇巴塘
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1 : 蔵文 phru gu対応形式
2 : 蔵文 phrug対応形式
3 : 蔵文 nyag nyog対応形式
4 : 蔵文 byis pa対応形式
5 : Pa ka類
6 : ýa ji類
7 : Pa ja類
8 : Pa Ho類
9 : őeP tChu tCu類
0 : ra ro類
x : Cı̃類

図 5.92: 「子供」の語形式言語地図

蔵文 phru gu対応形式は限られた地域に分布し、丹巴県およびムニャ地域の方言
で見られる。sProsnang方言 p̄hriP / p̄úùhiPは、蔵文では形態素の一部と考えられる
phrugのみで語として用いられている。
蔵文 nyag nyog対応形式が広く見られ、ヒャルチベット語の多くとムニャ地域南部

の方言および sDerong方言にも現れる。Babzo方言のőeP tChu tCuの第１音節は蔵文
nyag nyogの第１音節と共通と考えられ、残りの音節は蔵文 chung chung「小さい」
に対応するものと考えられるから、広い意味ではこの形式も蔵文 nyag nyog対応形
式の１つといえる。
蔵文 byis pa対応形式は極めて限定的に分布し、Askyirong方言˚FCih paおよびNy-

ishe方言´Ci:がある。分布から見れば、「九香線」南北両端に存在する。
アムドチベット語に見られる形式、たとえば rNgawa方言 Kýa jiや dMarthang方言

Ca jiは蔵文 zha zhiと対応関係があると考えられる。
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「九香線」南部には、第１音節に Paをもつ形式がよく見られる。mBathang方言
P̄a kOP、Sagong方言´Pa kaなどがあるほか、nDappa方言 P̄a Hoのようなものも見ら
れる。Toding方言 P̄a jaと Budy方言（結義） j̄a:は、おそらく共通の形態素を含ん
でいると考えられる。
rGyalthang方言´Cı̃やYungling方言´ra ro、Budy方言（洛義）´ra ro:の形式は来源不

詳である。

338



5.5.35 「顔」ngo / kha ngo / gdong

☆ 成都

〇 康定
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1 : 蔵文 ngo対応形式
2 : 蔵文 kha ngo対応形式
3 : 蔵文 gdong対応形式
4 : do r@類
5 : de: pho類
6 : kha Hmu類
7 : qhA No類
8 : ődýÕ r@

図 5.93: 「顔」の語形式言語地図

蔵文 ngo対応形式はアムドチベット語に見られるほか、ヒャルチベット語Ketshal

方言にも見られる。「九香線」北部地域を中心に分布する。ほかにmBathang方言`NÈ

にも見られる。
蔵文 kha ngo対応形式はヒャルチベット語の一部とムニャ地域のいくつかの方言
に見られる。Thangskyi方言˚qhA Noは、蔵文 kha ngoと対応しているものと考えられ
るが、蔵文 kha「口」に対しては˚khaが現れ、「顔」にのみ口蓋垂音が現れている。
「九香線」南部地域は基本的に蔵文 gdong対応形式が分布する。rGyalthang方言

´ődýÕ r@の形式は孤立した分布を見せ、来源も不詳である。
丹巴県の方言はそれぞれ特徴的な形式を使用し、sProsnang方言´Hdo: r@、Sogpho

方言´dõ r@、dGudzong方言´de: phoとなる。sProsnang方言の形式は、Sogpho方言の
形式の第１音節を参考にすると蔵文 gdong ris「顔つき」と関連があるようにみえる
が、よく分からない。
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5.5.36 「虹」’ja’ / ’ja’ tshon

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘
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1
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56

1

1

6

1

1 : 蔵文’ja’対応形式
2 : 蔵文’ja’ tshon対応形式
3 : ja htsi類
4 : ődýa m˚ tsho類
5 : üa類
6 : za類
7 : ndza ődýi:類
8 : shı̃ ődýÕ類
9 : ődýO: ú@̃j

図 5.94: 「虹」の語形式言語地図

広く１音節語の蔵文’ja’対応形式が分布している。２音節語の蔵文’ja’ tshon対応
形式も散発的に分布しており、地域的なまとまりは見られない。
Lhagang方言ˆődýa m

˚tshoは蔵文’ja’ tshonの対応形式であるが、第２音節初頭の両
唇前鼻音が現れるのが極めて特徴的である84。
Phyugtsi方言˚ja htsi:と Babzo方言˚ő̊ça tshEはおそらく同一の来源を持つ形式で、
これらの音形式から蔵文には存在しないけれども*’zha tshonのような形式が存在し
たのではないかと疑える。これは「虹」の蔵文’ja’ tshonとの対応関係を見せる。ま
た、*’zhaと関連する可能性としてNyishe方言 ǖaのそり舌摩擦音の対応がある。
rGyalthang方言`shı̃ ődýÕの第２音節と Tsiu方言ˆődýO: ú@̃jの第１音節は、ともに蔵

文’ja’と対応すると考えられる。それぞれもう一方の音節の形式はよく分からない。
Thangskya方言˚ndza ődýi:、Budy方言 z̄aなどは来源不詳である。
84丁種本《西番譯語》の《木坪譯語》に記録される「虹」の蔵文形式に’ja’ mtshonがある。

関連があるかもしれない。
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5.5.37 「肉まん」mog mog

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘
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2
2222
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7

1 1 : 蔵文 mog mog対応形式
2 : 漢語「包子」来源形式
3 : hChe htoÝ類
4 : khuP類
5 : Pa xe類
6 : pÈ ,È類
7 : phu ru類

図 5.95: 「肉まん」の語形式言語地図

「肉まん」の蔵文対応形式として mog mogを挙げたが、この語自体漢語「食莫食莫」
に由来する借用語である。
上の地図に記載されない複数の地点については、話者が漢語であると自覚しつつ

「食莫食莫」もしくは「饅頭」の土地の発音を使用する。
Thangskya方言 hChe htoÝが蔵文 phye thugと対応する以外は、来源不詳である。
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5.5.38 「青禾果（裸麦の一種）」nas

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘
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1 : 蔵文 nas対応形式
2 : 蔵文 gro対応形式
3 : k@ r@類
4 : 蔵文 so ba対応形式

図 5.96: 「青禾果」の語形式言語地図

蔵文との対応関係が見られない語形式と分布に注目する。丹巴県と郷城県周辺の
いくつかの方言に蔵文非対応形式が現れる。たとえば gDongsum方言 k̄@ r@、Sogpho
方言 N̄g@ r@、Yungling方言´ka rWなどで、細部に異なりがあるが、基本的な構成要素
は近いものと見てよいだろう。語形式としては、口語形式に見られる要素そのまま
の蔵文対応形式は確認できていない。ただし近似のものとしては、江荻 (2002b:253)

に krungs「青禾果の穂」という古蔵文形式についての言及がある85が、これと関連す
るかどうかは確定的なことはいえない。
その他のいくつかの方言で見られる形式としては、チベット文語の語義として、
蔵文 groは「小麦」、蔵文 so baは「大麦」を意味する86。なお、この点から考える

85「青禾果の穂」に対応する語形式で軟口蓋音を含む形式を持つチベット・ビルマ諸語は複
数ある（黄布凡主編 1992）が、関連は分からない。

86これは方言に見られる意味変化の問題かそれとも調査上の問題かは、今は判断できない。
調査時の結果として、小麦と大麦の区別がはっきりしない話者が多かったことを考えると、
麦の名称について十分な区別を行えていない可能性もあるだろう。
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と、dGudzong方言の「大麦」は k̄@ ziで、この形式がここで扱う「青禾果」の蔵文非
対応形式と共通性を有すると考えられる87。

87「大麦」に/z/を含むのは各種彝語に見られる（黄布凡主編 1992）。
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5.5.39 「娘」bu mo

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康
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香格里拉
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〇巴塘
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1 : 蔵文 bu mo対応形式・２音節
2 : 蔵文 zhi mo対応形式
3 : 蔵文 bu mo対応形式・１音節

図 5.97: 「娘」の語形式言語地図

アムドチベット語で用いられる蔵文 zhi mo対応形式は、青海省のアムドチベット
語でも広く用いられているため、地域的な連続性があると考えられる。
１音節になるのは郷城県や得榮県の方言に見られ、たとえば gDongsum方言´põ:

などで、母音は鼻母音で実現される。蔵文 bu moに対応する要素の１音節への縮約
と見られる88。
Zhongu方言の形式は puで１音節になっているが、おそらく上記のような郷城県
の方言のような形式が生じた後に音節構造上の制限がかかって母音にも音節末にも
鼻音要素が現れなくなったと考えられる。

88これと酷似の語形成（第２音節が蔵文 moか maが現れる）で、２音節語の１音節語へ
の縮約という現象は、阿里のGar（口葛爾）方言にも顕著に見られる（瞿靄堂・譚克讓 1983）。
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5.5.40 「太陽」nyi ma

☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

1

1
24
1111

2

1

1 1

1

1

11
1
1
1
111

2

3
3123
2

223
3

2
11

1 1
1

13

1
11

1 : 蔵文対応形式
2 : 第２音節初頭子音 H/w
3 : １音節őÕ:類
4 : １音節ő08:類

図 5.98: 「太陽」の語形式言語地図

第２音節初頭子音が Hやwとなるものは、多くその音節の母音が鼻母音として実
現される。それが１音節化した場合にőÕ:といった形式になると見られる。郷城県の
諸方言では、まさにこの変化が起こっているものと見ることができるだろう。
Phyugtsi方言ではő08: / ő0e:という。これは蔵文対応形式とは異なり、ペマ語の形
式őye35と近い。これを借用語と判断するかどうかについては、さらに精査する必要
性がある。というのも、この方言の近隣の方言を見ると、gTsangtsa方言ő@ Haで、加
えて、上の地図には示していないが、gTsangtsa方言の話される地域から南に位置す
るシ章扎鎮干海子村の方言はői Hã、さらに南に位置する地域で話される sKyangtshang

方言ő@ maを考えると、交通路沿いに徐々に蔵文 nyi ma対応形式から１音節形式へ
と移行しつつあるような分布を見せ、郷城県周辺の方言の分布とやや共通性を見せ
ているようにうかがえる。

345



5.5.41 語形式を基準にした地図から見る総合的考察

以上 40の語について、語義を中心に地図を作成し、蔵文との対応関係と来源を異
にする形式の分布について個別に考察を行った。ここでは、それらの分布状況をま
とめるという観点で考察する。
まず、最初の「米」「８」の地図では、例外形式の分布の限定性を明らかにしたも

のである。これは地図化する点では、もっとも効率が悪く得られる情報は極めて少
ない。しかし、ある形式がまったくの独立形式であるということを示すには、効果
的であることは確かである。また、このようにただ１地点でのみ異なるという例は
相対的に多くはないが、本節で取り上げた２つの語がチベット語にとって基礎語彙
に数えられるものであることに注目する必要がある。
上の２語を除いた残りの 38語については、各種方言について多様な形式が用いら
れたり地点の離れた方言について複数確認されるものである。方言の地点の分布が
方言地理学に用いる言語地図として考えると広域地図の形式に分類されるであろう
から、複数の形式が現れるのがむしろ正常であると考える89。ここに扱った 38語は、
決して数として十分であるとはいえないが、分布の具合を対照すると一定の結果が
現れている。それを以下にまとめていく。
まず、蔵文対応形式を用いるがそのもととなる蔵文の語が異なる事例について見
てみる。たとえば「明日」「飛ぶ」の２例について考えると、前者ではヒャルチベッ
ト語全体に tho rengs対応形式が用いられ、この形式を「明日」という意味で用いる
方言は他の地域には見られない。この形式がヒャルチベット語ではないがその近隣
に分布する Zhongu方言でも用いられているのは、１つの地域特徴として定着した
のかも知れない。後者の「飛ぶ」の例では、極めて明瞭に、甘孜州の川藏公路南路
以南では一般的な蔵文形式とは異なる蔵文 lding対応形式を共通して用いている90。
このような広範な地域において共通に見られ、それがある地域を境にまったく異な
る分布を見せることには十分な注意が必要であり、そのような分布を示す背景につ
いてさらに深く考察を進めなければならない。巨視的な方言区分を行う１つの基準
となる可能性がある。
以上に述べたタイプのものと、語源がはっきりとしない形式の分布というのは、
本節で示した範囲ではやや状況を異にする。蔵文に対応しない形式をもつ語形式を
用いる方言は「九香線」南部に顕著であり、郷城県の特異性は十分注目に値する。
郷城県およびその周辺地域に見られる特異性と先に述べた蔵文対応形式の極めて明

89この意味でも方言間でほとんど変わらない形式をもつ、先に述べた「米」などの語彙は
珍しい。

90ただし rGyalthang方言、Budy方言など迪慶州の一部の方言は例外となる。
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確な分布とは、一応区別する必要があるだろう。「橋」「花」「葉」「靴」「猫」「11」
「森」「青禾果」などを見るとよく理解できるが、実際これらを並べてみると少しずつ
特殊形式の分布が異なっていることが分かる。具体的には、次のような点が指摘で
きる。たとえば「花」と「青禾果」の分布を郷城県を中心に見ると、前者の方が郷城
県の周辺にも類似の特徴を有した形式が広く分布していることが分かる。「青禾果」の
特異形式はほぼ郷城県内に限定して見られるが、郷城県でも熱打郷のRwata方言に
現れず、県境に近い位置にある香格里拉県東旺郷の gTorwa方言に現れる。この語
は確かにより範囲が狭くなって現れている。この間を取るような分布を見せるのは
「猫」「森」で、郷城県内と東旺郷のほかに稲城県でも確認されるが、得榮県には現
れない。熱打郷から得榮県にかけての一帯の方言は、他の郷城県の地域のものと比
べてやや下位区分上の不一致があるのだろう91。このような分布と各語の意味との
関連は把握できるには至っていないが、このような分布を示していることから、郷
城県の方言がその中心部にあって、かつ特異な形式を保存していると分析できる。
ヒャルチベット語にあっては、所属方言全てに共通する形式を持つものには「猫」
があり、かつ地域的に特徴づけられているように見える。ただしこのような例は少
なく、方言ごとにわずかに違う語形式を用いる語の方が多く見られる。たとえば、
「身につける」「子供」「うさぎ」「魚」「友人」などは、２、３の地点で異なった形式
を用いており、それ以外が共通の形式を持っているというような事例も確認される。
一方で「おすぶた」「子ぶた」などは、方言ごとに異なって、一致する形式を使用す
る方言が少ないものもある。興味深い分布を示すものに、「肉まん」「唐辛子」があっ
て、両者とも漢語来源借用語が関わっているが、地域によって異なる漢語の形式を
用いている92。
古蔵文、異体字との関連を見ると、迪慶州西部金沙江、瀾滄江沿いを中心に、対
応形式を複数見出せる方言がある。それは「火」「もの」に加え、蔵文対応形式とし
て言及した「ない」（蔵文med）についても確認できる。「ない」の例は、当該地域に
のみ古蔵文myedの対応形式が見出せる。「火」の事例では他の地域でも古蔵文mye

に対応する形式が多く見られるが、特に当該地域には無声鼻音が現れて93、古蔵文
smyeに対応する形式が見出せることが特に注目できる。このように、地図化するこ
とで問題となる形式が他の地域に存在しないことがより明確になる。「もの」の例で
は蔵文異体字 bca lagに対応する初頭に両唇音が現れる方言が存在する。

91このことは話者の母語感覚とも一致し、郷城県内でも熱打郷一帯は他の地域と方言差異
が確認されるという（鈴木 forthcoming-b）。

92この場合、社会的上位言語である漢語についても調査が必要であることが示唆される。
93無声鼻音が現れなくとも高声調や前気音が現れる方言もあり、mBathang方言`Hőeなど

もここで述べていることに関連する可能性がある。
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以上に整理したように、語形式を基準とした言語地図はチベット語と他言語の関
連を直接的に探れる極めて重要な資料である。ここで扱うような川西民族走廊の広
域的な言語地図は、さらに多くの語彙について作成する必要性がある。分析対象語
数が少なければ、大まかな共通性を把握するにも困難がある。その事実は、実際に
地図を作成して初めて確かめられたことである。
また、本格的な方言地理学的考察を行うための微細な言語地図を作る際には、郷
城県を中心として周囲の県を含む地域を１つの単位にする必要性があることが分か
る。また丹巴県の微細な言語地図も語形式の分布と発展を考える上で重要な意味を
持つことも分かる。ヒャルチベット語を全て射程に納めた地図についても同様に、
同方言群の発展を考える上では極めて重要になるだろう。
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5.6 川西走廊諸語におけるチベット語借用語/地域語形式

川西走廊諸語の中で、チベット文化圏で話されている言語については、おびただ
しい数のチベット語来源借用語が見られる。しかし、これまでに述べてきたように、
川西民族走廊に分布するチベット語方言は極めて特異な特徴をもつものが多いこと
から、川西走廊諸語に見られる借用語の形式が特異な方言のいずれかの形式に一致
を見れば、借用経路が明らかになることが期待できる。
ただしこの可能性は川西走廊諸語の側の音体系および音節構造に関する事情も絡
んでいる。チベット語から当該語を借用した後に、川西走廊諸語が極めて大きな音
体系および音節構造の簡化が起こったもしくはそもそも音体系・音節構造が比較的
単純である言語94の場合、明確にチベット語の特徴が現れてこない。その一方で蔵
文をしのぐ複雑な音体系・音節構造を持ち、それを維持している言語95の場合は、む
しろ蔵文成立以前のチベット語の形態が残存しているかどうかという問題への興味
があり、実際さまざまに議論されている（黄布凡 (2004)など）。
また一方で、チベット語と川西走廊諸語に共通して見られる語がいくつか指摘で
きるかもしれない。これは蔵文との対応関係をもたないが、一方で漢語からの借用
語でもない、いわば地域語の一種としてとらえられるものである。そのような語に
ついても取り上げてチベット語の形式と対照することは、語の分布範囲を考える上
で重要な情報を与えるものになると位置づけられる。
本節は以上に述べた視点から、川西走廊諸語のうち特異な借用語の分析を行う議
論としてダパ語、スタウ語、ゲシツァ語を取り上げ、蔵文との対比を中心に近隣の
チベット語方言にも注意を向ける議論として四土ギャロン語、ペマ語を取り上げて
議論する。後者の場合、必ずしもチベット語来源借用語であることは保障されない
が、蔵文に極めて近似的な形式をもつものに触れることになる。

5.6.1 ダパ語

ダパ語の上位言語としてのチベット語方言は未調査であり、また地域としてもチ
ベット語母語話者の居住地域から離れていることから、ダパ語の中に見られるチベッ
ト語来源借用語を通して、借用元がどのようなチベット語方言であったか簡単な考
察ができる。
ダパ語分布地域に交通路を通じて近接する地域で用いられる土着のチベット語方
言は、Morim方言（北側）および雅江の方言（南側）である。

94ダパ語、グイチョン語、ムニャ語、アルス語などが当てはまる。
95各種ギャロン語、スタウ語、ゲシツァ語、ラヴルン語、北部羌語などが当てはまる。
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ダパ語のチベット語来源借用語の対応関係については、鈴木 (2006f)が簡単に扱っ
た。その内容にしたがって、鈴木 (2006f)執筆以降に得られた方言資料を補充しつ
つ、以下に議論する。
鈴木 (2006f)が扱うNgwirdei方言は、ダパ語の中でもその音素体系と音節構造が
複雑なことから、もし現代のチベット語よりも蔵文に近い形で話されていたとする
ならそれを受け入れられる条件下にあるといえる。
まず、借用語の語義について考察する。言うまでもなく、宗教文化語彙はほとん
どチベット語来源借用語を用いる。

「寺」 H̄gE mbE：蔵文 dgon pa

「白塔」 m̄
˚tCho ùtE：蔵文mchod rten

「ラマ」ˆwlE mE：蔵文 bla ma
「マニ石」´lE ptsE：蔵文 la btsas

以上の形式にも確認されるように、語末の鼻音が脱落しているのはダパ語の音節
構造が語末子音の存在を認めないという制約によると考えられる96。
また、一般の動物名と十二支の場合に用いられる動物名との間に語彙的差異があ
るものもある。差異がある場合、後者にチベット語対応形式を用いている。

「ぶた」-wa
「ぶた年」´pha Hlu：蔵文 phag（ぶた）97

次に、語形式の特徴を考察する。もっとも目を引くのは、Ngwirdei方言の語形式
が丹巴県の諸方言すなわち sProsnang方言、Sogpho方言、dGudzong方言の形式に
のみ一致する例が存在することである。

「鶏」ˆbdzja, ˆbdzea：Sogpho方言´ptsa、蔵文 bya

「珊瑚」´ptsa r2：sProsnang方言´pts@ rW、蔵文 byu ru

蔵文 Pyに対して以上の対応を見せる方言は、丹巴県の諸方言以外に現段階では見
出されていない。このため、Ngwirdei方言の以上の語の借用元は丹巴県のチベット
語であるという判断を下さなければならない98。ただし、次のように蔵文 Pyに tCが
対応する例もある。

96蔵文もしくはチベット語口語の知識がある人の場合、チベット語の発音のように語末に
鼻音要素を伴う発音をする人もいると考えられる。それを重視して記述した同じくNgwirdei
方言の研究が劉勇　等 (2005)にある。

97「さる」´zo d0j：「さる年」ˆzo d0 Hluのような例もある。
98この判断をためらう最も大きな要因は、地理的な非連続性にある。ダパ語の話される地

域と丹巴県は連続ではなく、間にムニャ地域をはさむ。このような状況においていかなる借
用関係が持てたかは、極めて興味の大きい問題である。
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「孔雀」´ma ptCa：蔵文 rma bya

これは借用の経路が異なっていると考えられる。
一方で蔵文によく一致しいずれの口語形式にも一致しない形式も存在する。

「狼」 h̄pja N̊khu：蔵文 spyang khu

「もの」 F̄tCa la : 蔵文異体字 bca lag

相当古い借用語かスタウ語経由（Mazur方言で spjoN kh@、FtCa la）での借用を考
えることができる。
以上のようなものを除くと、Lhagang方言に似た形式を持ったものが多い99。

「米」 m̄ãE：Lhagang方言 m̄ãE:、蔵文’bras

「琥珀」 h̄puj Che：Lhagang方言`hpu: Che:、蔵文 spos shel

先に見たように、語末鼻音が消失するのは確かにダパ語自体の音節構造によるけ
れども、借用元のチベット語が Lhagang方言やGrongsum方言などムニャ地域の方
言に属する場合、もともと語末鼻音が脱落していた可能性もある。
また、蔵文に見られない形式が口語形式として酷似する例がある。

「唐辛子」 F̄u tso：Lhagang方言ˆFu tsa、Morim方言`hu tsa

「猫」-m@ htsW : Lhagang方言ˆmoN ziP、Rangakha方言 m̄õ ndz@

「唐辛子」はダパ語分布地域の北部から塔公あたりまで酷似した形式を持つ方言
が分布する100。さらに丹巴県の方言にもやや似た形式が用いられ、たとえば Sogpho

方言ではˆhe zo、dGudzong方言では`hE zuという。その他の地域では、語形式の一
部にも一致しない。「猫」は借用語であるかどうかが確定的ではないが、語形式の類
似という点で見れば相当近い形式を持っているチベット語方言が存在し、特に語頭
に両唇鼻音を持つ例は極めて少数の方言にのみ見られる101。これらの言語間に何ら
かの関係を認めてもよいだろう。

99Lhagang方言と似ているといえる点は、子音連続の現れによるところが大きい。
100先の「唐辛子」の地図を参照。
101本論文では議論の対象にしないが、西田 (1963)の丙種本《西番館譯語》の「猫」は「奔
郎」と音写されて、同論文では両唇鼻音を含む*moN laNが再構されている。

351



5.6.2 スタウ語

スタウ語の話される地域の上位言語としてのチベット語方言の全体像は未調査で
あるが、牧区と農区が入り混じり、アムドチベット語話者102もカムチベット語話者
も並存する。後者は主に八美鎮周辺の出身者が多く、用いられる方言も Bame方言
に近いものと考えられる。Morim方言は劉勇　等 (2005)ではアムドチベット語とさ
れているが、筆者はカムチベット語であると考えている。
スタウ語分布域は、以上に述べたように言語環境が複雑である。また、スタウ語
自体の音節構造は音節末を除いて蔵文の構造より複雑であり、チベット語来源借用
語の語形式は蔵文と極めて近いものが多く、現在の方言資料と対比させて借用経路
を考えることは、ダパ語の事例よりも難しい。ここでは、わずかに見られるカムチ
ベット語の語形式に近く見える借用語に注目し、考察を行う。スタウ語の例はMazur
方言を用いる103。
まず、蔵文形式が極めて近いが音形式が異なって現れる例を示す。

「龍」mbru : 蔵文’brug

「雷」mbru / mãu : 蔵文’brug

「野牛」mãoN :蔵文’brong

この場合、Mazur方言に「野牛」が借用されたのは相対的に後期ではないかと推
定できる。
蔵文とも現代のチベット語形式とも異なるがチベット語来源借用語であると推定
できるものがある。

「装飾品」réEn tCha : 蔵文 rgyan cha

「珊瑚」Bé@ ra : 蔵文 byu ru

「装飾品」は口語との対応関係上問題は生じない。蔵文Ky-の対応形式に前部硬口
蓋破擦音が当たるのは、周辺の gYokhog方言やMorim方言に見られるものである。
問題は「珊瑚」の対応形式で、蔵文 Py-に対応するのもまた前部硬口蓋破擦音となっ
ている。これがやや問題と考えられるが、周辺に分布する方言を見ると、Morim方
言で蔵文 spyang khu「狼」に対して`hcõ N̊khWや、Lhagang方言で蔵文 sbyar「貼る」
102先行研究でしばしば言及されるアムドチベット語「道孚」方言で、瞿靄堂 (1996)などが
下位区分上独立させている特徴的な方言のことである。
103スタウ語には声調が存在するとの分析（池田 (2001)や劉勇　等 (2005:242-243)）がある
が、筆者の分析でも確認される点はあったが声調とは分析していない。筆者はこの超分節音
上の特徴は方言差異を分かつものとして分析しているが（鈴木 2006a）、本論文の記述では
超分節音にかかわる要素は表記しない。
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に対して`wéarとなって、ここで扱う対応関係を持っているから、借用経路のいかん
によっては以上の対応関係もありうることになる104。
蔵文 sr-に ùshが対応する例がある。

「かわうそ」ùsham : 蔵文 sram
「裂け目」ùshuF :蔵文 srubs ka

蔵文 sr-対応形式でこの類似の形式を示すのは、Sun (2005)の gSerpa方言のみに見
られ、たとえば「命」蔵文 srogに対し rsWaがある。
蔵文 lhaを含む複合語の借用語は蔵文に対応するだけでなく、その発音において

際立つ特徴をもっている。

「ラサ」l
˚
a sha : 蔵文 lha sa

「ラモ」l
˚
a mo : 蔵文 lha mo

「塔公」l
˚
a sgoN :蔵文 lha sgang

すべて固有名詞である。スタウ語ではì/l
˚
が対立し、l

˚
は自由変異音として舌端歯閉

鎖音 [t”h]をもつ。これはチベット語 Lhagang方言と同一の特徴であるが、この音声
的特徴をもつチベット語もまた珍しい。ただし「神」はìaといい、l

˚
では対応してい

ない。ìaもまた借用語とするならば、借用経路や借用した時代の差異についてより
深く検討する必要性がうかがえる。
初頭子音が蔵文有声閉鎖/破擦音字の場合、その借用語ではMazur方言で有声音と
無声音の両方が見られる。

「ハゲタカ」bja rgo : 蔵文 bya rgod

「船」grW :蔵文 gru

「小麦」úo : 蔵文 gro

現在のスタウ語周辺のチベット語方言を考えると、無声音として借用されている
のが借用時期が後期であると判断できる。「小麦」は相対的に先の２例より後期に借
用された可能性がある。
蔵文異体字に一致する例がある。

「もの」FtCa la : 蔵文異体字 bca lag
104ただし、Morim方言で「珊瑚」はˆCW rWとなっている。同じく蔵文 Py-をもつ「鶏」bya
もˆhCaとなっていて、前部硬口蓋破擦音に対応する例は確認されていない。Lhagang方言も
似たような状況である。他の方言に見られる可能性も考える必要があろう。
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蔵文に対応せず現代の方言形式との対応が見られるものがある。

「猫」ts@ la : Sogpho方言ˆts@ l@

この形式は、現在の資料では、丹巴県のチベット語方言にのみ一致する105。
以上に見たように、スタウ語の借用語は明確に借用時期の差が確認され、また古
い時期の発音をよく保存していることが分かる。借用の時期を特定するにはまだ検
討が必要である。借用の経路については、現代の方言資料を用いることでいくつか
判明したものもあるが、地域的な観点から見るとダパ語と同じく複数の方言を考慮
しなければならない。

5.6.3 ゲシツァ語

ゲシツァ語の話される地域の上位言語としてのチベット語方言は、現在ではあま
り耳にすることがない。ゲシツァ語の分布地域はアムドチベット語牧民方言と重な
る部分もあるが、高度の点で異なりがあり、話者の生活環境も生活様式も異なって
いる。ゲシツァ語の分布地域の近隣にはカムチベット語話者が分布しているがすみ
わけがなされている。
ゲシツァ語とチベット語の語彙の対照研究は多爾吉 (1998)が行っているが、そこ
ではゲシツァ語の系統問題を考察するという目的があって、借用関係という視点か
ら分析を試みているわけではない。ここでは、借用関係が比較的よく分かるものに
ついて検討を加える。
Geshitsa方言に見られる蔵文対応語のいくつかの例をあげる106。
蔵文 a#に対応する形式には２種類がある。１つは/a/で対応する。

「農区」：roN wa蔵文 rong pa

「平民」：zde wa蔵文 sde ba

もう１つは/E/で対応する。

「牧区」：mãok pE蔵文’brog pa

「ラサ」：l
˚
a sE蔵文 lha sa

105前節「猫」の言語地図参照。
106ゲシツァ語にもスタウ語と同様、超分節音について語に固有の特徴がある。しかしここ
ではやはり表記しない。
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この差異は何によるか決定することはできないが、たとえばそれぞれの語におけ
る初頭子音に注目すると、/a/で対応する「平民」の初頭子音は蔵文のつづり方とそ
のまま対応しているが、/E/で対応する「牧区」の初頭子音はすでに蔵文の基字と足
字 rがそり舌音になった後の形式に一致し、簡化が起こっている。これは相対的に
後期の借用語である可能性がある。このように考えられるのは、同様の蔵文に由来
する「雷」という語の対応形式である。

「雷」：mbru蔵文’brug

この語の初頭子音は蔵文のつづり方とそのまま対応しており、Geshitsa方言はこ
のような音節構造を許している。
さらにほかの例をいくつかあげる。

「銅」：zaN蔵文 zang

「体」：,zu po蔵文 gzugs po

「森」：nAk tChE蔵文 nags tshal

「銅」の形式から、蔵文#z-が有声音の時代もしくはそのような音対応をもつ方言
から借用していると考えられる。「体」は第１音節を見るとチベット語で音節末子音
が Pか脱落した形式を借用したとみてよい。「森」はおそらく借用語であると考えら
れるが、以上の蔵文の形式を口語で用いる方言では、Sabde方言の´naP n

˚tsheが見ら
れるのみに限るなど、借用経路の問題がある。
さて、チベット語方言の語形式の特徴でも問題となった「猫」と「とうがらし」の
形態は、Geshitsa方言では以下のようになっている。

「猫」：ts@ l@
「とうがらし」：hE tso

「猫」の形式は、まさに丹巴県のチベット語と同様の形式といえ、ムニャ地域に
見られるようなmを含む形式はとっていない。「とうがらし」の形式もまた、丹巴
県からムニャ地域全体に広がる来源不詳の形式に酷似する語を用いている。地域的
観点から見て、まったくその分布に疑問をもつことはないだろう。
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5.6.4 四土ギャロン語

Kin (1949)（金鵬 (2002)/漢語訳）の四土ギャロン語 bKrashiling（雑古脳）方言の
記述には、bKrashiling方言とチベット語（蔵文と Lhasa方言）との語彙対照の考察
が行われているが、そこでは同源語と借用語の区別がなされていない。ここでは、
ギャロン語の周辺に分布するチベット語と対照することで見出せる特徴を拾い上げ
て考察する107。
bKrashiling方言における蔵文 sh/zh対応音は、そり舌音を示すものが多い。

「鹿」ùa wiE：蔵文 shwa ba

「木」ùğ/Ci：蔵文 shing

「紙」ùag ùag：蔵文 shog bu

「地」sagüğ：蔵文 sa gzhi

「言う」ka-üğ：蔵文 zhu

この特徴は、ギャロン語の周辺に分布するチベット語方言としては、sProsnang方
言、Sogpho方言など丹巴県の諸方言、および松潘県の Zhongu方言に見られる。
bKrashiling方言における蔵文 j対応音の中に、/j/が現れるものがある。

「強盗」jag pa：蔵文 jag pa

これはチベット語方言について、Babzo方言の ő̊ça tshE「虹」’ja’ tshonや Phyugtsi

方言の˚ja htsi:「虹」’ja’ tshonに近似の対応が見られる。
bKrashiling方言における蔵文-a#対応音で母音の調音点が高くなっているものが
多い。

「鶏」piE：蔵文 bya

「神」ìiE：蔵文 lha
「商人」tshoN piE：蔵文 tshong pa

蔵文-a#対応音で母音の調音点が高くなったりわたり音を含んだりするのは、丹巴
県の諸方言の特徴によく似ている。sProsnang方言ˆptsw@「鶏」、`l

˚
we「神」などの例

に見られる。
bKrashiling方言における蔵文-ang対応音で語末鼻音が脱落しているものがある。

107bKrashiling方言の表記は金鵬 (2002)に原則従うが、有気音の hは hとするなど、筆者の
方針に変更できるところは変更する。
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「牛」ba liE：蔵文 ba glang

「家」khoe：蔵文 khang ba

先に見た「商人」の第１音節など、複音節語の語中では脱落は見られない。金鵬
(2002)は語末鼻音が脱落していないものをチベット語からの借用語と考えている。
ただし以上の「牛」などは蔵文に酷似しておりなおかつ第２音節の初頭子音字 gが
口語に反映されていないため、借用語を疑える。なお、チベット語 sProsnang方言
や Askyirong方言、Babzo方言では語末の蔵文-ang対応形式で鼻音を脱落させるも
のもあり、近隣のチベット語にも見られる。たとえば、Askyirong方言 khO Ha「家」
などのようである。

5.6.5 ペマ語

ペマ語には多くのチベット語との対応語彙が見られるが、それが同源語の関係で
あるか借用語の関係であるかは、まずペマ語の系統問題と絡めて考える必要性があ
る。しかしながら、ここでは系統問題に踏み込まず、単に語形式がチベット語と近
似しているものの一部分を取り上げて、チベット語方言形式と対照することで、ペ
マ語の形式を考察する。なお、ペマ語形式は西田・孫 (1990)の語彙資料に基づく。
このような問題を扱う背景には、次のようなことがある。西田・孫 (1990)におけ

る分析では、ペマ語が話される地域の周辺に分布するチベット語について、十分な
理解が得られておらず、おそらくアムドチベット語が分布しているということを念
頭において、チベット文語との対比を基準に対照が試みられている。それゆえに、チ
ベット文語と近い形式を示していても、ペマ語の本来語と分析する。同様に、Zhang
(1997)は西田・孫 (1990)の資料に基づいてペマ語形式に対応する蔵文形式を示しな
がら、その対応関係がいくつかのアムドチベット語やカムチベット語に類似してい
ることを示し、音節構造や声調を持っている特徴からペマ語がカムチベット語に関
連のある方言であることを述べている。これらの対照に用いられたチベット語方言
はペマ語に部分的に類似の特徴を見せるさまざまな地点のものであって、それだけ
では同源語の音韻対応の考察は可能であっても借用語の可能性は最初から排除して
いるようなもので、得られる結論としてペマ語はチベット語の方言であるというこ
とを前提としているように見える。まず対照すべきはペマ語の近隣に分布するチベッ
ト語方言すなわちヒャルチベット語で、それらの語彙の特徴を分析する必要がある。
従来この点が行われていないのは、おそらくヒャルチベット語がほとんど未調査で
あったためであろうと推察する。本論文では、ヒャルチベット語は数種類の方言の
音体系の記述を第４章で行った。これらはアムドチベット語とは根本的に異なる一
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方、ヒャルチベット語に分類した方言群でも相違点が多い。このような事情から、ペ
マ語については、チベット語来源借用語と断定できなくとも蔵文の形式に近い語を
周辺のチベット語方言形式と対照するのは極めて意味のあることである。

語義 ペマ語 蔵文 Phyugtsi方言 Askyirong方言 Ketshal方言
月 dzA13 zla ba Hdza ,5 ˚Htsa: Hdzaa
火 őE53 me ˚őe ˚őe ˚őe
手 iA35 lag pa j5 wa lOÝ pa laÝ pa
牛 no35 nor n0: — —
羊 y35 lug ˚j0: lW, ˚luÝ

犬 tChi53 khyi ˚tsh@ tCh@ ,W tCh@ ,@

魚 őE53 nya ˚őa ˚őa ˚mőã
海 ndz5341 mtsho ˚ndz5 dýa n

˚tsho dýa n
˚tshoh

お香 pe53 spos — ˚hpi: ˚hp88

狼 Ca53ng535 spyang ku ˚sã Ngu ˚hpON khW C@N kW

心 she13 sems shi: shem —
蛇 rę341 sbrul ˚Hr@: ru: Hruu
家 ngO35 khang ba NgO: khO H@ khON wa
血 tChA53 khrag ˚tshA úhA, ˚tChaÝ
狐 ,a35 wa ,a w,A: K,a
鶏 CA53 bya ˚sa ˚ĳja:H Ca
花椒 ýA13mA53 g.yer ma zaH Hma ˚Hjem ma ˚jer ma

以上に示した形式の対比によって、ペマ語の語形式が Phyugtsi方言に際立つ特徴
的な語形式と酷似していることが分かる。たとえば「海」や「家」の前鼻音つき有
声閉鎖音や「手」や「羊」において蔵文 lが/l/で現れないのは、ヒャルチベット語の
中でも Phyugtsi方言など九寨溝県の方言に限って見られる。また、ペマ語の声調で
高く始まるものは、ほぼ Phyugtsi方言の高レジスターに一致する。ただし蔵文Ky対
応形式はペマ語と一致するのはAskyirong方言やKetshal方言の形式で九寨溝県の方
言ではない。「血」「鶏」の形式は Ketshal方言に限って一致する108など、ヒャルチ
ベット語のさまざまな方言に一致を見せる。「花椒」は以上に挙げた現代語には一致
しないが、実際はBabzo方言ýe Hmaとよく対応し、ほとんどの特徴はヒャルチベッ
ト語と酷似するのである。
以上のような状況から、以下に地域的に特徴の現れる２つの語「猫」「唐辛子」を
対照する。これらは地域的に現れる特徴が異なるものである。

108厳密には、Sharkhog方言の「鶏」は別語源の語を用いる。上の表で対照しているのは
「鳥」の形式から取ったものである。
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語義 ペマ語 蔵文 Phyugtsi方言 Askyirong方言 Ketshal方言
猫 A13li53 — ˚Pa lW ˚Pa lW, ˚Pa l@

唐辛子 lA13tC835 — la hts0: la htse laH tCu

「猫」の形式は、ヒャルチベット語などに集中的に見られる形式（Paを含む２音
節形式）が現れていることから、地域的に見るとまったく自然な形式が用いられて
いることになる。「唐辛子」もヒャルチベット語によく現れる漢語来源借用語の形式
を用い、Ketshal方言や Phyugtsi方言も共通とする漢語「辣椒」からの借用形式であ
ることは疑いなく、地域的に見て自然な分布を示している。
このことは逆に、西田・孫 (1990)がペマ語の本来語と述べるものの中には、ヒャ
ルチベット語の各種方言に非常によく一致する形式が多く存在するということを示
している。そもそも西田・孫 (1990)の記述では、ペマ語と対照するチベット語とし
てアムドチベット語を念頭においていることから生じたことであろう109。

5.6.6 本節のまとめ

川西走廊諸語におけるチベット語来源借用語もしくはチベット語と形式を共通と
する語について、５つの言語について検討してきた。その結果を総括すれば、地域
性の高い形式をわずかでも持っていることが明らかにできたと考える。しかし、そ
の語の形式と現在の言語の分布上の関係は、不自然とも見える要素もある。
もっとも注目に値するのは、スタウ語やダパ語に見られるチベット語来源借用語
が丹巴県にのみ分布するチベット語の方言形式を示している点である110。現在の分
布状況からでは、これらの言語間に直接の接触は考えられにくい。ではなぜこのよ
うな現象が起こっているのか、ということは、言語外のたとえば互いの歴史関係の
視点から再度分析されなければならない111。
これまでの研究では、単に川西走廊諸語（特にギャロン系言語）に見られる形式
を蔵文と対照させて対応関係を明らかにする手法が多く見られたが、それはあくま
109西田・孫 (1990)の記述では、ペマ語とアムドチベット語を対照したということは明記
されていない。ただし、同書におけるペマ語話者の自称問題を取り上げる箇所の言及から、
ヒャルチベット語の存在を確認していないことが示され、鈴木博之 (2006)がその問題を取
り上げた。
110ここでは扱わなかったが、チベット語について語形式を地図化した前節に挙げた例の中
に、ムニャ語における「うさぎ」もまた丹巴県にのみ分布するチベット語方言の形式を示し
ていることを付け加えておく。
逆に見方を変えると、丹巴県のチベット語方言は他の方言と異なっている点が、音声、語

彙の面だけでなく、文法に関わる事項にも及んでいるという指摘（鈴木 2006d）もあって、
これについても川西走廊諸語との対比という文脈のもとで議論する必要性がある。
111「ギャロン」の定義に立ち返って考えてみると、丹巴県はギャロンの中心地であること
から、丹巴県のチベット語がかつては影響力が強かったという仮説は立ちうる。ほか、楊嘉
銘 (2004, 2005)や王懐林 (2006)などの議論なども参考にすることによって考察を進めること
ができることが示唆される。
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でも系統関係を検証する方法論である。各種言語の中に見られる明らかに特異な形
式を抽出するには、周辺に分布するチベット語方言について十分に調査をしていな
ければ難しいということも、先のペマ語の分析で分かった点である。従来ペマ語の
分析にヒャルチベット語を用いてこなかったことによって、ペマ語のもつ多くの形
式が周辺のチベット語、特に九寨溝の方言とは非常に多くの共通性を持っているこ
とは具体的には不明のままであった。ペマ語がチベット語の影響を強く受けてきた
言語として知られてはいたが、その特徴がかなりの範囲でヒャルチベット語と共通
することは、ここで明らかになったことの１つである112。
本論文の議論によって、今現在ある言語事実に対して説明を与えるのに他の分野
の研究を必要とする段階まで、言語の形式と分布の面から疑問を提出できたという
ことも１つの結果である。さらに借用語の分析によって、地域単位で言語分布をと
らえることについての重要性が具体例を伴って明らかになり、川西走廊諸語の研究
におけるチベット語方言の果たす役割が明確になった。

5.7 本章のまとめ

本章では、川西民族走廊に分布するチベット語方言について、蔵文対応形式と語
形式という２つの観点から簡単な言語地図を作成し、各地点の方言の個別の特徴と
全体的な分布の把握を同時に行った。また、そこで得られた地域的特徴といくつか
の川西走廊諸語について、各種言語に見られるチベット語と共通する語形式につい
て、借用をはじめとする関係について考察を加えた。
蔵文対応形式の言語地図と語形式の言語地図とを改めて比べた場合、大きな違い
があることに気がつく。蔵文対応形式は、その対応形式が極めて特異であったとし
ても、地域的には離れている複数の地点で共通しているものが見出せる。ところが
語形式の場合、蔵文に一致しないという意味で特殊な形式は、ある特定の地域の方
言にかたまって分布を見せるか唯一の方言という限定的な分布を見せる場合が多く、
地域的に離れた地点で共通する形式を見出せるということは少ない。
このことは、特異な蔵文対応形式が類型的に似た傾向を見せる方言が相当近い系
統関係を持っているかという予測に対して、否定的な結果が得られたことを示して
いる。系統関係にあれば、その語形式についても特異性が共通に見られることが期
待されるが、川西民族走廊全体を視野に入れると実際はそのようではない傾向にあ
ることが示された。このことは、本来方言形成上の歴史的要因が深く関わっている
にもかかわらず歴史的関係に基づいた考察が行えるだけの準備が整っていなかった

112ただしペマ語がチベット語とどのような系統関係にあるかは、本論文の扱う範囲を超え
ており、触れないことにする。
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ため、現在断定的な意見を述べることができないが、特異な蔵文対応形式が何らか
の理由によって異なる複数の方言に共通して生じた可能性が高く、それらがそもそ
も方言上の系統的な近さにあったという可能性よりも受け入れやすいと考えられる。
そして、その特異な蔵文対応形式を生じさせた原因についても、これからの研究に
よって明らかにされなければならない。また、たとえば郷城県と丹巴県の方言に共
通する特異な語形式をもつなどの例が見出せるが、このような少ない事例に注目し
てさらに多くの語について調査・地図化し、詳細に研究する必要性もある。
川西走廊諸語に含まれるチベット語来源借用語や地域共通形式の分析に当たって
は、地域性の高い形式を取り入れていることが判明し、一定の借用・流入経路に方
向性が見出せる。このことからも、語彙の特徴というものは地域的な共通性という
観点から見ることができ、今後の言語地図作成について微細な言語地図を作成する
際の地域の切り出し方について一定の理解を得ることができた。
本章で行った地図化によって、方言の多様性を一度に理解でき、かつ分布の位置
関係を明らかにしえたことが、ここでの結論となる。
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第6章 歴史的分析

6.1 歴史的分析の方法

川西民族走廊に分布する諸言語について、過去にその言語を記録した文献資料は
極めて少なく、諸言語の歴史的発展を跡づける作業は容易ではない。そのような状
況の中、筆者は 200年程度さかのぼった時期に記録された言語資料、すなわち丁種
本《西番譯語》に注目し、それと現代語の関係を探ることを通じて言語の歴史を考
えることにする。
《西番譯語》とは、明清代に作成された漢語と周辺域の諸民族の言語を対照した
語彙集及び文例からなる《華夷譯語》の１つに数えられるものである。《華夷譯語》
はその成立年代によって甲・乙・丙・丁の４種に分類される。そのうち丁種本《西番
譯語》は、清朝の會同四譯館の成立（1748年）以後に作成された計 740語からなる
語彙集である。西田 (1973:8-12, 18)によると、作成に必要な臨地調査は北京から派
遣された調査員が行ったのではなく、各所轄の機関にアンケート用紙すなわち 740
語の語彙調査票を配布し、現地の担当者が記入したとされる。丁種本《西番譯語》
には少なくとも９種類が存在し、西田・孫 (1990)においてそれぞれの概要がつかめ
る。９種には馮蒸 (1981)の分類による番号が与えられている。丁種本《西番譯語》
が当時の口語の言語形式をよく伝えていることは、西田・孫 (1990)の〈川四〉《白
馬譯語》の研究によって明らかにされている。また、口語の形式が記録されること
自体極めてまれなことであることから、この言語資料は十分議論の価値がある。
丁種本《西番譯語》にはその序に通用地域と考えられる地名が記されており、そ
れを現代の地域と同定することによって現代の言語分布との対応関係を知ることが
できる。この対応関係から言語分布と各種《譯語》に記された語形式について、わ
ずかとしても一定の関係が見出せる。ところが先行研究では、現代の諸言語の資料
が不足し、十分な理解が得られていない部分もある。《白馬譯語》の研究では、現代
のペマ語を出発点として考えている点が少なくない。もし現代チベット語方言の情
報が存在すれば、それらが各種《譯語》《白馬譯語》の解明に有用であることは予測
できる。そしてその方言資料は本論文に提示された地点について存在するのだから、
先行研究より精確な口語との対応関係が明らかになることは十分に期待できる。
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6.1.1 丁種本《西番譯語》

丁種本《西番譯語》の９種の名称と記録言語について一覧し、整理する。

　番号 　名称 記録言語
〈川一〉 《松潘譯語》 チベット語
〈川二〉 《象鼻高山譯語》 ペマ語/チベット語
〈川三〉 《嘉絨譯語》 ギャロン語
〈川四〉 《白馬譯語》 ペマ語
〈川五〉 《呂汝譯語》 リュズ語
〈川六〉 《木坪譯語》 チベット語
〈川七〉 《打箭爐譯語》 チベット語
〈川八〉 《多続譯語》 アルス語（ドス語）
〈川九〉 《木里譯語》 チベット語

以上に掲げた記録言語は、おおよそ細部まで判明しているものもあれば、見解が
分かれるものも少なくない。以上の全てに触れている西田・孫 (1990)でも、著者ご
とに少しずつ見解が異なっている1。
ここでは、丁種本《西番譯語》９種類のうち、チベット語を記録したと考えられ
る４つを取り出して考察の対象とする。その４つとは、〈川一〉《松潘譯語》、〈川六〉
《木坪譯語》、〈川七〉《打箭爐譯語》、〈川九〉《木里譯語》で2、いずれも川西民族走
廊の北から南にかけて分布するチベット語諸方言を記録しているが、詳細は研究さ
れていない。筆者は、記録される言語がチベット語であると断定されることは、そ
れが非チベット語ではないという程度の意味合いしか持っていないと考える。つま
り、非チベット語を記録するものは、ペマ語であるとかドス語であるとか言語が特
定されるのに比べて、チベット語についてはそれより細かく分類されていないとい
うことである。このように考える背景には、現代チベット語方言の多様性が大きく
関わっている。丁種本《西番譯語》に記録される諸言語が分布する地域は、だいた
い現代の四川省西部にあたる。この地域に分布するチベット語方言は、先の第４章、
第５章の議論で明らかなように、他の地域に分布するものに比べて極めて複雑かつ
多様である。その方言差異は、音体系と語彙形式をとってみれば、１言語に属する
ことを疑うほどである。そのような多様な方言の一種が記録されていることになる
のだから、それがどのチベット語方言に近い、あるいは系統関係にあるかを示さな

1〈川二〉《象鼻高山譯語》はチベット語/非チベット語の間で見解が分かれている。
2〈川二〉《象鼻高山譯語》は記録される語形式を見る限り、チベット語とペマ語の混交

が起こった言語と考えられる。ここでは扱わない。現在、この言語の記録地域ではチベット
語が話されているようである（劉輝強 2006）。
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ければ、全体像まで解明できなくとも、記録言語が判明したとはいえないと考える
のである3。
これら丁種本《西番譯語》に記載される語の形式は、多かれ少なかれ現代に話さ
れる諸方言と関連があると考えられる。それぞれの《西番譯語》記録言語を個別に
再構し、その結果をこれまでに議論してきたものとあわせ、言語地図上に示すこと
によって分布の変遷もしくは記録言語自体の方言特徴を明らかにすることができる
と考えられる。
ここで簡単に先行研究を整理すると、全般的な西田・孫 (1990)では記録形式につ
いて踏み込んだ分析を行っているが、同書における議論ではチベット語か川西走廊
諸語かといった言語の判別に関する結論を得るにとどまっている。記録言語が現代
のどの変種（方言）と対応関係を得るのかといった細部の分析が行えなかったもっ
とも大きな要因は、当時の方言に関する資料的な制約と考えられる。近年、各種言
語の方言調査が進むにつれて徐々に方言形式と記録言語の対照研究が行われ、Ikeda
(2006)の《呂汝譯語》、鈴木 (forthcoming-c)の《木坪譯語》、鈴木 (forthcoming-d)の
《木里譯語》、鈴木博之 (2006)の《木坪譯語》と《木里譯語》などが発表されている。
これらの研究は、その他の主だった研究とは異なって、全面的な記録言語の再構を
扱ってはいない。しかし、記録言語が確かに当時の口語形式を記録したものであっ
て、地域性が現れていると結論されている。現段階での研究状況はこのようである
ため、いずれにしてもさらなる研究が必要とされる状況にある。その一方、全体の
再構を扱わなくとも見方によっては研究可能であるものと考えることができる。
なお、本論文で議論する丁種本《西番譯語》の底本は西田・孫 (1990)の付録であ
る『北京大学図書館本』の写真である。その中で同書の注意書きに、この写真の版に
は誤写が多いと述べてはいるが、その他の異本については、西田 (1970)と西田・孫
(1990)などに引用されている例以外は確認していない。全体的な再構や校訂を扱う
ものではないことから、議論に重大な支障をきたすとは考えていないからである4。
実質本章での議論は、西田・孫 (1990)が提示した特徴的な例の一部について、その
再考となる。

3現に《松潘譯語》は西田・孫 (1990)の中でも著者ごとに記録されている言語がカムチ
ベット語かアムドチベット語か主張が異なっている。この状況で記録言語が判明したとは言
いがたい。

4今後は特に『北京大学図書館本』のもととなった故宮本の文献調査を行う必要があり、
その結果場合によっては以下に行う議論の細部を修正しなければならない可能性がある。
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6.1.2 各種丁種本《西番譯語》の序文

以下に９種類の丁種本《西番譯語》の序文を紹介する。まず、『北京大学図書館本』
をもとに原文を掲げる。ただし明らかな誤写などは修正している。

〈川一〉《松潘譯語》

四川松潘鎮松茂道鎮標中左右シ章臘疊渓平番南坪等營松潘同知

各所轄包子寺拈右熱霧毛革麥雑蛇灣峩眉喜七布阿思洞シ厄巴元土霸寒目分商巴
祈命口内羊山同大小姓松坪雲昌ノ去骨呷竹寺口外上下包坐上下勒凹上下作革
川柘谷爾土霸雙則崇路谷漠作路生納班佑阿細合土霸獨雑轄漫物藏熱當磨下甲
凹阿革鵲箇郎惰上中下撒路上中下阿土霸上中下郭羅克上中下羊山同上中下阿
樹小阿樹等西番字語皆同照依奉頒字書門類次序譯繕如左

〈川二〉《象鼻高山譯語》

四川松潘鎮松茂道龍安營龍安府

各所轄土知事薛維綱所管象鼻高山西番即吐蕃字語照依奉頒字書門類次序
譯繕如左

〈川三〉《嘉絨譯語》

四川松潘鎮松茂道威茂協右營直隷茂州シ文川県保県

各所轄西番内除協標左營管轄茂州屬之静州隴木岳希牟托沙土霸水草坪竹木
坎長寧等處番民有語無字不造外所有協標右營管轄シ文保両県屬之瓦寺雑谷
梭磨竹克箕大小金川沃日等西番字語皆同照依奉頒字書門類次序譯繕如左

〈川四〉《白馬譯語》

四川松潘鎮松茂道龍安營龍安府

各所轄水泉関土通判王シ允并陽地隘長官司王シ広分管白馬路一帯西番即吐蕃
字語照依奉頒字書門類次序譯繕如左

〈川五〉《呂汝譯語》

四川泰寧協建昌道協標左營雅州府

各所轄内除協標右營管轄清溪県屬之大田即黎州松坪所管曲曲烏才果才羅有語
無字不造外所有協標左營管轄之沈邊冷邊西番字語均同照依奉頒字書門類
次序譯繕如左
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〈川六〉《木坪譯語》

四川泰寧協建昌道黎雅營雅州府

各所轄木坪即董卜韓胡宣慰司堅参嚢康所管四十八寨一十八村西番字語均
同照依奉頒字書門類次序譯繕如左

〈川七〉《打箭爐譯語》

四川泰寧協建昌道協標阜和營打箭爐同知

各所轄明正長河西魚通寧遠軍民宣慰使堅参徳昌所管轄之革什口自綽斯甲巴
底巴旺喇滾口自里木口葛瓦七俄洛白桑悪熱上下八義少烏石作蘇策八哩籠上中
渡他咳索窩籠悪拉上中下渣土霸才八桑木轆格窪上下甲那工弄吉増上下桑阿籠沙上下
拉里八烏籠姆朱普供石世木魯密東谷一十六百戸里塘巴塘瓦述十土司霍耳九土
司束暑孔撒科則更平東撒徳爾格上下革責雑谷口馬竹上下籠土霸春科蒙口葛結瞻對
瓦述谷納林葱上納奪上下臨上下山同里郭宗雲多儀蓋桑隆石上下蘇阿上瞻對下
瞻對字語倶與明正司相同照依奉頒字書門類次序譯繕如左

〈川八〉《多続譯語》

四川建昌鎮建昌道鎮標冕山嘉順二營寧遠府屬冕寧県

各所轄大鹽井酥州苗出架州大村阿西熱郎瓦阿得橋中村三大枝糯白瓦小相
嶺及窩卜罷顕擺足占瓦尾木朮凹等處西番語音與打箭爐口外諸番各別字本蔵
経照依奉頒字書門類次序譯繕如左

〈川九〉《木里譯語》

四川建昌鎮建昌道鎮標會塩營寧遠府屬塩源県

各所轄木里馬喇塩井衛瓜別古柏樹及中前後左右五所等各西番字語皆同照
依奉頒字書門類次序譯繕如左

以上の序文に挙げられる地域の概略を、龍共蔭 (1992)や各種《県誌》類を用いて現
代の地名と対応する箇所が判明したものから推測し、地図上に範囲を示す。
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☆ 成都
〇 康定

〇 馬爾康

〇����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

〇 松潘

〇���������濾沽湖

・熱爾

・包座・シ章扎
・阿土霸・紅原

・水晶・川主寺

・熱霧溝

・梭坡

・塔公
・新都橋

・沙徳
・祝桑

・理塘

・郷城
・熱打

・得榮 ・麦日

・尼西・巴迪

・徳欽

・革什扎・紅頂

・馬爾康

・河東
・日隆

・木蘇

・喬瓦

〈川一〉《松潘譯語》

〈川二〉《象鼻高山譯語》

〈川三〉《嘉絨譯語》

〈川四〉《白馬譯語》

〈川五〉《呂蘇譯語》

〈川六〉《木坪譯語》

〈川七〉《打箭爐譯語》

〈川八〉《多続譯語》

〈川九〉《木里譯語》

100km

図 6.1: 丁種本《西番譯語》の序文に対応する概略地域

参考までに、現代の地名を添えておいた。

6.1.3 丁種本《西番譯語》記録言語の再構の方法

《西番譯語》の研究方法は、それがどういう目的を持って研究するかによって方
法論に違いがあるのは当然であるが、記録される言語の形式を推定することを目的
とする場合、《西番譯語》自体に記録される言語は漢字によって音写されたものであ
るから、これをまず言語資料として分析できる形すなわち当該言語の推定されうる
音形式に変換する必要がある。
《西番譯語》の研究方法は、西田 (1963)をはじめとし、同氏の一連の《西番譯語》
に関する著作において述べられている。まず、記録される言語の再構という作業に
おいて、手順を簡潔に整理すると、以下のようになる。

1. 漢字音写に用いられた漢語の漢字音体系の再構

2. 再構した漢字音で記録対象言語の音写から再構形式を推定

3. 記録対象言語の親縁関係にある言語体系から漢字音写の意図を考察
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4. 記録される語の再構と記録言語の音素体系の再構

以上に掲げた一連の作業において、丁種本を扱う西田 (1973)および西田・孫 (1990)
は、漢字音体系の再構について漢字音を清代乾隆時代の北京音を用いることを妥当
と判断し、便宜的に現代北京音で近似し、その音素体系で読むことを提唱している。
ただし西田・孫 (1990)は《白馬譯語》に記録される形式の推定について、必ずし
も上に示した一連の手順によらず、現代ペマ語を活用している。その背景には、ペ
マ語という新発見言語との関連での考察に加え、丁種本《西番譯語》の成立がそれ
ほど時代的に古いものではなく、現代語からさかのぼって考えることに一定の妥当
性があるためであると考える。また西田・孫 (1990)は、漢字音の推定についても音
写漢字音を清代乾隆時代の北京音を用いることを妥当と判断してはいるが、実際の
ところ丁種本《西番譯語》の全体についての言及について漢字音の推定に現代北京
音を用いて行い、また西田 (1973)の《多続譯語》の再構作業においても同様の漢字
音を推定して行っている。
ところが、先に述べたように、各《譯語》の作成に携わった、すなわちアンケー
ト用紙に漢字を用いて音写を与えたであろう漢人が各管轄の土地の役人に任されて
いるということが事実であったとするならば、漢字音を考える際に北京音を用いる
には問題がある。調査が行われた当時、丁種本《西番譯語》が記録されていた地域
で話されていた漢語は、おそらく現代の四川省一帯に話される西南官話の一種であ
ろうと考えるのが妥当である。それゆえに、丁種本《西番譯語》に与えられる音写
漢字音の音体系は、北京音ではなく当地の漢語すなわち西南官話音のほうがより近
似しているはずである5。理想的には清代乾隆時代の西南官話音を用いるのがよいけ
れども、その体系的な資料はおそらく存在しないだろうから、現代西南官話音で近
似することが求めうるもっともよい手段の１つになるだろう。
本論文では、漢字音の推定を現代西南官話の音素体系に基づいて行う。また、当
該言語の音声実態についても重視し、変異音も考慮に入れる。基礎的な方言資料は、
筆者が《西番譯語》に用いられる漢字の単字音について調査6したものを用い、便宜
的に表記法として楊時逢 (1984)に言及される方言7の音韻表記方法を踏襲する。これ
はあくまでも表記法の問題であって、この方言の記録に基づいて漢字音を読むので
はない。漢字音は１箇所の方言に特定するのは難しい上、200年程度のずれがある

5西田・孫 (1990)においても、いくつかの丁種本《西番譯語》の漢字音写に西南官話音の
特徴が見られるという結論を得ているものの、音写漢字の推定音の体系として一貫して北京
音を採用している。

6ただし漢族を対象として行ったものではなく、チベット族の用いる漢語を調査対象とし
たものであることを断っておく。調査地点はチベット語方言調査を行った地点と異なるもの
はない。

7松潘方言もしくは懋功方言を基準に用いる。
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ことから、漢字音は１つの体系の中で考えることが適切であるとはいえない。本稿
では筆者の調査も含め１つの体系によることはせず、さまざまな可能性を想定して
考える。ここまでが、上記の 1.と 2.の作業にあたる。
次に、記録言語であるチベット語の情報についてであるが、一般に蔵文の情報は、
それが口語との乖離が激しいため、各《譯語》に記録される口語形式について十分
な情報を伝えているとはいえない8。そのため、現代チベット語方言の情報がきわめ
て重要となる。それを本論文で言及してきた範囲のすべての方言資料を活用するこ
とになる9。要するに、現代語を援用する部分はすべて筆者の調査記録および音声分
析に基づいて行われ、その精度は筆者の調査地点数に依存することになる。
また本論文では、依拠すべき漢語方言が不確定であるため、各地域で細かな対応
を示す声調に関しては、再構を行うチベット語を含め扱わない。各《譯語》個別の再
構の手続きは、《松潘譯語》と《木坪譯語》を例に、別に参考論文として議論したも
のを参照。以下では、再構の手続きに従って得られた推定形式の特徴の分析を扱う。
以下、《松潘譯語》《木坪譯語》《打箭爐譯語》《木里譯語》の４種について個別に

議論していく。これら４つは、原則以上に述べた方法によって記録言語の形式を個
別に推定し議論するが、それぞれの記録言語の性格によって細部は異なる。それを
簡単に述べておく。

1. 《松潘譯語》
複数の現代の方言をもとに、《松潘譯語》に記録される語の分析と、一致する
方言間の関係

2. 《木坪譯語》
《木坪譯語》に記録される漢字音写から記録言語の特徴をつかみ、その言語と
現代の方言の関係の考察

3. 《打箭爐譯語》
《打箭爐譯語》に記録される特殊な形式を抽出し、それに相当する形式を現代
の方言の中の例から説明

4. 《木里譯語》
《木里譯語》に記録される特殊な形式を抽出し、それに相当する形式を現代の
方言の中の例から説明

8しかしながら、チベット語方言を対象とした丁種本《西番譯語》における蔵文が非標準
的な形式を記録している場合、考察の対象となることもある。本章では、いくつかの語につ
いて触れることになる。

9場合によっては、川西走廊諸語におけるチベット語来源借用語の事例の活用も要する。
また、この点が従来の研究と最も異なるところである。
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6.2 《松潘譯語》

《松潘譯語》は鈴木 (参考論文 2007)で再構の手順と形式を示した。《松潘譯語》に
は西田 (1970)の研究もあるが、成立年代を乙種本と同時期であると誤ったために、
漢字音の推定に時代差が見られるほか、北京音を利用する10などの問題が見られる。
《松潘譯語》の議論については、先に示した再構の手順によりつつも、独自の問
題がある。特に問題の生じない、いわば単純な再構の手続きによって得られた記録
言語の特徴が、現代の数種のしかも多様な方言の特徴と一致する点である。
ここで、Ketshal方言、Zungchu方言11、Zhongu方言、Askyirong方言の特徴の異
なる４つの方言を選んで、再構例と対照してみる。

蔵文 〈川一〉 Ketshal Zungchu Zhongu Askyirong 語義
’bab 　保*bO ˚mbOw mb@p mbi mbAP 落ちる

zla ba 雑瓦*Tsa wa Hdzaa Hdza d5 w5 ˚Htsa: 月
spyang ku 邦谷*pað ku ˚htCaN NgW hfaN NgW s5 ng@ hpON khu 狼

bzhi 　日*ü@ w,@ ü@ ü@ w,@ ４
brgyad 　吉*TCeP ˚HdýeP Hdýet dze ˚wťiP ８

《松潘譯語》に記録される形式に対して、現代諸方言に一致するものが多く確認
されよう。しかし、譯語の形式はただ１つの方言に一致しているわけではない。上
の表から、《松潘譯語》の形式に一致する可能性の高いもののみを書き出してみる
と、より明瞭になる。

蔵文 〈川一〉 Ketshal Zungchu Zhongu Askyirong 語義
’bab 　*bO ˚mbOw mbAP 落ちる

zla ba 　*Tsa wa Hdzaa Hdza ˚Htsa: 月
spyang ku 　*pað ku hpON khu 狼

bzhi 　*ü@ ü@ ü@ ４
brgyad 　*TCeP ˚HdýeP Hdýet ˚wťiP ８

以上に挙げた４種類の現代語は使用地点とそれぞれの音韻特徴が決して近いもの
でないことは本論文第４章および第５章によって明らかになったが、注意が必要な
ことはいずれかの母語話者が他の方言を知っていることはむしろまれであるという
ことである。にもかかわらず《松潘譯語》に記録される語形は、それぞれ異なる方
言と一致して、現代の方言のいずれかに一致を見ないという状況を呈している。

10乙種本は北京で四譯館の役人の手によって作成されたと考えられていることに由来する。
11Zungchu方言は松潘県内において共通語的性格を持つ変種で、アムドチベット語の一種

である。この変種を母語（多くはヒャルチベット語）と併用できる話者もいる。
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《松潘譯語》18世紀松潘チベット語は、確かに上に記したように語形が複数の方
言の形式に対応しており、その立場から見る限り記録言語における方言が現代に伝
えられる数種の方言の混交があった可能性を疑わざるを得ない。この点を踏まえつ
つ、分析していく必要がある。
以下の議論で主として参考に用いる現代チベット語方言は、Ketshal 方言 (Sh)、

Askyirong方言 (As)、Zungchu方言 (Zu)、Zhongu方言 (Zh)、Thangskya方言 (Th)、
rNgawa方言 (rN)、dMarthang方言 (dM)とする。( )内は以下で用いる略号である。

6.2.1 《松潘譯語》記録言語が示す音韻特徴

6.2.1.1 蔵文 sh/zh対応音

再構する際に参考とした現代諸方言のうち、その大部分は Sharkhog方言もしくは
Askyirong方言である。その状況の中で、そり舌摩擦音音素については Zungchu方
言もしくは Zhongu方言の事例が再構の参考になった。この方が漢字音との対応を
得やすいからであるが、特にこの音素のみが後者の方言群の事例と一致している。
この音素に対応する形式が各方言でどの程度異なっているか、例をあげると以下
のようである。

蔵文 〈川一〉 Ketshal Zungchu Zhongu Askyirong 語義
sha 　殺*ùa ˚Êha ùha ù5 xha 肉
bzhi 　日*ü@ w,@ ü@ ü@ w,@ ４

「４」の例のように、有声そり舌摩擦音に対応する蔵文は zhで、そのKetshal方
言・Askyirong方言の対応形式は軟口蓋摩擦音となっている。この音声を音写するの
に日母の漢字を当てるのは方言音を考慮しても困難であるから、《松潘譯語》の記録
形式は確かに Zungchu方言もしくは Zhongu方言に類する方言の音形式を記録して
いると考えられる。
ほかの可能性として、zh対応音が前部硬口蓋摩擦音であったというものが考えら
れるが、この音声を持っているのは rNgawa方言や dMarthang方言など、松潘から
西方に離れた地域に分布するアムドチベット語に見られるだけであるのが問題であ
ろう。ところが、蔵文 sh, zhを持つすべての語がそり舌音として記録されているわ
けではなく、漢字音で前部硬口蓋摩擦音として記録される例も存在するが、割合と
しては少数である。たとえば、次のような例がある。

蔵文 〈川一〉 Ketshal Zungchu Zhongu Askyirong 語義
zhwa 　轄*ýa ˚xwa Ngo üa Ngo ü5 qo ,Ã Ngo 帽子

zha nye 押念*ýa őe ,A őe ? ü5 ñi ,a őe 錫・鉛
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これらの例は、漢字音から分かるように、そり舌音が音写に現れていないといえ
る。漢字音に忠実に読んだ場合、この形式は現代 rNgawa方言や dMarthang方言の
例と似ており、対応する方言としてはやや異例であるが、まったく存在しない形式
を示しているわけではない。
しかしここにもう１つの理解できる解釈が存在する。蔵文との対応を重視して蔵
文 sh, zhにはそり舌音が当たると考えた場合、次の事実を考慮することもできる。
以上に示した漢字音で前部硬口蓋摩擦音として記録されるものをよく見ると、母音
が-(i)aで終わっている例に限られることが分かる。このときüaという形式に対応す
る漢字が存在しないことから、実際のチベット語音を正確に音写できず、声母の一
致をあきらめ近似音を当てたという可能性である。

6.2.1.2 音節末の鼻音の現れ

《松潘譯語》の漢字音写形式と蔵文を比べたとき、音節末に鼻音を伴うと期待さ
れるところに鼻音韻尾をもたない漢字が当てられ、またその逆も見られる。いずれ
もある地点の現代の口語形式との一致を見る。

蔵文 〈川一〉/再構 Ketshal Zungchu Zhongu Askyirong 語義
nya 　良*őað ˚mőã ? ñ5 ˚őa 魚

nags tshal 郎擦*nað tsha ˚nãÝ tshel ? na htSe naÝ n
˚tshEl 森

「魚」の例はチベット文語では末尾に鼻音を持たないけれども、漢字音写はKetshal
方言の例のような鼻母音を反映している可能性が高い。「森」の例はKetshal方言と
も一致する形式と考えられる12。いずれも口語音によく対応している。
以上と逆の例は以下のようである。

蔵文 〈川一〉/再構 Ketshal Zungchu Zhongu Askyirong 語義
snying rjes 利吉*ői TCe őiN ődýi ? ? ˚hői ˚HtCi 哀れな

sems 　色*se ˚őı̃ shẽ se shem 心

「哀れな」の漢字音写には第１音節末に鼻音が現れておらず確かに文語の形式と
は一致しないが、Askyirong方言の形式と一致して、やはり口語形式が《松潘譯語》
に反映されていると考えてよい。「心」の例は《松潘譯語》全体では「桑」で音写さ
れる例が多く、Ketshal方言でも˚shÃという形式がある。以上に掲げたものは例外的

12「森」の場合、カムチベット語でも第２音節前に前鼻音が現れるものがある。いずれも
蔵文には当てはまらない。
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なものであるが、Zhongu方言に一致すると見える。《松潘譯語》において senや seN

を表せる漢字は存在した13。このことから、shẽや shemを音写することは可能であっ
たと考える。よって、漢字の誤写などの要因を設定しなくても口語の中に対応例を
持っていたと推断する。
蔵文の音節末鼻音が脱落するのは、Zhongu方言では規則的に起こっている一方、

Askyirong方言では部分的に観察される。《松潘譯語》では後者の方言のように、全体
ではなく部分的に以上の対応が記録されていることから、脱落に規則性は見られな
い。この規則性のなさが《松潘譯語》の中にも反映されていると見ることもできる。

6.2.1.3 前鼻音の現れ

現代四川漢語音で、たとえば漢字音mを [mb-]と発音しうる状況を反映し、いず
れもチベット語の前鼻音を表したと推定できる例がある。

音写漢字 漢字音 推定音 語義 蔵文 対応する現代語形式
木耳旦 mo @~ tã *Nbol tað 布団 ’bol rtan ?
論 n@n *Nd@ð 読む ’don ndẼ (Sh)
諾 no *Não 行く ’gro ïão / ődýo (rN)
悪 No *Ngo 頭 mgo ˚NgO (Sh)
利旦 ni tã *Ndýi teð 世界 ’jig rten ?

漢字音 Nについては [Ng-]とは読まない人もいるが、筆者の観察では [Ng-]と発音す
る人もいることから、漢語の中でも数種類の発音上の異音があったものと考えられ
る。が、mや nの対応音のからの類推と考える。

6.2.2 《松潘譯語》記録言語が示す語彙特徴

《松潘譯語》の中には、松潘周辺に分布する特定の方言にのみ一致する形式が記
録されている。

蔵文 〈川一〉 Ketshal Zungchu Zhongu Askyirong 語義
spyang ku 邦谷*pað ku ˚htCaN NgW hfaN NgW s5 ng@ hpON khu 狼

bzhi 　日*ü@ w,@ ü@ ü@ w,@ ４
sprin 　升*ù@ð ˚ùrı̃ Ff@n ùe ˚hùa 雲

また《松潘譯語》の中には、松潘周辺の種々の現代方言の中にも類似の形式を見
出しがたいものが現れる。

13例えば「生革*seð ge：ライオン、蔵文 seng ge」などがある。
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蔵文 〈川一〉 Ketshal Zungchu Zhongu Askyirong 語義
mig 　迷*miP ˚őiÝ Hőik Kñi ˚őiÝ 目
wa 　瓦*wa HKa HKa ,5 w,A: 狐
skra 　答リ*úa ˚Chah htCa htS5 hp@ Cha 髪

《松潘譯語》の形式は、おおよそ現代松潘周辺のいずれかのチベット語方言と対
応しているが、「目」や「狐」「髪」はこれだけでは対応していないように見える。
「目」は同一形態素を含むmig spuのKetshal方言˚mii hpuhの第１音節に対応する
形式が存在するため、過去に「目」が*miPであった可能性は確認できる14。
「狐」の場合、いずれの現代語も漢字で適切に音写できるものではない。/HK-/は
アムドチベット語全般に見られる形式であるが、Zhongu方言やAskyirong方言の/,-/

を含む形式が見られるので、後者が以前の松潘のチベット語方言の形式であった可
能性が高い。しかし一方 dMarthang方言ではwKwaであり、多分に円唇性を伴って
いるものである。この場合は、漢字音写の項目との対応を積極的に考えることがで
きる。いずれにしても、/HK-/や/,-/は漢字音では/w-/が近似形式として対応している
と推定できるだろう。
《松潘譯語》において、同一形態素と判断できる要素に均一に漢字音写が与えら
れていないことがある。ここでは形態素を分類基準に、《松潘譯語》記録言語の性格
を議論する。
もっとも問題を呈するのは、自称である「チベット」に対応する形態素である。

《松潘譯語》には６種の項目について、以下のような漢字音写が与えられている15。

項目 漢字音写 漢字音 仮の推定音 蔵文
番字 播夷 po i *Po ji bod jig
生番 白革 pe ke *PeP KeP bod rgod
西番 外密 uEi mie *we mi bod mi
番僧 白色磨 pe se mo *PeP se mo bod ser mo
番漢 坡甲 pho tCia *pho TCa bod rgya
番人 坡墨 pho me *pho m@ bod mi

語頭という同じ環境において初頭音に/ph-, p-, w-/の３形式が並列するのは、チベッ
ト語の１つの方言としては奇妙である。しかし、松潘の現代諸方言を対照すると、

14アムドチベット語に一般に見られる/ő-/の形式はおそらく古蔵文 dmyigと対応し、migと
は異なるものである。/m-/から/ő-/への変化も想定できるが、語彙形式の方言間での交替と
いうように考えることもできる。

15以下の６つの語の意味は、具体的に何を指しているのか明言しがたい。仮に訳すとすれ
ば、次のようになろうか。「番字」はチベット文字、「番僧」はチベット（仏教）僧、「番漢」
はチベット人と漢人、残りの「生番」「西番」「番人」はいずれもチベット人を指していると
考えられるが、どのような違いがあるかは分からない。
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以下のようになる。

蔵文 Ketshal Zungchu Zhongu Askyirong rNgawa dMarthang
bod p8P wot pi beP wot wot

このように現代諸方言では、以上のように初頭音が p-のものとw-のものが共存し
ていることが分かる。このことから、*PoPや*PeP、*weと近似する形式は現代語に
も見出せる。しかし期待される再構形*phoは中央チベット語の特徴を示しており、
この地域に存在する方言とは考えられにくい16。
いずれにしても、ある１つの方言形式で処理できないため、方言の混在を考えな
ければならない。現代語の例を援用して、再構形を再度推定する。

項目 漢字音写 推定音 参考にする方言
番字 播夷 *po ji p8P jiÝ (Sh)
生番 白革 *peP geP/*beP keP peP (Th), beP (As)
西番 外密 *we mi wot (rN, Zu)
番僧 白色磨 *peP se mo/*beP se mo peP (Th), beP (As)
番漢 坡甲 *bo tCa beP ˚HtCa (As)
番人 坡墨 *bo m@ beP (As)

以上の例から、現代アムドチベット語の特徴的な形式の１つである蔵文初頭子音
bに対してw-が記録されていることが分かる。そのため《松潘譯語》成立期にすで
に*b->w-の変化を経ていたことが指摘できる。
poPとwoPの形式が個人の言語体系の中に並存する方言は、現代で甘孜州康定県

塔公郷17ただ１地点ではあるが実例が確認される（鈴木 2006c）。この地点が言語接
触の激しい地域であるという点では当時の松潘と似ているため、並存という現象自
体は十分可能性がある。これが《松潘譯語》成立期の言語特徴について非常に重要
な情報を伝えるものとして理解することができる。
さて、もう２例問題となる語「靴」と「１」を示す。

音写漢字 漢字音 推定音 語義 蔵文 対応する現代語形式
項 xaN *xað 靴 lham ˚xã (Sh)
濫巻 nã tCyã *l

˚
að TCoð 靴を履く lham gyon ˚l

˚
am (Sh)

記 tCi *tCi １ gcig ˚tCiÝ (Sh), htCik (Zu)
納治 na tùï *na tsi １件 sna gcig ˚htsiÝ (Ta)

16まず有気音の漢字が誤写されている可能性がある。これが誤写であるなら、記載される
漢字「坡」は字形の類推から「波 po」である可能性がある。このときの再構形は*poと推定
できる。また、先に考察したように、有声音の息漏れ音としての性質を音写したということ
が考えられ、そのときは推定形は*boとする。

17牧区、農区、スタウ、ムニャ、ギャロンの境界に位置する。
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「靴」の例では、《松潘譯語》に２種類の形態が記録されていると解さなければ説
明できない。まず、「靴」の初頭子音を/x-/といった形式で持つのは、松潘周辺のチ
ベット語方言では広く見られる。ただし、蔵文 lh-の対応音は多くがl

˚
-となり（例：

「神」lha：l
˚
a、「南」lho：l

˚
o）、「靴」の形式が例外的対応を見せていることは共時的

事実であるから、*l
˚
aðという形式と混在していた可能性はあるだろう。実際Ketshal

方言では、上のように「靴」という名詞は/˚xã/であるが、「靴屋」（lham bzo ba）で
は/˚l

˚
am wzo wa/となって、第１音節の形態素は文語では共通であるが、口語では異

なる形式が対応している。
「１」の場合、松潘周辺のチベット語方言の中でも初頭子音に tCを含むものと ts

を含むものの両方があり、非常に複雑な分布を見せる。《松潘譯語》のうち「１件」
を意味する方に用いられる形式がチベット語としては有標であって、その形式が記
録されていることにまず注目できるが、両形式が混在して記録されていることから、
何らかの使い分けがなされていたのかは不明であるとしても２形態の並存が確認で
きる。

6.2.3 現代方言における分布

ここでは、先に見たいくつかの《松潘譯語》に記録される語形式を中心として、
それを取り巻く環境にある地域の現代のチベット語方言形式を第５章で行ったよう
に、地図化して分布を視覚化して示す。
扱う語は以下のものとする。

• 「狼」《松潘譯語》*pað ku

• 「４」《松潘譯語》*ü@

• 「帽子」《松潘譯語》*Ca

• 「チベット」《松潘譯語》*po, *pe, *we
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☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

〇 松潘

〈川一〉《松潘譯語》

*

*
33
555*

3

4 24

* : paN ku類＝《松潘譯語》
2 : tCaN ku類
3 : saN ku類
4 : FfaN ku類
5 : CaN ku類

図 6.2: 「狼」の語形式の分布図

《松潘譯語》に一致する形式は、松潘から北に離れた地域に点在するが、松潘の
近隣（十里郷大屯村）でも用いる。
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☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

〇 松潘

〈川一〉《松潘譯語》

2

2
22
2222

*

4

*

4 44

* : ü@類＝《松潘譯語》
2 : ,@類
3 : ý@類
4 : ç@類

図 6.3: 「４」の語形式の分布図

《松潘譯語》に一致するのは、熱務溝の方言以外確認されない。
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☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

〇 松潘

〈川一〉《松潘譯語》

3

3
33
3333

2

3

* **

* : Ca類＝《松潘譯語》
2 : ùa/üa類
3 : xa/,a類

図 6.4: 「帽子」の語形式の分布図

《松潘譯語》に一致するのは、松潘から西に離れた地域に分布するアムドチベッ
ト語以外確認されない。
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☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

〇 松潘

〈川一〉《松潘譯語》

2

2
22
2242

2

2

2

3 33

1 : po類＝《松潘譯語》
2 : pe/be/pi類＝《松潘譯語》
3 : we/wo類＝《松潘譯語》
4 : p8類

図 6.5: 「チベット」の語形式の分布図

《松潘譯語》に複数の語形式が記録されているが、現代でもなおその複数の形式
に一致する方言が分布している。ただし、*poに相当する方言は見当たらない。
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6.3 《木坪譯語》

《木坪譯語》は鈴木 (参考論文 2007)で再構の手順と形式を示した。本節の内容は
鈴木 (forthcoming-c)と一部重なる。
ここでは、参考とする現代チベット語方言として、主に sProsnang方言 (sP)、Sogpho

方言 (So)、dGudzong方言 (dG)の３種を用いる。

6.3.1 《木坪譯語》記録言語が示す音韻特徴

《木坪譯語》に記録される形式のうち、音写漢字と蔵文の対応関係のみに基づい
て再構される形式について、筆者のチベット語方言の一次資料から、方言の特徴が
極めてよく現れていると判断できる箇所として以下の点に注目する。

6.3.1.1 蔵文-a#/-a’対応形式

蔵文-a#または-a’で、かつ語末に来る場合、oで対応するものがある。

川六/漢字音 川六/蔵文 再構形式 語義
可 kho kha *kho 口
灼 tùo skra *úo 髪
索 so sa *so 地
莫mo dma’ *mo 低い

《木坪譯語》には蔵文-a#または-a’に対して*-oが再構できる例が複数ある。現代
諸方言においてこの対応に類似に対応を見せるのは、「二十四村話」と呼ばれる丹巴
県のカムチベット語（Suzuki 2005b）、および郷城県一帯のカムチベット語など、局
地的な方言に限定される。丹巴県は《木坪譯語》の序文に記される地域の西隣であ
る。以下に丹巴県の Sogpho方言、郷城県の Sagong方言、丹巴県の南西に接する地
域で用いられる Lhagang方言、Rangakha方言から２例対照する。

川六/再構 Sogpho Sagong Lhagang Rangakha 語義
*so `sho s̄hO `sha s̄ha 地
*úo `húo h̄úO `húa `húa 髪

以上の対応を持つ方言の分布と《木坪譯語》の序文を比べた場合、「二十四村話」
に酷似する特徴を記録したといえる。
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6.3.1.2 蔵文 Py対応形式

蔵文 Pyに対して、一律の対応関係を得ることはできない。
以下のように、歯茎破擦音に対応する例が複数確認される。

川六/漢字音 川六/蔵文 再構形式 語義
初補 tshu pu phyug po *tshu pu 裕福な
子呂 tsï nyi byu ru *ts@ r0 珊瑚
莫雑mo tsa rma bya *mo tsa 孔雀

異なる対応の例としては、以下のようなものがある。

川六/漢字音 川六/蔵文 再構形式 語義
別 pie bya *pje 鶏
師木 sï mo byi ma *s@ mo 砂

この形式が、《木坪譯語》に複数記録される歯茎破擦音の形式との対応をもつ現代
諸方言は非常に限られ、現在のところ松潘県のチベット語（Sun 2003b）と丹巴県の
カムチベット語においてのみ確認される。たとえば Sogpho方言で「鶏」´ptso（蔵文
bya）、「開ける」`ptshi（蔵文 phye）などがあげられる。
そのほか、ダパ語における一部のチベット語来源借用語がこの対応をする。たと
えば、《木坪譯語》の「珊瑚」の再構形式*ts@ r0に近い形式は、ダパ語Ngwirdei方
言の´ptsa r2に酷似する。

6.3.1.3 蔵文初頭子音C対応形式

蔵文 c-, ch-, j-には、多くそり舌音が対応する。

川六/漢字音 川六/蔵文 再構形式 語義
出 tùho chu *úhÈ 水
諸 tùu bcu *úu 10

漢字ではそり舌閉鎖音と同破擦音は書き分けられない。ここでは便宜的に現代チ
ベット語方言に多く見られるそり舌閉鎖音を再構形式として与える。この蔵文の形
式にそり舌音が現れるのは、全体的には香格里拉県のチベット語に見られるが、丹
巴県の sProsnang方言にも対応関係がある。以下に sProsnang方言、Sogpho方言、香
格里拉県のNyishe方言の形式について対比する。
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川六/再構 sProsnang Sogpho Nyishe 語義
*úhÈ ú̄ùhW `tChğ ú̄ùhW 水
*úu h̄úùW h̄tCW h̄úù@ 10

以上の対応を持つ方言の分布と《木坪譯語》の序文を比べた場合、「二十四村話」
に酷似する特徴を記録したといえる。

6.3.1.4 蔵文 sh/zh対応形式

蔵文 sh-, zh-には、多くそり舌音が対応する。

川六/漢字音 川六/蔵文 再構形式 語義
説 ùo shog *ùo 来る
日 üï bzhi *ü@ ４

この蔵文の形式にそり舌音が現れるのは、全体的には香格里拉県や松潘県のチベッ
ト語などに見られるほか、丹巴県のカムチベット語にも一部の語で対応関係がある。
以下に Sogpho方言、香格里拉県のNyishe方言、松潘県のZhongu方言、Lhagang方
言、Rangakha方言から２例対照する。

川六/再構 Sogpho Nyishe Zhongu Lhagang Rangakha 語義
*ùo `ùhoP ù̄hoP xu `ChoP `ChoP 来る
*ü@ `Hüğ ´Hü@ ü@ ´Hý@ ´Hý@ ４

以上の対応を持つ方言の分布と《木坪譯語》の序文を比べた場合、「二十四村話」
に酷似する特徴を記録したといえる。

6.3.1.5 蔵文足字 r対応形式

蔵文足字 r対応形式が、実際に rを含む子音連続を構成していたことを示す例が存
在する。

川六/漢字音 川六/蔵文 再構形式 語義
不里 pu ni bri *pri 書く
撥柳午 po ni@u u spre’u *pr0 wu 猿
崩耳 p@n @~ sprin *pr@ð 雲

《木坪譯語》では蔵文 Pr-に対して rを含む口語形式が記録されている。このよう
な形式は、現在のところ確認された限り「二十四村話」の sProsnang方言にのみに見
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られる特徴である。他の方言では広くそり舌音が対応し、《木坪譯語》にも蔵文 Pr-
の中にもそり舌音で現れている例があり、蔵文Kr-, Tr-の対応形式は基本的にそり舌
音として記録されている。

川六/漢字音 川六/蔵文 再構形式 語義
紙葛 tùï ko bri sku *ú@ kÈ 紙製の像
赤瓦 tùï ua phreng ba *úh@ wa 数珠
主 tùu gro *úu 麦
止 tùï ’dre *ãi 鬼

蔵文 Pr-に対してそり舌閉鎖音やわたり音に rを含む形式で対応している中で、異
なった対応を示している例もある。

川六/漢字音 川六/蔵文 再構形式 語義
不口嘗 pu tùhaN brang *púað 胸

この形式は、現代 Sogpho方言などが示しているように、初頭子音が子音連続で現
れている。その現れの対応と比較することで、この例の漢字音写は明確に初頭に両
唇閉鎖音を伴う子音連続を音写していると推定できる。

6.3.1.6 蔵文摩擦音字の有声性

川六/漢字音 川六/蔵文 再構形式 語義 現代語例
攪 tCyo zab *zow 深い ´sOP / ´m@ zOP (So)

「深い」の例では、漢字音の声母と韻母の組み合わせの制限から有声歯茎摩擦音
を表すのに前部硬口蓋破擦音を用いたと考える18。現代語では「深い」という意味
で蔵文 zab対応形式を用い、´sOPというが、否定形（「浅い」の意）では´m@ zOPの
ように有声化する。《木坪譯語》の記録言語では常に有声音が現れていたものと推定
される。

6.3.1.7 漢字の鼻音声母を用いて表される子音連続

四川漢語の鼻音声母の中で特徴的なのは/n/で、普通話の/l/と/n/の２つが/n/に合流
している。そして、当該方言における/n/の音声実現には [n]と [l]の両者が含まれ

18四川漢語は一般に無声閉鎖/破擦音は有声性の高いものであることが関連していると考
えられる。
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る。音写漢字との関連で考えると、これらの音声的変異は当然考慮されなければな
らない。
ここでは、再構されうる《木坪譯語》の記録言語の形式をあげる。再構の詳細な
手続きは鈴木 (参考論文 2007)を参照。現代諸方言も添えて示す。
まず、前鼻音つきの例をあげる。その際、西田・孫 (1990)の示した再構形式を添
えられるものは添え、ここでの再構結果との異なりを示す。

川六/漢字音 川六/蔵文 再構形式 語義 現代語例 西田・孫 (1990)
訥 ne ’don *Nde 読む n̄de: (sP)
才果 no mda’ *Ndo 矢 n̄do (dG) *lo
列 nie ’bras *Nãe 米 ´ïãi: (So) *re
溜 ni@u ’brug *Nã0 雷 _ïãW, (So) *riu
莫mo ’bo *Nbo 斗
俄班 No pan mgo dpon *Ngo pað 頭目
業才掌 nie tùh@n ’ja’ mtshon *Ndýe úh@ð 虹 _ődýaH
虐 nyo mgyog *Ndýo 急ぐ ´ődýo: (sP)

以上に与えられた推定形式は、現代チベット語の形式ともよく合うものが多く、
妥当性を得られるものと考える。西田・孫 (1990)では、おそらく北京音を用い現代
チベット語の情報がないまま推定を行って特別な形式が見られるとするが、そのよ
うな特別な形式を設定する必要性は見られない。
また、以下の例は初頭の３子音連続を示しうる。

川六/漢字音 川六/蔵文 再構形式 語義 現代語例 西田・孫 (1990)
木耳mo @~ sbrul *Nbr@ 蛇 ˆïãi: (So) *mul

この例の第２の漢字「耳」は、可能性として語末の*-lを表した可能性があるが、
蔵文との対応関係において、足字 rが脱落する例が《木坪譯語》の例の中に見当た
らないため、その平行性を重視してわたり音*-r-を再構した。このとき「蛇」の蔵
文には前鼻音が存在しないけれども、地域は違うが rMachu方言（周毛草 2003）に
mdü@l、rNgawa方言にも mãWという口語形式が存在するため、複数の方言で前鼻音
が存在していることから、《木坪譯語》に記録される方言にも鼻音要素が存在したか
も知れない。
ところが、決して前鼻音が期待されないところにも鼻音声母の漢字で音写されて
いる場合がある。たとえば「石」に対して「魯 no」（蔵文 rdo）、「蜂蜜」に対して
「洛済 no tCi」（蔵文 sbrang rtsi）などである。これらを筆者は以下のように考える。
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川六/漢字音 川六/蔵文 再構形式 語義 現代語例
魯 no rdo *Hdo 石 ˆHd@ Hda (So)
洛済 no tCi sbrang rtsi *Hão tsi 蜂蜜 ´Hãõ hts@ (dG)
龍莫 noN mo sdong po *Hdoð bo 木 `Chı̃ phũ (So)
業 nie brgyad *Hdýe ８ d̄ýaP (So)

再構形式には前鼻音ではなく、前気音を推定した。現代のカムチベット語では、以
上の語の初頭に前気音を伴うものが数多くある。前気音も前鼻音と同様、閉鎖音の
前に継続的な声帯振動があり、また、有声音に先行する前鼻音と前気音が入れ替わ
る現象がいくつかのチベット語方言で確認されている。この点に着目して、２つの
可能性が指摘できる。１つは、《木坪譯語》記録言語の側で前気音と前鼻音の発音上
の混同が起こったこと、もう１つは音写者の漢語の体系で前気音と前鼻音の弁別が
できず、前気音を前鼻音と解釈してしまったことである。いずれにせよ前気音は漢
語の音体系で音写できる音声ではないと考えられるから、この推定は蔵文と現代チ
ベット語方言の情報による必要がある。
前気音と前鼻音のゆれについては、以下の例に確認できる。

川六/漢字音 川六/蔵文 再構形式 語義 現代語例
喇瓦 na ua zla ba (a) *Nda wa, *Hda wa 月 ˆHda őõ (So)

(b) *la wa, *Nla wa ´nla wa (Sagong)

この「月」については、各種方言を見ると多様が形式が現れ、その初頭子音は/d,
Hd, nd, l, nl/であるものが確認されているため、《木坪譯語》に記録される方言の細部
まで検討した上でいずれの再構形式が妥当であるか判断しなければならない。なお、
Sogpho方言および dGudzong方言では、前気音つきの有声閉鎖音が現れている。

6.3.2 《木坪譯語》記録言語が示す語彙特徴

《木坪譯語》に記録される蔵文に一致しない口語形式を反映している形式は、こ
こで扱う現代チベット語方言に受け継がれている場合はそれが再構の大きな根拠に
なるが、もはや用いられていない形式の場合、音写で表そうとした形式について、
ここでは扱っていない方言での事例など、さまざまな可能性を想定しつつ推定を試
みる必要がある。
ここでは、現段階で解決しうるものとして、現代 Sogpho方言、dGudzong方言、

sProsnang方言にみられる形式に基づいて再構形式を推定できる例の語彙特徴ついて
述べる。
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まず、蔵文に一致する形式が記録されているが語義が一致せず、口語の語義に一
致する例である。

川六/漢字音 川六/蔵文 再構形式 語義 現代語例
哈巴 xa pa lhags pa *l

˚
a pa 霜 l̄

˚
A: B@ (sP)

蔵文 lhags paの文語での語義は「風」19であるが、現代の丹巴県の方言では一律
に「霜」という語義で用いられている。《木坪譯語》の形式は語義の面で口語に一致
を見せているといえる。
次に示すのは、蔵文と漢字音写の示している語が別のものである。

川六/漢字音 川六/蔵文 再構形式 語義 現代語例
乳耳日 üo @~ üï gru bzhi *zÈr ü@ 四角い

上例の場合、再構形式の参考にしたのは《木坪譯語》に記録されるものと異なる
蔵文形式 zur bzhiであったと考える。この蔵文形式を、先に考察した*z-と*ü-の再構
の手続きを参照し、*zÈr ü@を推定することができる20。
次の例も、蔵文と漢字音写の示している語が別のものであると見られるが、対応
形式がチベット語の口語形式にのみ見られる。

川六/漢字音 川六/蔵文 再構形式 語義 現代語例
口尼麻納 ni ma na nyi ma nub *ői ma l

˚
a 日が沈む ´ői mo `ĳma l

˚
AP (dG)

《木坪譯語》に記録される蔵文は標準的な文語の形式であるが、これと漢字音写
は音声的に合わない。しかしながら、現代 dGudzong方言の形式は漢字音写の特徴
に合致する。これを重視する21。
次の例の漢字音写に含まれる末尾鼻音は、口語形式に一致する。

川六/漢字音 川六/蔵文 再構形式 語義 現代語例
仰 niaN nya *őað 魚 ´őÕ (So)

19これは Lhasa方言でも同じである（于道泉 1983）。
20ただし、現代の丹巴県の方言形式で「四角い」に相当する口語形式は調査で得ることは

できなかった。
21この例における「沈む」に対応する形式は、方角の「西」と同形で、《木坪譯語》の「西」

も漢字「納」で音写されている。ところが、現代 Sogpho方言および現代 dGudzong方言に
は、東西南北という方角を表す語が存在しないため、その語形式は対照できない。ここに推
定した結果から考えると、「西」も*l

˚
aとなり、極めて特異な形式を持っていると判断できる。
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次の例は先の蔵文対応形式で取り上げたが、漢字２字（＝２音節）でチベット語
１音節を表していると考えられる。

川六/漢字音 川六/蔵文 再構形式 語義 現代語例
不口嘗 pu tùhaN brang *púað 胸 ´púo HéeP (So)

この例は、《木坪譯語》では蔵文 Pr-に対してそり舌閉鎖音やわたり音に rを含む形
式で対応している中で、唯一異なった対応を示している。この形式は、現代 Sogpho

方言などが示しているように、初頭子音が子音連続で現れている。また、sProsnang
方言では、異なる例ではあるが、「子供」（蔵文 phrug）について口語形式として p̄hriP

と p̄úùhiPの２つを許容する。このような音声実現の対応と比較することで、この例
の漢字音写は明確に初頭に両唇閉鎖音を伴う子音連続を音写していると推定できる。
次の例は、蔵文のつづり通りの発音が漢字音写に示され、かつ口語形式が丹巴県
の方言に限定的に見られる例である。

川六/漢字音 川六/蔵文 再構形式 語義 現代語例
耳奔 @~ p@n ri bong *r@ poð うさぎ ˆr@ Bu: (sP), ˆr@ mõ (So)

「うさぎ」という語は、多くの方言では第２音節の初頭子音が軟口蓋音で現れ、
以上のような対応を示すのは丹巴県の方言などに限定的に見られる。
次の例は、有気と無気の異なりが表れている。

川六/漢字音 川六/蔵文 再構形式 語義 現代語例
濯 tùo khyod *úo あなた ú̄hAP (So)

２人称代名詞がそり舌音で現れるのは、現在の調査状況では Sogpho方言に限ら
れる。一般に Sogpho方言の形式では初頭子音は有気音で現れ、 ú̄hAPとなるけれど
も、しばしば音声的に無気音で現れることが確認されている。
次の例は、これまでに挙げたものとは逆に、《木坪譯語》に記録される蔵文の形式

が特異な特徴を示しているものである。

川六/漢字音 川六/蔵文 再構形式 語義 現代語例
業才掌 nie tùh@n ’ja’ mtshon *Ndýe úh@ð 虹 _ődýa (So)

「虹」は蔵文では一般に’ja’ tshonと書かれるが、《木坪譯語》では第２字の初頭
にm-を伴っている。これはおそらく音写漢字には反映されていない要素であると判
断するが、Sogpho方言の西方に分布する Lhagang（塔公）方言では、現代でもなお
ˆődýaH m

˚tshoと発音する（鈴木 2006c）ことから、もしかすると 18世紀木坪チベット
語にも何らかの対応形式があったのではないかと疑える例である。
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6.4 《打箭爐譯語》

《打箭爐譯語》は西田・孫 (1990)によると、『北京大学図書館本』において下冊の
項目が《木里譯語》と入れ替わっているという。
ここで参考とする現代チベット語方言は、Rangakha方言 (Ra)とLhagang方言 (Lh)

を主とするが、sProsnang方言 (sP)も必要である場合に用いる22。ほかに、部分的に
Sagong方言 (Sa)にも触れる。

6.4.1 《打箭爐譯語》記録言語が示す音韻特徴

6.4.1.1 前鼻音の現れ

四川漢語に lと nの弁別がないことに注目して、四川漢語で広く見られる自由変
異 [n, l, nd, nd]から、《打箭爐譯語》の漢字音写に鼻音声母を含んでいる例について
は、具体的な音価の決定にはチベット語方言の情報を参考にしなければならない。
たとえば、次の例は前鼻音つき子音を表している。

川七/漢字音 川七/蔵文 再構形式 語義 現代語例
律 no ’brug *Não 龍 `ïãoP (Lh)

西田・孫 (1990)では「龍」は漢字音写「律」の北京語音 lyから*rüと考えている。
ところがこの字音は四川漢語懋功方言で noであるから、初頭子音も母音もそれらの
推定は適切でない。一方、ダルツェンド周辺のチベット語の場合、多くが Lhagang

方言の`ïãoPのように前鼻音を伴う有声そり舌閉鎖音で実現する。このとき、漢語の
鼻音声母は歯茎音とそり舌音の弁別を行わないため、チベット語の前鼻音つきそり
舌音を漢字音 nで音写したと推定することに妥当性があるといえる。
《打箭爐譯語》には、類似の漢字音写から前鼻音を再構できる平行例が複数確認
される。

川七/漢字音 川七/蔵文 再構形式 語義 現代語例
洛 no ’gro *Não 行く ´ïão (Ra)
達楽 ta no rta ’gro *ta Não 馬で行く h̄ta ´ïão (Lh)
捏納 nie na ’jang nag *Ndýe na 藍

22本来的に sProsnang方言など丹巴県のチベット語方言は、《打箭爐譯語》の序文に示され
る地域内で用いられる方言であるから、特別に利用に際して差し支えはない。ただし、丹巴
県のチベット語方言は前節《木坪譯語》の考察で見た通り、特殊な特徴を備えているため、
その点について慎重である必要がある。
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6.4.1.2 蔵文足字 r対応形式

《打箭爐譯語》には、足字 rを含む子音連続を若干ではあるが見出すことができる。

川七/漢字音 川七/蔵文 再構形式 語義 現代語例
不里 pu ni bri *pri 書く ´pr@ (sP)
波郎積 po naN tsï sbram rtsi *brað ts@ 蜜 ´Hbrõ hts@ (sP)
本慮 p@n nyi sbrul *br0 蛇 `Hbr0P (sP)

「書く」「蛇23」の例は、漢字音写では２音節となっているが、蔵文との対応関係
から、それを２音節で再構することが適切であるとは言いがたい。「蜜」も同様であ
るが、最初の２字でチベット語の１音節を示していると考える。この推定形式に合
致する形式は、sProsnang方言以外に現代語には確認されない。ただし、Rangakha

方言には rをわたり音に含む子音連続が確認されるため、過去にはまだ sProsnang方
言と同様の子音連続を持っていたと推測することは可能であろう。

6.4.1.3 蔵文 Py対応形式

西田・孫 (1990)は蔵文 Pyに対応する形式のいくつかに歯茎破擦音を当てている
が、それを傍証する例は《打箭爐譯語》内に見出すことができない。それゆえ、漢
字音と現代チベット語の情報から、前部硬口蓋破擦音が推定できる。

川七/漢字音 川七/蔵文 再構形式 語義 現代語例 西田・孫 (1990)
且 tChie phyi *tChe 外 C̄h@ la (Ra) *tshie
傑嘛 tCie ma bye ma *tCe ma 砂 ´tCe ma (Ra) *dzie ma
甲 tCia bya *tCa 鶏 ´ptCa (Ra)

現代では破擦音ではなく摩擦音で対応する例が多くなってきているが、Rangakha
方言や Lhagang方言では破擦音が現れるものがある。
上記以外にそり舌音で対応する事例もある。

川七/漢字音 川七/蔵文 再構形式 語義 現代語例
章谷 tùaN ko spyang ku *úað kÈ 狼 `úaN khW (Lh)
虫主哇 tùu ua byi ba *úu wa ねずみ ´tCu Ha (Ra)

23西田・孫 (1990:34)の指摘では、神田本では音写漢字が「木慮」（mo nyi）となっている。
実際、この例でも dGudzong方言 ï̄ãi: tCOPや Sogpho方言ˆïãi:（「み年」の意）の形式を参照
すれば*Nbr0という推定も可能で、どちらが誤写か決めかねる事態になる。
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確かに蔵文 Py-に対応する形式にそり舌音が当たるのは極めて珍しいが、前部硬
口蓋破擦音に対応する例と同様 Lhagang方言や Rangakha方言などに現れる形式が
ある。これらの形式が土地の方言には存在していたことがうかがえる。

6.4.1.4 蔵文-ar対応形式

蔵文-arには、漢字音写の形式から前舌半広母音/E/が見られる。

川七/漢字音 川七/蔵文 再構形式 語義 現代語例
腮爾 sai @~ gsar *sEr 新しい `se wo (Sa)
愛 Nai mngar *NE 甘い N̄jE Hõ (Sa)

再構形式が/a/であるとすれば、以上の例で韻母に-aiを用いる必要はないと考えら
れる。Sagong方言など郷里県の方言に蔵文-ar対応形式では/E/のように現れ、これ
に対応する形式と考える。

6.4.2 《打箭爐譯語》記録言語が示す語彙特徴

西田・孫 (1990:32-35)が指摘する特別な形式に注目すると、やはり現代チベット
語方言の中に対応関係を見出すことのできる例がある。

川七/漢字音 川七/蔵文 再構形式 語義 現代語例
念 nian nywa *őað 魚 ´őÕ (So)
額勒 e ne ras *re 布 ´re: (Lh)

「布」の例に与えられている第１字の漢字音は四川漢語で広く見られる Neよりは
むしろ eの方が適切である可能性が高い。この漢字音写が意図するところは、与え
られる蔵文の形式から推測しても、たとえば Lhagang方言の「布」´re:が [@re:13]と
実現されるように、初頭に母音が挿入される現象を明確に漢字で表記したと考えら
れる。
次の例は、これまでに挙げたものとは逆に、《打箭爐譯語》に記録される蔵文の形
式が特異な特徴を示しているものである。

川六/漢字音 川六/蔵文 再構形式 語義 現代語例
折瓦 tùe ua ’phreng ba *Núhe wa 数珠 ´̊ïúhe wa (Ra)
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「数珠」は蔵文では一般に phreng baと書かれるが、《打箭爐譯語》では第１字の
初頭に’-を伴っている。これはおそらく音写漢字には反映されていない要素であると
判断するが、《打箭爐譯語》の序文になる範囲の方言であればRangakha方言、それ
以外の方言でもいくつかについては、蔵文で音節末の鼻音があるものについて、末
尾鼻音を脱落させその代わりに初頭子音に前鼻音を冠するような対応を見せる。「数
珠」についてはRangakha方言がまさにその対応関係を見せている。このことから、
もしかすると 18世紀打箭爐チベット語にもそれに類する対応形式があったのではな
いかと疑える例である。

6.4.3 現代方言における分布

ここでは、先に見たいくつかの《打箭爐譯語》に記録される語形式を中心として、
それを取り巻く環境にある地域の現代のチベット語方言形式を第５章で行ったよう
に、地図化して分布を視覚化して示す。
扱う語は以下のものとする。

• 「鶏」《打箭爐譯語》*tCa

• 「狼」《打箭爐譯語》*úað kÈ

• 「４」《打箭爐譯語》*ü@

• 「魚」《打箭爐譯語》*őað
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☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

〈川七〉《打箭爐譯語》

22
3
*
333

3

4
4444
4

43

2
33

* : tCa類＝《打箭爐譯語》
2 : tsa類
3 : Ca類
4 : sa類

図 6.6: 「鶏」の語形式言語地図

現在《打箭爐譯語》の形式と合致するものは Rangakha方言にのみ見られる。
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☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

〈川七〉《打箭爐譯語》

33
*
*
3

3

5
5555
5

53
3

*
42

* : úaN ku類＝《打箭爐譯語》
2 : tCaN ku類
3 : CaN ku類
4 : coN ku類
5 : saN ku類

図 6.7: 「狼」の語形式の分布図

現在《打箭爐譯語》の形式と合致するものは、康定を中心とする地域のいくつか
の方言で確認される。
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☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康

〇�����
香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

〈川七〉《打箭爐譯語》

**
2
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2
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2
2222
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2
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*
22

* : ü@類＝《打箭爐譯語》
2 : ý@類
3 : ,@類

図 6.8: 「４」の語形式の分布図

現在《打箭爐譯語》の形式と合致するものは丹巴県の諸方言にのみに確認される。
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☆ 成都

〇 康定

〇 馬爾康
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香格里拉

〇徳格

〇巴塘

100km

〈川七〉《打箭爐譯語》

*2
2
2
222

*
****
*

**
*

*
22

* : őã類＝《打箭爐譯語》
2 : őa類

図 6.9: 「魚」の語形式の分布図

現在《打箭爐譯語》の形式と合致するものは丹巴県および郷城県の諸方言に確認
される。
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6.5 《木里譯語》

《木里譯語》は西田・孫 (1990)によると、『北京大学図書館本』において下冊の項
目が《打箭爐譯語》と入れ替わっているという。
ここで参考にする現代チベット語方言は、郷城・稲城県および迪慶州の各種方言を用
いる。具体的にはSagong方言 (Sa)、gDongsum方言 (gD)、Rwata方言 (Rw)、sDerong
方言 (sD)、nDappa方言 (nD)、rGyalthang方言 (rG)、Nyishe方言 (Ny)、Yungling方
言 (Yu)、Budy方言 (Bu)などを参考にする。
《木里譯語》における問題は、これまでの《譯語》の事例と異なって、漢字音の
問題とチベット語の問題とが交錯する。前者の問題は、音写漢字の性質が先に扱っ
た３種とは異なっていることである24。後者の問題は、《木里譯語》に示される地域
には現在チベット語方言が分布しておらず、以下に述べるような多数の方言に散発
的に類似の記録形式が一致する点である。
なお、本節の内容は鈴木 (forthcoming-d)と一部重なる。

6.5.1 《木里譯語》記録言語が示す音韻特徴

6.5.1.1 音節末鼻音の現れ

筆者は、《木里譯語》の記録地域から推察して、四川漢語とともに雲南漢語の音声
学的特徴を念頭に入れなければならないと見ている。雲南漢語については、《雲南
省誌》編纂委員會 (1989)が詳しい。しかしこれから述べるような記述は見当たらな
い。《木里譯語》の漢字音写に見られる具体的な問題点は、以下のようである。
チベット語（蔵文を想定）に期待される末尾鼻音が漢字音に反映されず脱落し、
期待されない箇所に鼻音韻尾を伴う漢字が用いられている。以下に具体例を四川漢
語、迪慶漢語音25の例、Rwata方言、Nyishe方言の例を添えて掲げる。

24西田・孫 (1990)の指摘では、これまで扱ったものとほとんど同じで、あまり漢字音の
問題は考慮されておらず、記録言語側の特殊性に帰着させて説明している。ただし、漢字音
に/l/と/n/の弁別がなかったであろうことは指摘している。

25雲南省迪慶州の漢語方言で、チベット語母語話者の発話に基づく。声調は表記しない。
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川九/漢字/蔵文 四川漢語 迪慶漢語音例 Rw Ny 語義
難 sna nan [nã̃:] n̄

˚
Õ n̄a 鼻

丹 rta tan [d
˚
ã:] h̄tO: h̄ta 馬

連 nywa nian [niã] ´őı̃ wÕ ´őaN 魚
善 shar ùan [ùã:] ˆCha ChoP ù̄he: ChoP 東
禿瓦 thung ba tho ua [tho wa] ˆtho nõ ´thõ thõ 短い
車瓦’phreng ba tùhe ua [úùhe: wa] ´úhe wÃ 数珠
瓦郎 dbang rno ua naN [wa nÃ;w̃] t̄Ẽ dz@ 賢い

確かに蔵文の形式と四川漢語音を取り出せば、末鼻音の現れがまったく逆になっ
ていることが分かる。ところが、まず迪慶漢語音を考えると、初頭子音が鼻音の場
合以外は、音韻的に末鼻音/鼻母音化要素が存在しても母音があまり鼻腔共鳴を伴わ
ない。そうであれば、再構形式にも本来的に末鼻音が存在しないものとして推定す
ることができるのか、ということは、Rwata方言の初頭子音が鼻音の事例を見ると
分かるように、一概に妥当とはいえない。
Rwata方言は、その地理的位置から考えて《木里譯語》の記録言語に系統的に近

い可能性がある。また、筆者の現地調査の過程で、かつて木里で話されていたチベッ
ト語方言が香格里拉のチベット語に近いことが判明した。
これを重視すると、「鼻」と「魚」の例は蔵文と異なって、*nað, *őaðというよう
に末鼻音（鼻音化要素）が存在すると推定しなければならない26。「短い」の形式は、
この例だけでは例証できないが、Rwata方言の２音節語で第１音節が末鼻音を伴う
とき、それが脱落するという現象27が存在することを踏まえると、以上の音写形式
は納得でき、*tho waを得られる。
「賢い」は対応する形式の現代語が不明であるが、漢字音写と蔵文との対応は以
上に述べた現象を組み合わせると*wa naðというように、うまく再構できる28。

6.5.1.2 蔵文足字 y対応音

川九/漢字音 川九/蔵文 再構形式 語義 現代語例
七 tChie khyi *tChÈ 犬 t̄Ch@ (nD)
菊播 tCye po skyur po *tCÈ po 酢
秋伯 tChi@u po phyug po *tChu po 裕福な

26逆に「馬」の例では、漢字音のとおりに末尾鼻音を再構する必要性があるとは断言でき
ない。

27現代語の例を補えば、「太い」は蔵文 sbom poに対し、口語形式は´Hbo: mÃとなる。この
対応は郷城県周辺の方言でも見られる地域性のあるものである。

28西田・孫 (1990)はこの形式に対応する蔵文は dbang rnonであるとする。このときは《木
里譯語》に記載された蔵文の形式に対して何らかの説明を与えなければならない。
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蔵文Ky-, Py-について《木里譯語》に記録される形式は、ほとんどが漢字音写に現
れるように前部硬口蓋破擦音をもっていたと見られる。現代の諸方言では蔵文#Ky-

に前部硬口蓋破擦音をもつ方言として nDappa方言があるが、それ以外の対応形式
は異なる調音点、調音法で現れるため一致しない。

6.5.1.3 蔵文足字 r対応音

川九/漢字音 川九/蔵文 再構形式 語義 現代語例
口査 tùa skra *úa 髪 h̄úO: (nD), ú̄O: (gD)
支 tùï ’dre *ãÈ 鬼 `ïã@ (Rw)
朱俄 tùu o sprin *úu wo 雲 h̄úı̃: (nD)
障 tùaN brang *úað 胸 ´Cõ úAP(Ny), ´úo Ngo (gD)

蔵文 Kr-, Pr-について《木里譯語》に記録される形式は、ほとんどが漢字音写に
現れるようにそり舌音をもっていたと見られる。それは現代の各種方言とよく一致
する。

6.5.2 《木里譯語》記録言語が示す語彙特徴

6.5.2.1 広範囲の方言で見られる特徴

漢字音写が現代の郷城県周辺の方言形式に一致する例がある。

川九/漢字音 川九/蔵文 再構形式 語義 現代語例
歸 kui sgo *gwi 門 H̄gw@ (gD), H̄gwo (Rw), ḡwo (Ny)
奪 to bdug *do いる ´ndoP (gD, Ny, Yu)

「門」の漢字音写には、わたり音が含まれることをよく表している。
「いる」の形式は存在を示す状態動詞として、郷城県や迪慶州のカムチベット語
に特有の語が記録されていると考えられるが、現代語は蔵文’dugに対応する。
次の例は、いわゆるチベット人の自称を記録しているものであるが、複数の形態
をもち、かつ現代の郷城県周辺の方言形式に一致する例がある。

川九/漢字音 川九/蔵文 再構形式 語義 現代語例
北夷 pe i bod yig *pe ji チベット文字 ´piP jiP (rG)
比口羊 pi mie bod mi *pi me チベット人 ´peP (Ny), ´pe: riP (nD)
布傑 pu tCie bod rgya *p8 dýe 蔵・漢 ˆp8P / `dýa (sD), ˆp8P (gD)
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第１、第２の例に見られる蔵文 bod対応形式と考えられる漢字音写は前舌平唇狭
母音を示していると考えられ、この形式を持つのは極めて限定的で、香格里拉県の
チベット語方言によく一致している。第３の例は sDerong方言の蔵文対応形式で考
えると、漢字音写によく一致する。このように、自称について形式が分かれるのは
《松潘譯語》とよく似た現象であるが、記録される形式は土地のチベット語形式の特
徴によく一致する。

6.5.2.2 特定の方言に限定的に見られる特徴

いくつかのきわめて特徴的な単語は、甘孜州南部の各地から迪慶州全体に至るま
での広範囲に分布するチベット語方言について、しかも単発的な一致が見られる。

Nyishe方言に一致する例

川九/漢字音 川九/蔵文 再構形式 語義 現代語例
法 fa ’brug *fa 雷 `hfaP (Ny)
明都min tu me tog *mið du 花 ´mẽ nduP (Ny)
盛 ù@n shing *ù@ð 木 ´ùı̃N p@N (Ny)

「雷」の例は確かに形式は一致しているが、Nyishe方言の`hfaPは「稲光」という
意味であり、なおかつ形式が何に由来しているかは不明のままである。「花」の音写
漢字の第１字には、語中における鼻音要素の存在を表す意図があったと考えると、
そのような形式を持つ方言は、現段階ではNyishe方言にのみ見られる。「木」の例
では、初頭子音について蔵文 shにそり舌が対応するのは Nyishe方言や rGyalthang

方言など香格里拉県のチベット語方言によく一致する。

rGyaltang方言に一致する例

川九/漢字音 川九/蔵文 再構形式 語義 現代語例
甸 tiã bdun *dað ７ H̄dã: (rG)

「７」の例では、母音の現れに注目できる。多くのチベット語方言では、「７」の
母音は狭母音で現れるが、漢字音写が示すのは広母音であって、これは rGyalthang

方言に一致する特徴である。
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Yungling方言に一致する例

川九/漢字音 川九/蔵文 再構形式 語義 現代語例
錯播 tsho po stod pa *tsho po モンゴル t̄shoP po (Yu)
擦巴麻 tsha pa ma sa bar ma *tsha pa ma 中国 t̄sha (Yu)

Yungling方言は蔵文の基字 sについていくつかの語が歯茎破擦音として現れる。
《木里譯語》の「中国」という形式は、最初頭の音写漢字のみに注目すると、Yungling
方言の t̄sha「土」（蔵文 sa）によく一致する。

Budy方言に一致する例

川九/漢字音 川九/蔵文 再構形式 語義 現代語例
弄扛 noN kaN gnam skam *noð kað 旱魃 `nÃ kÃ (Bu)

《木里譯語》「旱魃」の形式は「天」と「乾く」という要素で成り立っているが、
この語構成が見られるのは確認される限り Budy方言のみである。

nDappa方言に一致する例

川九/漢字音 川九/蔵文 再構形式 語義 現代語例
弄巴耳 noN pa @~ nang bar *noð bar 明日 ´n@ mbA: (nD)
缺 tChye mchod *tCh0 お経 t̄Ch0: (nD)
奪惹 to üe ldong ra *do r@ 園 ´tA: ro (nD)

「明日」の蔵文はおそらく nangs paに接辞-rがついた形式を表していると考えら
れ、直訳では「朝に」となる。

gDongsum方言に一致する例

川九/漢字音 川九/蔵文 再構形式 語義 現代語例
那媽 na ma na ma *na ma 妻 n̄@̃ (gD)

これはおそらく蔵文mna’ ma「息子の妻、嫁」に一致する形式であると考えられる
が、gDongsum方言では蔵文mna’ maを１音節に縮約したと考えられる形式が「妻」
という語義で用いられる。この点に《木里譯語》の形式が一致する。
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Sagong方言に一致する例

川九/漢字音 川九/蔵文 再構形式 語義 現代語例
謝拔 Cie po zi lam *se po 霜 ´se: pAP (Sa)
列 nie slebs *l

˚
e / *le 来る l̄

˚
eP ´Hõ (Sa)

「霜」は、《木里譯語》の漢字音写と蔵文の形式が一致していないほか、現代語で
もその２種がいずれかの形式が「雹」「霜」「露」に現れ、各種方言で対応関係が混
乱している。以上に示した Sagong方言の形式は「露」のものであるが、音形式と
しては漢字音写に表されているものにもっとも近い。「来る」は《木里譯語》の蔵文
slebsとの対応も考えると、Sagong方言に見られる l̄

˚
eP ´Hõの第１音節を示している

可能性がある。ただし蔵文 slebsは「到着する」という意味で「来る」という意味
ではないが、後者の意味で用いられる形式として Rwata方言`le: ChuPの第１音節や
Yungling方言や Budy方言などに見られる`leに対応すると考えると、再構形式とし
ては有声音 lが推定できる可能性もある。

Rwata方言など郷城県のチベット語に特に一致する例

川九/漢字音 川九/蔵文 再構形式 語義 現代語例
撒 sa bya *sa 鶏 ´sO: (Rw)

「鶏」は蔵文 Py-対応音の例外的な形式として西田・孫 (1990)が指摘しているが、
郷城県のもっとも標準的な対応関係が以上のように蔵文 Py-に sなどの摩擦音となる
点である。

川九/漢字音 川九/蔵文 再構形式 語義 現代語例
谷慢 ko man nu ma *Ho mað 乳 ´Ho wÕ (Rw)

「乳」の漢字音写の形式は蔵文’o maに対応するものと考えられる。第２音節の末
尾に鼻音要素が与えられるのは、口語音を反映したか漢字音の問題かは先に言及し
たとおりよく分からない。

6.5.3 対応形式をもつ方言の分布概要図

さて、以上の対応関係を見た上で、《木里譯語》に記録される特異な形式が現代の
方言に一致したものについて、その方言の現在の位置を地図化して確かめると、《木
里譯語》の序文に付された地域の近隣地域よりもはるかに広範囲において分布して
いる方言に現れていることが改めてよく理解できる。
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図 6.10: 《木里譯語》に記録される語形式の対応形式を持つ方言の分布

6.6 本章のまとめ

本章では、西田・孫 (1990)によって紹介された丁種本《西番譯語》９種のうち、
チベット語を記録する《松潘譯語》《木坪譯語》《打箭爐譯語》《木里譯語》の４種を
対象に、同書の言及および分析について、本論文の第４章・第５章で扱った現代の
チベット語方言に基づいて、問題点を修正し妥当な再構形式を与えるとともに、同
書において提示されているいくつかの問題を解明した。このような問題は、現代語
の資料が極めて乏しかった当時としては解決される可能性が極めて低かったことで
ある。
まず、西田・孫 (1990)が指摘する問題を、漢字音の推定に関する問題と記録され
るチベット語形式自体の特異性に関する問題に二分した。前者の問題は、同書の北
京音読みを丁種本《西番譯語》の成立事情から西南官話音読みに変え、主に実際の
四川漢語音を当てて読むことにより、理解が明確に向上した。後者の問題は、部分
的ではあるが、現代チベット語方言に対応関係を見出せるものもあり、それらを利
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用することで、各種《西番譯語》に記録されるチベット語が口語形式を反映させる
ものとしてとらえることによって推定の根拠となした。
これらの作業によって、《松潘譯語》は記録されるチベット語方言が現代の多様な
方言形式を複数記録しているものと分析され、《木坪譯語》の記録言語は現代の丹巴
県のチベット語と特に関連する方言を記録したものということが判明し、《打箭爐譯
語》の特殊形式は現代のムニャ地域をはじめとする地域に分布する方言に当該形式
の一部が見出され、《木里譯語》には四川漢語とはやや特徴を異にする漢語方言で音
写されており、また現代では甘孜州南部および迪慶州に分布する方言に散らばって
分布する形式を記録していることが、それぞれ明らかとなった。
本章ではそれぞれの《西番譯語》が体系的に分析されたわけではない。ただし、
特異な形式とみなされていたものが実は特別ではなくそれぞれの地域に分布してい
たであろう口語形式を確かに記録しているということは、西田・孫 (1990)の記述よ
りも明瞭に理解できるようになった。ここで扱った《西番譯語》に記録される形式
には、現在ではもはや用いられていない形式もあり、それらはさらに方言調査が進
めば対応形式が明らかになるかもしれないし、歴史上の語彙の変遷と理解して過去
の形式であると結論を下さなければならないかもしれない。少なくとも本章の議論
の方法が、《西番譯語》に対する資料的価値を高めるものであり、現代語の方言研究
が直接的に関与していることを、ドス語（西田 1973）、ペマ語（西田・孫 1990）に
続いてチベット語についても示すことができたと考える。
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